Notes on Tusaka Touyou\u27s friendships in Edo －in the 11th and 12th years of Bunka (1814-15)－ by 二宮 俊博
椙山女学園大学
覚書：津阪東陽とその交友（二）－文化十一・十二
年の江戸－
著者 二宮 俊博
雑誌名 文化情報学部紀要
号 16
ページ 177-232
発行年 2017-03-31
URL http://id.nii.ac.jp/1454/00002329/
177文化情報学部紀要，第16巻，2016年，177―232頁
要
旨　
江
戸
期
を
代
表
す
る
詩
話
の
一
つ
『
夜
航
詩
話
』
等
の
著
で
知
ら
れ
る
伊
勢
津
藩
の
儒
者
、
津
阪
東
陽
（
宝
暦
七
年
﹇
一
七
五
七
﹈
〜
文
政
八
年
﹇
一
八
二
五
﹈）
は
文
化
十
一
年
八
月
か
ら
十
二
年
五
月
ま
で
江
戸
に
祗
役
し
た
が
、
当
地
で
は
幼
友
達
で
桑
名
藩
儒
の
平
井
澹
所
と
の
再
会
が
あ
り
、
敬
慕
す
る
赤
穂
義
士
や
新
井
白
石
の
墓
を
訪
れ
る
機
会
も
得
た
。
そ
の
一
方
、
国
元
の
妻
が
逝
去
す
る
と
い
う
悲
報
に
見
舞
わ
れ
た
も
の
の
、
大
窪
詩
仏
・
大
田
南
畝
ら
今
を
時
め
く
詩
人
や
文
人
と
の
新
た
な
出
会
い
や
交
流
が
生
ま
れ
た
。
本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
の
こ
と
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
東
陽
の
詩
を
読
み
解
き
な
が
ら
、
そ
の
あ
り
よ
う
を
垣
間
見
た
も
の
で
あ
る
。
キ
ー
ワ
ー
ド　
津
阪
東
陽
、
文
化
十
一
・
十
二
年
、
江
戸
の
詩
人
・
文
人
・
儒
者
は
じ
め
に
 　
伊
勢
津
藩
の
儒
者
津
阪
東
陽
は
、
文
化
十
一
年
（
一
八
一
四
）
八
月
、
侍
講
と
し
て
仕
え
る
第
十
代
藩
主
藤
堂
高たか
兌さわ
に
扈
従
し
て
出
府
し
、
翌
十
二
年
五
月
帰
国
し
た
。
58
歳
の
東
陽
に
と
っ
て
は
初
め
て
の
江
戸
行
き
で
、
子
息
の
達
（
字あざなは
拙
脩
、
通
称
は
貫
之
進
）
を
伴
っ
て
の
客
遊
で
あ
っ
た
。
わ
ず
か
十
か
月
足
ら
ず
の
短
い
滞
在
で
は
あ
っ
た
も
の
の
、
い
わ
ゆ
る
竹
馬
の
友
で
か
つ
て
昌
平
黌
に
学
び
今
は
桑
名
藩
儒
と
な
っ
て
い
る
平
井
澹
所
と
三
十
数
年
ぶ
り
に
再
会
し
、
か
ね
て
よ
り
敬
慕
す
る
赤
穂
義
士
や
新
井
白
石
の
墓
を
展
ず
る
一
方
、
江
戸
詩
壇
の
耆
宿
た
る
市
河
寛
斎
は
も
と
よ
り
、
そ
の
門
下
の
大
窪
詩
仏
・
菊
池
五
山
・
柏
木
如
亭
ら
詩
界
に
新
し
い
潮
流
を
生
み
出
し
て
広
く
世
に
知
ら
れ
て
い
た
江
湖
詩
社
の
同
人
と
交
流
す
る
機
会
を
得
、
大
田
南
畝
や
亀
田
鵬
斎
と
い
っ
た
今
を
と
き
め
く
名
だ
た
る
文
人
や
儒
者
と
も
知
り
合
っ
た
。
い
ず
れ
も
そ
の
当
時
の
藝
文
の
世
界
を
代
表
す
る
錚
々
た
る
面
々
で
あ
る
。
さ
ら
に
は
、
藩
命
で
出
府
し
て
い
た
菅
茶
山
と
の
思
い
が
け
な
い
出
会
い
も
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
間
、
国
元
で
留
守
を
ま
も
る
妻
が
十
月
十
六
日
に
急
逝
し
た
と
の
報
に
接
す
る
悲
し
み
に
も
襲
わ
れ
た
。
江
湖
詩
社
の
同
人
や
南
畝
・
鵬
斎
さ
ら
に
は
茶
山
と
の
交
際
が
見
ら
れ
る
の
が
概
ね
文
化
十
二
年
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
の
は
、
お
そ
ら
く
そ
の
た
め
で
あ
っ
た
ろ
う
。
　
か
か
る
東
陽
の
江
戸
で
の
交
友
に
つ
い
て
は
、
安
永
・
天
明
期
の
京
都
で
の
そ
れ
と
同
様
、
す
で
に
津
坂
治
男
氏
の
『
津
坂
東
陽
伝
』（
桜
楓
社
、
昭
和
覚
書
：
津
阪
東
陽
と
そ
の
交
友
㈡
―
文
化
十
一
・
十
二
年
の
江
戸
―
二
宮
俊
博
178
二宮俊博／覚書：津阪東陽とその交友㈡
六
十
三
年
）
お
よ
び『
生
誕
250
年　
津
坂
東
陽
の
生
涯
』（
竹
林
館
、平
成
十
九
年
）
に
言
及
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
本
稿
で
は
、
前
稿
「
覚
書
：
津
阪
東
陽
と
そ
の
交
友
㈠
―
安
永
・
天
明
の
京
都
」
に
引
き
続
き
国
立
国
会
図
書
館
蔵
の
写
本
『
東
陽
先
生
詩
文
集
』（
以
下
、『
東
陽
先
生
文
集
』
を
『
文
集
』、『
東
陽
先
生
詩
鈔
』
を
『
詩
鈔
』
と
略
記
）
を
繙
き
、
関
係
す
る
詩
文
を
読
み
解
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
具
体
的
に
見
て
行
く
こ
と
に
し
た
い
。
　
な
お
、
前
稿
と
同
じ
く
本
文
中
に
取
り
上
げ
た
人
物
の
略
伝
や
生
卒
年
に
つ
い
て
は
、
近
藤
春
雄
『
日
本
漢
文
学
大
事
典
』（
明
治
書
院
、
昭
和
六
十
年
）、
市
古
貞
次
ほ
か
編
『
国
書
人
名
辞
典
』（
岩
波
書
店
、
平
成
三
年
〜
十
一
年
刊
）
や
長
澤
規
矩
也
監
修
・
長
澤
孝
三
編『
改
訂
増
補
漢
文
学
者
総
覧
』（
汲
古
書
院
、
平
成
二
十
三
年
）
を
参
照
し
た
。
ま
た
各
項
目
ご
と
に
參
考
に
し
た
文
献
を
挙
げ
た
が
、
汲
古
書
院
刊
の
『
詩
集
日
本
漢
詩
』『
詞
華
集
日
本
漢
詩
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
関
連
す
る
詩
文
集
は
、
こ
れ
を
逐
一
明
記
し
な
か
っ
た
も
の
の
、
そ
れ
ら
に
附
さ
れ
た
富
士
川
英
郎
・
佐
野
正
巳
氏
の
解
題
も
参
考
に
な
っ
た
。
そ
れ
か
ら
、
こ
の
た
び
一
般
に
は
入
手
困
難
な
詩
誌
「
雅
友
」
に
掲
載
さ
れ
た
今
関
天
彭
の
江
戸
期
の
漢
詩
人
に
つ
い
て
の
評
伝
が
揖
斐
高
氏
に
よ
っ
て
ま
と
め
ら
れ
、『
江
戸
詩
人
評
伝
集
1
・
2
』（
平
凡
社
東
洋
文
庫
、
平
成
二
十
七
年
）
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
の
も
、あ
り
が
た
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
語
釈
を
施
す
上
で
、
岩
波
書
店
刊
の
『
江
戸
詩
人
選
集
』
全
十
巻
（
平
成
二
年
〜
五
年
）
や
『
江
戸
漢
詩
選
』全
五
巻（
平
成
七
、八
年
）か
ら
教
え
ら
れ
る
点
が
多
か
っ
た
こ
と
も
、
こ
こ
に
附
記
し
て
お
く
。
展
墓
の
詩
―
赤
穂
義
士
・
新
井
白
石
・
梅
若
丸
　
か
つ
て
京
都
に
遊
学
し
た
際
、
伊
藤
仁
斎
（
名
は
維
貞
、
字
は
源
佐
。
寛
永
四
年
﹇
一
六
二
七
﹈
〜
宝
永
二
年
﹇
一
七
〇
五
﹈）・
東
涯
（
名
は
長
胤
、
字
は
源
蔵
。
寛
文
十
年
﹇
一
六
七
〇
﹈
〜
元
文
元
年
﹇
一
七
三
六
﹈）
父
子
の
墓
を
展
じ
た
ご
と
く
、
江
戸
に
赴
く
機
会
を
得
た
東
陽
が
公
務
の
間
に
訪
ね
た
の
は
、
敬
慕
す
る
赤
穂
義
士
の
眠
る
泉
岳
寺
で
あ
り
私
淑
す
る
新
井
白
石
の
墓
で
あ
っ
た
。
赤
穂
義
士
　
元
禄
十
四
年
（
一
七
〇
一
）
三
月
十
四
日
、
江
戸
城
は
松
の
廊
下
で
勅
使
饗
応
役
の
赤
穂
藩
主
浅
野
長
矩
が
高
家
吉
良
義
央
へ
の
刃
傷
に
及
び
、
浅
野
は
即
日
切
腹
、
藩
は
断
絶
、
吉
良
は
お
咎
め
な
し
の
沙
汰
が
下
っ
た
。
翌
十
五
年
十
二
月
十
五
日
未
明
、
大
石
良
雄
ら
赤
穂
の
旧
臣
に
よ
る
吉
良
邸
討
ち
入
り
事
件
が
起
こ
り
、
そ
の
翌
年
二
月
、
四
十
六
士
は
切
腹
を
命
じ
ら
れ
た
。
彼
ら
の
行
為
や
処
罰
を
め
ぐ
っ
て
、
儒
学
者
間
で
賛
否
の
論
が
闘
わ
さ
れ
、
大
き
な
問
題
と
な
っ
た
こ
と
は
、よ
く
知
ら
れ
て
い
よ
う
。
大
学
頭
の
林
鳳
岡（
名
は
信
篤
、
字
は
直
民
。
正
保
元
年﹇
一
六
四
四
﹈〜
享
保
十
七
年﹇
一
七
三
二
﹈）は「
復
讐
論
」
を
著
わ
し
て
義
挙
と
し
て
こ
れ
を
讃
え
、
加
賀
藩
儒
室
鳩
巣
（
名
は
直
清
。
万
治
元
年
﹇
一
六
五
八
﹈
〜
享
保
十
九
年
﹇
一
七
三
四
﹈）
は
『
赤
穂
義
人
録
』
を
ま
と
め
た
。
そ
の
一
方
で
、
佐
藤
直
方
（
号
は
剛
斎
。
慶
安
三
年
﹇
一
六
五
〇
﹈
〜
享
保
四
年
﹇
一
七
一
九
﹈）
や
荻
生
徂
徠
（
名
は
双
松
、
字
は
茂
卿
。
寛
文
六
年
﹇
一
六
六
六
﹈
〜
享
保
十
三
年
﹇
一
七
二
八
﹈）・
太
宰
春
台
（
名
は
純
、字
は
徳
夫
。
寛
文
十
年
﹇
一
六
八
〇
﹈
〜
延
享
四
年
﹇
一
七
四
七
﹈）
の
ご
と
く
批
判
的
立
場
を
執
る
儒
者
も
多
か
っ
た
の
で
あ
る
。
　
こ
の
よ
う
に
儒
者
の
間
で
争
論
が
あ
り
評
価
が
定
ま
ら
な
か
っ
た
せ
い
か
、
赤
穂
事
件
に
つ
い
て
登
場
人
物
の
名
を
変
え
足
利
の
世
に
時
代
設
定
し
て
脚
色
さ
れ
た
浄
瑠
璃
や
歌
舞
伎
の
『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』（
浄
瑠
璃
の
そ
れ
は
寛
延
元
年
﹇
一
七
四
八
﹈
に
大
坂
竹
本
座
で
初
演
、
歌
舞
伎
は
翌
二
年
江
戸
の
森
田
座
・
市
村
座
・
中
村
座
で
演
じ
ら
れ
た
）
が
士
庶
の
間
も
て
は
や
さ
れ
て
い
た
の
と
は
か
な
り
事
情
が
異
な
っ
て
、
漢
詩
に
お
い
て
、
詠
史
の
作
で
赤
穂
義
士
を
取
り
上
げ
た
り
、
泉
岳
寺
に
墓
を
展
じ
た
り
し
た
詩
は
、
東
陽
の
当
時
に
お
い
て
さ
ほ
ど
多
く
の
例
を
み
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
　
も
っ
と
も
管
見
で
は
、
そ
の
嚆
矢
と
い
う
べ
き
詩
と
し
て
伊
藤
東
涯
に
大
石
ら
の
没
後
十
二
年
目
に
あ
た
る
正
徳
五
年
（
一
七
一
五
）
作
の
「
義
士
行
」【
資
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料
篇
①
】
が
あ
る
も
の
の
、
そ
の
後
は
熊
本
藩
儒
の
秋
山
玉
山
（
名
は
定
政
、
字
は
子
羽
。
元
禄
十
五
年
﹇
一
七
〇
二
﹈
〜
宝
暦
十
三
年
﹇
一
七
六
三
﹈）
に
「
泉
岳
寺
」
と
題
す
る
五
絶
（
宝
暦
四
年
﹇
一
七
五
四
﹈
刊
『
玉
山
先
生
集
』
巻
五
）
が
あ
る
ほ
か
は
、
め
ぼ
し
い
作
は
見
あ
た
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
。
　
な
お
餘
談
な
が
ら
、
玉
山
は
「
秋
風　
海
樹
を
吹
き
、
蕭せう
瑟しつ
と
し
て
波
瀾
を
起
こ
す
。
上
に
田
横
が
墓
有
り
、
偏ひとへに
月
色
を
し
て
寒
か
ら
し
む
」
と
詠
じ
て
い
る
が
、
そ
も
そ
も
赤
穂
義
士
を
秦
漢
の
際
の
斉
王
で
劉
邦
に
臣
従
す
る
こ
と
を
恥
じ
て
自
決
し
た
田
横
や
そ
の
一
党
五
百
人
に
擬
え
る
こ
と
自
体
に
牽
強
附
会
の
気
味
が
あ
る
の
は
避
け
ら
れ
な
い
（
田
横
の
こ
と
は
、『
史
記
』
田
儋
列
伝
に
み
え
る
）。
そ
の
点
で
い
え
ば
同
じ
く
田
横
の
故
事
を
用
い
て
も
、
後
年
、
広
瀬
旭
荘（
名
は
謙
、字
は
吉
甫
。文
化
四
年﹇
一
八
〇
七
﹈〜
文
久
三
年﹇
一
八
六
三
﹈）
が
七
絶
「
義
人
録
を
読
む
」
詩
（
安
政
三
年
﹇
一
八
五
六
﹈
刊
『
梅
墩
詩
鈔
四
篇
』
巻
一
）
に
お
い
て
四
十
七
士
を「
身
を
殺
し
て
仁
を
成
し
」
た
と
高
く
評
価
し
、
そ
れ
に
比
べ
て
「
田
横
没
後
奇
策
無
し
、
一
死
鴻
毛
五
百
人
」
と
詠
ん
で
い
る
の
は
、
無
理
の
な
い
巧
み
な
故
事
の
使
い
方
で
あ
ろ
う
。
　
展
墓
や
詠
史
の
作
が
意
外
に
少
な
い
こ
と
に
関
連
し
て
、
東
陽
よ
り
一
世
代
あ
と
に
な
る
大
坂
の
篠
崎
小
竹（
名
は
金
吾
、字
は
承
弼
。
天
明
元
年﹇
一
七
八
一
﹈
〜
嘉
永
四
年
﹇
一
八
五
一
﹈）
が
「
諸
儒
の
義
人
評
を
読
む
」
と
題
す
る
七
絶
（
嘉
永
元
年
﹇
一
八
四
八
﹈
刊
『
嘉
永
二
十
五
家
絶
句
』
巻
三
）
に
、
　
　
大
石
精
忠
絶
古
今　
　
大
石
の
精
忠　
古
今
に
絶
す
　
　
豈
思
聚
訟
在
儒
林　
　
豈あ
に
思
は
ん
や
聚
訟
の
儒
林
に
在
ら
ん
と
は
　
　
輸
他
院
本
傳
天
下　
　
輸
す
他
の
院
本
の
天
下
に
伝
は
り
　
　
感
發
人
間
忠
義
心　
　
人じん
間かん
忠
義
の
心
を
感
発
す
る
に
○
精
忠　
私
心
の
な
い
純
粋
な
忠
義
（『
宋
史
』
岳
飛
伝
）。
○
絶
古
今　
古
今
に
比
べ
る
も
の
が
な
い
。
○
聚
訟　
多
数
が
是
非
を
言
い
争
っ
て
定
ま
ら
ぬ
こ
と
。
○
輸
他　
こ
の
二
字
で
負
け
る
意
。〈
他
〉
は
、
接
尾
辞
。
但
し
江
戸
明
治
期
に
は
「
他
の
…
に
輸
す
」
と
訓
ず
る
。
○
院
本　
金
元
時
代
、
妓
院
で
演
じ
ら
れ
た
芝
居
の
脚
本
（
明
・
陶
宗
儀
『
輟
耕
録
』
巻
二
十
五
）。
こ
こ
で
は
浄
瑠
璃
や
歌
舞
伎
を
い
う
。
○
人
間　
世
間
。
と
詠
じ
、
広
島
藩
儒
で
頼
春
水
に
学
ん
だ
坂
井
虎
山
（
名
は
華
、
字
は
公
実
。
寛
政
十
年﹇
一
七
九
八
﹈〜
嘉
永
三
年﹇
一
八
五
〇
﹈）
が
、五
七
雑
言
古
詩「
四
十
七
士
を
咏
ず
」（
嘉
永
二
年
﹇
一
八
四
九
﹈
刊
『
摂
西
六
家
詩
鈔
』
巻
六
）
に
お
い
て
、
若
使
無
茲
事
、
臣
節
何
由
立　
　
 
若も
し
茲こ
の
事
無
か
ら
し
め
ば
、
臣
節
何
に
由よ
り
て
か
立
た
ん
若
常
有
此
事
、
終
將
無
王
法
」　
若も
し
常
に
此
の
事
有
ら
ば
、
終つひ
に
将まさ
に
王
法
無
か
ら
ん
と
す
」
王
法
不
可
廃
、
臣
節
不
可
已　
　
王
法
は
廃
す
可
か
ら
ず
、
臣
節
は
已や
む
可
か
ら
ず
茫
茫
天
地
古
今
間　
　
　
　
　
　
茫
茫
た
る
天
地
古
今
の
間
茲
事
獨
許
赤
城
士　
　
　
　
　
　
茲
の
事
独
り
許
す
赤
城
の
士
○
臣
節　
臣
下
と
し
て
の
忠
節
。
六
朝
宋
・
鮑
照
「
出
自
薊
北
門
行
」（『
文
選
』
巻
二
十
八
）
に
「
時
危
う
く
し
て
臣
節
を
見
る
」
と
。
○
王
法　
国
家
の
法
律
。
○
茫
茫　
遠
く
果
て
し
な
い
さ
ま
。
○
赤
城　
赤
穂
を
中
国
風
に
い
う
。
と
論
じ
て
い
る
の
が
参
考
に
な
ろ
う
。
ち
な
み
に
、
虎
山
に
は
「
泉
岳
寺
」
と
題
す
る
七
絶
も
あ
る
。
　
な
お
、
つ
い
で
な
が
ら
、
赤
穂
の
旧
大
石
邸
に
植
え
ら
れ
て
い
る
良
雄
遺
愛
の
桜
樹
を
詠
じ
た
詩
を
ま
と
め
た
も
の
に
、
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
刊
の
河
原
寛
編
・
土
井
聱
牙
校
『
忠
芬
義
芳
詩
巻
』
上
下
二
冊
が
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
収
載
さ
れ
て
い
る
う
ち
、
早
い
時
期
に
属
す
る
の
は
巌
垣
龍
渓
の
「
大
石
氏
の
故
居
を
経ふ
」
で
、
小
竹
や
虎
山
の
作
も
み
え
る
も
の
の
、
ほ
と
ん
ど
は
更
に
そ
れ
よ
り
下
の
年
代
の
詩
人
の
作
で
、
江
馬
細
香
や
大
沼
沈
山
・
森
春
濤
の
詩
も
採
録
さ
れ
て
い
る
。
　
と
こ
ろ
で
、
東
陽
に
つ
い
て
言
え
ば
、
そ
の
立
場
は
明
瞭
で
あ
っ
た
。
い
つ
作
ら
れ
た
か
定
か
で
は
な
い
が
、
弱
年
の
作
と
お
ぼ
し
き
詩
に
「
人
の
赤
穂
義
士
の
事
を
譚
〈
談
〉
ず
る
を
聞
く
に
、
太
宰
徳
夫
の
論
を
挙
ぐ
。
余
悉ことご
とく
之
を
折くじ
き
、
遂
に
玆こ
の
什
を
賦
す
」
と
題
し
た
五
言
古
詩
（『
詩
鈔
』
巻
一
）
が
あ
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る
。
太
宰
徳
夫
は
、先
に
言
及
し
た
太
宰
春
台
の
こ
と
で
、「
赤
穂
四
十
六
士
論
」
が
あ
る
。
豈
敢
讐
公
法
、
惆
悵
辭
城
行　
　
豈あ
に
敢
へ
て
公
法
に
讎
せ
ん
や
、惆ちう
悵ちやう
し
て
城
を
辞
し
て
行
く
尅
骨
舊
君
怨
、
慷
慨
泣
血
盟　
　
骨
に
剋きざ
む
旧
君
の
怨
、
慷
慨
し
て
泣
き
て
血
盟
す
義
知
泰
山
重
、
命
從
鴻
毛
輕　
　
義
は
泰
山
の
重
き
を
知
り
、
命
は
鴻
毛
の
軽
き
に
従
ふ
酒
色
時
晦
跡
、
苦
衷
豈
勝
情　
　
酒
色　
時
に
跡
を
晦くら
ま
せ
、
苦
衷　
豈
に
情
に
勝た
へ
ん
や
抜
萃
精
忠
士
、
要
束
計
初
成　
　
抜
萃
す
精
忠
の
士
、
要
束　
計
初
め
て
成
る
衷
甲
乘
深
夜
、
劍
鳴
氣
崢
嶸　
　
衷
甲　
深
夜
に
乗
じ
、剣
鳴　
気
崢そう
嶸くわう
た
り
直
拙
狡
兎
窟
、
攻
擊
亂
從
横　
　
直ただ
ち
に
狡
兎
の
窟
を
拙
と
し
、
攻
撃
乱
る
る
こ
と
従
横
た
り
潜
匿
豈
得
遁
、
戮
來
祭
墳
塋　
　
潜
匿
す
る
も
豈
に
遁のが
る
る
を
得
ん
や
、
戮
し
来
り
て
墳ふん
塋えい
を
祭
る
惟
是
殺
朝
官
、
干
戈
動
都
城　
　
惟た
だ
是
れ
朝
官
を
殺
し
、
干
戈　
都
城
を
動
か
す
嫌
重
先
君
過
、
俾
官
不
失
刑　
　
先
君
の
過
あ
や
ま
ちを
重
ぬ
る
を
嫌
ひ
、
官
を
し
て
刑
を
失
せ
し
め
ず
束
身
自
歸
罪
、
從
容
伏
劍
聲　
　
身
を
束
ね
て
自
ら
罪
に
帰
し
、
従
容
と
し
て
剣
声
に
伏
す
義
烈
輝
青
史
、
誰
不
仰
忠
貞　
　
義
烈
は
青
史
を
輝
か
し
、
誰
か
忠
貞
を
仰
が
ざ
ら
ん
懦
夫
堪
興
起
、
擊
節
肝
膽
傾　
　
懦
夫
も
興
起
す
る
に
堪
へ
、
節
を
撃
ち
て
肝
胆
傾
く
噫
太
宰
子
、
白
面
一
書
生　
　
噫あ
あ　
太
宰
子
、
白
面
の
一
書
生
筆
端
妄
論
事
、
偏
見
＊
　
　
筆
端
妄みだ
り
に
事
を
論
じ
、
偏
見は
な
は
だ
け
い
け
い
た
り
徒
供
大
方
笑
、
雄
辯
君
莫
驚　
　
徒
い
た
づ
らに
大
方
の
笑
ひ
に
供
す
、
雄
弁
君
驚
く
こ
と
莫なか
れ
　
　
＊
は
、
の
誤
字
。
○
公
法　
幕
府
の
法
。
○
惆
悵　
傷
み
悲
し
む
さ
ま
。
畳
韻
語
。
○
辞
城　
赤
穂
城
に
別
れ
を
告
げ
る
。
い
わ
ゆ
る
城
明
け
渡
し
。
○
剋
骨　
〈
剋
〉
は
、
刻
と
音
通
。
尅
は
剋
の
異
体
字
。
○
泰
山
・
鴻
毛　
前
漢
・
司
馬
遷
「
任
少
卿
に
報
ず
る
書
」（『
文
選
』
巻
四
十
一
）
に
「
固もと
よ
り
一
死
有
り
、
或
い
は
太
山
よ
り
重
く
、
或
い
は
鴻
毛
よ
り
軽
し
」
と
。〈
太
山
〉
は
、
泰
山
に
同
じ
。
○
酒
色
云
　々
大
石
良
雄
の
京
で
の
遊
興
を
い
う
。
○
抜
萃　
多
く
の
中
か
ら
抜
き
出
す
。
○
要
束　
約
定
。
○
衷
甲　
衣
の
下
に
鎖
帷かた
子びら
を
着
込
む
こ
と
。『
左
氏
伝
』
襄
公
二
十
七
年
に
見
え
、
西
晋
・
杜
預
の
注
に
「
甲
よ
ろ
ひ
衣
中
に
在
り
」
と
。
○
崢
嶸　
凡
常
な
ら
ず
旺
盛
な
さ
ま
。
畳
韻
語
。
北
宋
・
蘇
軾
の
七
律
「
劉
景
文
に
贈
ら
る
る
に
和
す
」
詩
に
「
豪
気
崢
嶸
老
い
て
除
せ
ず
」
と
。
○
狡
兎
窟　
ウ
サ
ギ
の
巣
穴
。
こ
こ
で
は
（
巧
妙
に
防
御
示
し
た
）
吉
良
邸
を
指
す
。『
戦
国
策
』
斉
策
四
に
「
狡
兎
三
窟
有
り
、
僅
か
に
死
を
免
る
る
の
み
」
と
。
○
朝
官　
こ
こ
で
は
、
高
家
の
意
。
○
干
戈　
た
て
（
干
）
と
ほ
こ
（
戈
）。
○
都
城　
江
戸
を
指
す
。
○
失
刑　
刑
罰
の
適
用
が
正
し
く
行
わ
れ
な
い
こ
と
。『
国
語
』晋
語
三
に「
刑
を
失
し
政
を
乱
せ
ば
威
あ
ら
ず
」と
あ
り
、韋
昭
の
注
に「
罪
有
り
て
殺
さ
ざ
る
を
刑
を
失
す
と
為
す
」
と
。
○
束
身　
自
ら
を
縛
る
。
帰
順
の
意
を
示
す
。
○
帰
罪　
自
首
す
る
。
○
青
史　
歴
史
書
。
古
代
、
竹
簡
（
青
竹
を
火
で
あ
ぶ
り
、
油
抜
き
し
て
か
ら
札
に
し
た
も
の
）
に
文
字
を
書
い
た
こ
と
に
よ
る
。
○
懦
夫　
い
く
じ
の
な
い
男
。『
孟
子
』
万
章
下
に
「
伯
夷
の
風
を
聞
く
者
は
頑
夫
も
廉
に
、
懦
夫
も
志
を
立
つ
る
有
り
」
と
。
○
撃
節　
節
操
を
励
ま
す
。
晋
・
袁
宏
「
三
国
名
臣
序
賛
」（『
文
選
』
巻
四
十
七
）
に
「
後
世
は
節
を
撃
ち
、
懦
夫
は
気
を
増
す
」
と
。
○
肝
膽
傾　
ま
ご
こ
ろ
を
傾
け
る
。
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○
太
宰
子　
春
台
の
こ
と
。
○
白
面
一
書
生　
書
物
ば
か
り
読
ん
で
世
事
に
疎
く
見
識
の
乏
し
い
書
生
。『
宋
書
』
沈
慶
之
伝
に
「
陛
下
、
今
、
国
を
伐
た
ん
と
欲
す
。
而しか
る
に
白
面
の
書
生
輩
と
之
を
謀
る
。
事
何
ぞ
済な
す
こ
と
有
ら
ん
や
」
と
。
東
陽
の
『
薈
録
』
巻
上
に
「
白
面
書
生
ト
ハ
、年
少
ナ
ル
学
者
ヲ
称
ス
。
然
ド
モ
面
美
シ
キ
義
ニ
ハ
ア
ラ
ズ
。
ナ
マ
メ
キ
タ
ル
意
ヲ
含
ン
デ
言
フ
ナ
リ
。
故
ニ
慢
侮
ノ
辞
ニ
用
ユ
。
ナ
マ
白
ケ
テ
ヌ
ル
ケ
タ
ル
者
ノ
フ
ガ
ヒ
ナ
ク
柔
儒
ナ
ル
義
ナ
リ
」
云
々
と
。
○
　
が
ち
が
ち
の
石
頭
。『
論
語
』
子
路
篇
に
「
言
へ
ば
必
ず
信
、
行
へ
ば
必
ず
果
、
然
た
る
小
人
な
る
哉かな
」
と
。
○
大
方
笑　
〈
大
方
〉
は
、
見
識
あ
る
人
。『
荘
子
』
秋
水
篇
に
「
吾
れ
長
く
大
方
の
家
に
笑
は
れ
ん
」
と
。
　
ま
た
彦
根
藩
儒
の
野
村
東
皐（
名
は
公
台
、字
は
子
賤
。
享
保
二
年﹇
一
七
一
七
﹈
〜
天
明
四
年
﹇
一
七
八
四
﹈）
が
延
享
二
年
（
一
七
四
五
）
に
著
し
た
「
大
石
良
雄
復
君
讎
論
」
で
否
定
的
評
価
を
下
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
こ
れ
に
反
駁
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。「
野
子
賤
の
復
讐
論
を
論
ず
」（『
文
集
』
巻
四
）
が
そ
れ
で
あ
る
【
資
料
編
②
】。
　
さ
ら
に
『
薈　
録
』
巻
下
に
は
「
三
宅
尚
斎
江
戸
ニ
下
リ
シ
ハ
土
州
侯
ニ
招
カ
レ
テ
賓
師
タ
リ
ケ
ル
ガ
、
頭
巾
気
ノ
僻
論
ヲ
著
シ
テ
赤
穂
ノ
義
士
ヲ
毀
リ
ケ
レ
バ
大
ニ
邸
中
ノ
士
ニ
疏
マ
レ
、
遂
ニ
用
ヰ
ラ
ル
コ
ト
能
ハ
ズ
シ
テ
已
ミ
ケ
リ
。
サ
レ
ド
晩
節
前
非
ヲ
悟
リ
テ
、
更
ニ
論
ヲ
著
シ
テ
左
袒
セ
リ
。
其
文
黙
識
録
ニ
載
セ
タ
リ
。
佐
藤
直
方
ハ
遂
ニ
改
メ
ズ
、
始
終
偏
見
ヲ
執
シ
テ
赤
穂
ノ
士
ヲ
不
義
ト
セ
リ
。
此
翁
ト
太
宰
徳
夫
ハ
名
教
ノ
罪
人
ト
謂
フ
ベ
シ
」
と
記
し
て
い
る
。
　
さ
れ
ば
江
戸
に
出
府
す
る
機
会
を
得
た
東
陽
に
と
っ
て
、
高
輪
の
泉
岳
寺
は
ど
う
し
て
も
訪
れ
た
い
場
所
で
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
重
陽
節
を
過
ぎ
て
か
ら
、当
寺
に
詣
で
て
い
る
。
五
古
「
泉
岳
寺
四
十
六
士
の
墓
」（『
詩
鈔
』
巻
一
）
に
云
う
、
忠
憤
徹
骨
髓
、
義
烈
泣
鬼
神　
　
忠
憤
は
骨
髄
に
徹
し
、
義
烈
は
鬼
神
を
泣
か
し
む
拔
萃
百
鍊
剛
、
四
十
有
六
人　
　
拔
萃
す
百
錬
剛
、
四
十
有
六
人
慷
慨
倶
瀝
血
、
危
機
幾
逡
巡　
　
慷
慨　
倶とも
に
血
を
瀝
し
、
危
機　
幾
た
び
か
逡
巡
す
計
定
膽
如
斗
、
劍
氣
夜
衝
雲　
　
計
定
ま
り　
膽　
斗
の
如
く
、
剣
気　
夜　
雲
を
衝つ
く
不
畏
彊
禦
勢
、
鐡
椎
直
排
門　
　
彊
禦
の
勢
を
畏
れ
ず
、
鉄
椎　
直ただ
ち
に
門
を
排
す
狼
狽
第
中
士
、
嚴
冬
躶
跣
寒　
　
狼
狽
す
第
中
の
士
、
厳
冬　
躶
跣
寒
し
室
空
仇
驚
逃
、
餘
煖
尚
在　
　
　
室
空
し
く
仇
驚
き
逃
ぐ
る
も
、
餘
煖
尚な
ほ
し
と
ね
に
在
り
捜
索
出
柴
房
、
認
得
舊
刀
痕　
　
捜
索
し
て
柴
房
よ
り
出
だ
す
に
、
認
め
得
た
り
旧
刀
痕
捧
首
往
祭
墓
、
束
身
自
歸
官　
　
首
を
捧
げ
て
往
き
て
墓
を
祭
り
、
身
を
束つか
ね
て
自
ら
官
に
帰
す
従
容
齊
就
死
、
天
慘
白
日
昏　
　
従
容
と
し
て
斉ひと
し
く
死
に
就
き
、
天
慘
と
し
て
白
日
昏くら
し
蕭
寺
堕
淚
碑
、
香
火
吊
遺
墳　
　
蕭
寺
の
堕
涙
碑
、
香
火　
遺
墳
を
弔
ふ
英
雄
骨
已
朽
、
生
氣
凛
如
新　
　
英
雄　
骨
已
に
朽
つ
る
も
、
生
気
凛
と
し
て
新
た
な
る
が
如
し
○
抜
萃　
多
く
の
中
か
ら
抜
き
出
す
。
○
百
錬
剛　
鍛
え
抜
い
た
わ
ざ
も
の
。
西
晋
・
劉
琨
「
重
ね
て
盧
諶
に
贈
る
」
詩
（『
文
選
』
巻
二
十
五
）
に
「
何
ぞ
意をも
は
ん
百
錬
剛
、化
し
て
指
に
繞めぐ
る
の
柔
と
為
ら
ん
と
は
」と
。
○
瀝
血　
血
書
、
血
判
し
て（
仇
を
報
ず
る
）誓
を
立
て
る
。『
呉
越
春
秋
』勾
踐
入
臣
外
伝
に「
瀝
血
の
仇
を
滅
せ
ず
、
懐
毒
の
怨
み
を
絶
た
ず
」
と
。
○
逡
巡　
た
め
ら
う
。
畳
韻
語
。
○
膽
如
斗　
『
三
国
志
』
蜀
志
・
姜
維
伝
「
維
の
妻
子
皆
誅
に
伏
す
」
の
裴
松
之
の
注
に
引
く
『
世
語
』
に
「
維
死
す
る
時
剖さ
か
る
る
に
、
膽
は
斗
の
如
く
大
な
り
」
と
。『
蒙
求
』
巻
中
の
標
題
に
「
姜
維
膽
斗
」
が
あ
る
。
ち
な
み
に
、『
薈　
録
』
巻
下
に
「
大
如
レ
斗
ト
云
フ
ハ
斗
量
ホ
ド
ノ
丸
サ
ナ
リ
。（
中
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略
）
形
丸
ク
シ
テ
頗
ル
大
ナ
ル
物
ヲ
バ
仰
山
ニ
譬
ヘ
テ
言
ヘ
ル
ナ
ル
。
古
ノ
斗
量
ハ
圜
ナ
リ
。
吾
今
ノ
一
升
ホ
ド
ニ
当
ル
。
タ
ト
へ
バ
此
方
ノ
鄙
諺
ニ
五
升
餅
ノ
大
サ
ナ
ド
云
フ
ガ
如
ク
古
者
口
実
ノ
詞
ナ
リ
」
と
。
○
彊
禦　
悪
強
く
抵
抗
す
る
者
。『
詩
経
』
大
雅
「
蒸
民
」
に
「
矜
寡
を
侮
ら
ず
、彊
禦
を
畏
れ
ず
」
と
。
○
排
門　
門
を
お
し
ひ
ら
く
。
○
第
中　
屋
敷
内
。
○
躶
跣　
〈
躶
〉
は
、
裸
と
同
じ
。〈
跣
〉
は
、
は
だ
し
。
○
柴
房　
炭
置
き
小
屋
。
○
束
身　
自
ら
を
縛
る
。
帰
順
の
意
を
示
す
。
○
帰
官　
〈
帰
〉
は
、
自
首
す
る
。
○
従
容　
落
ち
着
い
た
さ
ま
。
畳
韻
語
。『
近
思
録
』
巻
十
、
政
事
類
に
「
感
慨
し
て
身
を
殺
す
こ
と
は
易やす
く
、
従
容
と
し
て
義
に
就
く
こ
と
は
難かた
し
」
と
。
○
天
慘　
空
が
暗
く
な
る
。
三
国
魏
・
王
粲
「
登
楼
の
賦
」（『
文
選
』
巻
十
一
）
に
「
天
慘
慘
と
し
て
色
無
し
」
と
。
○
白
日
昏　
盛
唐
・
高
適
の
五
古
「
李
員
外
が
哥
舒
大
夫
の
九
曲
を
破
る
を
賀
す
る
の
作
に
同
ず
」
詩
に
「
鬼
哭
し
て
黄
埃
暮
れ
、
天
愁
ひ
て
白
日
昏
し
」
と
。
○
蕭
寺　
仏
寺
。
南
朝
梁
の
武
帝
（
蕭
衍
）
が
仏
教
を
好
み
、
寺
を
創
建
し
た
際
、
蕭
字
を
大
書
し
て
掲
げ
さ
せ
た
と
い
う
。『
書
言
故
事
』
巻
四
、
釈
教
類
に
、
こ
の
語
を
挙
げ
る
。
○
堕
淚
碑　
も
と
は
、
西
晋
時
代
、
襄
陽
太
守
で
あ
っ
た
羊
祜
の
徳
を
慕
っ
て
建
て
ら
れ
た
碑
で
、
こ
れ
を
望
む
者
が
皆
涙
を
流
し
た
こ
と
か
ら
、
杜
預
が
か
く
名
づ
け
た
（『
晋
書
』
羊
祜
伝
）。
○
骨
已
朽　
杜
甫
の
五
律
「
喬
口
に
入
る
」
詩
に
「
賈
生
骨
は
已
に
朽
ち
た
り
、
悽
惻
と
し
て
長
沙
に
近
づ
く
」
と
。
○
生
気　
盛
ん
な
意
気
、
気
概
。『
世
説
新
語
』
品
藻
篇
に
庾ゆ
龢わ
（
道
季
）
の
言
と
し
て
「
廉
頗
・
藺
相
如
は
、
千
載
上
の
死
人
と
雖いへど
も
、
凛
凛
と
し
て
恒つね
に
生
気
有
り
」
と
。
　
七
絶
で
も
「
泉
岳
寺
四
十
六
士
の
墓
」
詩
（『
詩
鈔
』
巻
九
）
が
あ
り
、
　
　
擲
身
義
不
共
讎
存　
　
身
を
擲
な
げ
う
っ
て
義　
讎
と
共
に
存
せ
ず
　
　
何
必
人
人
國
士
恩　
　
何
ぞ
人
人
に
国
士
の
恩
を
必
せ
ん
　
　
荒
冢
纍
纍
堕
淚
碣　
　
荒
冢
累
累
た
り
堕
涙
の
碣
　
　
空
埋
四
十
六
忠
魂　
　
空
し
く
埋
む
四
十
六
忠
魂
○
人
人　
す
べ
て
の
人
々
。
○
国
士
恩　
李
白
の
五
古
「
宣
城
の
趙
太
守
悅
に
贈
る
」
詩
に
「
憶
ふ
南
陽
に
在
り
し
時
、
始
め
て
承
く
国
士
の
恩
」
と
。
○
荒
　
（
手
入
れ
さ
れ
ず
）
雑
草
の
生
い
茂
っ
た
墓
。
○
累
累　
相
連
な
る
さ
ま
。
西
晋
・
潘
岳
「
懐
旧
の
賦
」（『
文
選
』
巻
十
六
）
に
「
墳
塁
塁
と
し
て
壟
に
接
す
」
と
。〈
累
累
〉
は
、
塁
塁
と
同
じ
。
○
碣　
い
し
ぶ
み
。
○
忠
魂　
忠
義
の
た
め
に
死
ん
だ
者
の
魂
。
と
い
い
、
さ
ら
に
五
絶
「
泉
岳
寺
に
義
士
の
墓
を
吊
す
」
詩
（『
詩
鈔
』
巻
六
）
に
は
、忠
誠
埋
不
滅
、
生
氣
凛
千
年　
　
忠
誠　
埋
む
る
も
滅
せ
ず
、
生
気　
千
年
に
凛
た
り
這
箇
尋
常
寺
、
大
名
天
下
傳　
　
這
箇
の
尋
常
の
寺
、
大
名　
天
下
に
伝
ふ
○
生
気　
盛
ん
な
意
気
、
気
概
。
前
掲
「
泉
岳
寺
四
十
六
士
の
墓
」
詩
の
語
釈
参
照
。○
這
箇　
こ
の
。近
世
以
来
の
俗
語
。○
尋
常　
あ
り
き
た
り
。双
声
語
。
と
詠
じ
る
。
　
な
お
、
つ
い
で
に
言
え
ば
、
こ
の
泉
岳
寺
に
後
出
の
亀
田
鵬
斎
が
「
赤
穂
四
十
七
義
士
の
碑
」
を
建
立
し
た
の
は
、
文
政
三
年
（
一
八
二
〇
）
五
月
十
四
日
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
こ
れ
よ
り
先
、
鵬
斎
は
文
化
十
二
年
に
刊
行
さ
れ
た
鴻
濛
陳
人
重
訳
『
海
外
奇
談
』、
こ
れ
は
『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』
を
長
崎
の
唐
通
詞
周
文
次
右
衛
門
が
翻
訳
し
た
『
忠
臣
蔵
演
義
』
を
も
と
に
訳
し
直
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
序
を
附
し
て
い
る
。
　
ま
た
討
ち
入
り
に
加
わ
っ
た
も
の
の
、
藝
州
広
島
の
浅
野
本
家
に
使
い
す
る
こ
と
と
な
り
（
後
掲
「
逸
事
碑
」）、
切
腹
を
免
れ
た
寺
坂
吉
衛
門
信
行
は
、
後
年
旗
本
の
山
内
氏
に
仕
え
、
延
享
四
年
（
一
七
四
七
）
83
歳
で
歿
し
、
か
つ
て
寄
寓
し
た
こ
と
の
あ
る
麻
布
の
曹
渓
寺
に
葬
ら
れ
た
。
伊
藤
仁
斎
の
四
男
で
久
留
米
藩
儒
の
竹
里
（
名
は
長
準
、
字
は
平
蔵
。
元
禄
五
年
﹇
一
六
九
二
﹈
〜
宝
暦
六
年
﹇
一
七
五
六
﹈）
に
「
寺
坂
吉
衛
門
墓
碣
銘
」
が
あ
り
、
竹
里
の
門
人
内
田
鵜
洲
（
名
は
叔
、字
は
叔
明
。
元
文
元
年
﹇
一
七
三
六
﹈
〜
寛
政
八
年
﹇
一
七
九
六
﹈）
に
そ
の
「
逸
事
碑
」
が
あ
る
が
（
い
ず
れ
も
五
弓
雪
窓
『
事
実
文
編
』
巻
三
十
一
に
収
録
）、
東
陽
は
こ
の
吉
衛
門
が
眠
る
寺
に
も
足
を
運
ん
で
い
る
。
七
絶
「
寺
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信
行
の
墓
」（『
詩
鈔
』
巻
九
）
に
云
う
、
　
　
大
節
相
將
義
士
林　
　
大
節
相
将おこ
なふ
義
士
の
林
　
　
厠
來
賤
卒
切
忠
心　
　
厠まじ
へ
来
る
賤
卒　
忠
心
切
な
り
　
　
人
生
一
飯
猶
須
報　
　
人
生　
一
飯
す
ら
猶な
ほ
須すべから
く
報
ゆ
べ
し
　
　
何
問
主
恩
深
不
深　
　
何
ぞ
問
は
ん
主
恩
の
深
き
や
深
か
ら
ず
や
を
○
大
節　
『
論
語
』
泰
伯
篇
に
「
大
節
に
臨
ん
で
奪
ふ
可
か
ら
ざ
る
な
り
」
と
。
○
賤
卒　
足
軽
の
身
分
で
あ
る
こ
と
を
い
う
。○
一
飯　
一
度
の
食
事
。『
史
記
』
范
雎
蔡
沢
列
伝
に
「（
范
雎
は
）
一
飯
の
徳
に
も
必
ず
償
ひ
、
睚がい
眥し
の
怨
に
も
必
ず
報
ゆ
」
と
。
題
下
の
注
に
「
麻
阜
の
曹
渓
寺
に
在
り
。
碑
を
読
ん
で
感
じ
て
作
る
。
余
嘗かつ
て
論
ず
ら
く
豫
譲
は
義
士
に
非
ず
、徒
い
た
づ
らに
名
高
き
を
為
す
者
な
り
。
且か
つ
市
道（
商
売
人
の
や
り
か
た
）
を
以
て
其そ
の
事つか
ふ
る
所
に
待
す
、
悪いづくん
ぞ
其そ
の
国
士
為た
る
に
在
ら
ん
や
。
賤
丈
夫
（
卑
劣
な
男
）
と
謂い
ふ
可
き
耳のみ
と
。
若も
し
夫そ
れ
を
し
て
信
行
の
美
譚
を
聞
か
し
む
れ
ば
、
其
れ
必
ず
愧
死
せ
ん
矣
」
と
。
　
豫
譲
の
こ
と
は
、
司
馬
遷
の
『
史
記
』
刺
客
列
伝
に
見
え
る
。
春
秋
末
期
、
晋
の
人
で
、
も
と
范
氏
や
中
行
氏
に
仕
え
た
が
認
め
ら
れ
ず
、
智
伯
に
仕
え
て
国
士
と
し
て
遇
さ
れ
た
。
智
伯
が
趙
襄
子
を
攻
め
て
失
敗
し
て
殺
さ
れ
、
彼
を
怨
む
こ
と
は
な
は
だ
し
い
趙
襄
子
に
よ
っ
て
そ
の
頭
骸
骨
は
漆
で
塗
ら
れ
飲
器
に
さ
れ
た
。
豫
譲
は
趙
襄
子
の
命
を
ね
ら
っ
た
も
の
の
、
果
た
せ
ず
、
最
初
は
義
士
と
し
て
放
免
さ
れ
た
が
、
体
に
漆うるしを
塗
り
炭
を
呑
ん
で
姿
や
声
を
変
え
、
橋
の
下
で
待
ち
伏
せ
し
て
失
敗
し
た
。
さ
す
が
に
二
度
め
は
趙
襄
子
も
見
逃
す
わ
け
に
は
ゆ
か
な
か
っ
た
が
、
死
を
覚
悟
し
た
豫
譲
の
、
趙
襄
子
の
上
衣
を
も
ら
い
う
け
、
こ
れ
を
突
き
刺
し
て
仇
討
ち
の
志
を
示
し
た
い
と
い
う
願
い
を
聞
き
届
け
た
と
い
う
。
人
口
に
膾
炙
す
る
「
士
は
己おのれを
知
る
者
の
為ため
に
死
し
、
女
は
己
を
説よろこぶ
者
の
為
に
容かたちづ
く
る
」
と
い
う
言
葉
は
、
豫
譲
が
智
伯
の
た
め
に
報
復
を
誓
っ
た
と
き
の
も
の
で
あ
る
。
　
ち
な
み
に
、
こ
の
豫
譲
に
つ
い
て
は
、
盛
唐
・
李
瀚
『
蒙
求
』
の
標
題
に
「
豫
譲
呑
炭
」
と
み
え
、
晩
唐
・
胡
曽
が
七
絶
形
式
で
歴
史
の
舞
台
と
な
っ
た
地
を
詠
じ
た
詠
史
詩
の
一
首
に
「
豫
譲
橋
」（『
胡
曽
詩
抄
』）
が
あ
り
、
南
宋
・
朱
熹
の
『
小
学
』
内
篇
・
稽
古
第
四
・
明
倫
に
も
そ
の
故
事
が
採
ら
れ
て
い
る
の
を
始
め
と
し
て
、
後
世
の
評
価
は
お
お
む
ね
高
く
、
宋
明
の
評
論
は
明
の
凌
稚
隆
輯
校
・
李
光
縉
増
補
『
史
記
評
林
』
に
そ
の
一
端
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
東
陽
は
豫
譲
の
行
為
を
主
家
の
恩
の
軽
重
を
比
較
計
量
し
て
恩
返
し
を
は
か
る
も
の
で
、
商
賈
に
類
す
る
も
の
と
み
な
し
厳
し
い
批
判
の
目
を
向
け
て
い
た
。
な
お
、
東
陽
の
自
注
に
見
え
る
〈
市
道
〉
は
、
商
売
人
の
や
り
方
。『
史
記
』
廉
頗
藺
相
如
伝
に
見
え
る
語
。
戦
国
趙
の
名
将
、
廉
頗
の
も
と
に
い
た
食
客
が
将
軍
を
罷
免
さ
れ
る
と
立
ち
去
り
、
再
び
将
軍
に
重
用
さ
れ
る
と
戻
っ
て
き
た
の
に
腹
を
立
て
た
廉
頗
に
対
し
て
、
食
客
の
一
人
が
い
っ
た
言
葉
に
「
夫そ
れ
天
下
、
市
道
を
以
て
交
は
る
。
君
に
勢
ひ
有
る
、
我
則
ち
君
に
従
ふ
。
君
勢
ひ
無
け
れ
ば
則
ち
去
る
。
此
れ
固も
と
其
の
理
な
り
。
何
の
怨
む
こ
と
有
ら
ん
や
」と
。
ま
た
〈
賤
丈
夫
〉
は
、
利
益
を
壟
断
し
よ
う
と
す
る
卑
劣
な
男
（『
孟
子
』
公
孫
丑
下
）
の
意
。
　
こ
う
し
た
ド
ラ
イ
な
発
想
は
主
従
関
係
に
利
害
打
算
・
損
得
勘
定
を
持
ち
込
む
も
の
と
し
て
東
陽
は
こ
れ
を
憎
み
、
豫
譲
の
行
為
の
な
か
に
も
、
そ
れ
と
同
質
の
臭
気
を
鋭
敏
に
感
じ
取
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。『
詩
鈔
』
巻
九
に
「
豫
譲
は
義
士
に
非
ず
、
余
其そ
の
軽
薄
を
憎
み
、
文
を
著
し
之
を
論
ず
。
仍な
ほ
繫
ぐ
に
詩
を
以
て
す
二
首
」
と
題
す
る
七
絶
が
あ
る
。
こ
の
詩
は
、『
夜
航
余
話
』
巻
下
の
「
年
ふ
る
き
狐
狸
の
化ばけ
た
る
は
、
死
し
て
も
容
易
に
本
態
を
あ
ら
は
さ
ず
と
な
ん
。
か
の
晋
の
豫
譲
が
ご
と
き
は
、
天
下
後
世
を
誑
ら
し
惑
は
す
、
振
古
の
大
妖
物
な
り
け
り
。
其
心
術
の
さ
も
し
く
は
し
た
な
き
、
ま
こ
と
に
軽
薄
不
義
の
士
な
り
。
始
は
利
禄
に
節
を
う
し
な
ひ
、
終
は
名
聞
に
身
を
も
が
き
、
大
に
虚
名
を
盗
み
て
、
千
載
を
欺
き
得
た
り
」
云
々
と
非
難
し
た
箇
所
に
も
附
さ
れ
て
お
り
、
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
日
本
詩
史　
五
山
堂
詩
話
』（
岩
波
書
店
、
平
成
三
年
）
に
収
め
ら
れ
て
い
る
揖
斐
高
氏
の
『
夜
航
余
話
』
校
注
を
参
照
さ
れ
た
い
。
　
な
お
、
豫
譲
に
つ
い
て
は
後
出
の
大
窪
詩
仏
に
天
保
七
年
（
一
八
三
六
）
70
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歳
の
作
た
る
七
古
「
大
石
良
雄
の
肖
像
に
題
す
」
詩
（
天
保
九
年
刊
『
詩
聖
堂
詩
集
三
編
』
巻
十
）
が
あ
り
、「
豫
譲
の
為
す
所
と
こ
ろ
真
に
児
戯
、
猶な
ほ
且か
つ
之
を
青
史
に
載
す
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
を
附
記
し
て
お
く
。
※ 
赤
穂
四
十
七
士
に
関
す
る
議
論
に
つ
い
て
は
、鍋
田
晶
山『
赤
穂
義
人
纂
書
』（
日
本
シ
ェ
ル
出
版
、
昭
和
五
十
、一
年
）
お
よ
び
石
井
紫
郎
校
注
『
日
本
思
想
大
系
27
近
世
武
家
思
想
』（
岩
波
書
店
、
昭
和
四
十
九
年
）
参
照
。
そ
の
思
想
史
的
意
味
に
関
し
て
は
田
原
嗣
郎
『
赤
穂
四
十
六
士
論
―
幕
藩
制
の
精
神
構
造
』
（
吉
川
弘
文
館
、昭
和
五
十
三
年
）
に
詳
し
い
。
さ
ら
に
『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』
に
つ
い
て
は
、
服
部
幸
雄
編
『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
を
読
む
』（
吉
川
弘
文
館
、
平
成
二
十
年
）
参
照
。
ま
た
『
海
外
奇
談
』
に
つ
い
て
は
、
杉
村
英
治
「
海
外
奇
談
―
漢
訳
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
」（『
亀
田
鵬
斎
の
世
界
』
所
収
。
三
樹
書
房
、
昭
和
六
十
年
）お
よ
び
奥
村
佳
代
子「『
海
外
奇
談
』の
語
句
の
来
歴
と
翻
訳
者
」
（「
関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所
紀
要
」
48
、
平
成
二
十
六
年
）
参
照
。
新
井
白
石
（
明
暦
三
年
﹇
一
六
五
七
﹈
〜
享
保
十
年
﹇
一
七
二
五
﹈）
　
名
は
璵
あ
る
い
は
君
美
、
字
は
済
美
。
白
石
は
、
そ
の
号
。
31
歳
の
と
き
木
下
順
庵
（
元
和
七
年
﹇
一
六
二
一
﹈
〜
元
禄
十
一
年
﹇
一
六
九
八
﹈）
の
推
挙
で
甲
府
城
主
徳
川
綱
豊
（
後
の
六
代
将
軍
家
宣
）
に
仕
え
、
53
歳
に
し
て
幕
府
に
登
用
さ
れ
、将
軍
家
宣
の
も
と
で
数
々
の
建
策
を
行
っ
た
。
正
徳
六
年（
享
保
元
年
）
吉
宗
が
八
代
将
軍
に
襲
位
す
る
と
罷
免
さ
れ
、
第
一
線
か
ら
退
い
た
。
　
題
下
に
「
浅
草
里
の
本
願
寺
中
に
在
り
」
と
自
注
を
附
し
た
五
律
「
白
石
先
生
の
墓
に
奠てん
す
」
詩
（『
詩
鈔
』
巻
三
）
が
あ
る
。
当
時
、
白
石
の
墓
は
東
本
願
寺
派
の
浅
草
報
恩
寺
境
内
に
移
転
し
て
い
た
同
派
の
高
徳
寺
に
あ
っ
た
。
經
世
斯
文
志
、
雄
才
孰
敢
當　
　
経
世　
斯
文
の
志
、
雄
才　
孰たれ
か
敢
へ
て
当
ら
ん
平
生
憂
國
夢
、
毎
夜
告
天
香　
　
平
生　
国
を
憂
ふ
る
夢
、
毎
夜　
天
に
告
ぐ
る
香
詩
律
風
霜
氣
、
功
名
日
月
光　
　
詩
律
は
風
霜
の
気
、
功
名
は
日
月
の
光
書
空
暮
年
恨
、
奠
罷
且
彷
徨　
　
空
に
書
す
暮
年
の
恨
、
奠
し
罷をは
り
て
且しば
し
彷
徨
す
○
経
世　
世
を
治
め
る
。
○
斯
文　
こ
の
学
問
の
意
で
（『
論
語
』
子
罕
篇
）、
儒
学
の
こ
と
。
○
雄
才　
傑
出
し
た
才
能
。
○
孰
敢
当　
誰
も
匹
敵
す
る
者
が
い
な
い
。
晩
唐
・
周
曇
「
詠
史
詩
」
前
漢
門
・
薛
公
に
「
黥
布
兵
を
称
す
孰たれ
か
敢
へ
て
当
ら
ん
」と
。
○
告
天
香　
香
を
焚
い
て
天
帝
に
報
告
す
る
。『
後
漢
書
』
光
武
帝
紀
上
に
「
燔
燎
し
て
天
に
告
ぐ
」
と
あ
り
、
初
唐
・
李
賢
の
注
に
「
天
高
く
し
て
達
す
可
か
ら
ず
。
故
に
柴
を
燔
し
て
以
て
之
を
祭
る
、
高
煙
上
に
通
ず
る
を
庶
こ
ひ
ね
がふ
な
り
」
と
。
○
風
霜
気　
詩
律
が
厳
格
で
あ
る
こ
と
を
い
う
。『
西
京
雑
記
』
巻
上
の
「
淮
南
王
安
、鴻
烈
二
十
篇
を
著
は
す
。（
中
略
）
自
ら
云
ふ
、
字
句
風
霜
を
挾
さ
し
は
さむ
と
」
か
ら
出
た
表
現
。
宋
・
恵
洪
の
七
古
「
南
台
に
游
ぶ
に
和
す
」
詩
（『
石
門
文
字
禅
』
巻
七
）
に
「
曽
侯
逸
韻
有
り
、詩
律
風
霜
を
挾
む
」
と
。
○
日
月
光　
輝
か
し
い
こ
と
を
い
う
。
○
書
空　
東
晋
の
殷
浩
が
中
軍
将
軍
・
楊
州
刺
史
を
罷
免
さ
れ
て
信
安
（
浙
江
省
）
に
蟄
居
し
た
と
き
、「
終
日
恒つね
に
空
に
書
い
て
字
を
作な
す
」
日
が
な
一
日
、
虚
空
に
何
や
ら
字
を
書
い
て
い
た
。
そ
れ
は
「
咄
咄
怪
事
」（
ち
ぇ
っ
ち
ぇ
っ
、
け
っ
た
い
な
）
と
い
う
四
文
字
で
あ
っ
た
と
い
う
（『
世
説
新
語
』
黜
免
篇
）。
○
奠　
（
墓
前
に
）
酒
食
を
供
え
て
祭
る
。
○
暮
年　
老
年
。
○
彷
徨　
（
そ
の
場
を
立
ち
去
り
が
た
く
）
あ
た
り
を
行
っ
た
り
来
た
り
す
る
さ
ま
。
畳
韻
語
。
　
さ
ら
に
五
絶
「
白
石
先
生
の
墓
に
謁
す
」
と
題
す
る
作
（『
詩
鈔
』
巻
六
）
に
は
、
白
石
を
「
吾
が
夫
子
」
と
称
し
て
私
淑
の
意
を
示
し
、
次
の
よ
う
に
詠
じ
て
い
る
。
勳
業
吾
夫
子
、
經
世
煥
文
章　
　
勳
業　
吾
が
夫
子
、
経
世　
文
章
煥くわ
んた
り
蕭
寺
拜
遺
碣
、
為
拈
一
瓣
香　
　
蕭
寺　
遺
碣
を
拝
す
、
為ため
に
拈つま
む
一
弁
香
○
煥
文
章　
〈
煥
〉
は
、輝
く
。
晩
唐
・
杜
牧
の
五
排
「
華
清
宮
三
十
韻
」
詩
（『
樊
川
文
集
』
巻
二
）
に
「
星
斗
文
章
煥
た
り
」
と
。
○
蕭
寺　
仏
寺
。
○
遺
碣　
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墓
石
。〈
碣
〉
は
、
い
し
ぶ
み
。
○
拈
一
弁
香　
一
く
ゆ
り
の
香
を
つ
ま
ん
で
焚
く
。
敬
慕
の
念
を
示
す
。
北
宋
・
米べい
芾ふつ
『
画
史
』
唐
画
に
「
蘇
軾
子
瞻
墨
竹
を
作
る
。（
中
略
）
運
思
清
抜
、
文
同
与
可
に
出
ず
、
自
ら
謂い
ふ
な
ら
く
文
の
与ため
に
一
弁
香
を
拈
む
」
と
。
　
白
石
に
つ
い
て
は
、
そ
の
著
『
折
た
く
柴
の
記
』
を
読
ん
で
、
そ
の
感
想
を
詠
じ
た
五
律
「
白
石
先
生
の
焼
柴
志
を
読
む
」
詩
（『
詩
鈔
』
巻
三
）
も
あ
る
。
こ
れ
は
、文
化
四
年（
一
八
〇
七
）末
に
津
に
召
還
さ
れ
て
以
降
の
作
で
あ
ろ
う
。
忠
賢
王
佐
業
、
明
主
特
嚴
師　
　
忠
賢　
王
佐
の
業
、
明
主　
特
に
師
を
厳
に
す
尚
德
殊
恩
重
、
崇
文
庶
績
煕　
　
徳
を
尚たふとん
で
殊
恩
重
く
、
文
を
崇たふとん
で
庶
績
煕ひろ
ま
れ
り
風
雲
千
歳
日
、
禮
樂
百
年
時　
　
風
雲　
千
歳
の
日
、
礼
楽　
百
年
の
時
柴
火
咽
烟
夕
、
哭
來
神
鬼
悲　
　
柴
火　
烟
に
咽むせ
ぶ
夕
、
哭
し
来
り
て
神
鬼
悲
し
む
○
王
佐
業　
こ
こ
で
は
将
軍
を
補
佐
す
る
職
務
。
○
厳
師　
師
を
尊
敬
す
る
。
『
礼
記
』
学
記
篇
に
「
凡
そ
学
の
道
は
、
師
を
厳
に
す
る
を
難
し
と
為
す
」
と
あ
り
、
後
漢
・
鄭
玄
の
注
に
「
厳
は
、
尊
敬
な
り
」
と
。
○
殊
恩　
（
将
軍
か
ら
の
）
格
別
の
御
恩
。
○
庶
績
煕　
も
ろ
も
ろ
の
功
績
が
広
ま
る
。『
尚
書
』
堯
典
に
「
允まことに
百
工
を
釐をさ
め
て
、庶
績
咸みな
煕
ま
れ
り
」
と
。
そ
の
偽
孔
伝
に
「
煕
は
、
広
な
り
」
と
。
南
宋
・
蔡
沈
『
書
経
集
伝
』
も
同
じ
。
但
し
、
清
朝
の
学
者
は
興
る
の
意
に
解
す
る
（
江
声
『
尚
書
集
注
音
疏
』、
段
玉
裁
『
古
文
尚
書
撰
異
』）。
○
風
雲　
風
雲
際
会
の
意
。
君
臣
の
出
会
い
を
い
う
。
○
千
歳
日　
千
載
一
遇
の
意
。
杜
牧
「
華
清
宮
三
十
韻
」
詩
の
「
一
千
年
の
際
会
」
も
同
意
。
『
淮
南
子
』
泰
族
訓
に
「
夫そ
れ
治
を
欲
す
る
の
主
は
世
に
出
で
ず
、
而
し
て
与とも
に
治
を
興
す
の
臣
は
万
に
一
あ
ら
ず
。
万
に
一
あ
る
を
以
て
世
に
出
で
ざ
る
も
の
を
求
む
、
此こ
れ
千
歳
に
一
会
せ
ざ
る
所ゆゑ
ん以
な
り
」
と
。
○
礼
楽　
社
会
秩
序
を
安
寧
に
す
る
礼
と
人
心
を
和
や
か
に
す
る
楽
と
。
そ
れ
に
よ
っ
て
天
下
が
治
ま
る
こ
と
を
い
う
。
例
え
ば
『
孝
経
』
広
要
道
章
に
「
風
を
移
し
俗
を
易か
ふ
る
は
楽
よ
り
善
き
は
莫な
し
、
上
を
安
ん
じ
民
を
治
む
る
は
礼
よ
り
善
き
は
莫
し
」
と
。
○
百
年　
『
漢
書
』
叔
孫
通
伝
に
「
礼
楽
の
由
っ
て
起
こ
る
所
は
、
百
年
徳
を
積
み
て
而
し
て
後
に
興
る
可
き
な
り
」
と
。
六
代
将
軍
家
宜
の
治
世
は
、
江
戸
に
幕
府
が
開
か
れ
て
か
ら
ほ
ぼ
百
年
後
。
第
七
句
は
、
白
石
の
書
名
の
由
来
と
な
っ
た
後
鳥
羽
院
の
「
思
ひ
い
づ
る
を
り
た
く
柴
の
ゆ
う
け
ぶ
り
む
せ
ぶ
も
う
れ
し
わ
す
れ
が
た
み
に
」（『
新
古
今
和
歌
集
』
巻
八
、
哀
傷
歌
）
を
ふ
ま
え
た
表
現
。
　
東
陽
が
白
石
を
高
く
評
価
し
た
の
は
、
そ
の
学
問
が
経
世
の
学
で
あ
り
数
々
の
施
策
を
企
画
立
案
し
た
き
わ
め
て
優
秀
な
実
務
家
で
あ
る
と
と
も
に
卓
越
し
た
詩
文
の
名
手
で
あ
っ
た
の
は
む
ろ
ん
の
こ
と
な
が
ら
、
浪
人
時
代
に
養
子
縁
組
を
断
り
医
業
へ
の
転
身
を
拒
ん
だ
と
い
う
彼
の
経
歴
が
己
れ
の
そ
れ
と
類
似
し
て
い
る
と
み
て
何
が
し
か
の
親
近
感
を
覚
え
た
こ
と
も
、
あ
る
い
は
そ
の
背
景
に
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。そ
し
て
幕
政
と
藩
政
と
ス
ケ
ー
ル
こ
そ
違
え
ど
、
そ
う
し
た
白
石
の
後
ろ
姿
を
一
つ
の
目
標
と
し
て
名
君
の
誉
れ
が
高
い
藩
主
藤
堂
高
兌
に
献
可
賛
否
、
時
に
は
進
言
し
時
に
は
諫
言
し
て
、
そ
の
期
待
に
応
え
て
い
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
※ 
新
井
白
石
に
関
し
て
、
そ
の
生
涯
と
事
績
と
を
平
明
に
紹
介
し
た
の
が
宮
崎
道
生
『
人
物
叢
書　
新
井
白
石
』（
吉
川
弘
文
館
、
平
成
元
年
）。
そ
の
詩
業
に
つ
い
て
は
、
今
関
天
彭
「
詩
人
と
し
て
の
新
井
白
石
（
上
）（
下
）」（「
雅
友
」
第
二
十
五
・
六
号
、昭
和
三
十
年
十
一
・
十
二
月
。『
江
戸
詩
人
評
伝
1
』
に
収
録
）、
一
海
知
義
・
池
澤
一
郎
『
江
戸
漢
詩
選
2
儒
者
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
六
年
）
の
解
説
参
照
。
一
海
・
池
澤
両
氏
に
は
『
日
本
漢
詩
人
選
集
5
新
井
白
石
』（
研
文
出
版
、二
〇
〇
一
年
）
も
あ
る
。
さ
ら
に
、紫
陽
会
（
石
川
忠
久
・
市
川
桃
子
・
詹
満
江
・
三
上
英
司
・
森
岡
ゆ
か
り
・
高
芝
麻
子
・
遠
藤
星
希
・
大
戸
温
子
）
編
著
に
か
か
る
『
新
井
白
石
「
陶
情
詩
集
」
の
研
究
』（
汲
古
書
院
、
平
成
二
十
四
年
）
が
あ
る
。
梅
若
丸
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な
お
、
展
墓
の
詩
と
言
え
ば
、
謡
曲
「
隅
田
川
」
で
知
ら
れ
る
梅
若
丸
の
墓
を
訪
ね
た
作
も
あ
る
の
で
、つ
い
で
に
挙
げ
て
お
く
。『
詩
鈔
』巻
六
の
五
絶「
梅
児
の
墓
」
と
題
す
る
詩
が
そ
れ
で
、
題
下
に
「
隅
田
の
木
母
寺
に
在
り
」
と
注
し
て
い
る
。
こ
れ
は
文
化
十
二
年
の
作
。
一
抔
埋
玉
處
、
翠
柳
冢
頭
低　
　
一いつ
抔ぽう　
埋
玉
の
処
、
翠
柳　
冢
頭
に
低た
る
遺
恨
春
風
暮
、
枝
枝
自
向
西　
　
遺
恨　
春
風
の
暮
れ
、
枝
枝
自
ら
西
に
向
ふ
○
一
抔　
一
抔
土
の
意
で
、
墳
墓
を
い
う
。
抔
は
、
一
す
く
い
。『
書
言
故
事
』
巻
五
、
墳
墓
の
条
に
見
え
る
。
○
埋
玉　
埋
葬
。『
世
説
新
語
』
傷
逝
篇
に
「
庾
文
康
（
庾
亮
）
亡
じ
、
何
揚
州
（
何
充
）
葬
に
臨
ん
で
云
ふ
、
玉
樹
を
埋
め
て
土
中
に
箸つ
く
れ
ば
、
人
情
を
し
て
已
已
た
ら
し
む
」
と
。『
書
言
故
事
』
巻
五
、
祭
奠
類
に
、
こ
の
語
を
挙
げ
、「
挽
詩
に
葬
を
言
ひ
て
埋
玉
と
曰
ふ
」
と
し
、『
晋
書
』
庾
亮
伝
を
引
く
。
○
向
西　
ど
の
枝
も
梅
若
丸
の
故
郷
で
あ
る
京
の
方
角
に
向
う
。
　
こ
の
詩
に
関
連
し
て
、
七
絶
「
隅
田
川
観
花
二
首
」（『
詩
鈔
』
巻
九
）
の
題
下
の
自
注
に
「
昧
爽
（
朝
ま
だ
き
こ
ろ
）
両
国
橋
従よ
り
舟
を
泛うか
べ
て
行
く
、
三
匝
祠
の
前
を
過
ぐ
る
比
こ
ろ
ほ
ひ、
旭
日
乃すな
はち
（
よ
う
や
く
）
升
れ
り
矣
。
是ここ
に
於
い
て
舟
を
舍す
て
て
隄つつみに
上
が
り
、
行
く
ゆ
く
将まさ
に
木
母
寺
に
抵いた
ら
ん
と
す
。
列
樹
路
を
夾はさ
み
、
鬧だう
花くわ
（
満
開
の
桜
）
天
を
蔽おほ
ひ
、
雲
洞
中
に
入
る
が
若ごと
し
。
破
暁
（
夜
が
明
け
て
）往
き
て
観
る
者
は
、亦
た
紅
塵
を
避
く
れ
ば
な
り
」と
。〈
三
匝
祠
〉
は
、
三みめ
囲ぐり
神
社
の
こ
と
。
　
斎
藤
月
岑
の
天
保
五
、七
年
刊
『
江
戸
名
所
図
会
』
巻
七
に
よ
れ
ば
、
塚
の
ま
わ
り
に
柳
が
植
え
ら
れ
、
三
月
十
五
日
に
は
梅
若
丸
を
祀
る
大
念
仏
の
法
会
が
行
わ
れ
、
貴
賤
を
問
わ
ず
多
く
の
人
々
が
参
詣
し
た
と
い
う
。
同
じ
く
月
岑
の
天
保
九
年
刊
『
東
都
歳
事
記
』
に
は
「
こ
の
と
こ
ろ
養
花
天
と
て
大
か
た
曇
り
、
又
は
雨
降
る
事
あ
り
。
こ
の
日
（
三
月
十
五
日
）
雨
ふ
る
を
、
梅
若
が
涙
の
雨
と
い
ひ
な
ら
は
せ
り
」
と
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
後
出
の
大
田
南
畝
も
「
墨
水
年
々
三
月
の
望
、
梅
児
の
雨
泣
草
蒼
々
た
り
。
今
春
日
々
晴
景
多
し
、
羅
綺
花
の
如
く
野
塘
を
歩
す
」（
文
化
十
二
年
作
の
七
絶
「
三
月
望
、
家
を
携
へ
て
重
ね
て
墨
水
に
遊
び
、
花
を
看
る
二
首
」
其
二
。『
杏
園
詩
集
』
巻
五
）
と
詠
じ
た
の
で
あ
る
。
　
ち
な
み
に
、
春
雨
そ
ぼ
ふ
る
木
母
寺
の
情
景
を
詠
じ
た
詩
と
し
て
名
高
い
の
が
、
柏
木
如
亭
の
次
に
挙
げ
る
七
絶
で
あ
る
。
文
化
二
年
（
一
八
〇
五
）
の
作
と
推
定
さ
れ
て
お
り
、
後
掲
の
揖
斐
高
『
遊
人
の
抒
情
』
に
詳
し
い
評
釈
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
　
　
隔
柳
香
羅
雑
沓
過　
　
柳
を
隔
つ
る
香
羅　
雑ざふ
た
ふ沓
と
し
て
過
ぐ
　
　
醒
人
來
哭
醉
人
歌　
　
醒
人
は
来
り
哭
し
酔
人
は
歌
ふ
　
　
黃
昏
一
片　
蕪
雨　
　
黄
昏
一
片
び
蕪ぶ
の
雨
　
　
偏
傍
王
孫
墓
上
多　
　
偏ひとへに
王
孫
墓
上
に
傍そ
ひ
て
多
し
○
香
羅　
香
し
い
薄
絹
、そ
れ
を
ま
と
っ
た
女
性
。
○
雑
沓　
人
が
多
く
、ご
っ
た
が
え
す
さ
ま
。
雑　
と
同
じ
。
畳
韻
語
。
盛
唐
・
杜
甫
の
五
古「
麗
人
行
」（『
古
文
真
宝
』前
集
）に「
簫
管
哀
吟　
鬼
神
を
感
ぜ
し
め
、実
に
賓
従
雑　
す
」と
。
○　
蕪　
香
草
の
名
。
お
ん
な
か
づ
ら
。
双
声
語
。
晩
唐
・
孟
遅
の
七
絶
「
閑
情
詩
」（『
三
体
詩
』
巻
一
）
に
「　
蕪
も
亦
た
是
れ
王
孫
草
、
春
香
を
送
り
て
客
衣
に
入
る
る
莫な
か
れ
」と
。
○
王
孫　
貴
公
子
。
こ
こ
で
は
、梅
若
丸
を
指
す
。
前
漢
・
劉
安
「
招
隠
士
」（『
楚
辞
』
巻
十
二
、『
文
選
』
巻
三
十
三
）
に
「
王
孫
遊
び
て
帰
ら
ず
、
春
草
生
じ
て
萋せい
萋せい
た
り
」
と
。
　
な
お
、
こ
の
「
木
母
寺
」
詩
全
体
に
つ
い
て
、
揖
斐
氏
に
晩
唐
・
韋
荘
の
七
絶
「
春
愁
」
詩
（『
聯
珠
詩
格
』
巻
六
）
の
「
自
ら
春
愁
有
り
て
正
に
魂
を
断
つ
、
堪
へ
ず
芳
草
の
王
孫
を
思
は
し
む
る
に
。
落
花
寂
寂
た
り
黄
昏
の
雨
、
深
院
人
無
く
し
て
独
り
門
に
倚
る
」
が
下
に
敷
か
れ
て
い
る
か
も
知
れ
な
い
と
の
指
摘
が
あ
る
。
さ
れ
ば
菊
池
五
山
が
文
化
五
年（
一
八
〇
八
）刊
の『
五
山
堂
詩
話
』
巻
二
に
お
い
て
「
絶はなはだ
晩
唐
の
名
家
に
類
す
」
と
評
し
て
い
る
の
は
、
お
そ
ら
く
孟
遅
の
「
閑
詩
」
情
や
韋
荘
の
「
春
愁
」
が
念
頭
に
あ
っ
て
の
こ
と
だ
と
思
わ
れ
る
。
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旧
友
と
の
再
会
―
平
井
澹
所
平
井
澹
所
（
宝
暦
十
二
年
﹇
一
七
六
二
﹈
〜
文
政
三
年
﹇
一
八
二
〇
﹈）
　
名
は
業
。
字
は
可
大
。
通
称
は
、
直
蔵
。
澹
所
と
号
し
た
。
三
村
竹
清
「
平
井
澹
所
」
に
よ
れ
ば
、
初
め
名
を
篤
、
字
を
君
敬
と
し
て
い
た
の
を
、
後
出
の
平
沢
旭
山
か
ら
の
勧
め
で
『
易
経
』
繫
辞
上
伝
の
「
久
し
か
る
可
き
は
則
ち
賢
人
の
徳
、
大
な
る
可
き
は
則
ち
賢
人
の
業
」
と
い
う
の
に
拠
っ
て
改
め
た
と
さ
れ
、
号
に
つ
い
て
も
旭
山
か
ら
与
え
ら
れ
た
と
い
う
。
東
陽
よ
り
五
歳
下
。
伊
勢
菰こも
野の
の
人
で
、
20
の
歳
（
一
説
で
は
19
）
に
江
戸
に
出
、
昌
平
黌
に
学
ん
だ
。
寛
政
五
年
（
一
七
九
三
）
桑
名
侯
に
仕
え
、
藩
校
の
督
学
と
な
っ
た
。
　
『
詩
鈔
』
巻
九
に
次
の
よ
う
に
題
し
た
七
絶
二
首
が
あ
る
。
文
化
十
一
年
（
一
八
一
四
）
秋
、
江
戸
に
着
い
て
間
も
な
く
の
作
で
あ
ろ
う
。
　
「
余
與
平
井
可
大
同
郡
通
家
、
年
紀
亦
相
若
。
一
別
垂
四
十
年
、
邂
逅
相
遇
、
怳
若
梦
幻
。
俯
仰
今
昔
、
悲
喜
交
集
。
弱
冠
前
、
可
大
遊
江
戸
、
余
赴
京
師
。
臨
別
相
戒
曰
、
業
成
筮
仕
、
不　
休
賣
、
非
食
禄
數
百
石
、
未
可
以
為
士
也
。
可
大
為
桑
名
侯
所
聘
、
領
二
百
石
、
為
國
校
督
學
、
班
從
大
夫
之
後
、
余
則
薄
官
蹉
跎
、
微
禄
蝸
濡
、
碌
碌
不
能
有
所
為
。
小
詩
自
嘲
、
漫
發
一
笑
。
二
首
」
（
余
、平
井
可
大
と
同
郡
の
通
家
、年
紀
も
亦ま
た
相
若し
く
。
一
別
四
十
年
に
垂なんなん
と
し
、
邂
逅
相
遇
ふ
。
怳きやうと
し
て
夢
幻
の
若ごと
し
。
今
昔
を
俯
仰
し
、
悲
喜
交こもごも
集
ま
る
。
弱
冠
前
、
可
大
は
江
戸
に
遊
び
、
余
は
京
師
に
赴
く
。
別
れ
に
臨
ん
で
相
戒
め
て
曰
く
、
業
成
り
筮
仕
す
る
に
、
肯
へ
て
売
る
を
休や
め
ず
、
食
禄
数
百
石
に
非
ざ
れ
ば
、
未
だ
以
て
士
と
為な
す
可
か
ら
ざ
る
な
り
。
可
大
は
桑
名
侯
の
聘
す
る
所
と
為
り
、
二
百
石
を
領
し
、
国
校
の
督
学
と
為
り
、
班
は
大
夫
の
後
に
従
ふ
。
余
は
則
ち
薄
官
蹉
跎
し
、
微
禄
蝸
濡
、
碌
碌
と
し
て
為
す
所
有
る
能
は
ず
。
小
詩
自
嘲
し
、
漫みだりに
一
笑
を
発
す
、
二
首
）○
通
家　
父
祖
の
代
か
ら
親
し
く
交
際
し
て
い
る
家
。『
書
言
故
事
』
巻
二
、
親
戚
類
に
「
旧
親
を
叙
し
て
通
家
の
好
有
り
と
曰い
ふ
」
と
。
○
邂
逅
相
遇　
期
せ
ず
し
て
出
会
う
。『
詩
経
』
鄭
風
「
野
有
蔓
草
」
に
「
邂
逅
し
て
相
遇
ふ
、
我
が
願
ひ
に
適かな
ふ
」
と
。
○
怳　
驚
き
見
る
さ
ま
。
○
悲
喜
交
集　
〈
交
〉
は
、
一
斉
に
、
一
時
に
の
意
。
中
唐
・
元
稹
「
鶯
鶯
伝
」
に
「
児
女
の
情
、
悲
喜
交
も
集
ま
る
」
と
。
○
弱
冠　
二
十
歳
。『
礼
記
』
曲
礼
の
「
二
十
を
弱
と
曰
ひ
、
冠かんむ
りす
」か
ら
出
た
語
。
○
筮
仕　
初
め
て
仕
官
す
る
。
古
代
、そ
の
吉
凶
を
占
っ
て
か
ら
仕
官
し
た
こ
と
か
ら
い
う
（『
左
氏
伝
』
閔
公
元
年
）。『
書
言
故
事
』
巻
八
、
仕
進
類
に
「
初
め
て
官
と
作な
る
を
筮
仕
と
曰
ふ
」
と
。
○
薄
官　
地
位
の
低
い
官
吏
。
薄
宦
と
同
じ
。
○
蹉
跎　
も
た
も
た
す
る
。
畳
韻
語
。
初
唐
・
張
九
齢
の
五
絶
「
鏡
に
照
ら
し
て
白
髪
を
見
る
」
詩
（『
唐
詩
選
』
巻
六
）
に
「
宿
昔
青
雲
の
志
、
蹉
跎
す
白
髪
の
年
」
と
。
○
蝸
濡　
蝸
牛
が
粘
液
で
そ
の
身
を
保
護
す
る
よ
う
に
僅
か
な
俸
禄
で
何
と
か
生
活
す
る
。〈
蝸
濡
〉
の
語
、
用
例
未
見
。
○
碌
碌　
凡
庸
な
さ
ま
。
　
　
妙
年
意
氣
奮
相
看　
　
妙
年
の
意
気
奮
っ
て
相
看
る
　
　
壯
志
安
知
世
路
難　
　
壮
志　
安いづ
く
ん
ぞ
知
ら
ん
世
路
の
難
き
を
　
　
今
日
逢
君
慙　
殺　
　
今
日
君
に
逢
ひ
て
慙　
殺
す
　
　
徒
將
薄
禄
老
儒
酸　
　
徒
い
た
づ
らに
薄
禄
を
将もつ
て
儒
酸
に
老
ゆ
○
妙
年　
若
い
時
分
。
○
壮
志　
さ
か
ん
な
心
意
気
。
○
世
路
難　
人
生
行
路
の
難
儀
さ
。
中
唐
・
白
居
易
の
五
古
「
初
め
て
太
行
の
路
に
入
る
詩
」（『
白
氏
文
集
』
巻
一
）
に
「
若も
し
世
路
の
難
き
に
比
ぶ
れ
ば
、
猶な
自ほ
掌
た
な
ご
こ
ろよ
り
も
平
ら
か
な
り
」
と
。
○
殺　
動
詞
の
後
に
置
い
て
、程
度
の
甚
だ
し
い
こ
と
を
示
す
。
但
し
、〈
慙　
殺
〉
と
い
う
の
は
、
み
か
け
な
い
表
現
。
○
儒
酸　
み
す
ぼ
ら
し
い
貧
乏
学
者
。
北
宋
・
周
敦
頤
の
七
律「
任
所
よ
り
郷
関
の
故
旧
に
寄
す
」（『
周
　
渓
集
』
巻
二
）
詩
に
「
老
子
生
来
骨
性
寒
た
り
、宦
情
改
め
ず
旧
儒
酸
」
と
。
　
　
　
其
二
　
　
功
業
蹉
跎
歳
月
徂　
　
功
業
蹉
跎
し
歳
月
徂ゆ
く
　
　
自
憐
窮
瘁
老
頭
顱　
　
自
ら
憐
れ
む
窮
瘁
の
老
頭とう
顱ろ
　
　
若
非
聲
氣
猶
依
舊　
　
若も
し
声
気
猶な
ほ
旧
に
依
る
に
非
ざ
れ
ば
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相
遇
安
能
識
故
吾　
　
相
遇
ふ
も
安いづくん
ぞ
能
く
故ふる
き
吾
れ
を
識
ら
ん
○
歳
月
徂　
前
漢
・
韋
孟
「
諷
諫
」
詩
（『
文
選
』
巻
十
九
）
に
「
歳
月
其そ
れ
徂
き
、
年
其
れ　
に
逮およ
ぶ
」
と
。
○
窮
瘁　
困
窮
憔
悴
。
晋
・
葛
洪
『
抱
朴
子
』
審
挙
に
「
夫そ
れ
唯
だ
價
を
待
つ
、
故
に
頓とみ
に
窮
瘁
に
淪しづ
む
」
と
。
○
老
頭
顱　
白
髪
頭
の
お
い
ぼ
れ
。
○
依
旧　
昔
の
ま
ま
。
○
故
吾　
昔
の
自
分
。『
荘
子
』
田
子
方
篇
に
見
え
る
。
　
東
陽
が
出
府
す
る
に
つ
い
て
は
、
お
そ
ら
く
事
前
に
江
戸
の
澹
所
に
報
せ
て
い
た
は
ず
で
、
詩
題
の
な
か
に
「
邂
逅
相
遇
」
と
い
う
の
は
、
や
や
そ
ぐ
わ
な
い
表
現
の
よ
う
に
も
思
え
る
が
、一
別
以
来
四
十
年
近
く
に
な
ろ
う
と
い
う
今
、
図
ら
ず
も
君
と
再
会
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
　
東
陽
と
澹
所
と
は
少
年
時
代
の
勉
学
仲
間
・
遊
び
友
達
で
、
東
陽
21
歳
の
安
永
六
年
（
一
七
〇
七
）
十
月
十
二
日
に
は
、澹
所
を
含
む
早
川
文
卿
・
横
山
士
煥
・
久
保
希
卿
・
森
子
紀
と
い
っ
た
八
人
で
湯
の
山
温
泉
の
あ
る
菰
野
の
山
々
に
遊
ん
だ
こ
と
も
あ
っ
た
（『
文
集
』
巻
三
、「
菰
野
山
に
遊
ぶ
記
」）。
こ
の
頃
の
東
陽
は
京
で
学
ぶ
一
方
、
郷
里
に
も
お
り
に
つ
け
帰
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
　
在
京
時
に
横
山
士
煥
に
宛
て
た
書
簡
（『
文
集
』
巻
十
、「
横
山
士
煥
に
答
ふ
」）
は
、
呉
音
・
漢
音
の
由
来
に
つ
い
て
の
質
問
に
答
え
る
の
を
主
た
る
内
容
と
す
る
が
、
そ
の
中
で
東
陽
は
塾
の
講
師
稼
業
に
忙
殺
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
訴
え
、
ま
た
九
月
下
旬
に
書
か
れ
た
士
煥
の
手
紙
を
携
え
て
上
京
し
た
「
井
生
」
が
十
日
あ
ま
り
病
床
に
伏
せ
っ
て
い
た
も
の
の
、
今
で
は
全
快
し
「
学
に
勤
め
る
こ
と
孜し
し々
た
り
。
夙
夜
解おこ
たる
に
匪あら
ず
。
時
に
二
三
子
に
従
っ
て
遊
観
す
と
雖いへども
、
未
だ
嘗かつ
て
足
は
花
街
柳
巷
に
渉
ら
ず
、志
気
堅
厚
、業
の
成
る
保
す
可
き
な
り
」
と
、
そ
の
近
況
を
報
せ
て
い
る
。
こ
の
「
井
生
」
と
は
、
ど
う
や
ら
澹
所
の
こ
と
ら
し
い
。
三
村
竹
清
「
平
井
澹
所
」
に
よ
れ
ば
、
永
田
俊
平
（
号
は
観
鵞
）
に
就
い
て
書
を
学
ん
だ
と
い
う
。
永
田
観
鵞
と
東
陽
と
の
関
わ
り
は
、
前
稿
で
安
永
・
天
明
期
の
京
都
で
の
交
友
を
論
じ
た
際
、
こ
れ
に
触
れ
て
お
い
た
。
　
な
お
、
こ
れ
も
「
平
井
澹
所
」
に
見
え
る
が
、
六
歳
に
し
て
菰
野
藩
儒
で
医
を
兼
ね
た
南
川
金
渓
（
名
は
維
遷
、
字
は
士
長
ま
た
は
文
璞
。
享
保
十
七
年
﹇
一
七
三
二
﹈
〜
天
明
元
年
﹇
一
七
八
一
﹈）
の
門
に
入
っ
て
句
読
を
受
け
た
と
の
こ
と
。
金
渓
は
代
々
農
を
業
と
す
る
家
に
生
ま
れ
、
苦
学
力
行
し
て
一
家
を
成
し
た
人
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
東
陽
は
先
の
横
山
士
煥
宛
書
簡
の
末
尾
に
転
居
し
た
旨
を
知
ら
せ
、「
里
名
は
別
に
南
文
学
に
報
ず
る
書
に
具
す
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
「
南
文
学
」
は
、
南
川
金
渓
を
指
す
。
金
渓
は
安
永
八
、九
年
（
一
七
七
九
、八
〇
）
藩
命
に
よ
り
江
戸
に
祗
役
し
た
が
、
帰
国
後
は
、
体
調
を
崩
し
病
の
床
に
臥
す
こ
と
が
多
か
っ
た
も
よ
う
で
、
天
明
元
年
（
一
七
八
一
）
九
月
十
四
日
に
50
歳
で
歿
し
た
。
そ
の
当
時
京
に
い
た
東
陽
に
は
南
渓
の
病
気
を
気
遣
う
「
南
川
士
長
に
復
す
」
書
（『
文
集
』
巻
十
）
を
寄
せ
、
ま
た
そ
の
死
を
悼
ん
だ
作
に
七
律
「
南
川
士
長
を
哭
す
」
詩
（『
詩
鈔
』
巻
四
）
が
あ
る
。
題
下
に
「
菰
野
文
学
」
と
注
し
た
哭
詩
は
、
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。
　
　
儒
林
德
望
國
家
光　
　
儒
林
の
徳
望　
国
家
の
光
　
　
幾
歲
交
深
翰
墨
場　
　
幾
歳
交
は
り
は
深
し
翰
墨
の
場
　
　
星
隕
金
天
偏
惨
憺　
　
星
隕を
ち
金
天
偏ひと
へに
惨
憺
た
り
　
　
霜
飛
玉
樹
忽
凋
傷　
　
霜
飛
び
玉
樹
忽たち
まち
凋ちう
傷しや
うす
　
　
老
來
猶
務
三
餘
業　
　
老
来
猶な
ほ
務
む
三
餘
の
業
　
　
身
後
長
流
百
世
芳　
　
身
後
長
く
流
る
百
世
の
芳
　
　
愁
絶
遊
魂
招
不
返　
　
愁
絶
す
遊
魂
招
け
ど
も
返
ら
ざ
る
を
　
　
孤
琴
誰
復
辨
峨
洋　
　
孤
琴
誰
か
復
た
峨
洋
を
弁
ぜ
ん
○
儒
林
徳
望　
儒
者
仲
間
か
ら
徳
行
を
高
く
評
価
さ
れ
声
望
が
あ
る
こ
と
。
○
国
家
光　
菰
野
藩
の
輝
か
し
い
存
在
。
○
翰
墨
場　
詩
文
の
集
ま
り
。
詩
壇
。
杜
甫
の
五
古
「
壮
遊
」
詩
に
「
往
昔
十
四
五
、
出
遊
す
翰
墨
の
場
」
と
。〈
翰
〉
は
、
筆
。
○
星
隕　
優
れ
た
人
物
の
死
を
譬
え
る
。
○
金
天　
秋
空
を
い
う
。
五
行
説
で
、
金
は
秋
に
あ
た
る
。
○
惨
憺　
暗
澹
た
る
さ
ま
。
畳
韻
語
。
○
霜
飛　
西
晋
・
張
協
「
七
命
」
其
四
（『
文
選
』
巻
三
十
五
）
に
秋
と
も
な
れ
ば
「
天
凝
り
地
閉
ぢ
、
風
厲はげ
し
く
霜
飛
ぶ
」
と
。
○
玉
樹　
美
し
い
樹
木
。
金
渓
を
譬
え
る
。
○
凋
傷　
し
ぼ
み
枯
れ
る
。
杜
甫
の
七
律
「
秋
興
八
首
」
其
一
（『
唐
詩
選
』
巻
五
）
に
「
玉
露
凋
傷
す
楓
樹
の
林
」
と
。
○
三
餘
業　
読
書
、
勉
強
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の
こ
と
。
三
国
魏
の
董
遇
が
勉
強
す
る
な
ら
三
餘
の
時
を
以
て
す
べ
き
で
、
冬
は
歳
の
餘
、
夜
は
日
の
餘
、
雨
降
り
は
時
の
餘
だ
と
言
っ
た
故
事
に
よ
る
。『
蒙
求
』
巻
下
の
標
題
に
「
董
遇
三
餘
」
が
あ
る
。
○
身
後　
没
後
。
○
流
百
世
芳　
末
代
ま
で
誉
れ
を
の
こ
す
。
南
宋
・
劉
克
荘
の
七
律
「
太
守
宋
監
丞
、
三
先
生
の
祠
を
新
に
し
二
劉
の
遺
文
を
刊
す
、
二
詩
を
以
て
実
を
紀
す
」
其
一
（『
後
村
先
生
大
全
集
』
巻
三
十
二
）
に
「
名
節
能
く
流
す
百
世
の
芳
」
と
。
○
愁
絶　
ひ
ど
く
う
れ
え
る
。〈
絶
〉
は
、
強
調
の
助
字
。
○
遊
魂　
さ
ま
よ
う
魂
。
○
招
不
返　
明
・
皇
甫　
の
五
律
「
吳
純
叔
挽
詞
二
首
」
其
一
（『
皇
甫
司
勲
集
』
卷
二
十
二
）
に
「
楚
魂
招
け
ど
も
返
ら
ず
、誰
と
与とも
と
詞
場
を
擅
ほ
し
い
ま
まに
せ
ん
」
と
。
○
峨
洋　
山
が
高
々
と
聳
え
水
が
広
々
と
流
れ
る
意
で
、
伯
牙
が
琴
を
弾
く
の
に
高
山
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
と
鍾
子
期
は
「
峩
峩
と
し
て
泰
山
の
ご
と
し
」
と
称
え
、
流
水
だ
と
「
洋
洋
と
し
て
江
河
の
ご
と
し
」
と
讃
え
た
と
い
う
故
事
（『
列
子
』
湯
問
篇
）
か
ら
出
た
語
。
結
句
は
、
あ
な
た
が
亡
く
な
っ
て
、
我
が
爪
弾
く
琴
の
音
（
詩
文
の
趣
旨
）
を
理
解
し
て
く
だ
さ
る
方
が
い
な
い
、と
い
う
意
。
　
と
こ
ろ
で
三
村
氏
に
よ
れ
ば
、
平
井
澹
所
の
江
戸
に
遊
学
に
つ
い
て
は
、
金
渓
か
ら
関
松
窓
（
享
保
十
二
年
﹇
一
七
二
七
﹈
〜
享
和
元
年
﹇
一
八
〇
一
﹈）
へ
の
紹
介
が
あ
っ
た
と
い
う
。
松
窓
は
平
沢
旭
山
（
享
保
十
八
年
﹇
一
七
三
三
﹈
〜
寛
政
三
年
﹇
一
七
九
一
﹈）
と
と
も
に
金
渓
が
江
戸
祗
役
中
に
交
友
を
結
ん
だ
一
人
で
あ
る
。
そ
こ
で
思
い
合
わ
さ
れ
る
の
は
、
東
陽
の
京
都
遊
学
で
あ
る
。
当
時
、
京
の
詩
壇
の
中
心
に
い
た
江
村
北
海
は
、
明
和
八
年
（
一
七
七
一
）
刊
『
日
本
詩
史
』
巻
五
で
伊
勢
の
詩
人
を
取
り
上
げ
、
金
渓
に
つ
い
て
「
又
た
南
川
文
伯
有
り
、
詩
を
以
て
著
称
す
。
嘗かつ
て
京
師
に
来
た
り
、
僧
金
龍
に
因
り
て
余
に
見まみ
ゆ
」
と
述
べ
、
金
龍
道
人
と
号
し
た
釈
敬
雄
（
正
徳
二
年
﹇
一
七
一
二
﹈
〜
天
明
二
年
﹇
一
七
八
二
﹈）
を
介
し
て
知
り
合
っ
た
と
し
て
い
る
（
ち
な
み
に
、
安
永
二
年
刊
﹇
一
七
七
三
﹈
の
『
日
本
詩
選
』
に
は
金
渓
の
詩
を
三
首
、同
六
年
刊
の
『
日
本
詩
選
続
編
』
に
は
五
首
を
採
録
）。
ま
た
金
渓
が
「
元
和
以
来
の
巨
儒
碩
匠
の
言
語
事
跡
を
捃くん
摭せき
（
収
集
）
し
」
た
『
閑
散
餘
録
』（
天
明
二
年
刊
）
に
は
、
龍
公
美
（
草
廬
）
の
安
永
元
年
（
一
七
七
二
）
作
の
序
に
つ
い
で
同
二
年
附
け
の
序
を
寄
せ
て
お
り
、
天
明
五
年
（
一
七
八
五
）
に
は
彼
の
墓
碑
「
金
渓
南
川
先
生
之
碑
」
を
撰
し
て
い
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
東
陽
が
京
都
で
北
海
に
刺
を
通
ず
る
に
際
に
も
、
や
は
り
こ
の
金
渓
の
添
状
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
さ
ら
に
は
東
陽
が
伊
藤
仁
斎
・
東
涯
父
子
の
古
義
学
に
興
味
関
心
を
抱
く
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
も
金
渓
か
ら
の
教
示
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
金
渓
は
伊
藤
東
涯
に
書
問
で
の
教
え
を
乞
う
た
菰
野
藩
儒
の
龍たつ
崎ざき
致
斎
（
名
は
泰
守
、
字
は
君
甫
。
元
禄
二
年
﹇
一
六
八
九
﹈
〜
宝
暦
十
二
年
﹇
一
七
六
二
﹈）に
学
ん
だ
人
で
も
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
東
涯
に
は「
致
斎
記
」
（『
紹
述
先
生
文
集
』
巻
六
）
が
あ
る
。
　
そ
の
当
否
は
と
も
か
く
、
平
井
澹
所
と
の
再
会
を
詠
じ
た
先
の
詩
題
中
に
、
か
つ
て
二
人
が
将
来
の
夢
を
語
り
合
っ
て
「
学
業
成
っ
て
い
ざ
仕
官
と
い
う
と
き
に
は
、
積
極
的
に
売
り
込
も
う
。
数
百
石
の
禄
を
食は
む
身
分
に
な
ら
な
け
れ
ば
、
士
と
は
言
え
な
い
か
ら
な
」
と
互
い
に
戒
め
た
と
あ
り
、
善
賈
を
求
め
て
「
之
を
沽う
ら
ん
か
な
、
之
を
沽
ら
ん
か
な
」（『
論
語
』
子
罕
篇
）
と
積
極
的
に
自
分
を
売
り
込
み
、
数
百
石
の
身
分
に
な
る
の
で
な
け
れ
ば
、
仕
官
す
る
意
味
が
な
い
と
す
る
の
は
、
東
陽
が
弱
年
よ
り
抱
い
て
い
た
強
い
信
念
で
あ
り
、
官
途
に
就
く
上
で
の
一
つ
の
目
標
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
か
つ
て
京
に
遊
学
し
て
い
た
お
り
、
そ
の
経
済
的
苦
境
に
喘
い
で
い
る
の
を
見
か
ね
て
、
或
る
人
か
ら
入
り
婿
に
な
る
よ
う
勧
め
ら
れ
た
の
を
断
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
際
に
仕
官
し
て
禄
を
食
む
と
、「
自
ら
位
分
（
身
分
相
応
）
の
体
（
体
裁
）
有
り
、
出
で
て
は
則
ち
士
の
事
を
行
ひ
、入
り
て
は
則
ち
臧
獲
（
下
男
・
下
女
）
を
畜やしなひ
、
書
剣
購
求
の
需
、
凡
百
の
冗
費
、
唯
だ
禄
の
み
是
れ
仰
ぐ
。
二
百
石
已
上
に
非
ざ
れ
ば
、
抗
顔
（
厳
め
し
い
顔
つ
き
）
し
て
士
と
称
す
る
を
得
ず
。
徒
い
た
づ
らに
薄
俸
も
て
口
に
餬のり
す
、
何
を
以
て
士
と
為
さ
ん
や
」（『
文
集
』
巻
十
、「
松
平
丈
人
に
報
ず
」）
と
述
べ
て
、
具
体
的
に
二
百
石
以
上
と
い
う
数
字
を
挙
げ
て
い
る
。
　
さ
れ
ば
、
す
で
に
江
戸
で
二
百
石
取
り
の
桑
名
藩
儒
と
な
っ
て
遠
い
少
年
の
日
に
抱
い
た
志
望
を
実
現
し
て
い
る
澹
所
に
対
し
て
、
我
が
身
を
顧
み
て
慙
愧
の
念
を
抱
き
、
自
嘲
気
味
に
「
儒
酸
に
老
ゆ
」
と
述
べ
た
の
は
、
偽
ら
ざ
る
心
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情
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
か
か
る
東
陽
が
実
際
に
二
百
石
の
身
分
と
な
っ
た
の
は
、
文
政
二
年
（
一
八
一
九
）
に
藩
侯
の
侍
読
の
身
で
藩
校
有
造
館
の
督
学
に
任
じ
ら
れ
た
時
の
こ
と
で
、齢
63
に
な
っ
て
い
た（『
文
集
』巻
五
、「
寿
壙
誌
銘
」）。
　
江
戸
で
の
作
に
は
、
さ
ら
に
五
律
「
平
井
可
大
と
旧
を
話かた
る
」（『
詩
鈔
』
巻
三
）
お
よ
び
七
律
「
平
井
可
大
に
和
す
」
詩
（『
詩
鈔
』
巻
五
）
が
あ
り
、
前
者
は
、雄
飛
丈
夫
志
、
狂
簡
漫
相
爭　
　
雄
飛
す
る
は
丈
夫
の
志
、
狂
簡
漫みだ
りに
相
争
ふ
豈
用
蠅
頭
字
、
虚
傳
驥
尾
名　
　
豈あ
に
蝿
頭
の
字
を
用もつ
て
、
虚
し
く
驥
尾
の
名
を
伝
へ
ん
や
為
歡
如
昨
日
、
話
舊
似
前
生　
　
歓
を
為
す
こ
と
昨
日
の
如
く
、
旧
を
話
る
こ
と
前
生
に
似
た
り
寥
落
倦
游
客
、
衰
年
坐
愴
情　
　
寥
落
た
り
倦
游
の
客
、
衰
年
坐そぞ
ろ
に
情
を
愴いた
ま
し
む
○
雄
飛　
世
に
出
て
大
い
に
活
躍
す
る
。『
後
漢
書
』
趙
温
伝
に
「
大
丈
夫
生
ま
れ
て
当まさ
に
雄
飛
す
べ
し
、
安いづくん
ぞ
能
く
雌
伏
せ
ん
や
」
と
。
○
狂
簡　
む
や
み
に
大
言
壮
語
し
向
う
見
ず
に
突
っ
走
る
。『
論
語
』
公
冶
長
篇
に
「
吾
が
党
の
小
子
は
狂
簡
、斐
然
と
し
て
章
を
成
す
。
之
を
裁
つ
所
以
を
知
ら
ざ
る
な
り
」
と
。
○
蝿
頭
字　
ハ
エ
の
頭
の
よ
う
な
極
め
て
小
さ
な
文
字
。
訓
詁
注
釈
の
学
を
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
○
驥
尾　
駿
馬
の
尾
。『
後
漢
書
』
公
孫
述
伝
に
「
蒼
蝿
の
飛
ぶ
、数
歩
に
過
ぎ
ず
、驥
尾
に
附
託
し
て
以
て
群
を
絶
す
る
を
得
」
と
。
『
書
言
故
事
』
巻
四
、
送
行
類
に
「
附
驥
」
を
挙
げ
「
人
行
を
参
逐
す
る
を
驥
に
附
す
と
云
ふ
」
と
し
、
公
孫
述
伝
を
引
く
。
○
前
生　
前
世
。
過
去
世
。
○
寥
落　
さ
び
し
く
ひ
っ
そ
り
と
し
た
さ
ま
。
双
声
語
。
○
倦
游　
他
鄕
で
の
役
人
暮
ら
し
に
倦
む
。
○
衰
年　
老
年
。
杜
甫
の
五
律
「
舟
を
泛うか
べ
て
魏
倉
曹
の
京
に
還
る
を
送
る
…
…
」
詩
に
「
若も
し
岑
と
范
と
に
逢
は
ば
、為
に
報
ぜ
よ
各
々
衰
年
な
り
と
」
と
。
○
愴
情　
心
を
傷
め
る
。
と
詠
じ
ら
れ
、
後
者
は
津
藩
邸
内
の
宿
所
―
和
泉
橋
通
御
徒
町
の
上
屋
敷
か
下
谷
二
長
者
町
の
中
屋
敷
か
で
あ
ろ
う
―
に
身
を
寄
せ
て
い
る
東
陽
の
も
と
へ
澹
所
が
訪
ね
て
来
た
ら
し
く
、
庚
申
の
夜
に
語
り
明
か
し
た
こ
と
を
い
う
。
お
そ
ら
く
は
十
月
三
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
　
　
小
來
同
學
故
郷
人　
　
小
来
の
同
学　
故
郷
の
人
　
　
客
裡
交
歡
一
段
親　
　
客
裏
の
交
歓　
一
段
と
親
し
む
　
　
白
首
相
驚
詢
甲
子　
　
白
首　
相
驚
き
て
甲
子
を
詢と
ひ
　
　
青
燈
偶
坐
守
庚
申　
　
青
燈　
偶
坐
し
て
庚
申
を
守
る
　
　
樽
中
有
酒
諳
君
量　
　
樽
中
に
酒
有
り　
君
が
量
を
諳
ん
ず
　
　
厨
下
無　
諒
我
貧　
　
厨
下
にさ
か
な無
く　
我
が
貧
を
諒
と
せ
よ
　
　
深　
病
夫
鐘
漏
盡　
　
深
く
は
づ
病
夫
の
鐘
漏
尽
く
る
を
　
　
宦
途　
蹬
尚
迷
津　
　
宦
途
そ
う
蹬とう
と
し
て
尚な
ほ
津
に
迷
ふ
○
小
来　
幼
い
時
分
か
ら
。
杜
甫
の
五
古「
李
校
書
を
送
る
二
十
六
韻
」詩
に「
小
来
習
ひ
性
と
し
て
懶ものうし
」と
。○
客
裏　
故
里
を
離
れ
た
他
郷
。○
甲
子　
干
支
。
年
齢
。
晩
唐
・
李
商
隠
の
七
絶
「
戯
れ
に
題
し
て
稷
山
の
駅
吏
王
全
に
贈
る
」
詩
に
「
過
客
甲
子
を
詢
ふ
を
労
せ
ず
、惟た
だ
亥
字
を
書
し
て
時
人
に
与
ふ
」
と
。
○
偶
坐　
向
き
合
っ
て
座
る
。〈
偶
〉
は
、
対
の
意
。
○
守
庚
申　
中
唐
・
権
徳
輿
に
「
道
者
と
同とも
に
庚
申
を
守
る
」
詩
が
あ
る
。
ち
な
み
に
、
東
陽
の
『
夜
航
詩
話
』巻
五
に「
世
に
庚
申
会
と
い
ふ
も
の
有
り
。
相
伝
ふ
三
井
寺
の
開
祖
、
智
證
大
師（
円
珍
の
こ
と
）、西
渡
の
時
伝
来
す
。
謂い
ふ
人
身
中
に
尸
虫
有
り
と
。
亦
た
三
彭
と
云
ふ
。
人
の
隠
匿
を
記
し
、
庚
申
の
夜
毎ごと
に
、
人
の
睡ねむりに
乗
じ
、
升
り
て
之
を
天
に
告
ぐ
。
或
い
は
謂
ふ
、
是
の
夜
悪
星
有
り
、
降
っ
て
人
の
骸
竅
の
間
に
入
り
、
其
の
罪
悪
を
伺
察
す
と
。
蓋
し
本も
と
道
家
の
教
へ
な
り
。
是ここ
に
於
い
て
俗
間
、
比
隣
、
社
を
結
び
、
或
い
は
磬けい
を
鳴
ら
し
仏
を
念
じ
、
或
い
は
置
酒
絃
歌
し
、
徹
夜
之
を
守
り
て
寐い
ね
ず
、
亦ま
た
痴　
の
甚
だ
し
き
な
ら
ず
や
」
云
々
と
。
○　
　
乾
肉
。
こ
こ
は
魚
の
干
物
で
あ
ろ
う
。『
字
彙
』
に
「
雄
皆
の
切
、
音
は
諧かい
。
説
文
に
脯
な
り
。
徐
曰
く
、
古
は
脯
の
屬
を
謂い
ひ
て　
と
為
す
。
因
っ
て
通
じ
て
儲
蓄
の
食
味
を
謂
ひ
て　
と
為
す
。
南
史
に
孔
靖
、
宋
の
高
祖
に
飲
ま
し
む
。　
無
し
。
伏
雞
卵
を
取
り
て
肴
と
為
す
と
」
と
。
○
鐘
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漏　
人
生
に
残
さ
れ
た
時
間
。〈
漏
〉
は
、
水
時
計
。
六
朝
陳
・
徐
陵
「
李
顒
之
に
答
ふ
る
書
」
に
「
餘
息
綿
綿
と
し
て
、
鐘
漏
を
尽
く
す
を
待
つ
」
と
。
○
宦
途　
官
界
。
役
人
勤
め
。
○　
蹬　
よ
た
よ
た
す
る
さ
ま
。
畳
韻
語
。
○
迷
津　
道
に
迷
う
。〈
津
〉
は
、
渡
し
場
の
意
。
　
と
も
に
白
髪
頭
と
な
り
年
齢
を
訊
ね
て
、
歳
月
の
流
れ
を
実
感
す
る
。「
今
宵
は
庚
申
、
昔
の
よ
う
に
夜
を
徹
し
て
語
り
明
か
そ
う
。
そ
な
た
が
ど
れ
ほ
ど
い
け
る
口
か
は
存
じ
て
い
る
が
、
台
所
に
酒
の
肴
が
な
い
の
は
勘
弁
し
て
く
れ
」。
こ
こ
で
自
ら
〈
病
夫
〉
と
称
し
て
い
る
の
は
、
当
初
江
戸
の
風
土
に
慣
れ
ず
体
調
を
崩
し
て
い
た
こ
と
に
よ
る
の
だ
ろ
う
。
五
絶
「
江
戸
客
中
、
風
土
に
苦
し
む
二
首
」
其
一
（『
詩
鈔
』
巻
六
）
に
は
「
寒
暑
両ふた
つ
な
が
ら
毒どく
ほ
、
卑
湿
尤もっ
とも
虐
を
作な
す
」
と
嘆
じ
て
い
る
。〈
毒
〉
は
、
苦
し
め
悩
ま
す
意
。
身
の
毒
。
結
句
は
、
か
つ
て
松
江
藩
儒
の
桃
西
河
に
宛
て
た
七
律
「
雲
州
の
桃
文
学
に
報
ず
」
詩
（『
詩
鈔
』
巻
五
）
に
お
い
て
「
蒼
び
ん　
長
く
官
途
の
人
と
為
る
、
桑
楡
の
暮
景　
尚
ほ
津
に
迷
ふ
」
と
述
べ
る
の
と
同
一
の
感
慨
。
　
こ
の
澹
所
に
は
、
東
陽
が
京
に
遊
学
し
て
い
た
時
に
、『
世
説
新
語
』
言
語
篇
に
載
せ
る
六
朝
宋
・
謝
霊
運
と
隠
士
の
孔
淳
之
（
字
は
彦
深
）
と
の
問
答
に
つ
い
て
の
解
釈
を
め
ぐ
る
質
問
に
答
え
た
手
紙
を
送
っ
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
末
尾
に
は
「
近
ご
ろ
足
下
の
読
む
所
は
何
の
書
ぞ
、
著
述
す
る
所
有
る
か
。
春
日
漸やう
やく
永
し
、
隙
虚
せ
し
む
る
毋なか
れ
。
旃これ
を
勉
め
よ
、
旃
を
勉
め
よ
」
と
先
輩
ら
し
い
言
葉
を
書
き
添
え
て
い
る（『
文
集
』巻
八
、「
平
井
可
大
に
答
ふ
」。
な
お
、
〈
春
日
〉
以
下
は
、明
・
王
世
貞
の
寛
保
二
年
﹇
一
七
四
二
﹈
刊
『
弇
州
先
生
尺
牘
選
』
巻
下
、『
弇
州
先
生
四
部
稿
』
卷
一
二
八
「
魏
允
中
に
与
ふ
」
に
見
え
る
表
現
を
そ
の
ま
ま
襲
用
）。
ま
た
折
に
ふ
れ
て
詩
の
や
り
と
り
を
し
て
お
り
、「
平
井
可
大
に
贈
る
」（『
詩
鈔
』
巻
一
）
と
題
し
て
、次
の
五
言
古
詩
を
江
戸
に
寄
せ
て
い
た
。
吾
道
席
上
珍
、
君
自
青
雲
士　
　
吾
が
道
は
席
上
の
珍
、
君
は
自
ら
青
雲
の
士
英
氣
溢
眉
宇
、
立
志
殊
卓
爾　
　
英
気
は
眉
宇
に
溢
れ
、
志
を
立
つ
る
こ
と
殊こと
に
卓
爾
た
り
鄕
曲
幸
相
隣
、
况
是
通
家
子　
　
郷
曲
幸
さ
い
は
ひに
相
隣
す
、
況いは
ん
や
是
れ
通
家
の
子
な
る
を
や
詩
賦
驚
奇
句
、
談
論
飽
逸
旨　
　
詩
賦
は
奇
句
に
驚
き
、
談
論
は
逸
旨
に
飽
く
交
誼
金
蘭
契
、
情
好
均
昆
弟　
　
交
誼
は
金
蘭
の
契
、
情
好
は
昆
弟
に
均ひと
し
河
梁
一
分
手
、
關
山
邈
千
里　
　
河
梁　
一
た
び
手
を
分
か
ち
て
、
関
山　
千
里
邈ばく
た
り
曩
歡
空
春
戀
、
悠
悠
歳
月
徙　
　
曩
な
う
く
わ
ん歓
空
し
く
春
恋
ひ
、
悠
悠
と
し
て
歳
月
徙うつ
る
壯
士
三
日
別
、
殷
勤
刮
目
俟　
　
壮
士
は
三
日
別
る
れ
ば
、
殷
勤
に
刮
目
し
て
俟ま
つ
雄
都
豪
傑
交
、
豹
變
定
何
似　
　
雄
都　
豪
傑
の
交
、
豹
変　
定
め
て
何いか
似ん
ぞ
文
章
才
彌
茂
、
學
優
自
堪
仕　
　
文
章　
才
弥いよ
々いよ
茂
く
、
学
ん
で
優
な
れ
ば
自
ら
仕
ふ
る
に
堪た
ゆ
時
方
遇
右
文
、
世
豈
無
知
己　
　
時
方まさ
に
右
文
に
遇
ふ
、
世
に
豈あ
に
知
己
無
か
ら
ん
や
男
兒
要
自
立
、
何
用
附
驥
尾　
　
男
児
は
自
立
を
要
す
、
何
ぞ
用もつ
て
驥
尾
に
附
さ
ん
や
居
安
以
俟
命
、
優
游
綏
徳
履　
　
安
き
に
居
て
以
て
命
を
俟ま
ち
、
優
游
し
て
徳
履
に
綏やす
ん
ず
誰
知
高
士
節
、
從
他
俗
人
毀　
　
誰
か
知
ら
ん
高
士
の
節
、
俗
人
の
毀こぼ
つ
に
従ま
他か
す
○
吾
道　
『
論
語
』
里
仁
篇
に
「
吾
が
道
は
一
以
て
之
を
貫
く
」
と
。
○
席
上
珍　
座
席
上
の
珍
宝
。『
礼
記
』
儒
行
篇
に
「
儒
に
席
上
の
珍
以
て
聘
を
待
ち
、
（
中
略
）
力
行
以
て
取
る
を
待
つ
も
の
有
り
」
と
。
古
代
の
堯
舜
の
よ
き
道
を
述
べ
て
、
君
主
の
招
聘
を
ま
つ
意
。
後
漢
・
鄭
玄
の
注
に
「
往
古
の
堯
舜
の
善
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道
を
鋪
除
し
て
以
て
問
は
る
る
を
待
つ
な
り
」と
。
東
陽
の
在
京
時
代
の
作「
頼
千
秋
に
贈
る
」
詩
（『
詩
鈔
』
巻
四
）
に
も
「
吾
が
道
修
め
来
る
席
上
の
珍
」
と
。
○
青
雲
士　
高
い
位
に
あ
る
人
（『
史
記
』
伯
夷
列
伝
）。
○
眉
宇　
眉
や
額
の
あ
た
り
。
○
卓
爾　
高
く
抜
き
ん
で
て
い
る
さ
ま
。
○
郷
曲　
郷
里
。
○
奇
句　
奇
抜
な
句
。
○
逸
旨　
優
れ
た
主
旨
。
○
金
蘭
契　
金
属
の
よ
う
に
堅
く
、
蘭
の
よ
う
に
か
ぐ
わ
し
い
交
わ
り
。『
易
経
』
繋
辞
上
伝
に
「
二
人
心
を
同
じ
く
す
れ
ば
、其
の
利
き
こ
と
金
を
断
ち
、同
心
の
言
、其
の
臭かぐはし
き
こ
と
蘭
の
如
し
」
と
。
○
昆
弟　
兄
弟
。
○
河
梁　
送
別
の
地
を
い
う
。
前
漢
・
李
陵
の
作
と
さ
れ
る
「
蘇
武
に
与
ふ
三
首
」（『
文
選
』
巻
二
十
九
）
其
三
に
「
手
を
携
へ
て
河
梁
に
上
る
、
遊
子
暮
れ
に
何いづ
く
に
か
之ゆ
く
」
と
。
○
関
山　
国くにざ
か
い境の
山
々
。
○
悠
悠　
う
か
う
か
と
。
○
曩
歓　
か
つ
て
の
歓
談
。
○
三
日
別　
三
国
呉
・
呂
蒙
の
言
に
「
士
別
る
る
こ
と
三
日
、
即すなはち
更
に
刮
目
し
て
相
待
せ
よ
」
と
（『
三
国
志
』
呉
志
・
呂
蒙
伝
の
裴
松
之
注
に
引
く
『
江
表
伝
』）。
○
殷
勤　
ね
ん
ご
ろ
に
。
畳
韻
語
。
○
雄
都　
江
戸
の
こ
と
。
杜
甫
の
五
排「
江
陵
に
て
幸
を
望
む
」
詩
（『
唐
詩
選
』
巻
四
）
に
「
雄
都
元も
と
壮
麗
な
る
も
、
幸
を
望
ま
ばた
ち
ま
ち
に
威
神
有
ら
ん
」
と
あ
り
、
江
陵
を
指
し
て
い
う
。
○
豹
変　
直
ち
に
善
い
方
向
に
変
わ
る
。『
易
』
革
卦
上
六
に
「
君
子
は
豹
変
す
」
と
。
現
代
日
本
語
の
用
法
の
よ
う
な
悪
い
意
味
で
は
な
い
。
○
学
優　
『
論
語
』
子
張
篇
に
「
学
ん
で
優
な
れ
ば
則
ち
仕
ふ
」
と
。
○
右
文　
学
問
を
重
ん
じ
文
治
を
尊
ぶ
。
○
知
己　
己
れ
を
認
め
引
き
立
て
て
く
れ
る
者
。
○
自
立　
『
礼
記
』
儒
行
篇
に
先
に
挙
げ
た
箇
所
に
つ
づ
け
て
「
其
の
自
立
此かく
の
如
き
者
有
り
」
と
。
ま
た
北
宋
・
柳
開「
宋
の
故
中
大
夫
行
監
察
御
史
贈
祕
書
少
監
柳
公
の
墓
誌
銘
并
び
に
序
」（『
河
東
先
生
集
』
第
十
四
）
に
「
男
児
当まさ
に
自
立
す
べ
し
、
人
を
学
び
婦
家
に
因
っ
て
富
貴
を
も
と
む
る
能
は
ざ
る
な
り
」
と
。
○
居
安
以
俟
命　
自
己
の
境
遇
に
安
ん
じ
て
運
命
の
な
り
ゆ
き
を
ま
つ
。『
中
庸
』
に
「
上
は
天
を
怨
み
ず
、
下
は
人
を
尤とが
め
ず
。
故
に
君
子
は
易
に
居
り
て
以
て
命
を
俟
ち
、
小
人
は
険
を
行
ひ
て
以
て
幸
を
徼もと
む
」と
。
○
優
游　
ゆ
っ
た
り
と
し
た
さ
ま
。
○
徳
履　
徳
行
。
○
高
士　
在
野
の
志
操
高
潔
な
人
物
。
○
従
他　
こ
の
二
字
で
、ま
か
せ
る
意
。
〈
他
〉
は
、
接
尾
語
。「
サ
モ
ア
ラ
バ
ア
レ
」
と
も
訓
じ
る
。
　
な
お
、
こ
の
詩
に
は
「
可
大
、
時
に
江
戸
の
昌
平
学
の
都
講
為た
り
。
江
戸
は
京
師
を
去
る
こ
と
一
百
三
十
餘
里
。
千
里
は
古
い
に
し
への
里
程
を
用
ふ
。
凡
そ
集
中
の
記
す
る
所
、
題
辞
の
註
文
は
謹
ん
で
今
世
の
制
に
従
ふ
。
詩
詞
は
則
ち
古
の
風
雅
の
道
を
尚たふとぶ
を
爾しか
り
と
為
す
。
敢
へ
て
時
制
に
戻もと
る
に
非
ざ
る
な
り
」
と
い
う
自
注
を
附
し
て
い
る
。〈
都
講
〉
は
、
塾
頭
。
　
さ
ら
に
京
都
で
の
作
に
七
絶「
和
し
て
平
井
可
大
に
答
ふ
」（『
詩
鈔
』巻
七
）
が
あ
る
。
　
　
漫
為
壯
遊
輕
別
離　
　
漫みだりに
壮
遊
を
為
し
て
別
離
を
軽
ん
ず
　
　
江
雲
渭
樹
坐
相
思　
　
江
雲
渭
樹　
坐そぞろに
相
思
ふ
　
　
故
國
烟
花
春
欲
遍　
　
故
国
の
烟
花　
春
遍あま
ねか
ら
ん
と
欲
す
　
　
莫
教
鴻
雁
先
帰
期　
　
鴻
雁
を
し
て
帰
期
に
先
ん
ぜ
し
む
る
こ
と
莫なか
れ
○
壮
遊　
壮
志
を
抱
い
て
遠
く
に
遊
学
す
る
。
杜
甫
に
「
壮
遊
」
詩
が
あ
る
。
○
軽
別
離　
白
居
易
「
琵
琶
引
」（『
白
氏
文
集
』
巻
十
二
）
に
「
商
人
は
利
を
重
ん
じ
て
別
離
を
軽
ん
ず
」
と
。
○
江
雲
渭
樹　
友
人
と
遠
く
離
れ
て
い
る
こ
と
。
ま
た
は
る
か
遠
く
に
い
る
友
。
杜
甫
が
渭
水
の
北
、
長
安
に
い
て
江
東
の
李
白
を
思
い
出
し
て
詠
ん
だ
五
律「
春
日
李
白
を
憶
ふ
」詩
の「
渭
北
春
天
の
樹
、
江
東
日
暮
の
雲
」か
ら
出
た
語
。
例
え
ば
、元
・
戴
良
の
七
律「
項
彦
昌
を
懐
ふ
」
詩
（『
九
霊
山
房
集
』
巻
二
十
五
）
に
「
渭
樹
江
雲
毎つね
に
君
を
憶
ふ
、
別
來
惟た
だ
見
る
白
頭
新
た
な
る
を
」と
。
○
故
国　
故
郷
。
○
烟
花　
美
し
い
春
景
色
。
李
白
の
七
絶
「
黄
鶴
楼
に
て
孟
浩
然
の
広
陵
に
之ゆ
く
を
送
る
」
詩
（『
唐
詩
選
』
巻
七
）
に
「
煙
花
三
月
揚
州
に
下
る
」
と
。
○
帰
期　
帰
る
期
日
。
晩
唐
・
李
商
隠
の
七
絶
「
夜
雨
北
に
寄
す
」
詩
（『
唐
詩
選
』
巻
八
）
に
「
君
帰
期
を
問
ふ
も
未
だ
期
有
ら
ず
」
と
。
別
離
の
悲
し
み
よ
り
も
新
た
な
出
会
い
の
喜
び
の
方
が
大
き
く
、「
生
平
少
年
の
日
、手
を
分
か
つ
も
前
期
を
易
し
と
す
」（『
文
選
』
巻
二
十
、六
朝
梁
・
沈
約
「
范
安
成
に
別
る
」
詩
）
と
思
う
の
は
、
古
今
を
問
わ
ず
、
春
秋
に
富
ん
だ
若
者
な
ら
で
は
の
楽
観
的
な
考
え
方
で
あ
る
が
、
東
陽
や
澹
所
も
か
つ
て
は
そ
う
し
た
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青
年
の
一
人
で
あ
っ
た
。
　
津
藩
へ
の
出
仕
が
か
な
っ
た
こ
と
を
報
じ
た
と
み
ら
れ
る
詩
も
あ
る
。
七
律
「
平
井
可
大
に
寄
す
」（『
詩
鈔
』
巻
五
）
に
は
、
大
邦
寵
聘
耀
家
庭　
　
大
邦
の
寵
聘　
家
庭
を
耀かがやか
す
展
志
青
雲
未
星　
　
志
を
青
雲
に
展の
べ
て
び
ん
未
だ
星
な
ら
ず
何
必
梁
園
誇
授
簡　
　
何
ぞ
必
ず
し
も
梁
園
に
簡
を
授
け
ら
れ
し
を
誇
ら
ん
や
由
来
魯
國
重
談
經　
　
由
来
魯
国
は
経
を
談
ず
る
を
重
ん
ず
祈
年
方
與
民
偕
樂　
　
年
を
祈
り
方まさ
に
民
と
偕とも
に
楽
し
む
混
俗
還
能
我
獨
醒　
　
俗
に
混
じ
り
還かへ
っ
て
能
く
我
独
り
醒
め
ん
や
報
道
榮
旋
花
發
日　
　
報
じ
て
道い
ふ
栄
旋
花
発
す
る
日
春
風
相
待
眼
倶
青　
　
春
風
相
待
し
眼
倶とも
に
青
し
○
大
邦　
大
藩
。
こ
こ
は
津
藩
三
十
六
万
石
を
指
す
。
○
寵
聘　
格
別
の
思
召
し
に
よ
る
召
し
抱
え
。
○
青
雲　
高
位
高
官
の
喩
え
。
○
未
星　
鬢
に
ま
だ
白
髪
が
交
じ
っ
て
い
な
い
。
南
宋
・
范
成
大
の
五
律「
胡
長
文
給
事
の
挽
詞
三
首
」
其
二
（『
石
湖
居
士
詩
集
』
巻
三
十
一
）
に
「
許
国　
心
は
日
の
如
く
、
家
に
還
る
も
鬢
未
だ
星
な
ら
ず
」
と
。
東
陽
の
『
夜
航
詩
話
』
巻
三
に
「
詩
に
星
の
字
を
用
ふ
、
猶
ほ
点
と
云
ふ
が
ご
と
し
。（
中
略
）
故
に
謝
康
楽
の
詩
に
〈
星
星
白
髪
垂
る
〉、
欧
陽
公
の
秋
声
賦
に
〈
然
と
し
て
黒
き
者
は
星
星
と
為
る
〉
と
、
白
髪
始
め
て
生
じ
華
点
点
た
る
を
言
ふ
な
り
」
と
。
○
梁
園
授
簡　
堂
上
公
家
の
詩
会
で
詩
文
を
作
る
よ
う
命
じ
ら
れ
る
。
南
朝
宋
の
謝
恵
連
「
雪
の
賦
」（『
文
選
』
巻
十
三
）
に
梁
王
と
司
馬
相
如
と
の
問
答
を
仮
構
し
て
「
簡
を
司
馬
太
夫
に
授
け
て
曰
く
」
云
々
と
。
○
魯
国　
春
秋
時
代
の
国
名
。
中
唐
・
劉
長
卿
の
五
排
「
鄭
説
の
歙せふ
州
に
之ゆ
き
薛
侍
郎
に
謁
す
る
を
送
る
」
詩
に
「
漢
家
は
太
守
を
尊
び
、
魯
国
は
諸
生
を
重
ん
ず
」
と
。
こ
こ
で
は
津
藩
を
指
し
て
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
○
祈
年　
豊
年
を
祈
願
す
る
。『
詩
経
』
大
雅
「
雲
漢
」
に
「
年
を
祈
る
孔はなは
だ
夙はや
く
、
方
社
莫おそ
か
ら
ず
」
と
。
○
与
民
偕
楽　
『
孟
子
』
梁
恵
王
上
に
「
古
の
人
は
民
と
偕
に
楽
し
む
、
故
に
能
く
楽
し
む
」
と
。
○
独
醒　
戦
国
楚
・
屈
原
の
作
と
さ
れ
る
「
漁
父
の
辞
」（『
楚
辞
』
巻
七
、『
文
選
』
巻
三
十
三
、『
古
文
真
宝
』
後
集
巻
一
）
に
屈
原
の
言
葉
と
し
て
「
世
を
挙
げ
て
皆
濁
り
我
独
り
清す
め
り
、
衆
人
皆
酔
ひ
我
独
り
醒
め
た
り
」
と
。
○
栄
旋　
栄
転
の
意
で
あ
ろ
う
。
○
眼
倶
青　
柳
の
新
芽
（
柳
眼
）
が
青
々
と
し
て
い
る
の
と
人
々
が
青
眼
を
も
っ
て
迎
え
て
く
れ
る
の
と
を
掛
け
て
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
と
詠
じ
て
、
仕
官
が
か
な
っ
た
喜
び
を
率
直
に
表
し
、
民
の
た
め
に
力
を
尽
く
し
た
い
と
す
る
自
ら
の
抱
負
を
述
べ
て
い
る
。『
詩
鈔
』
巻
八
に
「
寛
政
己
酉
八
月
、
褐
を
本
藩
に
解
き
、
伊
州
教
授
に
充
て
ら
る
。
十
月
始
め
て
上
野
に
徙うつ
る
」
云
々
と
題
す
る
七
絶
が
あ
り
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
東
陽
が
津
藩
に
十
五
人
扶
持
で
出
仕
し
た
の
は
、
寛
政
元
年
（
一
七
八
九
）
八
月
の
こ
と
で
、
支
城
の
あ
る
伊
賀
上
野
勤
務
が
決
ま
っ
て
十
月
に
は
任
地
に
赴
く
の
で
あ
る
が
、
そ
の
時
の
作
と
す
る
に
は
詩
中
に
「
花
発
日
」
や
「
春
風
」
の
語
句
が
見
え
る
の
と
時
期
が
合
わ
な
い
。『
詩
鈔
』
巻
五
に
は
、
こ
の
詩
の
前
に
七
律
「
伊
賀
に
赴
く
途
中
の
作
」
が
あ
り
、
そ
の
頸
聯
に
「
俗
紫
凡
紅
春
自
ら
閙さわがし
、
頑
山
鈍
水
偏ひと
へに
長
し
」
の
句
が
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
あ
る
い
は
寛
政
二
年
春
の
作
で
あ
ろ
う
か
。
ち
な
み
に
、〈
俗
紫
凡
紅
〉
は
、南
宋
・
陸
游
の
七
絶
「
春
雨
絶
句
」
六
首
其
五
（『
剣
南
詩
稿
』
巻
二
十
二
）
に
見
え
る
表
現
。〈
頑
山
鈍
水
〉
に
つ
い
て
は
、
用
例
未
見
。
　
も
っ
と
も
、
平
井
澹
所
に
示
し
た
よ
う
な
当
初
の
意
気
込
み
と
は
う
ら
は
ら
に
任
地
の
伊
賀
上
野
で
は
山
崎
闇
斎
派
の
道
学
者
と
の
軋
轢
が
あ
り
、
思
う
よ
う
に
な
ら
ず
気
を
腐
ら
す
こ
と
が
多
か
っ
た
。
そ
の
鬱
屈
は
京
都
の
詩
友
に
寄
せ
た
詩
の
幾
つ
か
に
見
え
る
こ
と
、
す
で
に
前
稿
「
覚
書
：
津
阪
東
陽
の
交
友
㈠
―
安
永
・
天
明
期
の
京
都
」
に
お
い
て
紹
介
し
た
が
、
澹
所
に
対
し
て
は
、
七
古
「
閑
居
し
て
漫みだりに
短
歌
を
成
す
、
平
井
可
大
に
贈
る
」（『
詩
鈔
』
巻
一
）
と
題
し
て
、
次
の
よ
う
な
感
慨
を
寄
せ
て
い
る
。
夙
自
抗
志
従
儒
服　
　
夙つと
に
自
ら
志
を
抗あ
げ
て　
儒
服
に
従
ひ
翰
墨
塲
中
漫
馳
逐　
　
翰
墨
場
中　
漫みだりに
馳
逐
す
斯
文
好
脩
君
子
業　
　
斯
文
好よ
し
脩をさ
め
ん
君
子
の
業
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吾
道
從
誹
小
人
腹　
　
吾
が
道　
誹そし
る
に
従まか
す
小
人
の
腹
大
丈
夫
當
自
立
耳　
　
大
丈
夫
当まさ
に
自
立
す
べ
き
耳のみ
因
人
成
事
何
碌
碌
」　
人
に
因
っ
て
事
を
成
す
は
何
ぞ
碌ろく
碌ろく
た
る
」
安
知
此
生
本
數
奇　
　
安いづ
く
ん
ぞ
知
ら
ん
此こ
の
生
本も
と
数
奇
な
る
を
投
閑
置
散
分
之
　
　
閑
に
投
じ
散
に
置
く
は
分
の
宜
し
き
な
り
人
世
艱
難
青
雲
阻　
　
人
世
の
艱
難　
青
雲
阻
ま
れ
歳
月
蹉
跎
白
髪
垂　
　
歳
月
蹉
跎
と
し
て
白
髪
垂
る
悲
歌
慷
慨
聊
復
爾　
　
悲
歌
慷
慨　
聊いささか
復ま
た
爾かく
す
る
の
み
湖
海
豪
氣
彼
一
時　
　
湖
海
の
豪
気　
彼
も
一
時
○
抗
志　
志
を
高
く
持
つ
。
三
国
魏
・
曹
植
「
七
啓
」（『
文
選
』
巻
三
十
五
）
に
「
志
を
雲
際
に
抗
ぐ
」
と
。
○
儒
服　
儒
者
の
着
る
服
。
○
翰
墨
場　
詩
文
の
集
ま
り
。
詩
壇
。
前
掲
「
南
川
士
長
を
哭
す
」
詩
の
語
釈
参
照
。
○
馳
逐　
競
い
あ
う
。
○
斯
文　
儒
学
。
○
君
子
業　
君
子
た
る
も
の
の
務
め
。
○
小
人
腹　
語
は
『
左
氏
伝
』
昭
公
二
十
八
年
に
「
願
は
く
は
小
人
の
腹
を
以
て
君
子
の
心
と
為
さ
ん
」
と
見
え
る
。
こ
こ
は
、
つ
ま
ら
ぬ
輩
の
心
ば
え
。
○
大
丈
夫　
『
孟
子
』
滕
文
公
下
に
「
天
下
の
広
居
に
居
り
、
天
下
の
正
位
に
立
ち
、
天
下
の
大
道
を
行
ひ
、（
中
略
）
富
貴
も
淫
す
る
能
は
ず
、
貧
賤
も
移
す
能
は
ず
、
威
武
も
屈
す
る
能
は
ず
、
此
れ
を
之
れ
大
丈
夫
と
謂
ふ
」
と
。
○
自
立　
先
に
挙
げ
た
五
古
「
平
井
可
大
に
贈
る
」
詩
に
「
男
児
は
自
立
を
要
す
」
と
。
○
因
人
成
事　
戦
国
趙
の
平
原
君
に
養
わ
れ
て
い
た
食
客
、
毛
遂
が
楚
と
の
盟
約
を
成
功
さ
せ
た
際
、
同
行
し
た
他
の
食
客
を
評
し
た
言
葉
に
「
公
等
録
録
、
所いは
謂ゆる
人
に
因
っ
て
事
を
成
す
者
な
り
」
と
（『
史
記
』
平
原
君
虞
卿
列
伝
）。〈
録
録
〉
は
、
碌
碌
と
同
じ
。
凡
庸
な
さ
ま
。
○
数
奇　
不
遇
、
不
運
。
○
投
閑
置
散　
閑
散
な
地
位
職
務
に
身
を
置
く
。
世
に
用
い
ら
れ
ぬ
こ
と
。
中
唐
・
韓
愈
「
進
学
解
」（『
韓
昌
黎
集
』
巻
十
二
、『
古
文
真
宝
』
後
集
巻
二
）
に
「
閑
に
投
じ
散
に
置
く
は
、
乃すなはち
分
の
宜
し
き
な
り
」
と
。
○
青
雲　
高
い
地
位
・
身
分
の
喩
え
。
○
蹉
跎　
も
た
も
た
す
る
さ
ま
。
畳
韻
語
。
初
唐
・
張
九
齢
の
五
絶
「
鏡
に
照
ら
し
て
白
髪
を
見
る
」
詩
（『
唐
詩
選
』
巻
六
）
に
「
宿
昔
青
雲
の
志
、
蹉
跎
す
白
髪
の
年
」
と
。
○
悲
歌
慷
慨　
嘆
き
や
怒
り
な
ど
の
昂
る
感
情
を
悲
壮
に
歌
う
こ
と
。『
史
記
』
項
羽
本
紀
に
見
え
る
表
現
。
○
聊
復
爾　
ち
ょ
っ
と
そ
う
し
た
だ
け
だ
、
の
意
。『
世
説
新
語
』
任
誕
篇
に
み
え
る
阮
咸
の
言
葉
に
「
未
だ
俗
を
免
か
る
る
こ
と
能
は
ず
、
聊
か
復
た
爾
す
る
耳のみ
」
と
。
○
湖
海
豪
気　
浪
人
時
代
の
豪
放
の
気
。『
後
漢
書
』
陳
球
伝
に
「
許
汜
、
劉
備
と
語
り
て
曰
く
、陳
元
龍
は
湖
海
の
士
、豪
気
除
せ
ず
と
」
と
。『
書
言
故
事
』
巻
六
、
声
名
類
に「
湖
海
士
」の
条
に
も
挙
げ
る
。
○
彼
一
時　
あ
の
時
は
あ
の
時
。『
孟
子
』
公
孫
丑
下
に
「
彼
も
一
時
、
此
れ
も
一
時
」
と
。
　
次
に
挙
げ
る
五
律
「
平
井
可
大
に
答
ふ
」（『
詩
鈔
』
巻
三
）
も
、
伊
賀
上
野
で
の
作
で
あ
ろ
う
。
音
書
感
情
誼
、
天
末
思
悠
悠　
　
音
書　
情
誼
に
感
じ
、
天
末　
思
ひ
悠
悠
旅
宦
將
遲
暮
、
關
山
奈
阻
脩　
　
旅
宦　
将まさ
に
遅
暮
せ
ん
と
し
、
関
山
阻
脩
を
奈いかんせ
ん
舊
游
雲
四
散
、
往
事
水
東
流　
　
旧
游　
雲
四
散
し
、
往
事　
水
東
流
す
夙
志
空
慷
慨
、
羈
魂
梦
亦
愁　
　
夙
志　
空
し
く
慷
慨
し
、
羈
魂　
夢
も
亦
た
愁
ふ
○
音
書　
音
信
。
た
よ
り
。
○
天
末　
天
の
は
て
。
杜
甫
に
五
律
「
天
末
に
李
白
を
思
ふ
」
詩
が
あ
る
。
○
悠
悠　
は
る
か
な
さ
ま
。『
詩
経
』
鄭
風
「
子
衿
」
に
「
青
青
た
る
子
が
佩
、
悠
悠
た
る
我
が
思
ひ
」
と
。
○
旅
宦　
故
郷
を
は
な
れ
て
仕
官
す
る
身
。
○
遅
暮　
晩
年
を
迎
え
る
。
戦
国
楚
・
屈
原
「
離
騒
」（『
楚
辞
』
巻
一
、『
文
選
』
巻
三
十
二
）
に
「
惟こ
れ
草
木
の
零
落
し
、
美
人
の
遅
暮
を
恐
る
」と
。
○
関
山　
国くに
境ざか
いの
山
々
。
○
阻
脩　
険
阻
で
遠
く
離
れ
て
い
る
。
西
晋
・
張
載
「
擬
四
愁
詩
」（『
文
選
』
巻
三
十
）
に
「
我
が
思
ふ
所
は
営
州
に
在
り
、
往
き
て
之
に
従
は
ん
と
欲
す
れ
ど
も
路
阻
ま
れ
脩なが
し
」
と
。
○
旧
游　
昔
の
（
勉
強
）
仲
間
。
○
雲
四
散　
友
人
同
士
が
雲
の
よ
う
に
ち
り
ぢ
り
に
な
る
こ
と
。
語
は
、
白
居
易
の
五
古
「
初
め
て
元
九
に
別
れ
し
後
、
忽
ち
夢
に
之
を
見
る
…
」
詩
（『
白
氏
文
集
』
巻
九
）
に
「
昨
夜
雲
四
散
し
、
千
里
月
の
色
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を
同
じ
う
す
」
と
見
え
る
。
○
水
東
流　
水
の
流
れ
の
よ
う
に
逝
き
て
帰
ら
ぬ
こ
と
。
李
白
の
雑
言
古
詩
「
夢
に
天
姥
に
遊
ぶ
の
吟
、
留
別
」
に
「
世
間
の
行
楽
亦ま
た
此かく
の
如
し
、
古
来
万
事
東
流
の
水
」
と
。
○
夙
志　
か
ね
て
抱
い
て
い
た
志
。
○
羈
魂　
他
鄕
暮
ら
し
の
心
情
。
　
夙
志
を
果
た
せ
ぬ
ま
ま
、
い
た
ず
ら
に
伊
賀
の
地
で
年
老
い
て
ゆ
く
こ
と
へ
の
苛
立
ち
や
焦
り
に
も
似
た
感
情
が
仄
見
え
る
。
　
そ
の
後
、
東
陽
が
文
化
四
年
（
一
八
〇
七
）
冬
、
51
歳
で
津
に
召
還
さ
れ
て
以
降
の
作
と
し
て
五
律
「
次
韻
し
て
平
井
可
大
に
答
ふ
」（『
詩
鈔
』
巻
三
）
が
あ
る
。平
生
存
久
要
、
情
好
一
何
濃　
　
平
生　
久
要
を
存
し
、
情
好　
一
に
何
ぞ
濃
や
か
な
る
宦
羈
東
西
隔
、
音
書
旦
暮
逢　
　
宦
羈　
東
西
に
隔
た
る
も
、
音
書　
旦
暮
に
逢
ふ
青
雲
猶
壯
志
、
白
髪
共
衰
容　
　
青
雲　
猶な
ほ
壮
志
、
白
髪　
共
に
衰
容
歡
晤
無
期
日
、
臨
風
思
幾
重　
　
歓
晤　
期
日
無
く
、
風
に
臨
ん
で
思
ひ
幾
重
○
久
要　
旧
い
約
束
。『
論
語
』
憲
問
篇
に
「
久
要
平
生
の
言
を
忘
れ
ず
」
と
。
孔
安
国
の
注
に
「
久
要
は
、旧
約
な
り
。
平
生
は
、猶
ほ
少
時
の
ご
と
き
な
り
」
と
。○
情
好　
交
情
。○
宦
羈　
仕
官
し
て
職
務
に
拘
束
さ
れ
る
こ
と
。宮
仕
え
。
○
歓
晤　
楽
し
い
語
ら
い
。
○
臨
風　
『
楚
辭
』
九
歌
・
少
司
命
に
「
美
人
を
望
め
ど
も
未
だ
来
た
ら
ず
、
風
に
臨
ん
で
怳
と
し
て
浩
歌
す
」
と
。
　
折
に
ふ
れ
手
紙
の
や
り
と
り
を
し
て
近
況
は
承
知
し
て
い
る
つ
も
り
で
も
、
互
い
の
容
貌
の
変
化
は
実
際
顔
を
会
わ
せ
て
み
な
い
と
わ
か
ら
な
い
。
そ
れ
で
三
十
数
年
ぶ
り
に
再
会
し
た
際
、「
若も
し
声
気
猶な
ほ
旧
に
依
る
に
非
ざ
れ
ば
、
相
遇
ふ
も
安いづくん
ぞ
能
く
古
き
吾
れ
を
識
ら
ん
」
と
い
う
言
葉
が
思
わ
ず
口
を
衝
い
て
出
た
の
で
あ
る
。
　
江
戸
で
の
再
会
を
果
た
し
た
後
、
澹
所
に
寄
せ
た
詩
は
、
そ
の
六
十
の
寿
を
こ
と
ほ
ぐ
作
が
最
後
と
な
っ
た
。
七
律「
平
井
可
大
の
六
ち
つ
を
寿
す
」（『
詩
鈔
』
巻
五
）
に
云
う
、
　
　
六
十
童
顔
尚
宛
然　
　
六
十
に
し
て
童
顔
尚な
ほ
宛
然
た
り
　
　
郷
里
嬉
遊
竹
馬
年　
　
郷
里
嬉
遊
す
竹
馬
の
年
　
　
經
國
文
章
同
臭
味　
　
経
国
の
文
章　
同
臭
味
　
　
通
家
意
氣
舊
因
縁　
　
通
家
の
意
気　
旧
因
縁
　
　
偸
閑
脱
却
風
塵
窟　
　
閑
を
偸ぬす
ん
で
脱
却
す
風
塵
の
窟
　
　
乘
興
携
將
雪
月
舩　
　
興
に
乗
じ
て
携
将
す
雪
月
の
船
　
　
身
世
相
忘
酒
中
趣　
　
身
世
相
忘
る
酒
中
の
趣
　
　
天
眞
爛
漫
自
神
仙　
　
天
真
爛
漫　
自
ら
神
仙
○
宛
然　
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
。
○
竹
馬
年　
晩
唐
・
韋
荘
の
七
律
「
洪
州
に
て
西
明
寺
の
省
上
人
が
福
建
に
遊
ぶ
を
送
る
」
詩
に
「
記
し
得
た
り
初
め
て
竹
馬
に
騎の
り
し
年
、
師
を
送
り
て
来
往
す
御
溝
の
辺
」
と
。
ち
な
み
に
、
釈
大
典
の
『
学
語
編
』
巻
下
、生
齢
類
に
「
竹
馬
之
戯
」
を
挙
げ
「
七
齢
」
と
注
す
る
が
、
こ
れ
は
『
類
説
』
巻
二
十
三
な
ど
に
引
く
『
続
博
物
志
』
に
「
七
歳
を
竹
馬
の
戯
と
曰
ふ
」
と
い
う
の
に
基
づ
く
。
○
同
臭
味　
同
じ
趣
味
嗜
好
。
中
唐
・
元
稹
の
五
古
「
元
和
五
年
、
予
官
罰
俸
を
了
せ
ず
西
帰
す
…
…
」
詩
（『
元
氏
長
慶
集
』巻
五
）に「
吾
が
兄
は
性
霊
を
諳
ん
じ
、崔
子
は
臭
味
を
同
じ
う
す
」と
。
○
経
国
文
章　
三
国
魏
・
曹
丕
「
典
論
論
文
」（『
文
選
』
巻
五
十
二
）
に
「
文
章
は
経
国
の
大
業
に
し
て
、
不
朽
の
盛
事
」
と
。
○
風
塵
窟
・
雪
月
船　
金
・
劉
迎
の
七
律
「
城
南
庵
」
詩
（『
中
州
集
』
巻
三
）
に
「
夢
は
驚
く
城
郭
風
塵
の
窟
、
興
は
寄
す
湖
山
雪
月
の
船
」
と
。
ち
な
み
に
、『
中
州
集
』
に
は
、
延
宝
二
年
（
一
六
七
四
）
刊
の
和
刻
本
が
あ
る
。
○
携
将　
〈
将
〉
は
、
動
詞
の
後
に
置
く
助
詞
で
、
口
語
的
表
現
。
○
身
世　
白
居
易
の
五
排
「
渭
村
退
居
、
…
…
一
百
韻
」
詩
（『
白
氏
文
集
』
巻
十
五
）
に
「
憐
れ
む
可
し
身
と
世
と
、
此
れ
従よ
り
両
つ
な
が
ら
相
忘
れ
ん
」
と
。
○
酒
中
趣　
酒
の
味
わ
い
（
晋
・
陶
潜
「
晋
故
征
西
大
将
軍
長
史
孟
府
君
伝
」）。
○
天
真
爛
漫　
生
来
の
純
真
な
心
が
そ
の
ま
ま
あ
ら
わ
れ
る
。
　
も
っ
と
も
、
澹
所
は
六
十
の
寿
宴
を
迎
え
る
こ
と
な
く
文
政
三
年
に
59
歳
で
196
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没
し
て
い
る
。
訃
報
が
東
陽
の
も
と
に
直
接
届
く
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
墓
碑
に
つ
い
て
は
、
昌
平
黌
で
の
後
輩
に
あ
た
る
松
崎
慊
堂
（
名
は
復
。
明
和
八
年
﹇
一
七
七
一
﹈
〜
天
保
十
五
年
﹇
一
八
四
四
﹈）
が
「
澹
所
先
生
平
井
君
墓
表
」（
崇
文
叢
書
『
慊
堂
全
集
』
巻
十
）
を
撰
し
て
お
り
、
澹
所
の
交
友
に
つ
い
て
、
韓
愈
と
並
び
称
さ
れ
る
古
文
の
大
家
、
中
唐
・
柳
宗
元
の
「
先
君
の
石
表
の
陰
の
先
友
記
」（『
柳
河
東
集
』
巻
十
二
）
に
倣
っ
て
交
友
の
あ
っ
た
「
鉅
人
勝
流
」（
す
ぐ
れ
た
一
流
の
人
物
）
を
挙
げ
た
旨
を
記
し
て
い
る
が
、
そ
こ
に
東
陽
の
名
は
見
え
な
い
【
資
料
篇
③
】。
※ 
平
井
澹
所
に
つ
い
て
は
、
三
村
竹
清
「
平
井
澹
所
伝
」（「
書
菀
」
七
ノ
一
、
昭
和
十
八
年
。
後
に
「
平
井
澹
所
」
と
し
て
『
三
村
竹
清
集
七
』
に
収
載
。
青
裳
堂
書
店
、
昭
和
六
十
年
）
が
あ
る
。
そ
の
生
卒
年
に
関
し
て
、『
鷗
外
歴
史
文
學
集　
第
六
巻　
伊
沢
蘭
軒（
一
）』（
岩
波
書
店
、平
成
十
二
年
）の
人
名
注
は
、
一
七
六
〇
―
一
八
二
〇
と
す
る
が
、
基
づ
く
と
こ
ろ
不
明
。
　
平
沢
旭
山
に
つ
い
て
は
、
揖
斐
高
氏
に
「
平
沢
旭
山
年
譜
考
―
明
治
以
後
」
（『
近
世
文
学
の
境
界
―
個
我
と
表
現
の
変
容
』
Ⅲ
文
雅
と
日
常
「
旭
山
片
影
」
所
収
、
岩
波
書
店
、
平
成
二
十
一
年
）
が
あ
る
。
　
ま
た
南
川
金
渓
に
つ
い
て
は
、
岩
田
隆
氏
に
「
南
川
維
遷
伝
の
研
究
―
一
儒
者
の
生
涯
―
」（「
名
古
屋
大
学
国
語
国
文
」
第
二
十
九
号
、昭
和
四
十
六
年
）「
江
戸
祗
役
に
お
け
る
南
川
維
遷
の
交
友
」（『
国
語
国
文
学
論
集　
松
村
博
司
教
授
定
年
退
官
記
念
』、
昭
和
四
十
八
年
）
ほ
か
一
連
の
論
考
が
あ
り
、
前
者
に
は
江
村
北
海
撰
の
墓
碑
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
梅
村
佳
代
『
日
本
近
世
民
衆
教
育
史
研
究
』（
梓
出
版
社
、
平
成
三
年
）
に
第
四
章
「
伊
勢
国
の
文
人
南
川
金
渓
の
研
究
」
が
あ
る
。
そ
の
著
『
閑
散
餘
録
』
は
『
日
本
随
筆
大
成
（
第
二
期
）
20
』（
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
四
十
九
年
）
に
、
そ
の
も
と
と
な
っ
た
稿
本
『
金
渓
雑
話
』
は
岩
田
氏
の
校
訂
解
題
で
『
随
筆
百
花
苑
第
五
巻
』（
中
央
公
論
社
、
昭
和
五
十
七
年
）
に
収
め
る
。
そ
の
他
、『
菰
野
町
史
』（
昭
和
十
六
年
刊
。
名
著
出
版
よ
り
昭
和
四
十
九
年
復
刻
）
参
照
。
ち
な
み
に
同
書
に
は
久
保
希
卿
・
平
井
澹
所
の
小
伝
も
収
め
る
。
　
な
お
、
金
渓
を
北
海
に
紹
介
し
た
と
い
う
金
龍
道
人
に
関
し
て
は
、
中
野
三
敏
「
金
龍
道
人
敬
雄
」（『
近
世
新
畸
人
伝
』
所
収
。
毎
日
新
聞
社
、
昭
和
五
十
二
年
）
参
照
。
妻
の
訃
報
、
悼
亡
詩
　
江
戸
に
着
い
て
ほ
ど
な
く
、東
陽
は
五
絶「
内
に
報
ず
二
首
」（『
詩
鈔
』巻
六
）
を
作
っ
て
い
る
。
江
戸
に
発
つ
際
に
、
病
の
身
を
お
し
て
夜
遅
く
ま
で
片
時
も
手
を
休
め
ず
あ
れ
こ
れ
と
旅
仕
度
を
整
え
て
く
れ
た
妻
の
こ
と
が
絶
え
ず
気
に
懸
か
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
老
歎
經
年
別
、
貧
憐
守
舍
難　
　
老
い
て
は
歎
ず
経
年
の
別
れ
、
貧
は
憐
れ
む
守
舎
の
難
き
を
家
書
擾
人
意
、
只
是
報
平
安　
　
家
書　
人
意
を
擾みだ
す
、
只
だ
是
れ
平
安
を
報
ず
○
経
年
別　
中
唐
・
劉
長
卿
の
五
律「
秦
系
に
酬
ゆ
」詩
に「
旧
路
経
年
の
別
れ
、
寒
潮
每
日
回かへ
る
」
と
。
〇
家
書　
家
か
ら
の
便
り
。
○
人
意　
吾
が
意
。
○
報
平
安　
無
事
を
知
ら
せ
る
。
盛
唐
・
岑
参
の
七
絶
「
京
に
入
る
使
に
逢
ふ
」（『
唐
詩
選
』巻
七
）に「
馬
上
相
逢
ふ
て
紙
筆
無
し
、君
に
憑よ
っ
て
平
安
を
報
ぜ
し
む
」
と
。
　
　
　
其
二
孤
館
秋
燈
影
、
夜
深
寒
蛬
哀　
　
孤
館　
秋
燈
の
影
、
夜
深
く
し
て
寒
蛩
哀
し
報
書
情
未
盡
、
封
了
又
重
開　
　
報
書　
情
未
だ
尽
く
さ
ず
、
封
じ
了をは
り
て
又
た
重
ね
て
開
く
○
寒
蛩　
晩
秋
に
鳴
く
コ
オ
ロ
ギ
。
わ
び
し
さ
を
誘
う
も
の
。
其
二
の
転
・
結
句
は
中
唐
・
張
籍
の
七
絶
「
秋
思
」（『
三
体
詩
』
巻
一
）
に
「
洛
陽
城
裏
秋
風
を
見
る
、
家
書
を
作
ら
ん
と
欲
し
て
意
万
重
。
復
た
恐
る
怱
怱
と
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し
て
説
き
尽
く
さ
ざ
ら
ん
こ
と
を
、
行
人
発
す
る
に
臨
ん
で
又
た
封
を
開
く
」
と
あ
る
、
後
半
二
句
を
ふ
ま
え
た
表
現
。
　
さ
ら
に
七
絶
「
家
信
を
報
ず
二
首
」（『
詩
鈔
』
巻
九
）
が
あ
り
、
　
　
客
舍
秋
風
落
木
催　
　
客
舍
秋
風　
落
木
催
す
　
　
海
天
月
冷
雁
聲
哀　
　
海
天
月
冷
や
か
に
し
て
雁
声
哀
し
　
　
家
書
先
見
平
安
字　
　
家
書
先
づ
見
る
平
安
の
字
　
　
猶
恐
擾
將
人
意
來　
　
猶な
ほ
恐
る
人
意
を
擾
将
し
来
ら
ん
こ
と
を
○
落
木　
落
葉
。
杜
甫
の
七
律
「
登
高
」
詩
（『
唐
詩
選
』
巻
五
）
に
「
無
辺
の
落
木
蕭
蕭
と
し
て
下
る
」と
。
○
海
天　
大
海
と
天
空
。
白
居
易
の
七
律「
江
楼
夕
望
客
を
招
く
」
詩
（『
白
氏
文
集
』
巻
二
十
）
に
「
海
天
東
の
か
た
望
め
ば
夕
茫
茫
た
り
」
と
。
○
擾
将　
〈
将
〉
は
、
動
詞
の
後
に
置
く
助
詞
で
、
口
語
的
表
現
。
　
　
　
其
二
　
　
一
家
分
作
各
天
人　
　
一
家
分
か
れ
て
各
天
の
人
と
作な
る
　
　
旅
况
憑
兒
慰
辛
苦　
　
旅
况　
児
に
憑よ
っ
て
辛
苦
を
慰
む
　
　
頼
是
客
身
無
疾
病　
　
頼
さ
い
は
ひに
是
れ
客
身
疾
病
無
く
　
　
籠
中
閑
藥
任
生
塵　
　
籠
中
の
閑
薬　
塵
を
生
ず
る
に
任まか
す
○
各
天　
遠
く
に
離
れ
ば
な
れ
に
な
る
。「
古
詩
十
九
首
」
其
一
（『
文
選
』
巻
二
十
九
）の「
相
去
る
こ
と
万
里
餘
、各
お
の
天
の
一
涯
に
在
り
」か
ら
出
た
語
。
○
旅
况　
故
郷
を
離
れ
た
旅
先
で
の
暮
ら
し
ぶ
り
や
そ
れ
に
伴
う
心
情
。
○
閑
薬　
使
わ
な
い
薬
。
と
詠
ん
で
い
る
。
夫
に
我
が
身
を
案
じ
さ
せ
ま
い
と
、
ま
ず
「
平
安
」（
無
事
）
の
字
を
書
い
て
安
心
さ
せ
る
妻
の
気
遣
い
が
東
陽
に
は
心
に
染
み
た
に
ち
が
い
な
い
。
ま
た
其
二
か
ら
は
、
こ
の
江
戸
祗
役
に
東
陽
が
そ
の
子
、
達
を
帯
同
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
　
さ
れ
ど
、
東
陽
が
八
月
六
日
に
家
を
離
れ
て
か
ら
七
十
二
日
、
十
月
十
八
日
に
二
度
と
帰
ら
ぬ
人
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
享
年
49
。
天
明
三
年（
一
七
八
三
）
春
に
18
歳
で
嫁
い
で
き
て
か
ら
三
十
餘
年
、
自
ら
の
信
念
を
曲
げ
ぬ
直
言
の
士
で
愛
想
の
一
つ
も
言
わ
ず
家
で
は
ひ
た
す
ら
学
問
に
没
頭
す
る
夫
を
支
え
苦
楽
を
共
に
し
て
き
た
妻
で
あ
る
。『
詩
鈔
』
巻
五
に
七
律
「
初
冬
十
八
日
、
内
人
世
を
捐す
つ
。
余
、
家
を
離
れ
る
こ
と
七
十
二
日
な
り
矣
。
訃
至
り
驚
き
歎
き
て
惘ばう
然ぜん
た
り
。
忌
を
は
り
て
猶
ほ
慌
く
わ
う
惚こつ
と
し
て
夢
の
如
き
な
り
」
と
題
す
る
作
が
あ
る
。
　
　
一
官
殊
未
報
糟
糖＊　
　
一
官
殊こと
に
未
だ
糟
糠
に
報
い
ず
　
　
遠
役
何
圖
此
悼
亡　
　
遠
役
何
ぞ
図
ら
ん
此ここ
に
悼
亡
せ
ん
と
は
　
　
流
水
落
花
春
寂
寂　
　
流
水
落
花　
春
寂
寂
　
　
人
間
天
上
夢
茫
茫　
　
人じん
か
ん間
天
上　
夢
茫
茫
　
　
可
堪
身
世
桑
楡
影　
　
堪た
ふ
可
け
ん
や
身
世
桑
楡
の
影
　
　
欲
斷
男
兒
鐡
石
腸　
　
断
え
ん
と
欲
す
男
児
鉄
石
の
腸
　
　
最
憶
行
裝
劇
勞
苦　
　
最
も
憶
ふ
行
装
劇はな
はだ
労
苦
し
　
　
夜
深
力
疾
不
辭
忙　
　
夜
深
く
疾
を
力つと
め
て
忙
を
辞
せ
ず
　
　
＊
糖
は
、
糠
の
誤
字
。
○
一
官　
一
官
半
職（
ふ
つ
う
の
官
職
）の
意
。
○
糟
糠　
酒
か
す
と
米
ぬ
か
。
粗
末
な
食
事
。
貧
乏
暮
ら
し
で
苦
労
を
共
に
し
た
妻
を
い
う
。『
書
言
故
事
』
巻
一
、
夫
婦
類
に
「
自
ら
其
の
妻
を
称
し
て
糟
糠
の
妻
と
曰
ふ
」
と
。
○
遠
役　
こ
こ
で
は
江
戸
祗
役
を
い
う
。
○
寂
寂　
ひ
っ
そ
り
と
し
た
さ
ま
。
晩
唐
・
李
群
玉
の
七
律
「
黄
陵
廟
」
詩
（『
三
体
詩
』
巻
二
）
に
「
野
廟
江
に
向
っ
て
春
寂
寂
」
と
。
○
流
水
落
花
・
人
間
天
上　
五
代
・
李
煜
の
「
浪
淘
沙
令
」
詞
に
「
流
水
落
花
春
去
り
ぬ
、
天
上
人
間
」
と
。〈
天
上
人
間
〉
は
、「
た
が
い
に
通
ず
る
こ
と
の
な
い
遥
か
な
隔
た
り
を
意
味
す
る
成
語
」（
村
上
哲
見
『
中
国
詩
人
選
集
16
李
煜
』）。
○
茫
茫　
ぼ
ん
や
り
と
し
て
と
り
と
め
も
な
い
さ
ま
。
○
身
世　
身
の
上
。
杜
甫
の
五
古
「
北
征
」
詩
に
「
益
々
身
世
の
拙
な
る
を
嘆
く
」
と
。
○
桑
楡　
老
年
の
喩
え
。『
書
言
故
事
』
巻
二
、
耆
老
類
に
「
年
老
を
桑
楡
の
暮
影
と
云
ふ
」
と
。
○
鉄
石
腸　
剛
毅
な
心
。
南
宋
・
文
天
祥
の
七
律
「
楼
に
登
る
」
詩
（『
文
山
先
生
全
集
』
卷
十
四
）
に
「
茫
茫
た
る
地
老
と
天
荒
と
、
此かく
の
如
き
男
児
鉄
石
の
腸
」
と
。
○
行
装　
旅
じ
た
く
。
○
力
疾　
病
の
身
を
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お
し
て
。
　
訃
報
を
手
に
し
た
と
き
は
惘
然
（
頭
の
中
が
真
っ
白
）
と
な
り
、
忌
明
け
を
過
ぎ
て
も
ま
だ
妻
の
死
が
信
じ
ら
れ
ず
、
心
は
慌
惚
（
ぼ
ん
や
り
）
と
し
て
腑
抜
け
た
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
も
何
と
か
気
を
取
り
直
し
て
、
こ
の
詩
を
詠
ん
だ
の
で
あ
る
。
　
ま
た
五
律
「
悼
亡
」
詩
（『
詩
鈔
』
巻
三
）
に
は
、
惜
來
鄕
里
別
、
留
守
一
憑
卿　
　
惜
し
み
来
る
郷
里
の
別
れ
、
留
守　
一
に
卿
に
憑よ
る
糟
糠
偕
老
契
、
琴
瑟
悼
亡
情　
　
糟
糠　
偕
老
の
契
り
、
琴
瑟　
悼
亡
の
情
聞
訃
驚
疑
梦
、
嘆
命
泣
飲
聲　
　
訃
を
聞
く
に
驚
き
て
夢
か
と
疑
ふ
、
命
を
嘆
じ
て
泣
き
て
声
を
飲
む
勤
勞
家
政
務
、
坐
自
憶
平
生　
　
勤
労
す
家
政
の
務
め
、
坐そぞ
自ろ
に
平
生
を
憶
ふ
○
卿　
こ
こ
で
は
、
夫
が
妻
を
呼
ぶ
と
き
の
言
い
方
。
○
糟
糠　
前
詩
の
語
釈
参
照
。
○
偕
老　
『
詩
経
』
風
「
撃
鼓
」
に
「
子
の
手
を
執
り
、
子
と
偕とも
に
老
い
ん
」
と
。
○
琴
瑟　
夫
婦
仲
睦
ま
じ
い
こ
と
。『
詩
経
』
小
雅
「
常
棣
」
に
「
妻
子
好
合
、
琴
瑟
を
鼓
す
が
如
し
」
と
。
○
嘆
命　
身
の
不
運
を
嘆
く
。
○
泣
飲
声　
忍
び
音
に
泣
く
。
○
家
政　
家
庭
内
の
仕
事
。
と
詠
じ
て
い
る
。
　
さ
ら
に
五
律
「
感
を
書
す
」
詩
（『
詩
鈔
』
巻
三
）
に
は
、次
の
よ
う
に
云
う
。
艱
難
袛
役
客
、
悽
愴
悼
亡
詩　
　
艱
難　
祗
役
の
客
、
悽
愴
た
り
悼
亡
の
詩
身
病
向
誰
頼
、
腹
悲
唯
自
知　
　
身
病　
誰
に
向
っ
て
頼
ら
ん
、
腹
悲　
唯
だ
自
ら
知
る
の
み
旅
愁
天
暮
處
、
生
計
歳
窮
時　
　
旅
愁　
天
暮
る
る
処とき
、
生
計　
歳
窮
ま
る
時
坐
咽
思
家
淚
、
零
丁
奈
女
兒　
　
坐そぞ
ろ
に
咽
ぶ
家
を
思
ふ
涙
、
零れい
丁てい
た
り
女
児
を
奈いかんせ
ん
○
祗
役　
君
主
の
命
を
奉
じ
て
他
所
に
赴
く
。
六
朝
宋
・
謝
霊
運
「
隣
里
方
山
を
相
送
る
」
詩
に
「
祗
役
し
て
皇
邑
を
出
づ
」
と
。
こ
こ
は
江
戸
出
府
を
い
う
。
○
悽
愴　
い
た
ま
し
く
悲
し
い
。
双
声
語
。
○
腹
悲　
心
の
な
か
の
悲
し
み
。
後
漢
・
応
劭
『
風
俗
通
義
』
巻
三
、
衍
礼
に
「
俚
語
に
婦
死
せ
ば
腹
悲
唯
だ
身
之
を
知
る
の
み
」
と
あ
り
、
妻
を
亡
く
し
た
悲
し
み
は
当
人
以
外
に
誰
も
わ
か
ら
な
い
と
い
う
。
○
思
家
涙　
晩
唐
・
薛
逢
の
七
律
「
九
曰
雨
中
懐
を
言
ふ
」
詩
に
「
潜ひそ
か
に
満
眼
家
を
思
ふ
の
涙
を
将もつ
て
、
灑そそ
ぎ
て
長
江
東
北
の
流
れ
に
寄
せ
ん
」
と
。
○
零
丁　
独
り
ぼ
っ
ち
で
助
け
る
人
が
な
い
さ
ま
。
畳
韻
語
。
三
国
蜀
・
李
密
「
陳
情
表
」（『
文
選
』
巻
三
十
七
、『
古
文
真
宝
』
後
集
巻
八
）
に
「
零
丁
孤
苦
に
し
て
、
成
立
に
至
れ
り
」
と
。
　
詩
末
に
は
「
季
女
独ひと
り
家
に
居
り
て
喪
を
守
る
。
煢けい
煢けい
た
る
孑げつ
影えい
何いか
ん如
と
為
す
や
」
と
い
う
自
注
が
あ
る
。〈
季
女
〉
は
、
末
む
す
め
。
東
陽
に
は
、
三
人
の
む
す
め
が
い
た
が
、
長
女
は
既
に
嫁
ぎ
、
三
女
は
夭
逝
し
て
お
り
、
こ
こ
は
家
に
い
る
次
女
を
指
す
。〈
煢
煢
〉
は
、
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
の
さ
ま
。
李
密
「
陳
情
表
」
に
「
煢
煢
と
し
て
孑
立
し
、
形
影
相
弔
ふ
」
と
。
　
江
戸
で
の
務
め
を
終
え
帰
国
し
た
東
陽
は
、
七
絶
「
家
に
帰
る
二
首
」（『
詩
鈔
』
巻
九
）
を
作
り
、
題
下
に
「
客
冬
内
を
喪
ふ
。
悲
喜
交こも
々ごも
集
ま
る
」
と
注
し
て
、
　
　
久
客
衰
躬
幸
得
支　
　
久
客
衰
躬　
幸
ひ
に
支
ふ
る
を
得
　
　
團
欒
歡
晤
自
忘
疲　
　
団
欒
歓
晤　
自
ら
疲
れ
を
忘
る
　
　
帰
來
偏
愛
吾
廬
好　
　
帰
り
来
た
れ
ば
偏ひとへに
愛
す
吾
が
廬
の
好
き
を
　
　
高
枕
攸
然
暢
四
肢　
　
枕
を
高
く
し
て
攸いう
然ぜん　
四
肢
を
暢の
ぶ
◯
団
欒　
（
家
族
が
）
輪
に
な
っ
て
集
ま
る
。
畳
韻
語
。
○
歓
晤　
楽
し
い
語
ら
い
。
○
吾
廬　
我
が
家
。
晋
・
陶
潜
「
山
海
経
を
読
む
」
詩
（『
古
文
真
宝
』
前
集
）
に
「
衆
鳥
託
す
る
こ
と
有
る
を
欣よろこび
、吾
も
亦
た
吾
が
廬
を
愛
す
」
と
。
○
攸
然　
ゆ
っ
た
り
と
。〈
攸
）
は
悠
と
同
じ
。
○
暢
四
肢　
思
い
っ
き
り
手
足
を
伸
ば
す
。
白
居
易
の
五
排
「
北
窓
三
友
」
詩
（『
白
氏
文
集
』
巻
六
十
二
）
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に
「
一
詠
四
支
を
暢
ぶ
」
と
。〈
支
〉
は
肢
と
同
じ
。
　
　
　
其
二
　
　
物
在
人
亡
獨
自
悲　
　
物
在
り
人
亡
し
て
独ひ
自と
り
悲
し
む
　
　
音
容
夢
幻
尚
相
疑　
　
音
容
夢
幻　
尚な
ほ
相
疑
ふ
　
　
同
行
總
喜
還
家
樂　
　
同
行
総
べ
て
家
に
還
る
の
楽
し
み
を
喜
ぶ
に
　
　
夜
雨
西
窓
話
向
誰　
　
夜
雨
西
窓　
誰
に
向
っ
て
話かた
ら
ん
○
物
在
人
亡　
盛
唐
・
李
頎
の
七
律
「
盧
五
の
旧
居
に
題
す
」
詩
（『
唐
詩
選
』
巻
五
）
に
「
物
在
り
人
亡
し
て
見まみ
ゆ
る
の
期
無
し
」
と
。
○
音
容　
声
や
姿
形
。
白
居
易
の
七
古
「
長
恨
歌
」（『
白
氏
文
集
』
巻
十
二
）
に
「
一
別
音
容
両ふた
つ
な
が
ら
渺
茫
」
と
。
○
夜
雨
西
窓　
晩
唐
・
李
商
隠
の
七
絶
「
夜
雨
北
に
寄
す
」
詩
（『
唐
詩
選
』
巻
八
）
に
「
何いつ
か
当まさ
に
共
に
西
窓
の
燭
を
翦き
っ
て
、
却
っ
て
巴
山
夜
雨
の
時
を
話
ら
ん
」
と
。
ち
な
み
に
、『
夜
航
詩
話
』
巻
三
に
「
西
は
婦
人
の
寝
室
を
謂
ふ
」
と
。
〇
向　
於
と
同
じ
。
と
詠
じ
て
い
る
。
ま
た
亡
き
妻
を
夢
に
見
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
七
絶
「
夢
に
亡
妻
を
見
る
」（『
詩
鈔
』
巻
九
）
に
云
う
、
　
　
寒
牀
梦
覺
坐
依
　
　
寒
牀　
夢
覚
め
て
坐そぞ
ろ
に
依
稀
た
り
　
　
風
竹
蕭
蕭
雪
撲
扉　
　
風
竹
蕭
蕭
と
し
て
雪　
扉
を
撲う
つ
　
　
欹
枕
疑
來
燈
下
影　
　
枕
を
欹そばだて
て
疑
ひ
来
る
燈
下
の
影
　
　
夜
深
獨
坐
尚
縫
衣　
　
夜
深
く
独
り
坐
し
て
尚な
ほ
衣
を
縫
ふ
○
寒
牀　
寒
々
と
し
た
寝
床
。
○
依
稀　
か
す
か
な
さ
ま
。
お
ぼ
ろ
げ
な
さ
ま
。
畳
韻
語
。
ち
な
み
に
『
夜
航
詩
話
』
巻
五
に
「
依
約
、
依
は
約
略
な
り
。
蓋
し
物
色
隠
微
の
貌
。
依
微
隠
約
は
義
皆
同
じ
。
若も
し
夫そ
れ
彷
彿
も
亦
た
分
明
な
ら
ざ
る
の
貌
、
大
同
に
し
て
小
異
な
り
」
と
。
○
蕭
蕭　
竹
の
葉
ず
れ
の
音
。
○
欹
枕　
寝
た
ま
ま
枕
を
斜
め
に
た
て
る
。
　
「
亡
き
妻
を
夢
に
見
て
は
っ
と
目
が
覚
め
た
ら
、
行
燈
の
傍
ら
で
い
つ
も
の
よ
う
に
縫
い
も
の
を
し
て
い
る
変
わ
ら
ぬ
姿
が
あ
っ
た
よ
う
な
気
が
し
た
」。
　
さ
ら
に
七
絶
「
感
を
書
す
二
首
」（『
詩
鈔
』
巻
九
）
が
あ
る
。
　
　
霜
下
秋
風
節
物
更　
　
霜
下
り
秋
風　
節
物
更あら
たま
る
　
　
腹
悲
難
慰
悼
亡
情　
　
腹
悲
慰
め
難
し
悼
亡
の
情
　
　
空
床
永
夜
孤
燈
影　
　
空
床
永
夜　
孤
燈
の
影
　
　
倩
得
寒
蛩
滿
意
鳴　
　
寒
蛩
を
倩やと
ひ
得
て
意
に
満
つ
る
ま
で
鳴
か
し
め
ん
○
霜
下　
『
礼
記
』
月
令
に
「
季
秋
の
月
、（
中
略
）
霜
始
め
て
降
る
」
と
。
〇
節
物　
季
節
の
風
物
。
〇
腹
悲　
心
の
な
か
の
悲
し
み
。
前
出
「
感
を
書
す
」
詩
の
語
釈
参
照
。
　
　
　
其
二
　
　
孤
懷
感
物
坐
相
干　
　
孤
懐　
物
に
感
じ
て
坐そぞ
ろ
に
相
干
す
　
　
遺
愛
盆
梅
自
慰
看　
　
遺
愛
の
盆
梅　
自
ら
慰
め
看
る
　
　
心
事
對
花
空
濺
淚　
　
心
事　
花
に
対
し
て
空
し
く
涙
を
濺そそ
ぎ
　
　
春
風
側
側
暮
窓
寒　
　
春
風
側
側
と
し
て
暮
窓
寒
し
○
感
物　
西
晋
・
潘
岳
「
悼
亡
詩
三
首
」
其
三
（『
文
選
』
巻
二
十
三
）
に
「
悲
懐
物
に
感
じ
て
来
り
、
泣
涕
情
に
応
じ
て
隕お
つ
」
と
。
○
干　
（
心
を
）
乱
す
。
○
遺
愛
盆
梅　
亡
妻
が
い
つ
く
し
ん
だ
盆
栽
の
梅
。
○
心
事　
胸
の
う
ち
。
○
濺
淚　
杜
甫
の
五
律
「
春
望
」
詩
に
「
時
に
感
じ
て
は
花
に
も
涙
を
濺
ぐ
」
と
。
○
側
側　
寒
い
さ
ま
。
あ
る
い
は
風
の
音
の
形
容
。
　
こ
の
二
首
は
同
時
の
作
で
は
な
く
、
其
一
は
文
化
十
二
年
晩
秋
、
其
二
は
翌
春
の
作
か
と
思
わ
れ
る
。
※ 
東
陽
の
妻
に
つ
い
て
は
、「
内
人
日
紫
喜
氏
墓
碣
銘
」（『
文
集
』
巻
六
）
が
あ
る
。
江
戸
で
の
交
友
―
江
湖
詩
社
の
詩
人
、
市
河
寛
斎
・
柏
木
如
亭
・
大
窪
詩
仏
・
菊
池
五
山
ほ
か
我
が
江
戸
今
日
の
詩
、
河
寛
斎
之これ
を
唱
し
、
柏
如
亭
・
窪
詩
仏
・
池
五
山
之これ
に
和
す
。
風
流
俊
采
、
皆
一
代
の
選
な
り
。
因
っ
て
時
人
之
を
概
称
し
て
江
戸
四
家
と
曰い
ふ
。
以
て
南
宋
の
范
・
陸
・
楊
・
尤
の
四
大
家
に
く
ら
ぶ
と
云
ふ
。
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こ
こ
に
示
し
た
の
は
、
亀
田
鵬
斎
が
文
化
十
二
年
（
一
八
一
五
）
刊
の
『
今
四
家
絶
句
』
に
寄
せ
た
序
文
の
冒
頭
部
分
で
あ
る
。
天
明
七
年
（
一
七
八
七
）、
市
河
寛
斎
は
江
湖
詩
社
を
開
き
、
柏
木
如
亭
・
大
窪
詩
仏
・
菊
池
五
山
ら
が
そ
の
門
下
に
集
ま
っ
た
。
こ
の
四
人
は
宋
末
元
初
の
方
回
『
瀛
奎
律
髄
』
巻
一
、
登
覧
類
に
載
せ
る
范
石
湖
「
鄂
州
南
楼
」
詩
の
評
に
「
乾
淳
（
乾
道
・
淳
煕
）
の
間
、
詩
の
巨きょ
擘はく
を
尤
楊
范
陸
と
称
す
」
と
あ
る
尤ゆう
袤ぼう
（
号
は
遂
初
）・
楊
万
里
（
字
は
廷
秀
）・
范
成
大
（
号
は
石
湖
）・
陸
游
（
号
は
放
翁
）
に
擬
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
江
湖
詩
社
と
い
う
の
も
、
も
と
も
と
〈
江
湖
〉
は
束
縛
の
多
い
官
界
に
対
し
て
自
由
な
天
地
、
民
間
を
い
う
語
で
、
直
接
的
に
は
南
宋
の
陳
起
（
字
は
宗
之
）
が
刊
行
し
た
『
江
湖
集
』『
江
湖
後
集
』
な
ど
に
基
づ
い
た
命
名
で
あ
っ
て
、
身
近
な
日
常
風
景
や
都
市
の
風
俗
な
ど
を
平
淡
に
描
写
す
る
こ
と
に
意
を
尽
く
し
た
。
　
江
戸
滞
在
中
、
東
陽
は
こ
の
「
四
家
」
と
交
流
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
様
子
を
東
陽
の
詩
か
ら
窺
う
こ
と
に
す
る
。
市
河
寛
斎
（
寛
延
二
年
﹇
一
七
四
九
﹈
〜
文
政
三
年
﹇
一
八
二
〇
﹈）
　
名
は
世
寧
、
字
は
子
静
。
寛
斎
は
、
そ
の
号
。
川
越
藩
士
の
子
と
し
て
江
戸
で
生
ま
れ
た
。
関
松
窓
に
学
び
、
林
家
に
入
門
。
昌
平
黌
時
代
に
は
前
出
の
平
井
澹
所
と
も
交
友
が
あ
っ
た
。
東
陽
よ
り
八
歳
上
。
そ
の
題
下
に
「
子
静
は
昌
平
学
の
都
講
、
仕
へ
て
富
山
侯
の
儒
官
と
為
る
。
致
仕
し
て
詩
酒
の
間
に
優
游
す
。
江
湖
社
の
盟
主
為た
り
」と
自
注
を
附
し
た
七
律「
河
子
静
に
贈
る
」詩（『
詩
鈔
』
巻
五
）
が
あ
る
。
寛
斎
は
、
寛
政
二
年
（
一
七
九
〇
）
42
歳
の
時
、
異
学
の
禁
に
抵
触
し
昌
平
黌
教
授
を
辞
し
た
が
、
翌
三
年
に
は
富
山
藩
主
前
田
利
謙
に
招
聘
さ
れ
、
藩
校
教
授
と
な
り
、
文
化
八
年
（
一
八
一
一
）
63
歳
で
致
仕
す
る
ま
で
、
江
戸
と
富
山
と
を
往
還
し
た
。
東
陽
が
江
戸
に
や
っ
て
来
た
と
き
、
寛
斎
は
前
年
の
七
月
か
ら
長
崎
奉
行
の
牧
野
成しげ
た
け傑
に
随
行
し
て
当
地
に
遊
ん
で
お
り
、
江
戸
に
も
ど
っ
た
の
は
十
一
月
で
あ
っ
た
。
東
陽
は
十
二
年
春
に
な
っ
て
寛
斎
と
顔
を
合
わ
せ
た
ら
し
い
。
さ
て
、「
河
子
静
に
贈
る
」
詩
は
、
次
の
よ
う
に
詠
じ
ら
れ
て
い
る
。
　
　
男
子
功
名
宦
始
休　
　
男
子
の
功
名　
宦
始
め
て
休や
む
　
　
天
眞
快
活
舊
風
流　
　
天
真
快
活　
旧
風
流
　
　
家
傳
經
藝
紛
綸
業　
　
家
は
伝
ふ
経
藝
紛
綸
の
業
　
　
身
逸
江
湖
汗
漫
遊　
　
身
は
逸
す
江
湖
汗
漫
の
遊
　
　
花
月
扁
舟
春
水
浦　
　
花
月
扁
舟　
春
水
の
浦
　
　
絃
歌
綠
酒
夕
陽
樓　
　
絃
歌
緑
酒　
夕
陽
の
楼
　
　
老
夫
安
濯
塵
纓
去　
　
老
夫
安いづ
く
に
か
塵
纓
を
濯あら
っ
て
去
ら
ん
　
　
樂
託
從
君
得
自
由　
　
楽
託　
君
に
従
っ
て
自
由
を
得
た
り
○
男
子
功
名　
北
宋
・
邵
雍
の
七
古
「
書
に
代
へ
て
王
勝
之
学
士
が
莱
石
の
茶
酒
器
を
寄
せ
ら
る
る
に
謝
す
」
詩
（『
撃
壌
集
』
巻
七
）
に
「
男
子
の
功
名
未
だ
成
就
せ
ず
」
と
。
○
宦　
仕
官
、宮
仕
え
。
○
天
真　
本
性
。
生
ま
れ
つ
き
。
杜
甫
の
五
排
「
李
十
二
白
に
寄
す
二
十
韻
」
詩
に
「
嗜
酒
天
真
を
見
る
」
と
。
○
快
活　
楽
し
い
さ
ま
。
双
声
語
。
白
居
易
の
七
律「
快
活
」詩（『
白
氏
文
集
』
巻
五
十
六
）に「
誰
か
知
ら
ん
将
相
王
侯
の
外
に
、別
に
優
游
快
活
の
人
有
る
を
」
と
。
○
紛
綸　
学
問
が
広
く
て
広
い
こ
と
。
後
漢
の
井
丹
（
字
は
大
春
）
は
詩
・
書
・
易
・
礼
・
春
秋
の
五
経
に
通
じ
て
い
た
の
で
、
都
の
洛
陽
で
「
五
経
紛
綸
井
大
春
」
と
評
さ
れ
た
い
う
（『
後
漢
書
』
井
丹
伝
）。『
蒙
求
』
巻
上
の
標
題
に
「
井
春
五
経
」
と
。
○
身
逸　
〈
逸
〉
は
、
や
す
ら
か
、
気
楽
で
あ
る
こ
と
。
○
江
湖　
官
界
と
は
無
縁
の
自
由
な
世
界
。
○
汗
漫
遊　
世
俗
を
離
れ
た
遊
び
。
杜
甫
の
五
古
「
王
信
州
崟
の
北
帰
す
る
を
送
り
奉
る
」
詩
に
「
復
た
見
ん
陶
唐
の
理
、
甘
ん
じ
て
汗
漫
の
遊
を
為
さ
ん
」
と
。
○
緑
酒　
美
酒
。
晋
・
陶
潜
「
諸
人
と
共
に
周
家
の
墓
柏
の
下
に
遊
ぶ
」
詩
に
「
清
歌
新
声
を
散
じ
、
緑
酒
芳
顔
を
開
く
」
と
。
○
老
夫　
東
陽
自
ら
を
い
う
。
○
濯
塵
纓
去　
戦
国
楚
・
屈
原
の
作
と
さ
れ
る
「
漁
父
の
辞
」（『
古
文
真
宝
』
後
集
巻
一
）
に
「
滄
浪
の
水
清す
ま
ば
以
て
吾
が
纓
を
濯
ふ
可
し
」と
。
○
楽
託　
物
事
に
こ
だ
わ
ら
な
い
さ
ま
。
〈
落
托
〉
と
音
通
。
畳
韻
語
。『
世
説
新
語
』
賞
誉
篇
に
「
王
脩
載
（
王
耆
之
）
の
楽
託
の
性
は
、
其
の
門
風
自よ
り
出
づ
」
と
。
　
ま
た
五
律
「
河
士
静
に
和
す
」
詩
（『
詩
鈔
』
巻
三
）
が
あ
る
。
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養
志
閑
居
樂
、
風
流
一
逸
人　
　
志
を
養
ひ
閑
居
し
て
楽
し
む
、
風
流
の
一
逸
人
罷
官
無
長
物
、
有
子
作
名
臣　
　
官
を
罷
め
て
長
物
無
く
、
子
有
り
名
臣
と
作な
る
槁
木
形
骸
外
、
虚
舟
寂
寞
濱　
　
槁
木
形
骸
の
外
、
虚
舟
寂
寞
の
濱
詩
盟
花
月
宴
、
好
伴
醉
鄕
春　
　
詩
盟
花
月
の
宴
、
好よ
し
酔
郷
の
春
に
伴
は
ん
○
養
志
・
閑
居　
後
漢
・
梁
竦
の
言
と
し
て
、
大
丈
夫
た
る
も
の
生
き
て
は
諸
侯
に
封
じ
ら
れ
、
死
し
て
は
廟
に
祭
ら
る
る
べ
き
だ
が
、
そ
れ
が
か
な
わ
ぬ
な
ら
、「
閑
居
し
て
以
て
志
を
養
ふ
可
く
、
詩
書
は
以
て
娯
し
む
に
足
る
」
と
い
う
（『
後
漢
書
』
梁
竦
伝
）。
○
逸
人　
逸
民
と
同
じ
。
隠
者
。
晩
唐
・
杜
荀
鶴
の
七
律
「
自
ら
敘
す
」
詩
に
「
白
髪
吾
が
唐
の
一
逸
人
」
と
。
○
長
物　
余
計
な
物
。
白
居
易
の
五
律
「
長
物
無
し
」
詩
（『
白
氏
文
集
』
巻
六
十
六
）
に
「
只
だ
長
物
無
き
に
縁よ
っ
て
、
始
め
て
閑
人
と
作な
る
こ
と
を
得
た
り
」
と
。
○
子　
市
河
米
庵
（
名
は
三
亥
、
字
は
孔
陽
。
安
永
八
年
﹇
一
七
七
九
﹈
〜
安
政
五
年
﹇
一
八
五
八
﹈）
の
こ
と
。
○
槁
木　
枯
れ
木
。『
荘
子
』
斉
物
論
篇
に
「
形
は
固もと
よ
り
槁
木
の
如
く
な
ら
し
む
可
く
、
而
し
て
心
は
死
灰
の
如
く
な
ら
し
む
可
き
か
」と
。
○
虚
舟　
か
ら
っ
ぽ
の
舟
。
虚
心
の
喩
え
。『
荘
子
』山
木
篇
に「
舟
を
方なら
ベ
て
河
を
済わた
る
に
、
虚
船
の
来
た
り
て
舟
に
触
る
る
有
れ
ば
、
心
（
気
短
か
）の
人
有
り
と
雖
も
怒
ら
ず
」と
。
○
寂
寞
浜　
ひ
っ
そ
り
と
し
た
浜
辺
。
中
唐
・
韓
愈
「
崔
立
之
に
答
ふ
る
書
」（『
韓
昌
黎
集
』
巻
十
六
）
に
「
猶な
ほ
将まさ
に
寛
閑
の
野
に
耕
し
、寂
寞
の
浜
に
釣
し
」云
々
と
。
北
宋
・
王
安
石
の
五
古「
張
康
に
贈
る
」
詩
に
「
逝
将
し
て
桑
を
収
め
、
子
を
寂
寞
の
濱
に
邀むか
ふ
」
と
。
○
詩
盟　
詩
人
の
会
合
。
北
宋
・
蘇
軾
の
七
律
「
仲
屯
田
の
次
韻
す
る
に
答
ふ
」
詩
に
「
千
里
の
詩
盟
忽
ち
重
ね
て
尋
ね
ん
」
と
。
　
さ
ら
に
五
絶
に
「
士
静
が
夏
夜
の
作
に
和
す
」（『
詩
鈔
』
巻
六
）
が
あ
る
が
、
詩
の
配
列
か
ら
す
る
と
、
こ
れ
は
津
に
帰
任
し
た
後
の
作
。
夏
の
夜
に
ホ
ト
ト
ギ
ス
の
声
を
追
い
か
け
る
「
風
流
の
一
逸
人
」
の
姿
を
詠
じ
た
も
の
。
南
吹
夏
天
靜
、
江
城
樹
色
迷　
　
南
吹　
夏
天
静
か
に
、
江
城　
樹
色
迷み
つ
月
中
追
杜
宇
、
半
夜
過
橋
西　
　
月
中　
杜
宇
を
追
ひ
、
半
夜　
橋
西
を
過
ぐ
○
南
吹　
南
風
。『
詩
経
』
風
「
凱
風
」
の
「
凱
風
南
自よ
り
し
、
彼
の
棘
心
を
吹
く
」
か
ら
出
た
語
。
○
江
城　
江
戸
を
指
す
。
○
樹
色
迷　
〈
迷
〉
は
、
弥
と
音
通
で
、満
の
意
で
あ
ろ
う
。
○
杜
宇　
ホ
ト
ト
ギ
ス
。
杜
鵑
、子
規
。『
薈
録
』
巻
上
に
「
此
方
ニ
テ
杜
鵑
ヲ
賞
ス
ル
鶯
ヨ
リ
モ
猶
甚
シ
。
漢
人
ハ
其
声
ヲ
厭
フ
、初
音
ヲ
聞
ク
コ
ト
ヲ
最
モ
忌
ム
ナ
リ
。
益
州
記
ニ
、子
規
聞
二
初
声
一
者
、
主
二
別
離
一
ト
ア
リ
」
云
々
と
。
我
が
国
で
は
、
夜
に
も
啼
く
鳥
と
し
て
、
そ
の
初
音
が
珍
重
さ
れ
た
。
○
半
夜　
深
夜
。
※ 
市
河
寛
斎
の
生
涯
に
つ
い
て
は
、市
河
三
陽『
市
河
寛
斎
先
生
』（
あ
か
ぎ
出
版
、
平
成
四
年
）
に
詳
叙
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
今
関
天
彭
「
市
河
寛
斎
」（「
雅
友
」
第
四
十
八
号
、昭
和
三
十
五
年
八
月
。『
江
戸
詩
人
評
伝
1
』に
収
録
）が
あ
る
。
詩
の
注
釈
に
揖
斐
高
『
江
戸
漢
詩
選
5
市
河
寛
斎
・
大
窪
詩
仏
』（
岩
波
書
店
、
平
成
二
年
）
お
よ
び
蔡
毅
・
西
岡
淳
『
日
本
漢
詩
人
選
集
9
市
河
寛
斎
』（
研
文
出
版
、
平
成
十
九
年
）
が
あ
る
。
柏
木
如
亭
（
宝
暦
十
三
年
﹇
一
七
六
三
﹈
〜
文
政
二
年
﹇
一
八
一
九
﹈）
　
名
は
昶
、
字
は
永
日
。
如
亭
は
、
そ
の
号
。
江
戸
の
人
で
、
家
は
幕
府
の
小
普
請
方
大
工
棟
梁
。
弱
齢
の
こ
ろ
平
沢
旭
山
に
入
門
し
て
文
章
を
、
つ
い
で
市
河
寛
斎
に
詩
を
学
ん
だ
。
東
陽
よ
り
六
歳
下
。
こ
の
漂
泊
の
詩
人
は
、
文
化
四
年
（
一
八
〇
七
）
江
戸
を
発
っ
て
西
上
し
、
京
を
中
心
に
備
前
の
庭
瀬
・
讃
岐
の
高
松
に
遊
び
、
文
化
十
一
年
の
歳
暮
よ
う
や
く
江
戸
に
も
ど
っ
た
も
の
の
、
翌
年
の
四
月
初
旬
に
は
信
越
遊
歴
に
赴
く
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
間
、
大
窪
詩
仏
の
詩
聖
堂
に
身
を
寄
せ
て
い
た
（
後
掲
、
揖
斐
高
『
遊
人
の
抒
情
』
に
よ
る
）。
　
詩
の
配
列
か
ら
清
明
節
を
過
ぎ
て
以
降
の
作
と
み
ら
れ
る
詩
で
、題
下
に「
時
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に
西
州
自よ
り
帰
り
、
又
た
将まさ
に
北
越
に
遊
ば
ん
と
す
」
と
自
注
を
附
し
た
七
絶
「
柏
如
亭
に
贈
る
」
詩
（『
詩
鈔
』
巻
九
）
が
あ
る
。
　
　
詩
酒
風
流
樂
託
魂　
　
詩
酒
風
流　
楽
託
の
魂
　
　
漫
遊
玩
世
信
乾
坤　
　
漫
遊
玩
世　
乾
坤
に
信まか
す
　
　
箇
身
到
處
青
山
土　
　
箇こ
の
身　
到
る
処
と
こ
ろ
青
山
の
土
　
　
卻
笑
劉
伶
畚
煩　
　
却
っ
て
笑
ふ
劉
伶
が
畚ほん
さ
ふ
の
煩
を
○
詩
酒
風
流　
金
・
范
墀
の
七
律「
高
子
初
梅
に
和
す
」詩（『
中
州
集
』巻
八
）
に
「
詩
酒
風
流
豈あ
に
忘
れ
易
か
ら
ん
や
」
と
。
○
楽
託　
物
事
に
こ
だ
わ
ら
な
い
さ
ま
。
前
掲
「
河
子
静
に
贈
る
」
詩
の
語
釈
参
照
。
○
漫
遊
玩
世　
東
陽
の
七
絶
「
芭
蕉
翁
賛
」（『
詩
鈔
』
巻
九
）
に
も
「
漫
遊
玩
世
滑
稽
の
辞
」
と
。〈
漫
遊
〉
は
、
気
ま
ま
に
旅
す
る
。〈
玩
世
〉
は
、
世
間
の
事
を
は
す
に
み
る
。
こ
の
語
、『
漢
書
』
東
方
朔
伝
贊
に
「
隠
に
依
っ
て
世
を
玩
も
て
あ
そび
、
時
に
詭たが
ひ
て
逢
は
ず
」
と
。
○
信
乾
坤　
（
旅
人
と
し
て
）
天
地
の
間
に
身
を
ゆ
だ
ね
る
。
杜
甫
の
七
律
「
稲
を
刈
り
了をは
り
て
懐
を
詠
す
」
詩
に
「
家
の
消
息
を
問
ふ
無
く
、
客
と
作な
っ
て
乾
坤
に
信
す
」
と
。
○
青
山　
北
宋
・
蘇
軾
の
七
律
「
予
、
事
を
以
て
御
史
台
の
獄
に
繋
が
る
。
…
…
故
に
二
詩
を
作
り
獄
卒
梁
成
に
授
け
、
以
て
子
由
に
遺
す
、
二
首
」
其
一
に
「
是
の
処ところ青
山
骨
を
埋
む
可
し
」
と
。
○
劉
伶　
い
わ
ゆ
る
「
竹
林
七
賢
」
の
一
人
。
い
つ
も
酒
壷
を
抱
え
て
鹿
車
（
小
さ
な
車
）
に
乗
り
、
す
き
を
担
が
せ
た
従
者
を
つ
れ
、「
わ
し
が
死
ん
だ
ら
す
ぐ
埋
め
ろ
」
と
言
っ
て
い
た
と
い
う
（『
晋
書
』
劉
伶
伝
）。
○
畚
　
（
土
を
入
れ
て
運
ぶ
）
も
っ
こ
と
（
穴
を
ほ
る
た
め
の
）
す
き
。
　
も
う
一
首
、
五
律
に
「
如
亭
山
人
の
春
興
」
詩
（『
詩
鈔
』
巻
三
）
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
東
陽
が
江
戸
か
ら
の
帰
途
、
届
を
出
さ
ず
に
無
断
で
鎌
倉
遊
覧
し
た
一
件
が
と
が
め
ら
れ
減
給
等
の
処
分
を
受
け
て
い
た
時
の
作
で
あ
ろ
う
。
そ
の
せ
い
か
、
如
亭
の
自
由
気
ま
ま
な
境
涯
を
羨
む
よ
う
な
気
分
が
感
じ
ら
れ
な
く
も
な
い
。
行
樂
一
瓢
飲
、
春
風
御
袷
天　
　
行
楽
一
瓢
の
飲
、
春
風
御
袷
の
天
泥
花
紅
處
醉
、
藉
艸
緑
中
眠　
　
花
に
泥
し
て
紅
処
に
酔
ひ
、
草
を
藉し
い
て
緑
中
に
眠
る
片
雨
殘
虹
外
、
冥
鴻
落
日
邊　
　
片
雨
残
虹
の
外
、
冥
鴻
落
日
の
辺
獨
往
無
何
境
、
逍
遥
地
上
仙　
　
独ひと
り
無
何
の
境
に
往
き
、
逍
遥
す
地
上
の
仙
○
行
楽　
前
漢
の
楊
惲
「
孫
会
宗
に
報
ず
る
書
」（『
文
選
』
巻
四
十
一
）
に
「
人
生
行
楽
せ
ん
耳のみ
、富
貴
を
須ま
つ
は
何いづ
れ
の
時
ぞ
」と
。
○
一
瓢
飲　
語
は『
論
語
』
雍
也
篇
に
見
え
る
。
○
御
袷　
綿
な
し
の
袷
（
あ
わ
せ
）
を
着
る
。
西
晋
・
潘
岳
「
秋
興
の
賦
」（『
文
選
』
巻
十
三
）
に
「
莞
蒻
を
藉し
き
、袷
衣
を
御
す
」
と
。
○
片
雨
残
虹　
〈
片
雨
〉
は
、局
地
的
に
降
る
雨
。
明
・
何
景
明
の
五
律
「
雨
後
、
馬
君
卿
を
邀むか
ふ
」
詩
（『
大
復
集
』
巻
十
五
）
に
「
青
山
片
雨
過
ぎ
、
白
日
残
虹
を
抱
く
」と
。○
冥
鴻　
空
高
く
飛
ぶ
水
鳥
。○
無
何
境　
何
も
な
い
と
こ
ろ
。
『
荘
子
』
逍
遥
遊
篇
に
説
く
理
想
境
、「
無
何
有
郷
」。
○
逍
遥
地
上
仙　
悠
悠
自
適
の
境
地
を
楽
し
み
俗
世
間
で
暮
ら
す
仙
人
。
白
居
易
の
七
律
「
龍
潭
寺
従よ
り
少
林
寺
に
至
る
、
題
し
て
同
遊
の
者
に
贈
る
」
詩
（『
白
氏
文
集
』
巻
五
十
七
）に「
始
め
て
知
る
鶴
駕
乗
雲
の
外
、別
に
逍
遥
た
る
地
上
の
仙
有
る
を
」
と
。
　
如
亭
は
ま
っ
た
く
の
下
戸
で
、
自
ら
「
余
が
量
は
蕉
葉
に
勝た
え
ず
」（『
如
亭
山
人
遺
』
巻
二
）
と
い
う
よ
う
に
、
ほ
と
ん
ど
飲
め
る
口
で
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
そ
れ
で
も
『
詩
本
草
』（
文
政
五
年
﹇
一
八
二
二
﹈
刊
）
に
「
酒
は
天
地
間
の
第
一
韵
事
に
し
て
、
詩
家
缺
く
可
か
ら
ざ
る
の
政
な
り
。
吾
が
飲
、
器
を
尽
く
す
こ
と
能
は
ず
。
花
時
雪
天
、
若も
し
く
は
山
秀
水
麗
の
境
に
逢
へ
ば
、
乃
ち
一
盃
を
把と
る
」
と
述
べ
る
ご
と
く
、
詩
興
を
引
き
出
す
「
釣
詩
鉤
」（
蘇
軾
の
五
古
「
洞
庭
春
色
」
詩
）
と
し
て
の
酒
の
魅
力
に
つ
い
て
は
よ
く
わ
か
っ
て
い
た
詩
人
で
あ
る
。
と
は
い
え
、「
一
瓢
の
飲
」
を
携
え
花
間
に
泥
酔
し
草
を
枕
に
眠
る
姿
を
詠
じ
ら
れ
て
は
、
あ
ま
り
に
実
像
と
違
い
す
ぎ
苦
笑
す
る
よ
り
ほ
か
な
か
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
　
な
お
餘
談
な
が
ら
、
如
亭
が
文
化
五
年
（
一
八
〇
八
）
冬
、
入
洛
早
々
、
親
交
を
結
び
「
七
友
歌
」
を
贈
っ
た
小
栗
十
洲
は
、
若
狭
小
浜
の
出
で
、
東
陽
の
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在
京
時
代
の
親
友
小
栗
明
卿
の
弟
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
前
稿
で
言
及
し
た
。
※ 
柏
木
如
亭
を
初
め
て
本
格
的
に
論
じ
た
の
は
今
関
天
彭「
柏
木
如
亭
」（「
雅
友
」
第
四
十
九
号
、
昭
和
三
十
五
年
十
月
。『
江
戸
詩
人
評
伝
集
1
』
に
収
録
）。
年
譜
と
し
て
揖
斐
高
編
『
柏
木
如
亭
集
』（
三
樹
書
房
、
昭
和
五
十
六
年
）
に
「
改
訂
柏
木
如
亭
年
譜
」
が
附
さ
れ
、
詩
の
注
釈
に
日
野
龍
夫
・
揖
斐
高
・
水
田
紀
久
校
注
『
園
録
稿　
如
亭
山
人
遺
稾　
梅
墩
詩
鈔
』（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
64
、
岩
波
書
店
、
平
成
九
年
）
お
よ
び
入
谷
仙
介
『
日
本
漢
詩
人
選
集
8
柏
木
如
亭
』（
研
文
出
版
、
平
成
十
一
年
）
が
あ
る
。
ま
た
論
考
に
揖
斐
高
『
遊
人
の
抒
情
―
柏
木
如
亭
』（
岩
波
書
店
、
平
成
十
二
年
）
が
あ
り
、
如
亭
に
関
す
る
参
考
文
献
を
網
羅
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、『
詩
本
草
』
は
、
揖
斐
氏
に
よ
る
校
注
本
が
岩
波
文
庫
に
収
め
ら
れ
て
い
る
（
平
成
十
八
年
刊
）。
大
窪
詩
仏
（
明
和
四
年
﹇
一
七
六
七
﹈
〜
天
保
八
年
﹇
一
八
三
七
﹈）
　
名
は
行
、
字
は
天
民
。
通
称
、
柳
太
郎
。
詩
仏
は
、
そ
の
号
。
常
陸
の
人
。
そ
の
父
は
日
本
橋
銀
町
で
小
児
科
医
を
開
業
。
十
代
後
半
に
江
戸
に
出
て
、
山
本
北
山
（
名
は
信
有
。
宝
暦
二
年
﹇
一
七
五
二
﹈
〜
文
化
九
年
﹇
一
八
一
二
﹈）
の
奚
義
塾
に
学
ぶ
と
と
に
も
に
市
河
寛
斎
の
江
湖
詩
社
に
加
盟
し
た
。
東
陽
よ
り
十
歳
下
。
　
詩
仏
と
の
最
初
の
出
会
い
に
つ
い
て
、
揖
斐
高
氏
の
「
大
窪
詩
仏
年
譜
稿
」
に
は
、「
九
月
頃
、江
戸
に
出
府
し
た
津
藩
の
儒
者
津
坂
東
陽
よ
り
詩
を
贈
ら
る
」
と
し
、
五
律
「
天
民
に
贈
る
」
詩
（『
詩
鈔
』
巻
三
）
を
挙
げ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、『
詩
鈔
』
の
配
列
で
は
前
掲
の
「
河
士
静
に
和
す
」
詩
の
後
に
こ
の
「
天
民
に
贈
る
」
詩
が
置
か
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
従
え
ば
、
文
化
十
二
年
の
作
と
み
る
の
が
よ
い
か
と
思
わ
れ
る
が
、
前
稿
で
も
指
摘
し
た
ご
と
く
詩
の
配
列
に
は
必
ず
し
も
信
を
お
け
な
い
面
が
あ
り
、
確
定
で
き
な
い
。
江
湖
社
盟
主
、
名
譽
四
方
傳　
　
江
湖
社
盟
の
主
、
名
誉
四
方
に
伝
ふ
家
祭
詩
中
佛
、
客
參
儒
者
　
　
家
は
祭
る
詩
中
の
仏
、
客
は
参
ず
儒
者
の
禅
書
窓
閑
日
月
、
畫
壁
好
山
川　
　
書
窓　
閑
日
月
、
画
壁　
好
山
川
蕩
佚
人
間
事
、
醉
鄕
邀
樂
天　
　
人じん
間かん
の
事
を
蕩
佚
し
、
酔
郷　
楽
し
み
を
天
に
邀もと
む
○
詩
中
仏　
杜
甫
の
こ
と
。
文
化
七
年
（
一
八
一
〇
）
刊
の
『
詩
聖
堂
詩
集
』
に
掲
げ
ら
れ
た
市
河
寛
斎
の
序
に
「
其
の
帰
り
て
居
を
今
の
地
に
卜
す
る
や
、
堂
に
少
陵
の
像
を
置
し
、
詩
聖
を
以
て
称
と
為
す
。（
中
略
）
又
た
自
ら
詩
仏
と
称
す
。
張
南
湖
が
老
杜
詩
中
仏
の
語
を
取
る
な
り
」
と
。
張
南
湖
は
、
南
宋
・
張
（
号
は
南
湖
）
の
こ
と
。
そ
の
五
絶
「
殊
南
軒
」
詩
（『
南
湖
集
』
巻
七
）
に
「
杜
老
は
詩
中
の
仏
、
能
く
言
ふ
竹
に
香
有
り
と
」
と
。
○
儒
者
禅　
詩
を
い
う
。
晩
唐
五
代
の
詩
僧
、尚
顔
の
五
律
「
斉
己
上
人
の
集
を
読
む
」
詩
に
「
詩
は
儒
者
の
禅
と
為
す
、
此
の
格
的まさ
に
惟こ
れ
仙
」
と
。
○
閑
日
月　
気
ま
ま
な
月
日（
を
過
ご
す
こ
と
）。
白
居
易
の
五
古「
洛
陽
に
愚
叟
有
り
」詩（『
白
氏
文
集
』
巻
六
十
三
）に「
此
れ
従よ
り
身
を
終
ふ
る
に
到
る
ま
で
、尽
こ
と
ご
とく
閑
日
月
と
為
さ
ん
」
と
。
○
好
山
川　
す
ば
ら
し
い
山
水
画
。
○
蕩
佚
人
間
事　
世
間
の
事
柄
を
全
く
気
に
か
け
な
い
。『
後
漢
書
』
馮
衍
伝
下
に
「
杪
小
の
礼
を
闊
略
し
、
人
間
の
事
を
蕩
佚
す
」
と
。
初
唐
・
李
賢
の
注
に
「
放
蕩
縦
逸
に
し
て
恒つね
の
俗
に
拘
ら
ざ
る
な
り
」
と
。
○
酔
郷　
気
分
の
い
い
酔
い
心
地
。
初
唐
の
王
績
に
「
酔
郷
記
」
が
あ
る
。
○
邀
楽　
『
荘
子
』
徐
無
鬼
篇
に
「
吾
れ
吾
が
子
と
遊
ぶ
所
の
者
は
、
天
地
に
遊
ぶ
。
吾
れ
之
と
楽
し
み
を
天
に
邀もと
め
、
吾
れ
之
と
食
を
地
に
邀
む
」
と
。
　
と
こ
ろ
で
東
陽
が
詩
仏
に
詩
を
贈
っ
た
の
は
、
あ
る
い
は
吉
田
雪
坡
や
画
人
幾
阪
煙
崖
と
の
繋
が
り
に
よ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
煙
崖
は
伊
勢
津
の
人
で
、
名
は
世
達
。
通
称
は
忠
兵
衛
。
別
に
小
羊
と
も
号
す
る
。
生
卒
年
は
不
明
だ
が
、
詩
仏
の
文
化
十
年
（
一
八
一
三
）
の
作
に
「
煙
崖
を
送
る
」
詩
が
あ
り
、『
今
四
家
絶
句
』
に
収
め
る
（
揖
斐
高
「
大
窪
詩
仏
年
譜
稿
」）。
後
述
の
菊
池
五
山
『
五
山
堂
詩
話
』
巻
七
（
文
化
十
年
﹇
一
八
一
三
﹈
刊
）
に
は
「
雪
坡
、
其
の
郷
の
画
人
烟
崖
を
帯
び
て
来
る
」
と
の
記
述
が
あ
る
。
雪
坡
は
、
津
藩
士
吉
田
重
麗
の
号
。
代
官
・
郡
奉
行
と
し
て
民
政
に
意
を
尽
く
し
、文
政
七
年（
一
七
二
四
）
没
。
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五
山
は
そ
れ
以
前
に
巻
五
（
文
化
八
年
﹇
一
八
一
一
﹈
刊
）
で
「
洞
津
の
田
重
麗
、
字
は
正
夫
。
雪
坡
と
号
す
。
画
を
能
く
し
詩
に
耽
る
」
と
、
こ
れ
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
こ
の
人
に
つ
い
て
揖
斐
高
氏
は
「
文
化
九
年
に
は
江
戸
藩
邸
に
在
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
、
詩
仏
と
も
そ
の
時
以
来
の
旧
知
で
あ
ろ
う
」（「
大
窪
詩
仏
年
譜
稿
」）
と
い
う
。
煙
崖
に
初
め
て
会
っ
た
五
山
は
「
其
の
人
老
樸
、
其
の
詩
閑
雅
、
宜うべ
な
り
其
の
画
の
秀
潤
愛
す
可
き
こ
と
」
と
述
べ
、「
雪
坡
は
詩
人
に
し
て
画
を
能
く
す
る
者
、
烟
崖
は
画
人
に
し
て
詩
を
能
く
す
る
者
」
と
評
し
て
い
る
。
　
か
か
る
煙
崖
・
雪
坡
の
両
人
と
東
陽
と
が
い
つ
知
り
合
っ
た
の
か
詳
細
は
不
明
な
が
ら
、
交
友
が
深
く
な
る
の
は
文
化
四
年
（
一
八
〇
七
）
津
に
召
還
さ
れ
て
以
降
の
よ
う
だ
。
江
戸
出
府
ま
で
の
間
に
、
雪
坡
に
対
し
て
は
七
絶
「
吉
司
農
正
夫
が
郷
を
巡
る
を
送
る
二
首
」（『
詩
鈔
』
巻
九
）
や
五
絶
「
戯
れ
に
正
夫
に
贈
る
」
詩
（『
詩
鈔
』
巻
六
）
が
あ
り
、
煙
崖
に
は
七
絶
「
柬
（
て
が
み
）に
代
へ
て
烟
崖
生
に
示
す
」
詩
（『
詩
鈔
』
巻
九
）
や
五
絶
「
幾
阪
小
羊
、
余
が
為
に
斎
壁
に
画
く
。
居
然
と
し
て
滄
州
の
趣
、
真
に
咫し
尺せき
の
内
、
便すなはち
万
里
遥
か
と
為
す
を
覚
ゆ
」
と
題
す
る
作
（『
詩
鈔
』
巻
六
）
な
ど
が
あ
る
。
煙
崖
は
そ
の
後
、
南
宋
・
劉
克
荘
（
字
は
潜
夫
、
号
は
後
村
）
の
詩
を
撰
し
た
『
後
村
詩
鈔
』
上
下
巻
を
書
肆
陽
華
堂
（
津
の
山
形
屋
か
）
か
ら
上
梓
し
て
お
り
、文
政
元
年
（
一
八
一
八
）
津
に
滞
在
し
た
お
り
に
書
か
れ
た
詩
仏
の
序
に
「
煙
崖
、
画
を
善
く
し
、
声
価
籍
甚
、
天
下
焉これ
を
伝
ふ
。
又
た
詩
を
好
み
最
も
放
翁
・
後
村
を
喜
ぶ
。
是
れ
其
の
画
品
の
高
妙
な
る
所ゆゑ
ん以
な
り
」
と
評
し
て
い
る
。
な
お
、
東
陽
に
「
劉
後
村
詩
鈔
の
序
」（『
文
集
』
巻
二
）
が
あ
り
、
煙
崖
に
つ
い
て
「
詩
弟
子
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
ど
う
い
う
わ
け
か
、
こ
の
序
は
刊
本
に
載
せ
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
、
東
陽
が
詩
仏
と
交
友
す
る
に
際
し
て
は
、
書
簡
な
ど
に
よ
る
雪
坡
や
煙
崖
の
仲
介
が
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
も
し
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
東
陽
が
江
戸
の
詩
人
の
う
ち
最
初
に
訪
ね
た
の
は
詩
仏
だ
と
い
う
蓋
然
性
は
高
く
な
る
。
　
さ
て
、
東
陽
に
は
さ
ら
に
神
田
お
玉
が
池
に
構
え
た
詩
仏
の
詩
聖
堂
を
詠
じ
た
作
が
あ
る
。
七
律
「
詩
仏
の
玉
池
精
舎
」
詩
（『
詩
鈔
』
巻
五
）
が
そ
れ
で
、
文
化
十
二
年
春
の
作
で
あ
ろ
う
。
　
　
清
福
逍
遙
舊
隱
淪　
　
清
福　
逍
遙
す
旧
隠
淪
　
　
林
泉
勝
考
槃
新　
　
林
泉
の
勝
概　
考
槃
新
た
な
り
　
　
但
能
置
酒
延
佳
客　
　
但
だ
能
く
置
酒
し
て
佳
客
を
延まね
く
　
　
那
用
將
詩
謁
貴
人　
　
那なん
ぞ
用
ひ
ん
詩
を
将もつ
て
貴
人
に
謁
す
る
を
　
　
風
色
洗
心
池
畔
柳　
　
風
色　
心
を
洗
ふ
池
畔
の
柳
　
　
時
名
晦
跡
市
中
塵　
　
時
名　
跡
を
晦くらます
市
中
の
塵
　
　
花
枝
好
自
過
牆
去　
　
花
枝
好よ
く
自
ら
牆かき
を
過
ぎ
て
去ゆ
き
　
　
分
與
隣
家
一
半
春　
　
隣
家
に
分
与
す
一
半
の
春
○
清
福　
俗
事
に
煩
わ
さ
れ
ず
閑
雅
で
あ
る
こ
と
。
元
・
耶
律
楚
材
の
五
古
「
冬
夜
琴
を
弾
じ
頗
る
得
る
所
有
り
…
…
」
と
題
す
る
詩
（『
湛
然
居
士
文
集
』
卷
十
一
）
に
「
秋
思
雅
興
を
尽
く
し
、
三
楽
清
福
を
歌
ふ
」
と
。
○
逍
遥　
自
適
し
て
楽
し
む
。『
荘
子
』譲
王
篇
に「
天
地
の
間
に
逍
遥
し
て
心
意
自
得
す
」と
。
畳
韻
語
。
○
隠
淪　
世
を
避
け
て
隠
遁
す
る
こ
と
。
隠
士
を
い
う
。
畳
韻
語
。
杜
甫
の
五
古
「
韋
左
丞
丈
に
贈
る
」
詩
（『
古
文
真
宝
』
前
集
）
に
「
行
歌　
隠
淪
に
非
ず
」
と
。
○
考
槃　
隠
宅
を
構
え
る
こ
と
。『
詩
経
』
衛
風
「
考
槃
」
に
「
槃
た
の
し
みを
考な
し
て
澗
に
在
り
、碩
人
之これ
寛
」
と
あ
り
、朱
熹
の
集
伝
に
「
考
は
、
成
な
り
。
槃
は
、盤
桓
の
意
。
言
ふ
こ
こ
ろ
は
其
の
隠
処
の
室
を
成
す
な
り
」と
。
こ
こ
で
は
、
文
化
三
年
（
一
八
〇
六
）
に
、
お
玉
が
池
に
詩
聖
堂
を
築
い
た
こ
と
を
指
す
。
○
置
酒　
酒
を
用
意
す
る
。
〇
風
色　
風
光
、
景
色
。
〇
洗
心　
こ
の
語
、
古
く
は
、
心
を
あ
ら
た
め
る
意
と
し
て
『
易
経
』
繋
辞
上
伝
に
み
え
る
が
、
こ
こ
は
心
の
煩
累
を
洗
い
去
る
。
李
白
の
五
古
「
韋
少
府
に
別
る
」
詩
に「
心
を
洗
ふ
向
溪
の
月
、耳
を
清
う
す
敬
亭
の
猿
」と
。
○
時
名　
今
の
名
声
。
○
市
中
塵　
町
な
か
。
市
塵
。
○
一
半
春　
春
の
半
分
。
　
な
お
、
詩
聖
堂
の
様
子
は
、
清
水
礫
洲
の
『
あ
り
や
な
し
や
』（
安
政
四
年
﹇
一
八
五
七
﹈刊
）に「
お
玉
が
池
の
裡
な
れ
ど
も
詩
聖
堂
と
云
は
二
階
屋
に
て
、
上
は
塾
生
、
下
は
家
内
の
住
居
な
り
。
お
玉
が
池
は
三
四
百
坪
の
池
に
て
、
蓮
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を
植
、
柳
を
植
、
池
の
ほ
と
り
に
翠
舎
屠
蘇
と
い
ふ
一
室
を
作
り
、
は
き
庭
の
体
に
て
飛
石
伝
ひ
十
五
六
畳
の
座
敷
あ
り
。先
生
そ
れ
に
住
し
て
来
客
に
接
し
、
ひ
と
の
も
と
め
に
応
じ
て
書
画
を
揮
毫
す
」
云
々
と
描
か
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
た
び
た
び
詩
会
や
書
画
会
が
開
か
れ
て
い
た
。
　
そ
れ
か
ら
東
陽
は
今
一
度
、詩
聖
堂
に
招
か
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
七
律「
重
ね
て
玉
池
精
舎
に
遊
ぶ
」
詩
（『
詩
鈔
』
巻
五
）
に
云
う
、
　
　
牆
東
避
世
趣
還
深　
　
牆
東　
世
を
避
け
趣
還かへ
っ
て
深
し
　
　
室
邇
好
從
招
隱
吟　
　
室
邇ちか
く
好よ
し
従
は
ん
招
隠
の
吟
　
　
柳
擁
庭
池
留
客
釣　
　
柳
は
庭
池
を
擁
し
て
客
を
留
め
て
釣
ら
し
め
　
　
花
浮
樽
酒
引
人
斟　
　
花
は
樽
酒
に
浮
び
て
人
を
引
き
て
斟く
ま
し
む
　
　
曲
和
山
水
琴
中
韻　
　
曲
は
和
す
山
水
琴
中
の
韻
　
　
興
逸
烟
霞
象
外
心　
　
興
は
逸
す
烟
霞
象
外
の
心
　
　
都
下
文
淵
名
勝
會　
　
都
下
の
文
淵　
名
勝
会
す
　
　
春
風
無
日
不
披
襟　
　
春
風　
日
と
し
て
襟
を
披ひら
か
ざ
る
は
無
し
○
牆
東　
城
東
。「
世
を
避
く
墻
東
の
王
君
公
」
と
評
さ
れ
た
後
漢
の
王
君
公
の
故
事
（『
後
漢
書
』
逢
朋
伝
）
か
ら
、隠
者
の
住
ま
い
を
指
す
。
○
室
邇　
『
詩
経
』
鄭
風
「
東
門
之
」
に
「
其
の
室
は
則
ち
邇
く
、其
の
人
は
甚
だ
遠
し
」
と
。
○
招
隠
吟　
人
に
帰
隠
を
す
す
め
る
歌
。
西
晋
の
左
思
や
陸
機
に
「
招
隠
詩
」
（『
文
選
』巻
二
十
二
）が
あ
る
。
こ
こ
は
詩
仏
か
ら
招
待
さ
れ
た
こ
と
を
い
う
。
○
烟
霞　
も
や
・
朝
や
け
夕
や
け
。
山
水
の
景
色
。
○
象
外　
現
象
世
界
の
外
。
世
俗
を
離
れ
た
境
地
。
寒
山
の
詩
に
「
自
ら
幽
居
の
楽
し
む
を
羨ねが
ふ
、
長とこしへ
に
象
外
の
人
と
為
ら
ん
」
と
。
○
文
淵　
文
人
の
集
う
と
こ
ろ
。
○
名
勝　
名
望
す
ぐ
れ
た
士
。
著
名
人
。『
世
説
新
語
』
文
学
篇
に
「
宣
武
（
桓
温
）
諸
名
勝
を
集
め
て
易
を
講
ず
」
と
。
○
披
襟　
襟
元
を
は
だ
け
る
。
戦
国
楚
・
宋
玉
「
風
の
賦
」（『
文
選
』
巻
十
三
）
に
「
風
有
り
然
と
し
て
至
る
。
王
廼すな
はち
襟
を
披ひら
い
て
之
に
当
た
る
」
と
。
　
「
貴
殿
は
城
東
に
世
を
避
け
て
住
ん
で
お
ら
れ
る
が
、
御
宅
は
近
い
こ
と
だ
し
、
さ
あ
お
招
き
に
あ
ず
か
ろ
う
」。
津
藩
の
屋
敷
を
出
て
神
田
川
に
か
か
る
和
泉
橋
を
渡
っ
た
先
の
松
川
町
に
お
玉
が
池
は
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
　
ま
た
七
絶
に
は
「
詩
仏
居
士
の
玉
池
精
舎
に
題
す
二
首
」（『
詩
鈔
』
巻
九
）
が
あ
る
。
　
　
繞
池
楊
柳
翠
雲
流　
　
池
を
繞めぐ
る
楊
柳　
翠
雲
流
る
　
　
安
樂
閑
窩
此
占
幽　
　
安
楽
の
閑
窩　
此ここ
に
幽
を
占
む
　
　
大
隱
誰
知
塵
海
裡　
　
大
隠
誰
か
知
ら
ん
塵
海
の
裡うち
　
　
釣
竿
容
與
對
滄
洲　
　
釣
竿
容よう
与よ
と
し
て
滄
洲
に
対
す
○
翠
雲　
み
ど
り
の
雲
。
○
安
楽
閑
窩　
北
宋
の
邵
雍
（
字
は
堯
夫
）
は
洛
陽
に
隠
棲
し
、そ
の
居
を
安
楽
窩
と
名
づ
け
、自
ら
安
楽
先
生
と
号
し
た
（『
宋
史
』
道
学
伝
）。〈
窩
〉
は
、
住すみ
か処
の
意
。
○
大
隠　
晋
・
王
康
琚
「
反
招
隠
詩
」（『
文
選
』
巻
二
十
二
）
に
「
大
隠
は
朝
市
に
隠
る
」
と
。
○
塵
海　
俗
世
間
。
明
・
王
守
仁
の
七
律
「
西
湖
酔
中
謾みだ
りに
書
す
二
首
」
其
一
（『
王
文
成
公
全
書
』
巻
十
九
）
に
「
十
年
塵
海
魂
夢
を
労
す
」
と
。
○
釣
竿　
釣
り
は
隠
者
の
生
活
を
象
徴
す
る
。
な
お
、詩
末
の
自
注
に
「
池
に
魚
（
ふ
な
）
多
し
、軒
（
て
す
り
）
倚よ
り
て
釣
を
垂
る
」
と
。
○
容
与　
ゆ
っ
た
り
と
し
た
さ
ま
。
双
声
語
。
古
く
は
『
楚
辞
』
九
歌
・
湘
夫
人
に
見
え
る
。
○
滄
洲　
こ
こ
は
、
青
々
と
し
た
池
の
水
面
に
向
き
合
う
こ
と
を
詠
じ
る
が
、
更
に
は
自
由
な
天
地
に
心
を
馳
せ
る
と
い
う
含
意
が
あ
る
。『
夜
航
詩
話
』
巻
二
に
「
詩
家
毎つね
に
滄
洲
を
用
ふ
。
蓋
し
滄
浪
を
取
り
名
と
為
す
。
只
だ
江
海
の
境
を
称
す
。
朝
市
に
対
し
て
言
ふ
の
み
。
必
ず
し
も
仙
島
を
指
さ
ざ
る
な
り
」
と
。
　
　
　
其
二
　
　
日
飲
無
何
樂
志
優　
　
日
々
無
何
に
飲
み
志
を
楽
し
ま
せ
る
こ
と
優
な
り
　
　
墨
君
逸
興
醉
郷
遊　
　
墨
君
の
逸
興　
酔
郷
の
遊
　
　
毫
端
爛
漫
封
侯
富　
　
毫
端
爛
漫
た
り　
封
侯
の
富
　
　
寫
破
渭
川
千
畝
秋　
　
写
破
す
渭
川
千
畝
の
秋
○
無
何　
何
も
な
い
と
こ
ろ
。『
荘
子
』
に
い
う
「
無
何
有
郷
」。
白
居
易
の
五
排
「
渭
村
退
居
、
礼
部
崔
侍
郎
・
翰
林
銭
舎
人
に
寄
す
」
詩
（『
白
氏
文
集
』
巻
十
五
）
に
「
不
動
は
吾
が
志
為た
り
、
無
何
は
是
れ
我
が
郷
」
と
。
○
墨
君　
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墨
竹
。
宋
・
孫
奕
『
履
斎
示
児
編
』
雜
記
・
易
物
に
「
文
与
可
竹
を
画
く
、
亦
た
之
を
名
づ
け
て
墨
君
と
曰
ふ
」
と
。
○
逸
興　
す
ぐ
れ
た
興
趣
。
○
酔
郷　
気
分
の
よ
い
酔
い
心
地
。
○
毫
端　
筆
端
。
○
爛
漫　
あ
ざ
や
か
で
の
び
や
か
な
さ
ま
。
畳
韻
語
。
○
封
侯　
こ
こ
で
は
大
身
の
旗
本
や
大
名
を
い
う
。
○
渭
川
千
畝　
竹
を
い
う
。『
史
記
』
貨
殖
列
伝
に
「
渭
川
千
畝
の
竹
」
と
。
　
酔
餘
、
興
に
の
っ
て
筆
先
か
ら
次
々
と
生
み
出
さ
れ
る
墨
竹
の
画
が
ち
ょ
っ
と
し
た
小
大
名
に
匹
敵
す
る
ほ
ど
の
豊
か
な
富
を
稼
ぎ
出
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
詩
仏
が
墨
竹
を
善
く
し
た
こ
と
に
関
連
し
て
、
東
陽
の
七
絶
に
「
天
民
の
墨
竹
に
題
す
」
詩
（『
詩
鈔
』
巻
九
）
が
あ
る
ほ
か
、「
天
民
の
墨
竹
に
題
す
」（『
文
集
』
巻
七
）
と
い
う
文
章
も
あ
る
。
　
『
詩
鈔
』
に
載
せ
る
の
は
、
こ
の
二
首
だ
が
、
三
村
竹
清
「
大
窪
詩
仏
」（『
三
村
竹
清
集
六
』、
青
裳
堂
、
昭
和
五
十
九
年
）
に
は
三
首
と
し
、
三
首
目
に
次
の
詩
を
挙
げ
て
い
る
。
　
　
德
義
本
推
人
物
尤　
　
德
義
本も
と
推
す
人
物
の
尤いう
な
る
を
　
　
清
襟
灑
落
是
虚
舟　
　
清
襟
灑
落　
是
れ
虚
舟
　
　
淵
才
雅
思
詩
中
佛　
　
淵
才
雅
思　
詩
中
の
仏
　
　
万
言
波
馳
更
自
由　
　
万
言
波
馳
し
更
に
自
由
○
尤　
と
り
わ
け
優
れ
て
い
る
こ
と
。
○
清
襟　
高
潔
な
胸
懐
。
六
朝
梁
・
任
昉「
王
文
憲
集
の
序
」（『
文
選
』
巻
四
十
六
）
に「
之こ
の
子
清
襟
を
照
ら
す
」
と
。
○
灑
落　
さ
っ
ぱ
り
と
し
て
物
事
に
こ
だ
わ
ら
な
い
。
洒
脱
。
○
虚
舟　
虚
心
坦
懐
の
喩
え
。
前
出
「
河
子
静
に
和
す
」
詩
の
語
釈
参
照
。
○
淵
才
雅
思　
〈
淵
才
〉
は
、
深
く
て
豊
か
な
才
能
。
七
絶
「
六
如
上
人
に
贈
る
」
詩
（『
詩
鈔
』
巻
七
）
に
も
「
淵
才
雅
思　
詩
中
の
仏
」
と
、
全
く
同
じ
表
現
。
○
万
言
波
馳　
中
唐
・
柳
宗
元
の
五
古
「
連
州
の
凌
員
外
司
馬
を
哭
す
」
詩
（『
柳
河
東
集
』
巻
四
十
三
）
に
「
天
庭　
高
文
を
掞かがやか
し
、万
字　
波
の
馳
せ
る
が
如
し
」
と
。
○
自
由　
思
い
の
ま
ま
。
　
さ
て
東
陽
が
任
期
を
終
え
、
江
戸
を
離
れ
る
際
に
は
、
詩
仏
が
送
別
の
宴
を
設
け
て
く
れ
た
。
七
律
「
天
民
に
留
別
す
」
詩
（『
詩
鈔
』
巻
五
）
は
、
そ
の
時
の
作
。
　
　
不
淺
社
盟
詩
酒
歡　
　
浅
か
ら
ず
社
盟
詩
酒
の
歓
　
　
客
中
愁
思
頼
君
寛　
　
客
中
の
愁
思　
君
に
頼よ
り
て
寛ゆる
う
す
　
　
窮
來
偏
見
人
情
薄　
　
窮
し
来
り
て
偏ひとへに
見
る
人
情
の
薄
き
を
　
　
老
去
深
知
世
味
酸　
　
老
い
去ゆ
き
て
深
く
知
る
世
味
の
酸
な
る
を
　
　
雨
濕
祖
筵
添
別
恨　
　
雨
は
祖
筵
を
湿うる
ほ
し
て
別
恨
に
添
ひ
　
　
雲
臨
岐
路
擁
征
鞍　
　
雲
は
岐
路
に
臨
ん
で
征
鞍
を
擁
す
　
　
白
頭
重
會
多
難
得　
　
白
頭
の
重
会　
多
く
は
得
難
し
　
　
千
里
相
思
梦
裡
看　
　
千
里
の
相
思　
夢
裡
に
看
ん
○
社
盟　
同
好
の
文
学
仲
間
。
詩
の
サ
ー
ク
ル
。
○
世
味　
世
間
の
情
味
。
世
態
人
情
。
韓
愈
の
五
古
「
爽
に
示
す
」
詩
（『
韓
昌
黎
集
』
巻
六
）
に
「
吾
れ
老
い
て
世
味
薄
く
、因
循
留
連
を
致
す
」と
。
○
祖
筵　
送
別
の
席
。〈
祖
〉は
、
旅
の
無
事
を
願
っ
て
道
祖
神
を
祭
る
こ
と
。
○
別
恨　
別
離
の
恨
み
。
○
征
鞍　
旅
す
る
者
の
乗
る
馬
。
○
千
里
相
思　
李
白
の
七
古「
雪
に
対
し
て
酔
う
て
後
、
王
歴
陽
に
贈
る
」
詩
に
「
千
里
相
思
ふ
明
月
楼
」
と
。
頷
聯
に
「
人
情
薄
」「
世
味
酸
」
と
い
う
の
は
、
江
戸
で
の
体
験
に
基
づ
く
述
懐
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
の
だ
が
、
そ
れ
が
具
体
的
に
何
を
指
し
て
い
る
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
た
だ
、
東
陽
に
と
っ
て
は
妻
の
死
の
み
な
ら
ず
、
ほ
か
に
も
あ
ま
り
面
白
く
な
い
出
来
事
や
不
如
意
な
事
態
が
あ
っ
た
ら
し
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
ま
た
後
で
触
れ
た
い
。
そ
う
し
た
「
客
中
の
愁
思
」
を
い
く
ぶ
ん
な
り
と
も
和
ら
げ
て
く
れ
た
の
が
、
後
述
の
朝
川
善
庵
も
言
う
ご
と
く
「
人
と
交
は
る
に
城
府
を
設
け
ず
、
辺
幅
を
修
め
ず
」（「
西
游
詩
草
叙
」）、
気
さ
く
に
誰
と
で
も
分
け
隔
て
な
く
付
き
合
う
詩
仏
の
存
在
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
　
そ
の
後
も
詩
仏
と
は
交
流
が
続
き
、
津
に
も
ど
っ
て
か
ら
の
作
に
七
絶
「
和
し
て
天
民
に
答
ふ
」
詩
（『
詩
鈔
』
巻
九
）
が
あ
る
。
　
　
相
思
勞
夢
各
天
遥　
　
相
思
夢
を
労
す
各
天
遥
か
な
り
　
　
尺
素
殷
勤
慰
鬱
陶　
　
尺
素
殷
勤
に
し
て
鬱
陶
を
慰
む
　
　
多
謝
今
春
南
浦
別　
　
多
謝
す
今
春
南
浦
の
別
れ
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斜
風
細
雨
送
過
橋　
　
斜
風
細
雨　
送
り
て
橋
を
過
ぐ
○
相
思
云
　々
中
唐
・
劉
長
卿
の
五
古
「
冤
句
の
宋
少
府
の
庁
に
題
し
て
留
別
す
」
詩
に
「
他
日　
瓊
樹
の
枝
、
相
思　
夢
寐
を
労
さ
ん
」
と
。〈
労
夢
〉
は
、
た
び
た
び
夢
に
見
る
。
○
各
天　
そ
れ
ぞ
れ
離
れ
ば
な
れ
で
あ
る
こ
と
。
前
出
「
家
信
を
報
ず
二
首
」
其
二
の
語
釈
参
照
。
○
尺
素　
手
紙
。
古
楽
府
「
飲
馬
長
城
窟
行
」（『
文
選
』
巻
二
十
七
）
に
「
魚
中
に
尺
素
の
書
有
り
」
と
。〈
尺
〉
は
一
尺
、〈
素
〉
は
帛
。
○
殷
勤　
ね
ん
ご
ろ
。
畳
韻
語
。
○
鬱
陶　
朋
友
を
思
う
気
持
ち
。
六
朝
斉
・
謝
朓
「
中
書
省
に
宿
す
」（『
文
選
』
巻
三
十
）
に
「
朋
情
以
て
鬱
陶
た
り
、
春
物
方まさ
に
駘
蕩
」
と
。『
詩
鈔
』
巻
六
の
「
明
卿
至
る
」
詩
に
も
「
閑
窓
読
書
に
倦
む
、
春
雨
鬱
陶
の
情
」
と
。
○
多
謝　
厚
く
御
礼
を
述
べ
る
。
○
南
浦　
も
と
は
南
の
水
辺
の
意
。『
楚
辞
』
九
歌
「
河
伯
」
に
「
美
人
を
南
浦
に
送
る
」
と
あ
り
、
送
別
の
地
を
指
す
。
○
斜
風
細
雨　
晩
唐
・
李
群
玉
の
七
律
「
南
荘
春
晩
二
首
」
其
一
に
「
南
村
の
小
路
桃
花
落
ち
、
細
雨
斜
風
独ひと
り自
帰
る
」
と
。
○
橋　
日
本
橋
で
あ
ろ
う
か
。
　
ま
た
七
律
「
天
民
の
書
な
ら
び
に
詩
を
得
、時
に
越
の
新
潟
に
在
り
」
詩
（『
詩
鈔
』
巻
五
）
は
、
文
化
十
三
年
（
一
八
一
六
）
八
月
か
ら
越
後
に
遊
ん
だ
詩
仏
の
便
り
を
得
て
詠
ん
だ
作
。
　
　
離
索
偏
驚
歳
序
更　
　
離
索
偏ひと
へに
驚
く
歳
序
の
更
ま
る
を
　
　
關
山
北
望
雁
歸
聲　
　
関
山
北
望
す
雁
帰
る
声
　
　
隔
年
書
信
天
涯
便　
　
隔
年
の
書
信　
天
涯
の
便
　
　
絶
世
詩
方
海
内
名　
　
絶
世
の
詩
方　
海
内
の
名
　
　
流
水
浮
雲
為
客
恨　
　
流
水
浮
雲　
客
為た
る
の
恨
　
　
清
風
明
月
憶
君
情　
　
清
風
明
月　
君
を
憶
ふ
情
　
　
一
場
春
梦
東
遊
興　
　
一
場
の
春
夢　
東
遊
の
興
　
　
何
日
重
尋
舊
社
盟　
　
何いづ
れ
の
日
に
か
重
ね
て
尋
ね
ん
旧
社
盟
○
離
索　
離
群
索
居
。
○
詩
方　
作
詩
の
腕
前
を
い
う
か
。
用
例
未
見
。
○
流
水
浮
雲　
行
雲
流
水
と
同
じ
。
東
陽
の
七
律
「
端
文
仲
の
越
に
適ゆ
く
を
送
る
」
（『
詩
鈔
』
巻
四
）
に
「
浮
雲
流
水
旅
行
の
身
」
と
。
○
清
風
明
月　
『
南
史
』
謝
譓
伝
の
「
時
有
り
独
り
酔
ひ
て
曰
く
、
吾
が
室
に
入
る
者
は
、
但
だ
清
風
有
る
の
み
。
吾
が
飲
に
対
す
る
者
は
、
唯
だ
明
月
有
る
の
み
」
か
ら
出
た
語
。
○
一
場
春
夢　
儚
い
こ
と
の
喩
え
。
七
絶
「
懐
を
士
善
・
公
績
に
寄
す
」
詩
（『
詩
鈔
』
巻
八
）
に
「
一
場
の
春
夢　
東
流
の
水
」
と
。
○
東
遊　
東
陽
の
江
戸
祇
役
を
指
す
。
○
何
日
云
　々
南
宋
・
劉
克
荘
の
七
律
「
方
君
節
監
丞
を
送
る
」
詩
（『
後
村
先
生
大
全
集
』
巻
三
十
八
）
に
「
何いづ
れ
の
日
に
か
重
ね
て
尋
ね
ん
洛
杜
の
盟
」
と
。
　
「
い
つ
か
も
う
一
度
貴
君
の
も
と
を
訪
ね
、
詩
を
作
り
た
い
も
の
だ
」
と
い
う
東
陽
の
願
い
は
か
な
わ
な
か
っ
た
が
、
詩
仏
は
文
政
元
年
（
一
八
一
八
）
夏
か
ら
京
を
目
指
し
た
西
遊
の
旅
に
出
る
と
、
そ
の
途
上
、
わ
ざ
わ
ざ
津
に
立
ち
寄
っ
て
く
れ
た
。
東
陽
は
彼
を
歓
待
し
、
藩
の
重
役
に
も
紹
介
し
た
。
そ
の
時
の
作
に
、
五
律
「
南
浦
舟
中
、
天
民
に
和
す
」（『
詩
鈔
』
巻
三
）
が
あ
る
。
汗
漫
滄
州
趣
、
逸
興
伴
風
流　
　
汗
漫　
滄
州
の
趣
、
逸
興　
風
流
に
伴
ふ
故
舊
陳
徐
榻
、
神
仙
李
郭
舟　
　
故
旧　
陳
徐
の
榻たふ
、
神
仙　
李
郭
の
舟
劇
談
驚
四
座
、
豪
氣
睨
千
秋　
　
劇
談　
四
座
を
驚
か
し
、
豪
気　
千
秋
を
睨
む
明
日
天
涯
別
、
若
為
期
再
遊　
　
明
日
天
涯
に
別
る
れ
ば
、
若なん
為す
れ
ぞ
再
遊
を
期
さ
ん
○
汗
漫　
ひ
ろ
び
ろ
と
し
た
さ
ま
。
畳
韻
語
。
○
滄
州
趣　
〈
滄
州
〉
は
、
直
接
は
海
原
を
さ
し
て
い
う
が
、
自
由
気
ま
ま
な
境
涯
の
意
を
含
む
。
六
朝
斉
・
謝
朓
「
宣
城
に
之ゆ
き
、
新
林
浦
に
出
、
版
橋
に
向
ふ
」（『
文
選
』
巻
二
十
七
）
に
「
既
に
懽よろこぶ
懐
禄
の
情
、
又
た
協かな
ふ
滄
洲
の
趣
」
と
。
○
逸
興　
世
俗
を
脱
し
た
興
趣
。
○
陳
徐
榻　
特
別
に
も
て
な
す
こ
と
。
後
漢
の
名
士
、
陳
蕃
が
壁
掛
け
式
の
長
椅
子
（
榻
）
を
設しつらえ
、
徐
が
来
た
と
き
だ
け
、
そ
れ
に
座
ら
せ
て
優
待
し
た
故
事
（『
後
漢
書
』
徐
伝
）。『
蒙
求
』
巻
下
の
標
題
に
「
陳
蕃
下
榻
」
と
。
○
李
郭
舟　
後
漢
の
郭
太
（
字
は
林
宗
）
が
洛
陽
に
遊
び
、
河
南
尹
の
李
膺
と
交
友
を
深
め
、
黄
河
を
渡
っ
て
帰
郷
す
る
際
に
は
李
膺
が
舟
に
同
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乗
し
て
見
送
っ
た
が
、
そ
の
様
子
を
人
々
は
神
仙
の
よ
う
だ
と
評
し
た
（『
後
漢
書
』
郭
太
伝
）。『
蒙
求
』
巻
上
の
標
題
に
「
李
郭
仙
舟
」
が
あ
る
。
○
劇
談　
流
暢
闊
達
な
話
し
ぶ
り
。
西
晋
・
左
思
「
蜀
都
の
賦
」（『
文
選
』
巻
四
）
に
「
劇
談
戯
論
し
て
腕
を
扼と
り
掌
を
抵う
つ
」、
杜
甫
「
李
十
二
白
に
寄
す
二
十
韻
」
詩
に
「
劇
談
野
逸
を
憐
れ
む
」
と
。
　
一
方
、
詩
仏
に
は
、「
東
陽
先
生
及
び
雪
坡
・
天
保
・
緑
天
・
松
宇
・
烟
崖
諸
君
と
同とも
に
安
並
大
夫
の
山
荘
に
遊
ぶ
。（
杜
甫
の
七
律「
張
氏
の
隠
居
に
題
す
」
詩
の
）〈
石
門
斜
日
林
邱
に
到
る
〉
を
用
い
て
韻
と
為
し
、
七
首
を
賦
す
」
詩
ほ
か
が
あ
る
。
安
並
大
夫
は
加
判
奉
行
の
安
並
左
仲
。
天
保
は
小
川
天
保
、
忘
却
先
生
と
あ
だ
名
さ
れ
た
人
で
あ
る
。
ま
た
松
宇
は
高
根
承
芳
。
の
ち
伊
賀
の
崇
広
堂
、
津
の
有
造
館
で
教
え
た
と
の
こ
と
。
緑
天
は
中
山
緑
天
、
こ
の
人
に
つ
い
て
は
伝
未
詳
。
詩
仏
は
、
西
遊
の
詩
を
上
下
二
巻
に
ま
と
め
、
文
政
二
年
（
一
八
一
九
）
に
こ
れ
を
上
梓
し
た
が
、
東
陽
に
そ
の
序
を
請
う
て
い
る
【
資
料
篇
④
】。
さ
ら
に
、
文
政
七
年
（
一
八
二
四
）、
詩
仏
が
清
の
翁
長
祚
（
号
は
榴
庵
。
伝
未
詳
）『
花
暦
百
詠
』
を
校
訂
刊
行
し
た
際
に
も
、
求
め
ら
れ
て
東
陽
は
序
文
を
載
せ
た
。
　
そ
し
て
、
東
陽
が
詩
仏
に
最
後
に
寄
せ
た
詩
が
、
次
に
挙
げ
る
七
絶
「
懐
ひ
を
天
民
に
寄
す
」（『
詩
鈔
』
巻
十
）
で
あ
る
。
　
　
關
山
千
里
美
人
　
　
関
山
千
里　
美
人は
る
かな
り
　
　
安
得
相
思
輙
命
車　
　
安いづ
く
ん
ぞ
相
思
へ
ば
輒すなはち
車
を
命
ず
る
を
得
ん
　
　
日
暮
江
濱
坐
惆
悵　
　
日
暮
れ
て
江
浜　
坐そぞ
ろ
に
惆ちうち
や
う悵す
　
　
秋
風
吹
亂
白
蘋
花　
　
秋
風
吹
き
乱
す
白
蘋
花
○
美
人　
う
る
わ
し
き
人
。
詩
仏
を
指
す
。
○
安
得　
ど
う
し
た
ら
…
…
で
き
る
だ
ろ
う
。
願
望
を
示
す
表
現
。
○
相
思
云
　々
三
国
魏
・
嵆
康
の
友
人
呂
安
は
そ
の
気
高
い
趣
き
に
心
服
し
、「
一
た
び
相
思
ふ
毎ごと
に
、輒すなはち
千
里
駕
を
命
じ
」
て
、
会
い
に
や
っ
て
来
た
と
い
う
（『
晋
書
』
嵆
康
伝
）。『
蒙
求
』
巻
上
の
標
題
に
「
嵆
呂
命
駕
」、『
書
言
故
事
』
巻
三
、朋
友
類
に
「
千
里
命
駕
」
が
あ
る
。
○
日
暮　
三
国
魏
の
阮
籍
「
詠
懐
十
七
首
」
其
十
五
（『
文
選
』
巻
二
十
三
）
に
「
日
暮
れ
て
親
友
を
思
ふ
、
晤
言
し
て
以
て
自
ら
写もら
さ
ん
」
と
。
○
惆
悵　
感
傷
的
気
分
に
な
る
。
双
声
語
。
○
白
蘋
花　
浮
草
の
白
い
花
。
※ 
大
窪
詩
仏
に
つ
い
て
は
、
鈴
木
碧
堂
『
大
窪
詩
仏
』（
珂
北
郷
土
研
究
会
、
昭
和
十
二
年
）、今
関
天
彭
「
大
窪
詩
仏
（
上
）（
下
）」（「
雅
友
」
第
四
十
六
・
七
号
、
昭
和
三
十
五
年
四
・
六
月
。『
江
戸
詩
人
評
伝
集
1
』
に
収
録
）
が
あ
り
、
年
譜
に
揖
斐
高
「
大
窪
詩
仏
年
譜
稿
―
化
政
期
詩
人
の
交
遊
考
証
―
（
文
化
年
間
ま
で
）」（『
江
戸
詩
歌
論
』
所
収
。
汲
古
書
院
、
平
成
十
年
）、
大
森
林
造
『
大
窪
詩
仏
ノ
ー
ト
』（
梓
書
房
、
平
成
十
年
）
が
あ
る
。
ま
た
詩
の
注
釈
に
前
掲
『
江
戸
漢
詩
選
5
市
河
寛
斎
・
大
窪
詩
仏
』（
岩
波
書
店
、
平
成
二
年
）
が
あ
る
。
　
な
お
、
吉
田
雪
坡
・
幾
阪
煙
崖
ら
津
関
係
の
人
物
に
つ
い
て
は
、
梅
原
三
千
・
西
田
重
嗣
執
筆
に
か
か
る
『
津
市
史　
第
三
巻
』（
津
市
役
所
、
昭
和
三
十
六
年
）
を
参
照
。
煙
崖
が
東
陽
の
「
詩
弟
子
」
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
本
文
中
に
述
べ
た
が
、
雪
坡
に
つ
い
て
も
同
書
に
は
「
重
麗
は
津
坂
東
陽
に
つ
い
て
儒
学
を
学
び
文
事
に
長
じ
た
」
と
い
う
。
煙
崖
の
『
後
村
詩
鈔
』
は
、
汲
古
書
院
刊
の
『
和
刻
本
漢
詩
集
成　
宋
詩
篇
第
六
集
』
に
、
そ
の
影
印
を
収
め
る
。
菊
池
五
山
（
明
和
六
年
﹇
一
七
六
九
﹈
〜
嘉
永
二
年
﹇
一
八
四
九
﹈）
　
名
は
桐まさ
孫ひこ
、
字
は
無
絃
。
五
山
は
、
そ
の
号
。
讃
岐
の
人
で
、
代
々
高
松
藩
士
。
上
京
し
て
柴
野
栗
山
に
学
び
、
そ
の
後
、
江
戸
に
出
た
。
東
陽
よ
り
十
二
歳
下
。
文
化
四
年
か
ら
『
五
山
堂
詩
話
』
を
毎
年
一
巻
ず
つ
刊
行
し
、
当
時
、
江
戸
の
詩
壇
の
み
な
ら
ず
地
方
在
住
の
詩
人
か
ら
熱
い
注
目
を
浴
び
て
い
た
。
東
陽
の
名
は
そ
れ
に
見
え
な
い
が
、
彼
の
詩
友
、
吉
田
雪
坡
・
幾
阪
煙
崖
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
前
述
し
た
。『
詩
鈔
』
巻
九
に
七
絶
「
池
無
絃
に
示
す
」
詩
が
あ
る
。
　
　
變
化
逾
揚
苑
風　
　
変
化
逾いよ
々いよ
揚
ぐ
藝
苑
の
風
　
　
文
華
許
盛
頼
徠
翁　
　
文
華
許か
く
盛
ん
な
る
は
徠
翁
に
頼よ
る
　
　
時
流
一
種
新
詩
格　
　
時
流
一
種
の
新
詩
格
　
　
京
様
何
如
東
様
工　
　
京
様
は
東
様
の
工たくみな
る
に
何
如
ぞ
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○
文
華　
文
化
が
花
開
く
こ
と
。
こ
こ
で
は
漢
詩
文
。
○
徠
翁　
荻
生
徂
徠
の
こ
と
。
○
京
様　
京
風
。
語
は
明
・
揚
慎
『
丹
鉛
総
録
』
巻
二
、都
鄙
の
条
に
「
今
諺
に
京
様
と
云
ふ
は
、
即
ち
古
い
に
し
への
所いは
謂ゆる
都みや
び、（
中
略
）
今
諺
に
野
様
と
云
ふ
は
、
即すな
はち
古
の
所
謂
鄙ひな
」
と
見
え
る
。
○
東
様　
江
戸
風
。
上
の
〈
京
様
〉
に
対
し
て
い
う
。
こ
の
語
は
、中
国
の
古
典
詩
に
は
見
え
な
い
、い
わ
ゆ
る
和
習
で
あ
る
。
「
今
日
詩
文
が
か
く
も
盛
ん
に
な
っ
た
の
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
徂
徠
翁
の
お
か
げ
。
そ
れ
か
ら
詩
風
は
ま
す
ま
す
変
化
し
て
き
て
い
る
が
、
都
仕
込
み
の
私
の
作
は
今
流はや
り行
の
江
戸
風
の
清
新
巧
妙
な
詩
に
比
べ
て
ど
う
で
す
か
」。
東
陽
は
、『
夜
航
詩
話
』
な
ど
で
園
派
の
残
し
た
弊
害
を
難
じ
て
は
い
る
も
の
の
、
今
日
の
詩
文
隆
盛
を
も
た
ら
し
た
の
は
、
荻
生
徂
徠
の
力
に
よ
る
と
し
て
こ
れ
を
認
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
結
句
は
、
詩
作
に
対
す
る
東
陽
の
自
負
を
示
し
た
も
の
だ
ろ
う
が
、
こ
れ
は
御
愛
嬌
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
　
江
戸
か
ら
の
帰
途
の
作
に
、
七
絶
「
四
日
市
に
て
五
山
の
狂
題
を
見
る
、
戯
れ
に
和
し
て
之
を
寄
す
」
詩
（『
詩
鈔
』
巻
九
）
が
あ
る
。
　
　
花
月
當
年
爛
漫
遊　
　
花
月　
当
年
爛
漫
の
遊
　
　
春
深
小
杜
舊
青
樓　
　
春
は
深
し
小
杜
の
旧
青
楼
　
　
薄
倖
風
情
未
全
老　
　
薄
倖
の
風
情　
未
だ
全
く
は
老
い
ず
　
　
猶
應
狂
梦
到
楊
州　
　
猶
ほ
応まさ
に
狂
夢　
楊
州
に
到
る
べ
し
○
花
月　
美
し
い
景
色
。
李
白
「
襄
陽
の
曲
」
に
「
江
城　
水
回めぐ
り
、
花
月
人
を
し
て
迷
は
し
む
」
と
。
な
お
、
こ
こ
で
は
花
街
の
意
を
含
む
。
○
当
年　
往
年
。そ
の
昔
。○
爛
漫
遊　
は
め
を
は
ず
し
て
遊
ぶ
こ
と
。白
居
易
の
五
律「
人
に
代
っ
て
王
員
外
に
贈
る
」
詩
（『
白
氏
文
集
』
巻
十
九
）
に
「
静
か
に
殷
勤
の
語
を
接まじ
へ
、狂
し
て
爛
漫
の
遊
に
随
ふ
」と
。
○
小
杜　
晩
唐
・
杜
牧
の
こ
と
。
『
新
唐
書
』
巻
一
六
六
、
杜
牧
伝
に
「
牧
、
詩
に
於
い
て
情
致
豪
邁
、
人
号
し
て
小
杜
と
為
し
、
以
て
杜
甫
と
別
つ
と
云
ふ
」
と
。
○
青
楼　
妓
楼
。
○
薄
倖　
浮
気
者
。
杜
牧
の
七
絶
「
懐
を
遣
る
」
詩
（『
聯
珠
詩
格
』
巻
六
）
に
「
十
年
一
た
び
覚
む
揚
州
の
夢
、贏か
ち
得
た
り
青
楼
薄
倖
の
名
」
と
。
○
風
情　
情
趣
。
特
に
色
恋
の
そ
れ
。
五
代
・
李
煜
「
楊
柳
枝
」
詞
に
「
風
情
漸
く
老
ゆ
れ
ば
春
を
見
て
羞
ぢ
、
至
る
処
消
魂
し
て
旧
遊
に
感
ず
」
と
。
○
揚
州　
現
在
の
江
蘇
省
揚
州
市
。
唐
代
後
半
、
江
南
第
一
の
繁
華
な
都
市
で
淮
南
節
度
使
の
治
所
が
あ
っ
た
。
か
つ
て
節
度
使
の
牛
僧
孺
に
属
僚
と
し
て
仕
え
た
杜
牧
が
浮
名
を
流
し
た
と
こ
ろ
。
「
五
山
の
狂
題
」
と
い
う
の
は
、『
五
山
堂
詩
話
』
巻
一
に
載
せ
る
次
の
詩
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。
　
　
百
壺
碧
於
油　
　
百
壺
の
れ
い
ろ
く　
油
よ
り
碧みどりに
　
　
月
逗
樓
心
興
尚
遒　
　
月　
楼
心
に
逗とどまり
て
興　
尚
ほ
遒つよ
し
　
　
粉
黛
有
縁
通
一
笑　
　
粉
黛　
縁
の
一
笑
を
通
ず
る
有
り
　
　
襟
懷
無
地
貯
些
愁　
　
襟
懐　
地
の
些
愁
を
貯
ふ
る
無
し
　
　
紅
絃
珠
唱
偏
冝
夜　
　
紅
絃
珠
唱　
偏ひとへに
夜
に
宜
し
　
　
風
檻
露
簾
平
浸
秋　
　
風
檻
露
簾　
秋
を
平
浸
す
　
　
薄
倖
自
知
如
小
杜　
　
薄
倖
自
ら
知
る
小
杜
の
如
き
を
　
　
直
將
此
際
做
揚
州　
　
直ただ
ち
に
此こ
の
際
を
将もつ
て
揚
州
と
做な
さ
ん
○
　
美
酒
の
名
。
双
声
語
。
○
碧
於
油　
例
え
ば
、明
・
羅
欽
順
の
五
古「
節
を
持
し
雲
を
瞻み
る
図
、
符
台
の
劉
克
柔
の
為
に
賦
す
」
詩
（『
整
菴
存
稿
』
巻
十
六
）
に
「
春
酒　
油
よ
り
碧
な
り
」
と
。
○
粉
黛　
お
し
ろ
い
と
ま
ゆ
ず
み
。
妓
女
を
い
う
。
○
紅
絃
珠
唱　
こ
こ
で
は
、
三
味
線
の
音
色
と
芸
妓
の
歌
声
。
杜
牧
の
七
律
「
羊
欄
浦
に
て
夜　
宴
会
に
陪
す
」
詩
（『
樊
川
文
集
』
外
集
）
に
「
紅
絃
は
高
く
緊
ま
り
声
声
急
に
、
珠
唱
は
鋪
（
円
形
の
銅
器
）
の
ご
と
円まる
く
裊
裊
長
し
」
と
（
揖
斐
氏
の
語
釈
に
挙
げ
る
）。
○
風
檻
露
簾　
風
の
吹
き
通
る
欄
干
と
露
に
濡
れ
た
簾
（
揖
斐
氏
の
語
釈
に
よ
る
）。
秋
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
。『
礼
記
』
月
令
に
「
孟
秋
の
月
…
…
涼
風
至
り
白
露
下
る
」
と
。
○
平
浸
秋　
書
き
下
し
は『
五
山
堂
詩
話
』の
訓
点
に
従
っ
た
が
、「
平まさ
に
秋
を
浸
す
」
と
訓
ず
る
方
が
よ
い
か
。
○
此
際　
こ
こ
。
※ 
菊
池
五
山
に
つ
い
て
は
、
今
関
天
彭
「
菊
池
五
山
」（「
雅
友
」
第
四
十
一
号
、
昭
和
三
十
四
年
五
月
。『
江
戸
詩
人
評
伝
集
1
』）、揖
斐
高『
江
戸
の
詩
壇
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
―
「
五
山
堂
詩
話
」
の
世
界
』（
角
川
選
書
、平
成
十
三
年
）
が
あ
る
。
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ま
た
『
五
山
堂
詩
話
』
の
う
ち
巻
一
、巻
二
は
、同
氏
に
よ
る
注
解
を
附
し
て
『
新
日
本
古
典
大
系
65
日
本
詩
史　
五
山
堂
詩
話
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
五
山
の
生
卒
年
に
は
近
藤
春
雄
『
日
本
漢
文
学
事
典
』
に
一
七
七
二
―
一
八
五
五
と
し
、
松
下
忠
『
江
戸
時
代
の
詩
風
詩
論
』（
明
治
書
院
、
昭
和
四
十
四
年
）
に
一
七
六
九
―
一
八
五
二
と
す
る
な
ど
異
説
も
あ
る
が
、
本
稿
で
は
揖
斐
氏
の
両
著
に
従
っ
た
。
海
野
蠖
斎
（
寛
延
元
年
﹇
一
七
四
八
﹈
〜
天
保
四
年
一
八
三
三
﹈）
　
名
は
瑗
、
字
は
君
玉
。
蠖
斎
は
、
そ
の
号
。
備
中
庭
瀬
藩
の
江
戸
留
守
居
役
を
務
め
た
。
東
陽
よ
り
九
歳
上
。
市
河
寛
斎
に
詩
を
学
び
、江
湖
詩
社
の
同
人
。
寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
刊
の
『
寛
斎
百
絶
』
に
は
序
文
を
撰
し
て
い
る
。
東
陽
に
は
題
下
に
「
備
中
庭
瀬
の
執
政
大
夫
」
と
注
し
た
五
律
「
海
野
蠖
斎
に
贈
る
」
詩
（『
詩
鈔
』
巻
三
）
が
あ
る
。
詩
の
配
列
か
ら
す
る
と
、
江
戸
に
着
い
て
早
々
の
作
ら
し
い
。
急
流
能
勇
退
、
钁
鑠
老
逾
雄　
　
急
流
能
く
勇
退
す
、
钁
く
ゎ
く
鑠しゃ
くと
し
て
老
い
て
逾いよ
々いよ
雄
な
り
宦
路
名
將
利
、
禪
機
色
即
空　
　
宦
路　
名
と
利
と
、
禅
機　
色
即
空
詩
騒
閑
技
倆
、
經
濟
舊
勲
功　
　
詩
騒　
閑
技
倆
、
経
済　
旧
勲
功
歡
洽
春
風
座
、
一
團
和
氣
中　
　
歓
く
わ
ん
洽かふ　
春
風
の
座
、
一
団　
和
気
の
中
○
急
流
勇
退　
（
得
意
の
時
に
）
官
職
を
辞
す
る
喩
え
。
北
宋
・
蘇
軾
の
七
律
「
相そう
を
善
く
す
る
程
傑
に
贈
る
」
詩
に
「
火
色
上
騰　
数
有
り
と
雖
も
、
急
流
勇
退　
豈
に
人
無
か
ら
ん
や
」
と
。
○
钁
鑠　
矍
鑠
。
年
老
い
て
も
丈
夫
で
元
気
な
さ
ま
。
畳
韻
語
。『
書
言
故
事
』
巻
二
、
耆
老
類
の
矍
鑠
の
条
に
「
老
健
な
る
者
を
称
し
て
矍
鑠
な
る
哉
と
曰
ふ
」
と
し
、
後
漢
の
光
武
帝
が
馬
援
を
評
し
た
語
と
し
て
こ
れ
を
引
く
。
○
宦
路　
仕
官
の
道
。
宮
仕
え
。
○
将　
文
語
の
与
と
同
じ
。
ち
な
み
に
〈
与
〉
は
仄
字
、〈
将
〉
は
平
字
。
○
禅
機　
禅
の
修
行
か
ら
得
た
心
の
は
た
ら
き
。
○
色
即
空　
『
般
若
心
経
』
に
「
色
即
是
空
」
と
。
○
詩
騒　
い
わ
ゆ
る
漢
詩
を
い
う
。〈
詩
〉
は
詩
経
。〈
騒
〉
は
『
楚
辞
』
の
離
騒
。○
経
済　
国
を
治
め
民
を
救
う
。白
居
易
の
五
排「
書
に
代
ふ
一
百
韻
、
微
之
に
寄
す
」
詩
（『
白
氏
文
集
』
巻
十
三
）
に
「
万
言
経
済
の
略
、
三
策
太
平
の
基
」と
。
○
歓
洽　
楽
し
く
打
ち
解
け
る
。
盛
唐
・
高
適「
九
曲
詞
」に「
到
る
処
尽
く
逢
ふ
歓
洽
の
事
、相
看
る
総
て
是
れ
太
平
の
人
」と
。
○
春
風
座　
『
類
書
纂
要
』
巻
十
一
、
人
事
部
に
「
坐
春
風
」
を
挙
げ
、「
朱
光
庭
、
程
明
道
先
生
に
従
学
す
。
帰
り
て
人
に
語
っ
て
曰
く
、
光
庭
春
風
の
中
に
在
り
、
坐
了
す
る
こ
と
一
箇
月
」と
。
○
一
団
和
気　
『
二
程
外
書
』卷
十
二
に「
明
道
先
生（
程
顥
）
坐
し
て
泥
塑
人
（
泥
人
形
）
の
如
し
、
人
に
接
す
れ
ば
則
ち
渾すべ
て
是
れ
一
団
の
和
気
」
と
。『
書
言
故
事
』
巻
五
、顔
貌
類
に
「
一
団
和
気
」
の
条
が
あ
る
。
北
原
泰
里
（
天
明
五
年
﹇
一
七
八
五
﹈
〜
文
政
十
二
年
﹇
一
八
二
九
﹈）
　
名
は
成
、
字
は
世
民
、
通
称
は
辰
次
郎
。
秦
里
と
号
し
た
。
当
時
、
土
佐
藩
邸
の
勤
番
を
務
め
、
文
化
十
二
年
三
月
に
大
窪
詩
仏
・
柏
木
如
亭
・
菊
池
五
山
の
序
を
附
し
た
『
秦
里
詩
稿
』
を
上
梓
。
東
陽
よ
り
二
十
七
歳
下
。
　
こ
の
人
と
は
、
面
識
を
持
た
ぬ
ま
ま
終
わ
っ
た
よ
う
だ
が
、『
詩
鈔
』
巻
五
に
七
律
「
土
佐
邸
士
の
北
原
世
民
が
桜
花
の
什
、
頗
る
都
下
に
鬨
伝
せ
ら
る
。
諸
賢
之
に
和
す
。
因
っ
て
亦
た
次
韻
す
」
と
題
す
る
詩
が
あ
る
。
　
　
花
王
貴
彩
擅
春
　
　
花
王
の
貴
彩　
春
を
擅
ほ
し
い
ま
まに
す
　
　
芳
靄
光
風
暖
醉
天　
　
芳
靄
光
風　
暖
醉
の
天
　
　
繡
繪
山
河
環
海
出　
　
繡
絵
の
山
河　
環
海
を
出
で
　
　
瓊
瑶
歌
詠
汗
牛
傳　
　
瓊けい
え
う瑶
の
歌
詠　
汗
牛
伝
ふ
　
　
千
章
修
標
雲
迷
目　
　
千
章
の
修
標　
雲　
目
を
迷
は
し
　
　
百
丈
垂
條
雪
拂
肩　
　
百
丈
の
垂
条　
雪　
肩
を
払
ふ
　
　
異
域
稱
尊
無
佛
處　
　
異
域
尊
し
と
称
す
る
は
無
仏
の
処
　
　
桃
頑
杏
俗
費
詩
篇　
　
桃
頑
杏
俗　
詩
篇
を
費
や
す
○
花
王　
花
中
の
王
。
ち
な
み
に
、中
国
で
は
牡
丹
を
指
す
。
北
宋
・
欧
陽
修「
洛
陽
牡
丹
記
」
花
釈
名
に
「
銭
思
公
嘗
て
曰
く
、人
は
牡
丹
を
花
王
と
謂
ふ
」
云
々
と
。
○
貴
彩　
高
貴
な
い
ろ
ど
り
。
白
居
易
の
新
楽
府「
牡
丹
芳
」（『
白
氏
文
集
』
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巻
四
）
に
「
穠
姿
貴
彩　
信まことに
奇
絶
、
雑
卉
乱
花　
比
方
無
し
」
と
。
○
芳
靄　
花
が
す
み
。
○
光
風　
雨
上
が
り
の
美
し
い
景
色
（『
楚
辞
』
招
魂
）。
○
暖
酔　
ほ
っ
こ
り
と
し
て
う
き
う
き
す
る
意
か
。
明
・
王
寵
の
七
絶
「
湖
上
」
詩
（『
佩
文
斎
詠
物
詩
選
』巻
四
六
七
、雑
鳥
類
）に「
桃
花
気
暖
く
し
て
軽
鷗
を
酔
は
す
」
と
。
○
繡
繪　
ぬ
い
と
り
し
た
絹
。
〇
環
海　
四
海
、天
下
。
○
瓊
瑶　
美
玉
。
す
ぐ
れ
た
詩
歌
を
喩
え
る
。
○
汗
牛　
書
籍
の
お
び
た
だ
し
い
こ
と
。
汗
牛
充
棟
。
柳
宗
元
「
文
通
先
生
陸
給
事
の
墓
表
」（『
柳
河
東
集
』
巻
九
）
に
「
其
の
書
を
為
す
、
処
れ
ば
則
ち
棟
宇
に
充
ち
、
出
れ
ば
則
ち
牛
馬
を
汗
す
」
と
。
○
千
章　
千
本
。
○
修
標　
高
く
聳
え
た
樹
。
〇
雲
・
雪　
い
ず
れ
も
満
開
の
桜
花
を
喩
え
る
。
○
百
丈　
き
わ
め
て
長
い
こ
と
を
い
う
。
一
丈
は
十
尺
。
も
と
よ
り
実
数
で
は
な
い
。
○
垂
条　
し
だ
れ
た
枝
。
前
漢
・
司
馬
相
如
「
上
林
賦
」
（『
文
選
』
巻
八
）
に
「
垂
条
扶
疏
、
落
英
幡
」
と
。
○
禹
域　
古
代
の
伝
説
上
の
帝
王
、
禹
の
足
跡
が
及
ん
だ
地
域
の
意
で
、
中
国
の
異
称
。
○
無
仏
処　
ほ
か
に
傑
出
し
た
も
の
が
な
い
と
こ
ろ
。
北
宋
・
黄
庭
堅
「
東
坡
の
寒
食
詩
を
書
す
る
に
跋
す
」（『
山
谷
題
跋
』
巻
八
）
に
「
他
日
、
東
坡
或
い
は
此
の
書
を
見
て
、
応まさ
に
我
の
無
仏
処
に
於
い
て
尊
と
称
す
る
を
笑
ふ
べ
き
な
り
」
と
。
○
桃
頑
杏
俗　
桃
は
下
品
で
杏
は
俗
っ
ぽ
い
。
白
居
易
の
五
排
「
沈
楊
二
舍
人
閣
老
と
同とも
に
勅
賜
の
桜
桃
を
食くら
ひ
、
物
を
翫
も
て
あ
そび
恩
に
感
じ
、
因
っ
て
十
四
韻
を
成
す
」（『
白
氏
文
集
』
巻
十
九
）
に
「
杏
は
俗
に
し
て
対
を
成
し
難
く
、
桃
は
頑
に
し
て
詎なん
ぞ
倫
す
可
け
ん
や
」
と
詩
末
の
自
注
に
「
環
海
は
鄒
衍
伝
に
見
ゆ
。
歌
詠
は
国
風
の
什
の
、
万
葉
諸
集
に
載
せ
る
者
を
謂
ふ
」
と
。〈
国
風
の
什
〉
は
、
和
歌
を
い
う
。
　
桜
は
、東
陽
自
身
も
と
り
わ
け
こ
れ
を
愛
好
し
、か
つ
て
七
律
「
桜
花
二
首
」
（『
詩
鈔
』
巻
五
）
を
詠
ん
だ
こ
と
が
あ
っ
た
。
つ
い
で
に
、
こ
こ
に
挙
げ
て
お
く
。
　
　
穠
李
夭
桃
總
失
　
　
穠
李
夭
桃　
総すべ
て
を
失
し
　
　
花
王
品
韻
特
超
然　
　
花
王
の
品
韻　
特
に
超
然
　
　
香
蒸
朝
日
烟
林
外　
　
香
は
蒸
す
朝
日
烟
林
の
外
　
　
色
醉
春
風
畫
閣
前　
　
色
は
酔
ふ
春
風
画
閣
の
前
　
　
何
啻
瑶
葩
富
貴　
　
何
ぞ
啻ただ
に
瑶えう
葩は
の
富
貴
に
宜
し
き
の
み
な
ら
ん
や
　
　
端
應
琪
樹
屬
神
仙　
　
端まさ
に
琪
樹
の
神
仙
に
属
す
る
に
応
ず
　
　
謝
家
飛
絮
尋
常
譬　
　
謝
家
の
飛
絮　
尋
常
の
譬
た
と
へ
　
　
繚
亂
和
雲
雪
漲
天　
　
繚
乱　
雲
に
和
し　
雪　
天
に
漲
る
○
穠
李　
た
く
さ
ん
咲
い
て
い
る
ス
モ
モ
の
花
。『
詩
経
』
召
南
「
何
彼
穠
矣
」
の
「
何
ぞ
彼
の
穠
た
る
、
華
桃
李
の
如
し
」
か
ら
出
た
語
。
○
夭
桃　
『
詩
経
』
周
南
「
桃
夭
」
の
「
桃
の
夭
夭
た
る
、
灼
灼
た
る
其
の
華
」
か
ら
出
た
語
。
○
失
　
顔
色
を
失
う
。〈
妍
〉
は
、
あ
で
や
か
さ
。
〇
花
王　
こ
こ
で
は
、
桜
を
い
う
。
○
品
韻　
気
品
風
韻
。
晩
唐
・
司
空
図
の
七
絶
「
杏
花
」
詩
（『
佩
文
斎
詠
物
詩
選
』
巻
二
九
九
、杏
花
類
）
に
「
品
韻
由
来
与とも
に
争
ふ
莫な
し
」
と
。
○
画
閣　
彩
色
を
施
し
た
美
し
い
高
殿
。
初
唐
・
盧
照
鄰
の
七
古
「
長
安
古
意
」
（『
唐
詩
選
』巻
二
）に「
梁
家
の
画
閣
は
天
中
に
起
こ
る
」と
。
○
瑶
葩　
〈
葩
〉
は
、
花
び
ら
。
○
琪
樹　
玉
で
で
き
て
い
る
木
。
玉
の
よ
う
に
美
し
い
樹
。
白
居
易
の
七
古
「
牡
丹
芳
」（『
白
氏
文
集
』
巻
四
）
に
「
仙
人
の
琪
樹
白
く
し
て
色
無
し
」
と
。
○
謝
家　
謝
道どう
蘊うん
を
指
す
。
謝
安
が
一
族
の
子
女
を
集
め
て
、
文
章
学
問
を
論
じ
て
い
た
時
、
急
に
雪
が
舞
っ
て
き
た
。
は
ら
は
ら
と
ふ
る
雪
は
何
に
似
て
い
る
か
と
問
う
た
と
こ
ろ
、
彼
女
は
こ
れ
を
風
に
舞
う
柳
絮
（
ヤ
ナ
ギ
の
綿
毛
）
に
喩
え
る
才
気
溢
れ
た
答
え
を
し
た
（『
世
説
新
語
』
言
語
篇
）。
○
尋
常　
あ
り
き
た
り
。
○
繚
乱　
花
の
咲
き
乱
れ
る
さ
ま
。
双
声
語
。
宋
・
釈
道
潜
の
七
古
「
僧
首
然
師
院
北
軒
に
牡
丹
を
観
る
」
詩
（『
参
寥
子
詩
集
』
巻
十
）
に
「
紛
紛
と
し
て
桃
李
自
ら
繚
乱
」
と
。
　
　
　
其
二
　
　
扶
桑
國
土
自
靈
祥　
　
扶
桑
の
国
土　
自
ら
霊
祥
　
　
絶
世
名
花
擅
艶
陽　
　
絶
世
の
名
花　
艶
陽
を
擅
ほ
し
い
ま
まに
す
　
　
燦
爛
江
雲
浮
水
影　
　
燦
爛
た
り
江
雲　
水
に
浮
か
ぶ
影
　
　
玲
瓏
山
雪
映
天
光　
　
玲
瓏
た
り
山
雪　
天
に
映
ず
る
光
　
　
瑶
林
瓊
樹
風
皆
白　
　
瑶
林
瓊
樹　
風
皆
白
く
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綺
席
金
樽
月
亦
香　
　
綺
席
金
樽　
月
も
亦ま
た
香
る
　
　
休
詫
神
仙
海
棠
色　
　
詫ほこ
る
を
休や
め
よ
神
仙
海
棠
の
色
　
　
牡
丹
何
物
更
稱
王　
　
牡
丹
何
物
ぞ
更
に
王
と
称
す
○
扶
桑　
も
と
は
中
国
の
東
海
に
あ
る
と
さ
れ
た
樹
の
名
。
我
が
国
を
い
う
。
○
霊
祥　
く
す
し
く
め
で
た
い
。
○
艶
陽　
晩
春
の
季
節
。
六
朝
宋
・
鮑
照
「
劉
公
幹
の
体
に
学
ぶ
」
詩
（『
文
選
』
巻
三
十
一
）
に
「
艶
陽
桃
李
の
節
、
皎
潔
妍
を
成
さ
ず
」
と
。
○
燦
爛　
き
ら
め
く
さ
ま
。
畳
韻
語
。
○
江
雲
・
山
雪　
い
ず
れ
も
満
開
の
桜
を
喩
え
る
。
○
玲
瓏　
白
く
輝
く
さ
ま
。
双
声
語
。
○
瑶
林
瓊
樹　
『
世
説
新
語
』
識
鑒
篇
に
王
戎
が
王
夷
甫
に
つ
い
て
「
瑶
林
瓊
樹
の
如
し
」
と
評
し
た
話
が
見
え
る
。
〇
綺
席　
華
や
か
な
宴
席
。
〇
金
樽　
李
白
の
「
将
進
酒
」（『
古
文
真
宝
』
前
集
）
に
「
金
樽
を
し
て
空
し
く
月
に
対
せ
し
む
る
莫なか
れ
」
と
。
　
な
お
、「
桜
花
二
首
」
に
は
自
注
が
あ
り
、「
唐
山
所
謂
櫻
非
我
櫻
者
。
明
宋
學
士
詩
云
、
賞
櫻
日
本
盛
於
唐
、
如
被
牡
丹
兼
海
棠
。
夏
蟲
語
氷
、
擬
非
其
倫
也
。
海
棠
稱
花
中
神
仙
、
牡
丹
亦
號
花
王
、
皆
無
佛
處
稱
尊
耳
」（
唐
山
の
所いは
謂ゆる
桜
は
我
が
桜
な
る
者
に
非
ず
。
明
・
宋
学
士
詩
の
詩
に
云
ふ
、
桜
を
賞
す
る
こ
と
日
本　
唐
よ
り
も
盛
ん
な
り
、牡
丹
と
海
棠
と
を
被おほ
ふ
が
如
し
と
。夏
虫
の
氷
を
語
る
、
其
の
倫
に
非
ら
ざ
る
を
擬
す
る
な
り
。
海
棠
を
ば
花
中
の
神
仙
と
称
し
、
牡
丹
も
亦
た
花
王
と
号
す
、
皆みな
無
仏
処
に
尊
を
称
す
る
耳のみ
）
と
い
う
。
　
〈
宋
学
士
〉
は
、
明
・
宋
れ
ん
（
字
は
景　
、
号
は
潜
渓
）
の
こ
と
。
ち
な
み
に
、
大
窪
詩
仏
の
「
桜
七
首
」
其
七
（
文
化
七
年
﹇
一
八
一
〇
﹈
刊
『
詩
聖
堂
詩
集
』
巻
二
）
の
自
注
に
は
「
金
華
の
宋
景
に
桜
詩
有
り
て
云
ふ
、
便すなはち
是
れ
（
花
果
に
巧
み
な
北
宋
の
画
師
）
趙
昌
も
画
き
難
き
処
、
春
風
纔わづ
かに
起
れ
ば
雪
香
を
吹
く
」
と
い
い
、
菊
池
五
山
の
『
五
山
堂
詩
話
』
補
遺
巻
二
に
も
「
西
人
、
此
の
間
（
我
が
国
）
の
桜
を
詠
ず
る
者
、
人
唯
だ
宋
景
の
詩
を
知
る
」
云
々
と
述
べ
る
箇
所
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
寺
島
良
安
の
正
徳
二
年（
一
七
一
二
）自
序『
和
漢
三
才
図
会
』
巻
八
十
七
、
山
果
類
、
桜
の
条
に
挙
げ
る
の
に
拠
る
と
思
わ
れ
る
が
（
東
陽
が
引
く
の
は
前
半
二
句
、
詩
仏
は
後
半
二
句
）、
桜
を
詠
じ
た
詩
そ
の
も
の
を
宋
の
集
（
元
禄
十
年
﹇
一
六
九
七
﹈
刊
の
和
刻
本
『
新
刊
宋
学
土
全
集
』
三
十
三
巻
が
あ
る
）
に
は
見
出
せ
な
い
。
寺
島
良
安
の
基
づ
く
と
こ
ろ
不
明
。
た
だ
、
宋
の
名
が
出
て
く
る
の
は
、
明
初
の
高
名
な
文
章
家
で
あ
り
我
が
国
五
山
の
僧
の
依
頼
に
よ
っ
て
で
あ
ろ
う
、
天
龍
寺
の
開
山
た
る
夢
窓
国
師
の
碑
銘
を
書
い
て
い
る
（
吉
川
幸
次
郎
『
元
明
詩
概
説
』
に
指
摘
）
こ
と
と
も
、
何
が
し
か
の
関
係
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
こ
と
、待
考
。〈
夏
虫
語
氷
〉
は
、
知
ら
ぬ
の
に
で
た
ら
め
を
い
う
意
。『
荘
子
』
秋
水
篇
に
「
夏
虫
に
は
以
て
氷
を
語
る
可
か
ら
ず
」
と
。〈
海
棠
〉
を
花
中
の
神
仙
と
み
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、『
広
群
芳
譜
』
巻
三
十
五
、
海
棠
一
に
「
唐
相
賈
耽
、
花
譜
を
着
﹇
著
﹈
し
て
以
て
花
中
の
神
仙
と
為
す
」
と
い
い
、『
書
言
故
事
』
巻
十
、花
木
類
の
「
花
中
神
仙
」
も
ほ
ぼ
同
様
。
※ 
北
原
秦
里
に
つ
い
て
は
、前
掲
、揖
斐
高『
江
戸
の
詩
壇
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
―『
五
堂
詩
話
』
の
世
界
』
第
六
章
第
三
節
「
土
佐
藩
士
北
原
秦
里
」
参
照
。
ま
た
竹
本
義
明
氏
に
「
北
原
秦
里
・
北
原
桐
雨
略
年
譜
」（「
土
佐
史
談
」
一
九
三
号
、
平
成
五
年
）
お
よ
び
「
北
原
秦
里
著
『
秦
里
詩
稿
』
刊
行
の
経
緯
（
上
）（
下
）」
（「
土
佐
史
談
」
一
九
〇
・
一
九
二
号
、
平
成
四
・
五
年
）
が
あ
る
。
な
お
、『
高
知
人
名
事
典
新
版
』（
高
知
新
聞
社
、
平
成
十
一
年
）
は
生
年
を
天
明
六
年
（
一
七
八
六
）
と
す
る
。
文
人
・
儒
者
―
大
田
南
畝
・
亀
田
鵬
斎
・
朝
川
善
庵
大
田
南
畝
（
寛
延
二
年
﹇
一
七
四
九
﹈
〜
文
政
六
年
﹇
一
八
二
三
﹈）
　
名
は
覃ふかし、
字
は
子し
耜し
。
通
称
は
直
次
郎
。
南
畝
は
、
そ
の
号
。
名
・
字
お
よ
び
号
は
『
詩
経
』
小
雅
「
大
田
」
の
「
我
が
覃たん
耜
を
以
て
俶はじめて
南
畝
に
載こと
と
す
」
か
ら
取
ら
れ
て
い
る
。
代
々
、
御
徒
を
務
め
る
御
家
人
で
、
江
戸
牛
込
の
生
ま
れ
。
狂
詩
狂
歌
の
作
者
と
し
て
寝
惚
先
生
・
四
方
赤
良
の
筆
名
を
用
い
た
が
、
享
和
元
年（
一
八
〇
一
）大
坂
銅
座
に
赴
任
し
て
以
降
は
蜀
山
人
と
も
号
し
た
。
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江
戸
を
代
表
す
る
文
人
で
あ
る
。
市
河
寛
斎
と
は
同
甲
で
、東
陽
よ
り
八
歳
上
。
　
七
絶
に
「
戯
れ
に
大
田
南
畝
に
和
す
三
首
」（『
詩
鈔
』
巻
九
）
が
あ
る
。
　
　
靡
俗
淫
風
世
態
移　
　
靡
俗
淫
風　
世
態
移
り
　
　
人
家
生
女
喜
浮
眉　
　
人
家　
女むすめを
生
ま
ば
喜
び
眉
に
浮
ぶ
　
　
肄
歌
學
舞
都
如
妓　
　
歌
を
肄なら
ひ
舞
を
学
ぶ
都すべ
て
妓
の
如
し
　
　
爭
向
侯
門
作
侍
兒　
　
争
っ
て
侯
門
に
向
て
侍
児
と
作な
す
○
靡
俗
淫
風　
淫　
な
風
俗
。
○
生
女　
楊
貴
妃
が
玄
宗
の
寵
愛
を
擅
に
し
楊
氏
一
族
が
隆
盛
を
極
め
民
間
で
は
「
男
を
生
む
も
喜
ぶ
勿なか
れ
女
に
て
も
悲
し
む
勿
れ
、
君
今
看
よ
女
の
門
楣
を
作な
す
」
と
歌
わ
れ
た
と
い
う
（『
資
治
通
鑑
』
巻
二
一
五
、
玄
宗
天
宝
五
載
の
条
）。
白
居
易
も
「
長
恨
歌
」（『
白
氏
文
集
』
巻
十
二
）
に
「
遂
に
天
下
の
父
母
の
心
を
し
て
、
男
を
生
む
を
重
ん
ぜ
ず
女
を
生
む
を
重
ん
ぜ
し
む
」
と
い
う
。
○
侯
門　
諸
侯
の
門
。
大
身
の
旗
本
や
大
名
の
屋
敷
。
　
　
　
其
二
　
　
梨
園
扮
戲
品
評
揚　
　
梨
園
の
扮
戯　
品
評
揚
る
　
　
最
是
新
年
第
二
塲　
　
最
も
是
れ
新
年
の
第
二
場
　
　
燈
火
比
隣
樓
上
女　
　
燈
火
比
隣　
楼
上
の
女
　
　
春
風
未
曉
已
成
粧　
　
春
風
未
だ
暁
な
ら
ざ
る
に
已
に
粧
を
成
す
○
梨
園
扮
戯　
歌
舞
伎
の
こ
と
。〈
梨
園
〉
は
、
も
と
は
唐
の
玄
宗
が
宮
中
に
設
置
し
た
歌
舞
練
場
。
白
居
易
の「
長
恨
歌
」に「
梨
園
の
弟
子
白
髪
新
た
な
り
」
と
。〈
扮
戯
〉
は
、
扮
装
し
て
演
じ
る
芝
居
。
○
品
評　
評
判
。
当
時
、
役
者
評
判
記
が
数
多
く
出
版
さ
れ
た
。
○
第
二
場　
二
番
目
名
題
の
こ
と
で
、
世
話
物
狂
言
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
か
。
○
比
隣　
隣
合
っ
て
な
ら
ぶ
。
○
楼
上
女　
「
古
詩
十
九
首
」
其
二
（『
文
選
』
巻
二
十
九
）
に
「
盈
盈
た
る
楼
上
の
女
、
皎けう
皎けう
と
し
て
さ
う
い
う牖
に
当
た
る
」
と
。
○
未
暁　
芝
居
の
興
行
が
明
け
六
つ
（
午
前
六
時
頃
）
か
ら
始
ま
る
こ
と
に
よ
る
。
　
　
　
其
三
　
　
風
流
總
見
貴
游
驕　
　
風
流
総
べ
て
見
る
貴
游
の
驕
　
　
注
意
斯
文
自
寂
寥　
　
意
を
斯
文
に
注
ぐ
は
自
ら
寂
寥
　
　
棋
客
茶
僧
消
永
日　
　
棋
客
茶
僧　
永
日
を
消
し
　
　
剰
邀
歌
舞
夜
喧
囂　
　
剰
あ
ま
つ
さへ
歌
舞
を
邀むか
へ
て
夜
喧
囂
○
風
流　
こ
こ
で
は
藝
事
を
さ
し
て
い
う
か
。
○
貴
游　
身
分
の
高
い
旗
本
や
上
級
武
士
を
い
う
。
○
斯
文　
儒
学
。
○
寂
寥　
見
る
影
も
な
い
さ
ま
。
○
消
永
日　
一
日
暇
つ
ぶ
し
を
す
る
。
晩
唐
・
鄭
谷
の
七
絶
「
永
日
有
懐
」
詩
に
「
能
く
永
日
を
消
す
る
は
是
れ
ち
ょ
ほ
」
と
。
○
剰　
そ
の
上
、
さ
ら
に
。
○
喧
囂　
や
か
ま
し
く
騒
ぐ
。
　
こ
う
し
た
歌
舞
伎
に
熱
を
上
げ
歌
舞
音
曲
に
明
け
暮
れ
る
江
戸
の
華
美
な
風
俗
は
、東
陽
の
ほ
か
の
詩
に
も
詠
じ
ら
れ
て
お
り
、「
江
戸
雑
咏
六
首
」（『
詩
鈔
』
巻
九
）
と
題
す
る
七
絶
（
但
し
、
実
際
は
五
首
）
の
二
首
目
に
は
、
　
　
豔
曲
絃
歌
到
處
樓　
　
艶
曲
絃
歌　
到
る
処
の
楼
　
　
夙
教
兒
女
溺
風
流　
　
夙つと
に
児
女
を
し
て
風
流
に
溺
れ
し
む
　
　
劇
場
尤
盪
人
心
盡　
　
劇
場　
尤もっとも
人
心
を
盪うごかし
尽
く
す
　
　
百
錬
剛
為
繞
指
柔　
　
百
錬
剛
も
指
を
繞めぐ
る
の
柔
と
為
る
○
艶
曲
絃
歌　
三
味
線
に
合
わ
せ
て
男
女
間
の
色
恋
を
う
た
う
歌
。
○
風
流　
こ
こ
で
は
色
恋
を
い
う
。
○
百
錬
剛　
こ
こ
で
は
、
堅
固
な
心
の
喩
え
。
西
晋
・
劉
琨
「
重
ね
て
盧
諶
に
贈
る
」
詩
（『
文
選
』
巻
二
十
五
）
に
「
何
ぞ
意おも
は
ん
百
錬
剛
、
化
し
て
指
に
繞
る
の
柔
と
為
ら
ん
と
は
」
と
。
と
い
う
。
　
当
時
の
世
相
や
風
潮
に
つ
い
て
は
、
武
陽
隠
士
な
る
人
物
が
文
化
十
三
年
序
の『
世
事
見
聞
録
』（
岩
波
文
庫
に
本
庄
栄
治
郎
校
訂
・
奈
良
本
辰
也
補
訂
本
を
収
む
）
の
「
歌
舞
伎
芝
居
の
事
」
に
お
い
て
、「
す
べ
て
武
士
を
始
め
、
世
間
一
統
に
放
蕩
な
る
も
の
は
遊
芸
を
好
み
、
遊
芸
を
好
む
も
の
は
極
め
て
放
蕩
な
り
（
中
略
）
ま
た
そ
の
日
過
ぎ
の
者
ま
で
も
、
娘
を
持
て
ば
身
上
限
り
の
遊
芸
を
仕
付
く
る
事
に
な
り
」、「
末
々
町
人
は
、
娘
さ
へ
持
て
ば
ま
づ
遊
芸
を
仕
込
み
、
実
子
な
き
は
養
女
な
ど
い
た
し
て
よ
き
娘
を
拵
ふ
る
事
を
欲
し
、
た
と
ひ
困
窮
人
と
い
へ
ど
も
歌
浄
瑠
璃
・
三
味
線
・
踊
り
狂
言
・
鼓
・
太
鼓
・
胡
弓
な
ど
の
稽
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古
致
さ
せ
、
生
ひ
育
つ
を
遅
し
と
待
ち
か
ね
、
い
ま
だ
年
の
至
ら
ざ
る
に
、
あ
る
い
は
遊
芸
者
と
い
た
し
、
あ
る
い
は
囲
い
者
と
す
る
事
を
急
ぐ
な
り
」
云
々
と
、
こ
れ
を
詳
細
に
記
述
し
て
い
る
。
　
東
陽
が
伊
賀
上
野
で
教
授
し
て
い
た
と
き
の
作
、
七
絶
「
伊
州
雑
賦
、
津
城
の
知
友
に
寄
す
二
十
首
」
其
十
二
（『
詩
鈔
』
巻
八
）
に
は
、「
人
家
女むす
めを
養
ふ
に
絃
歌
に
工たくみな
ら
ざ
る
を
以
て
耻はぢ
と
為
す
。
此
れ
則
ち
天
下
滔
滔
と
し
て
、
独ひと
り
伊
州
の
み
な
ら
ざ
る
な
り
。
吁なげ
か
は
し
い
哉かな
」
と
自
注
を
附
し
て
、
　
　
直
置
閨
門
具
禮
難　
　
直た
置だ
に
閨
門　
礼
を
具そな
ふ
る
こ
と
難
し
　
　
誰
家
内
則
更
堪
觀　
　
誰
が
家
か
内
則
更
に
観
る
に
堪
へ
ん
　
　
三
絃
淫
靡
鴾
兒
玩　
　
三
絃
淫
靡
に
し
て
鴾ばう
児じ
玩
び
　
　
艶
曲
安
教
室
女
彈　
　
艶
曲
安いづ
くん
ぞ
室
女
を
し
て
弾
か
し
め
ん
や
○
直
置　
六
朝
以
来
の
俗
語
。
釈
大
典
『
詩
語
解
』
巻
上
に
「
直
若
・
直
置
は
只
箇
の
一
条
他
件
を
須もち
ひ
ざ
る
を
言
ふ
な
り
」と
し
、「
タ
ダ
ニ
モ
」「
タ
ダ
サ
ヘ
」
「
タ
ダ
ニ
」
の
和
訓
を
あ
て
る
。
○
閨
門
具
礼　
家
庭
内
に
礼
に
よ
る
け
じ
め
が
そ
な
わ
っ
て
い
る
こ
と
。『
古
文
孝
経
』
閨
門
章
に
「
子
曰
く
、
閨
門
の
内
、
礼
を
具
ふ
る
か
な
」と
。
○
内
則　
家
庭
内
の
き
ま
り
。
家
庭
生
活
の
礼
法
。『
礼
記
』に
内
則
篇
が
あ
る
。○
三
絃　
三
味
線
。○
鴾
児　
妓
女
。明
清
の
俗
語（『
称
異
録
』
巻
三
十
、
倡
）。
釈
大
典
『
学
語
編
』
巻
上
、
人
品
類
に
、
こ
の
語
を
挙
げ
「
イ
ウ
ジ
ョ
」
と
左
訓
。
○
室
女　
嫁
入
り
前
の
む
す
め
。
と
詠
ん
で
い
る
。
　
東
陽
も
武
陽
隠
士
同
様
、
か
か
る
風
俗
を
決
し
て
快
く
思
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
内
容
だ
が
、
さ
ら
に
文
政
六
年
（
一
八
二
三
）
自
序
、
同
八
年
刊
の
『
孝
経
発
揮
』
に
お
い
て
広
要
道
章
の
本
文
「
風
を
移
し
俗
を
易
ふ
る
は
楽
よ
り
善
き
は
莫な
し
」（〈
風
〉
に
「
ナ
ラ
ハ
シ
」、〈
俗
〉
に
「
シ
ク
セ
」、〈
楽
〉
に
「
ウ
タ
ヒ
モ
ノ
」
と
左
訓
）
に
注
し
て
、
蓋
し
声
楽
の
人
を
感
ず
る
こ
と
切
な
り
。
其
の
效
、
肌
に
淪
し
体
に
浹あまねく
し
て
自
ら
知
ら
ざ
る
に
至
る
。
所いは
謂ゆる
黙
し
て
風
俗
を
成
し
て
潜ひそかに
人
心
を
移
す
者
、
其
の
理
誣し
ふ
る
可
か
ら
ざ
る
な
り
。
古いに
者しへ
民
間
の
俗
楽
は
今
の
優
伶
の
為
す
所
の
如
し
。
故
に
小
民
と
雖いへども
、
以
て
風
動
感
化
す
可
く
し
て
風
俗
之これ
が
為
に
移
り
易かは
る
な
り
。
窃ひそかに
慨なげ
く
近
世
歌
舞
す
る
所
は
尤もっとも
鄙
褻
に
禁た
へ
ず
、
綺
艶
媚
惑
の
辞
を
以
て
淫
流
盪
の
行
ひ
を
叙
し
、
淫
絃
嘈
雑
之これ
を
駕
し
て
以
て
行
ふ
、
皆みな
を
誨をし
へ
邪
を
誘
ふ
、
毒
を
流
し
禍
を
胎
す
る
に
非
ざ
る
は
莫な
し
。
其
の
人
心
を
盪うごかし
士
気
を
傷やぶ
る
の
甚
し
き
こ
と
、
百
錬
の
剛
を
し
て
繞
指
の
柔
と
為
さ
し
め
、
風
俗
の
壊
る
、
勝あげ
て
嘆
ず
可
け
ん
や
。
然
り
と
雖いへども
其
の
行
は
る
こ
と
既
に
久
し
。
未
だ
以
て
驟には
かに
停
む
可
け
ん
や
。
若も
し
其
の
淫
声
の
甚
し
き
者
を
去
っ
て
専
ら
孝
悌
忠
義
節
烈
の
事
を
取
っ
て
、以
て
士
気
を
振
る
ひ
以
て
民
俗
を
厲はげ
ま
さ
ば
、
則
ち
今
の
楽
、
猶
ほ
古
い
に
し
への
楽
の
ご
と
く
、
其
の
世
道
を
鼓
吹
す
る
に
於
い
て
、
未
だ
必
ず
し
も
一
助
為た
ら
ず
ん
ば
あ
ら
ざ
る
な
り
。
○
淪
肌
浹
体　
清
朝
の
朱
子
学
者
、李
光
地
の
「
楽
を
聞
き
徳
を
知
る
論
」（『
榕
村
全
集
』
巻
十
五
）
に
「
言
ふ
こ
こ
ろ
は
其
れ
性
情
に
本
づ
き
、変
化
に
流
れ
、
其
の
效
、
肌
に
淪
し
体
に
浹
く
し
て
自
ら
知
ら
ざ
る
に
至
る
」
と
。〈
淪
〉
は
、
じ
わ
じ
わ
染
み
込
む
。
○
所
謂
…
…　
前
掲
「
楽
を
聞
き
徳
を
知
る
論
」
に
「
所
謂
黙
し
て
風
俗
を
成
し
而
し
て
潜ひそかに
人
心
を
移
す
者
、
其
の
理
誣
ふ
る
可
か
ら
ざ
る
な
り
」
と
。
○
優
伶　
歌
舞
伎
役
者
。
○
鄙
褻　
下
品
で
猥わい
褻せつ
。
〇
淫
佚　
男
女
間
の
み
だ
ら
な
交
際
。
○
流
盪　
落
ち
ぶ
れ
さ
ま
よ
う
こ
と
。
畳
韻
語
。
○
淫
絃　
こ
こ
で
は
、
煽
情
的
な
三
味
線
の
音
色
。
○
嘈
雑　
騒
々
し
く
う
る
さ
い
。『
抱
朴
子
』
外
篇
・
刺
驕
篇
に
「
或
い
は
曲
晏
﹇
宴
﹈
密
集
し
、
管
絃
嘈
雑
す
」
と
。
○
百
錬
剛　
前
掲
、「
江
戸
雑
咏
六
首
」
其
二
の
語
釈
参
照
。
○
鼓
吹　
勢
い
付
け
、
奮
い
立
た
せ
る
。
と
述
べ
、長
編
叙
事
詩
「
孔
雀
東
南
飛
行
」（
別
名
「
焦
仲
卿
の
妻
の
為ため
に
作
る
」）
お
よ
び
「
木
蘭
の
辞
」
に
漢
文
に
よ
る
注
解
を
施
し
た
『
古
詩
大
観
』（
文
政
十
二
年
﹇
一
八
二
九
﹈
刊
）
に
附
し
た
「
追
書
古
詩
大
観
後
」
に
お
い
て
、
夫そ
れ
男
女
の
情
、
恩
義
の
聚
ま
る
所
、
礼
を
以
て
之
を
節
せ
ず
ん
ば
、
性
命
を
誤
る
に
至
る
。
近
世
流
俗
日
に
汚
れ
、
淫
風
大
い
に
煽あお
り
、
人
家
の
子
女
、
口
尚な
ほ
乳
臭
、
情
竇
已
に
開
き
、
踰
墻
鑽
穴
、
動やや
も
す
れ
ば
辱
は
づ
か
し
めを
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所
生
に
貽のこ
す
。
乃すなはち
非
耦
を
以
て
事
諧かな
は
ず
、
進
退
維こ
れ
谷きは
ま
ら
ば
、
雉
経
双
斃
、
自
ら
以
て
節
と
為
す
。
蓋
し
沈
魄
浮
魂
、
重
ね
て
後
身
の
縁
を
結
ぶ
と
云
ふ
。
愚
惑
い
て
恥
無
く
、醜
も
亦
た
甚
だ
し
矣
。
好
事
の
閑
漢
、
其
の
事
を
収
拾
し
、
歌
曲
を
捏
造
す
。
艶
語
麗
詞
、
巧
み
に
人
耳
を
悦
ば
し
め
、
冥
果
を
粉
飾
し
、
愚
俗
を
簧
鼓
し
、
紛
紛
木
に
災
ひ
し
、
毒
を
里
巷
に
流
す
。
聞
く
者
甘
心
す
焉
。
是ここ
に
於
い
て
梨
園
の
徒
、
遂
に
専
ら
淫
戯
を
演
じ
、
以
て
時
好
に
投
ず
。
風
俗
の
頽
、
豈
に
慨
嘆
せ
ざ
る
可
け
ん
や
。
○
性
命　
天
か
ら
授
か
っ
た
も
ち
ま
え
（『
易
経
』
乾
卦
・
彖
伝
）。
○
流
俗　
世
間
の
な
ら
わ
し
。『
孟
子
』
尽
心
下
。
○
口
尚
乳
臭　
ま
だ
ほ
ん
の
子
供
。
無
知
で
世
間
知
ら
ず
。
も
と
は
『
漢
書
』
高
祖
紀
に
見
え
る
。『
故
事
成
語
考
』
身
体
に
「
口
尚
乳
臭
、世
人
年
少
の
知
無
き
を
謂
ふ
」
と
。
○
情
竇
已
開　
す
っ
か
り
情
欲
が
き
ざ
す
。
色
気
づ
く
。
○
踰
墻
鑽
穴　
か
き
ね
を
乗
り
越
え
、
壁
に
穴
を
あ
け
る
。
男
女
が
人
目
を
忍
ん
で
逢
引
す
る
こ
と
。『
孟
子
』
滕
文
公
下
に
「
丈
夫
生
ま
れ
て
は
之これ
が
為ため
に
室
（
つ
ま
）
有
る
を
願
ひ
、
女
子
生
ま
れ
て
は
之
が
為
に
家
（
お
っ
と
）
有
る
を
願
ふ
。
父
母
の
心
、
人
皆
之
有
り
。
父
母
の
命
、
媒
妁
の
言
を
待
た
ず
、
穴
隙
を
鑽き
り
て
相
窺
ひ
、
牆
を
踰こ
え
て
相
従
は
ば
、
則
ち
父
母
国
人
皆
之
を
賤
し
ま
ん
」
と
。
○
所
生　
父
母
を
い
う
。
〇
非
耦　
夫
婦
で
は
な
い
こ
と
。
も
と
は
、婚
姻
の
釣
り
合
わ
ぬ
こ
と
を
い
う（『
左
氏
伝
』
桓
公
六
年
）。
ち
な
み
に
『
書
言
故
事
』
巻
一
、
婚
姻
類
に
「
婚
を
成
す
を
辞
す
る
を
敢
て
非
耦
を
辞
す
と
曰
ふ
」と
。
○
進
退
維
谷　
に
っ
ち
も
さ
っ
ち
も
い
か
な
く
な
る
。『
詩
経
』
大
雅
「
桑
柔
」
に
見
え
る
語
。
○
雉
経
双
斃　
首
を
括
っ
て
心
中
す
る
。
○
沈
魄
浮
魂　
死
後
を
い
う
。
人
は
死
ぬ
と
、〈
魂
〉
は
肉
体
を
離
れ
天
に
上
り
、〈
魄
〉
は
屍
と
と
も
に
地
に
帰
す
と
さ
れ
た
。
○
結
後
身
縁　
生
ま
れ
変
わ
っ
て
来
世
で
夫
婦
の
縁
を
む
す
ぶ
。
白
居
易
の
七
絶
「
微
之
の
十
七
の
と
き
君
と
別
る
、
及
び
朧
月
花
枝
の
詠
に
和
す
」（『
白
氏
文
集
』
巻
五
十
八
）
に
「
恐
ら
く
は
君
更
に
後
身
の
縁
を
結
ば
ん
」
と
。
○
冥
果　
あ
の
世
で
の
果
報
。
○
簧
鼓　
言
葉
巧
み
に
惑
わ
す
。『
書
言
故
事
』
巻
六
、
讒
侫
類
に
簧
鼓
の
条
あ
り
、「
妄
言
衆
を
惑
は
す
者
を
指
し
て
簧
鼓
と
為
す
」
と
し
た
上
で
、『
荘
子
』
駢
拇
篇
に
「
天
下
の
耳
目
を
簧
鼓
す
」
と
い
う
の
を
引
く
。
○
紛
紛　
雑
多
な
さ
ま
。
○
災
木　
有
害
無
益
な
書
物
を
刊
行
す
る
。
災
梨
。〈
木
〉
は
、
版
木
。
○
甘
心　
満
足
す
る
。
あ
る
い
は
、
あ
こ
が
れ
る
。
○
梨
園
徒　
歌
舞
伎
役
者
。
と
い
う
こ
と
か
ら
も
窺
え
よ
う
。
　
そ
も
そ
も
、
か
か
る
追
書
を
し
て
い
る
の
は
、
父
親
に
代
わ
っ
て
男
装
し
て
戦
に
出
た
木
蘭
が
手
柄
を
立
て
て
無
事
に
郷
里
に
戻
っ
て
く
る
と
い
う
「
木
蘭
の
辞
」
に
つ
い
て
は
問
題
が
な
い
も
の
の
、「
孔
雀
東
南
飛
行
」
と
言
え
ば
、
そ
の
序
に
「
漢
末
、
建
安
中
、
廬
江
の
小
吏
焦
仲
卿
が
妻
の
劉
氏
、
仲
卿
が
母
の
遣や
る
所
と
為
り
、
自
ら
誓
っ
て
嫁
せ
ず
。
其
の
家
、
之
を
逼せま
る
。
乃すなはち
水
に
没
し
て
死
す
。
仲
卿
之
を
聞
き
、
亦
た
庭
樹
に
自
縊
す
。
時
人
之
を
傷
み
、
此
の
辞
を
作
る
な
り
」
と
い
う
よ
う
に
、
婚
家
の
姑
か
ら
憎
ま
れ
無
理
や
り
離
縁
さ
せ
ら
れ
実
家
か
ら
再
婚
を
迫
ら
れ
た
元
夫
婦
が
暗
に
示
し
合
わ
せ
て
互
い
に
自
死
す
る
と
い
っ
た
内
容
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
を
配
慮
し
て
の
措
辞
で
も
あ
る
わ
け
だ
が
、
こ
こ
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
は
江
戸
で
の
体
験
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
も
の
で
は
な
く
と
も
、
よ
り
強
め
ら
れ
た
認
識
で
あ
ろ
う
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
東
陽
自
身
が
歌
舞
音
曲
や
芝
居
そ
の
も
の
を
敵
視
し
た
り
否
定
し
た
り
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
伊
賀
上
野
で
の
作
、七
絶「
扮
戯
を
観
る
」
詩
（『
詩
鈔
』
巻
八
）
に
は
我
が
子
と
一
緒
に
歌
舞
伎
を
観
て
「
世
態
人
情
無
限
の
事
、
老
涙
拭
い
て
還ま
た
催
す
を
禁
ぜ
ず
」
と
詠
ん
で
い
る
。
　
そ
れ
は
と
も
か
く
、
東
陽
が
江
戸
の
風
俗
を
詠
じ
た
作
を
南
畝
に
示
し
た
の
は
、
お
そ
ら
く
南
畝
の
原
作
が
そ
う
し
た
内
容
で
あ
っ
た
の
に
酬
答
し
た
こ
と
に
も
よ
る
だ
ろ
う
け
れ
ど
も
、
も
と
よ
り
南
畝
を
雅
俗
に
通
じ
江
戸
文
化
を
体
現
し
て
い
る
代
表
と
み
な
し
て
い
た
こ
と
が
大
き
か
っ
た
の
で
あ
る
ま
い
か
。
そ
し
て
詩
題
に
わ
ざ
わ
ざ
「
戯
れ
に
」
と
加
え
て
冗
談
め
か
し
、
非
難
が
ま
し
い
口
吻
に
受
け
取
ら
れ
な
い
よ
う
配
慮
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
　
と
こ
ろ
で
、南
畝
の
『
杏
園
詩
集
』
巻
五
（『
大
田
南
畝
全
集
』
第
五
巻
所
収
）
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に
「
洞
津
の
津
坂
達
拙
脩
、
都
下
の
諸
賢
を
邀むか
へ
、
百
川
楼
に
宴
す
。
時
に
歴
代
絶
句
類
選
刻
新
た
に
成
る
」
と
題
す
る
七
絶
が
二
首
あ
る
。
　
　
瀬
與
洞
津
々
與
瀬　
　
勢
と
洞
津
と　
津
と
勢
と
　
　
互
為
唇
齒
以
財
雄　
　
互
ひ
に
唇
歯
と
為
っ
て
財
を
以
て
雄
な
り
　
　
書
窓
別
有
陳
詩
者　
　
書
窓
別
に
詩
を
陳つら
ぬ
る
者
有
り
　
　
唐
宋
元
明
清
國
風　
　
唐
宋
元
明
清
国
の
風
○
勢　
伊
勢
。
○
洞
津　
津
の
こ
と
。
○
唇
歯　
互
い
に
持
ち
つ
持
た
れ
つ
の
密
接
な
関
係
。『
左
氏
伝
』
僖
公
五
年
に
「
諺
に
輔
車
相
依
り
、
唇
亡
び
て
歯
寒
し
と
謂い
ふ
所
の
者
は
、
其
れ
虞
・
の
か
く
謂いひ
な
り
」
と
。
○
陳
詩　
も
と
は
地
方
の
歌
謡
を
採
取
し
て
民
の
風
俗
を
観
察
す
る
意
。『
礼
記
』
儒
行
篇
に
「
大
師
に
命
じ
て
詩
を
陳
ね
、
以
て
民
風
を
観
る
」
と
あ
り
、
鄭
玄
の
注
に
「
詩
を
陳
ぬ
と
は
、
其
の
詩
を
采と
り
て
之
を
視
る
」
と
。
　
　
　
又
　
　
送
春
詩
酒
會
名
流　
　
春
を
送
っ
て
詩
酒　
名
流
を
会
す
　
　
新
著
編
成
任
客
求　
　
新
著
編
成
っ
て
客
の
求
む
る
に
任まか
す
　
　
欲
讀
子
雲
千
首
賦　
　
子
雲
千
首
の
賦
を
読
ま
ん
と
欲
す
れ
ば
　
　
須
登
東
海
百
川
樓　
　
須すべから
く
東
海
の
百
川
楼
に
登
る
べ
し
○
送
春　
白
居
易
に
「
三
月
三
十
日
、春
帰
り
日
復
た
暮
れ
る
」
と
始
ま
る
「
春
を
送
る
」
詩
（『
白
氏
文
集
』
巻
十
）
が
あ
る
。
○
子
雲
云
　々
東
陽
の
「
歴
代
絶
句
類
選
序
」（『
文
集
』
巻
一
）
に
「
昔
む
か
し
桓
君
山
、
賦
を
楊
子
雲
に
学
ぶ
、
子
雲
、千
首
の
賦
を
誦
せ
し
む
」
と
。〈
桓
君
山
〉
は
後
漢
・
桓
譚
（
字
は
君
山
）、
〈
楊
子
雲
〉
は
前
漢
・
揚
雄
（
字
は
子
雲
）
の
こ
と
。
桓
譚
『
新
論
』（『
意
林
』
巻
三
所
引
）
に
「
楊
子
雲
賦
に
工たくみ
な
り
。〈
中
略
〉
子
雲
曰
く
、
能
く
千
首
を
読
ま
ば
則
ち
賦
を
善
く
す
」
と
。
ま
た
『
西
京
雑
記
』
に
「
或
ひ
と
楊
雄
に
賦
を
為つく
る
こ
と
を
問
ふ
、雄
曰
く
千
首
の
賦
を
読
ま
ば
乃すなはち
能
く
之
を
為
さ
ん
」と
。
　
其
一
の
起
句
と
承
句
は
俗
謡
の
歌
詞「
伊
勢
は
津
で
も
つ
津
は
伊
勢
で
も
つ
、
尾
張
名
古
屋
は
城
で
も
つ
」
を
ふ
ま
え
た
表
現
。
　
こ
の
詩
は
、
東
陽
の
子
、
拙
脩
が
唐
宋
元
明
清
の
七
絶
を
主
題
別
に
選
ん
だ
『
歴
代
絶
句
類
選
』
の
出
版
記
念
の
祝
宴
を
日
本
橋
浮
世
小
路
の
料
亭
百もも
川かわ
で
開
い
た
と
い
う
も
の
で
、其
二
の
「
送
春
」
の
語
を
文
字
通
り
に
解
釈
す
れ
ば
、
文
化
十
二
年
三
月
晦
日
の
作
と
な
る
。
南
畝
の
「
収
得
書
誌
」（『
全
集
』
巻
十
九
）
に
は
丙
子
〈
文
化
十
二
年
〉
の
条
に
『
今
四
家
絶
句
』
二
巻
と
な
ら
ん
で
『
歴
代
絶
句
類
選
』
二
巻
が
見
え
る
（
ち
な
み
に
『
大
阪
天
満
宮
御
文
庫
国
書
分
類
目
録
』
に
文
化
十
一
年
刊
本
﹇
稽
古
精
舎
蔵
版
﹈
を
記
載
す
る
が
、
未
見
）。
こ
れ
は
全
部
で
二
十
一
巻
に
な
る
『（
歴
代
）
絶
句
類
選
』
の
う
ち
最
初
の
二
巻
を
開
版
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
全
巻
が
上
梓
さ
れ
る
の
は
、
文
政
七
年
（
一
八
二
四
）
の
こ
と
で
あ
る
。
　
津
坂
治
男
氏
に
よ
れ
ば
、
拙
脩
は
天
保
八
年
（
一
八
三
七
）
に
五
十
餘
歳
で
卒
し
た
と
い
う
か
ら
、
こ
の
時
、
齢
三
十
は
越
え
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
宴
は
、
か
ね
て
我
が
子
拙
脩
の
協
力
の
も
と
歴
代
絶
句
の
選
集
編
纂
を
進
め
て
い
た
東
陽
が
、
江
戸
出
府
を
絶
好
の
機
会
と
み
て
、
と
り
あ
え
ず
最
初
の
二
巻
を
急
遽
開
版
し
、
拙
脩
を
江
戸
の
詩
人
や
文
人
墨
客
に
披
露
紹
介
す
る
意
図
を
込
め
て
催
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
と
愚
考
す
る
の
だ
が
、如
何
で
あ
ろ
う
。
※ 
大
田
南
畝
の
評
伝
に
つ
い
て
は
、
濱
田
儀
一
郎
『
人
物
叢
書　
大
田
南
畝
』（
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
三
十
九
年
。
新
装
版
は
昭
和
六
十
一
年
）、
沓
掛
良
彦
『
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
日
本
評
伝
選　
大
田
南
畝
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
平
成
十
九
年
）
参
照
。
濱
田
儀
一
郎
・
中
野
三
敏
・
日
野
龍
夫
・
揖
斐
高
編
に
よ
る
『
大
田
南
畝
全
集
』（
岩
波
書
店
、
昭
和
六
十
一
〜
平
成
二
年
）
が
あ
る
。
亀
田
鵬
斎
（
宝
暦
二
年
﹇
一
七
五
二
﹈
〜
文
政
九
年
﹇
一
八
二
六
﹈）
　
名
は
翼
、後
に
長
興
、字
は
穉
龍
。
通
称
は
文
左
衛
門
。
鵬
斎
は
、そ
の
号
。
江
戸
の
人
で
、
父
は
日
本
橋
に
あ
る
鼈
甲
商
の
番
頭
。
井
上
金
峨
（
享
保
十
七
年
﹇
一
七
三
二
﹈
〜
天
明
四
年
﹇
一
七
八
四
﹈）
に
学
ん
だ
。
同
年
の
山
本
北
山
と
は
同
学
。
東
陽
よ
り
五
歳
上
。
寛
政
異
学
の
禁
に
反
対
し
、
生
涯
、
市
井
の
儒
者
と
し
て
、
そ
の
立
場
を
貫
い
た
。
　
下
谷
金
杉
中
村
に
鵬
斎
の
寓
居
を
訪
ね
た
詩
が
あ
る
。
五
絶
「
夜
、
鵬
斎
丈
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人
を
訪
ぬ
」
詩
（『
詩
鈔
』
巻
六
）
が
そ
れ
で
、
文
化
十
二
年
の
作
。
叡
麓
斜
北
、
林
巷
自
風
致　
　
叡
麓　
斜
北
め
ぐ
り
、
林
巷
自
ら
風
致
あ
り
燈
影
漏
竹
房
、
幽
人
寐
不
寐　
　
燈
影　
竹
房
よ
り
漏
る
、
幽
人
寐い
ぬ
る
や
寐
ね
ず
や
○
叡
麓　
東
叡
山
上
野
寛
永
寺
の
ふ
も
と
。
○
林
巷　
中
唐
・
銭
起
の
五
古
「
小
園
招
隠
」
詩
に
「
斑
衣
林
巷
に
在
り
、
始
め
て
覚
ゆ
羈
束
無
き
を
」
と
。
○
風
致　
お
も
む
き
。
○
竹
房　
竹
林
に
あ
る
房
室
。
あ
る
い
は
竹
で
作
っ
た
家
。
初
唐
・
宋
之
問
の
五
古
「
法
華
寺
に
游
ぶ
」
詩
に
「
竹
房
閑
に
し
て
且
つ
清
し
」
と
。
○
幽
人　
隠
士
。『
易
経
』
履
卦
に
「
道
を
履ふ
む
坦
坦
た
り
、
幽
人
貞
に
し
て
吉
」
と
。
〈
丈
人
〉
と
は
、
老
人
に
対
す
る
敬
称
。
東
陽
が
江
戸
で
出
会
っ
た
自
分
よ
り
年
長
の
人
物
の
う
ち
、
鵬
斎
に
対
し
て
の
み
こ
の
語
を
用
い
て
い
る
こ
と
、
ま
た
鵬
斎
の
「
儒
侠
」（
後
出
の
菅
茶
山
が
鵬
斎
と
の
奇
遇
を
詠
じ
て
神
辺
の
廉
塾
に
留
守
居
す
る
北
条
霞
亭
に
報
じ
た
「
余
、
亀
田
鵬
斎
と
未
だ
始
め
は
相
識
ら
ず
…
…
」詩
に「
儒
侠
の
名
は
旧ふる
く
耳
に
在
り
」と
あ
る
）と
し
て
の
一
面
で
は
な
く
、
孤
高
の
隠
者
風
に
こ
れ
を
詠
じ
て
い
る
の
が
、
興
味
深
く
思
わ
れ
る
。
※ 
亀
田
鵬
斎
に
つ
い
て
は
、
鈴
木
英
治
『
亀
田
鵬
斎
』（
近
世
風
俗
研
究
会
、
昭
和
五
十
三
年
。
後
に
三
樹
書
房
よ
り
昭
和
六
十
年
に
再
刊
）、
同
じ
く
『
亀
田
鵬
斎
詩
文
書
画
集
』（
三
樹
書
房
、昭
和
五
十
七
年
）、『
亀
田
鵬
斎
の
世
界
』（
三
樹
書
房
、
昭
和
六
十
年
）、
倉
田
信
靖
・
橋
本
栄
治
『
叢
書
・
日
本
の
思
想
家
㉕
井
上
金
峨
・
亀
田
鵬
斎
』（
明
徳
出
版
社
、
昭
和
五
十
九
年
）、
渥
美
國
泰
『
亀
田
鵬
斎
と
江
戸
化
政
期
の
文
人
達
』（
藝
術
出
版
社
、平
成
七
年
）、徳
田
武
注『
江
戸
漢
詩
選
Ⅰ
文
人
』（
岩
波
書
店
、
平
成
八
年
）
参
照
。
な
お
、
徳
田
氏
の
『
江
戸
詩
人
伝
』（
ぺ
り
か
ん
社
、
昭
和
六
十
一
年
）
に
は
論
考
「
亀
田
鵬
斎
」
を
収
め
る
。
朝
川
善
庵
（
天
明
元
年
﹇
一
七
八
一
﹈
〜
嘉
永
二
年
﹇
一
八
四
九
﹈）
　
名
は
鼎
。
字
は
五
鼎
。
善
庵
は
、そ
の
号
。
江
戸
の
人
。
実
父
は
片
山
兼
山
。
兼
山
亡
き
後
、
母
が
朝
川
黙
斎
に
再
嫁
し
、
黙
斎
に
養
わ
れ
た
。
東
陽
よ
り
二
十
四
歳
下
。
十
五
歳
上
の
大
窪
詩
仏
と
は
山
本
北
山
の
奚
疑
塾
に
学
ん
だ
同
門
で
、
詩
仏
の
『
西
游
詩
草
』
に
序
を
寄
せ
て
い
る
。
　
七
絶
に
「
朝
川
五
鼎
に
別
る
」
詩
（『
詩
鈔
』
巻
九
）
が
あ
る
。
文
化
十
二
年
の
作
。
　
　
相
逢
雖
則
自
今
春　
　
相
逢
ふ
は
今
春
自よ
り
す
と
雖いへ
則ど
も
　
　
意
氣
相
投
似
故
人　
　
意
気
相
投
ず
る
こ
と
故
人
に
似
た
り
　
　
遠
信
月
三
憑
邸
便　
　
遠
信　
月
に
三
た
び
邸
便
に
憑よ
る
　
　
斯
文
講
究
是
比
隣　
　
斯
文
講
究
是
れ
比
隣
○
故
人　
旧
友
。
○
邸
便　
江
戸
の
藩
邸
か
ら
の
定
期
便
。
○
斯
文　
儒
学
。
○
比
隣　
隣
同
士
。
　
こ
れ
を
み
る
と
、
善
庵
と
は
一
度
な
ら
ず
顔
を
合
わ
せ
た
よ
う
で
、
す
っ
か
り
意
気
投
合
し
た
ら
し
い
。
　
当
時
、
善
庵
は
す
で
に
『
古
文
孝
経
定
本
』（
文
化
六
年
﹇
一
八
〇
九
﹈
刊
）
お
よ
び
『
古
文
孝
経
私
記
』（
文
化
八
年
刊
）
の
著
が
あ
り
、
同
じ
『
孝
経
』
で
も
今
文
を
善
し
と
す
る
東
陽
と
は
見
解
を
異
に
す
る
も
の
の
、
経
義
を
講
究
す
る
の
に
相
応
し
い
相
手
と
認
め
た
の
で
あ
ろ
う
。
善
庵
は
文
政
元
年
（
一
八
一
八
）
十
月
、
津
藩
の
江
戸
藩
邸
に
召
し
出
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
東
陽
の
藩
主
藤
堂
高
兌
へ
の
推
挙
に
よ
る
と
い
う
。
※ 
朝
川
善
庵
に
つ
い
て
は
、
佐
藤
一
斎
に
「
朝
川
善
庵
墓
碑
銘
」（『
事
実
文
編
』
巻
六
十
一
）
が
あ
る
。
森
銑
三
「
朝
川
善
庵
」（『
森
銑
三
著
作
集
第
八
巻　
人
物
篇
』
中
央
公
論
社
、
昭
和
四
十
六
年
）
も
参
照
。
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異
土
で
の
邂
逅
―
菅
茶
山
・
頼
杏
坪
・
川
合
春
川
・
梯
箕
嶺
菅
茶
山
（
延
享
五
年
﹇
一
七
四
八
﹈
〜
文
政
十
年
﹇
一
八
二
七
﹈）
　
名
は
晋とき
帥のり
、
字
は
礼
卿
。
通
称
は
太
沖
。
茶
山
は
、
そ
の
号
。
備
後
神
辺
の
人
。
東
陽
よ
り
九
歳
上
。
　
『
福
山
志
料
』
編
纂
の
た
め
藩
侯
の
命
に
よ
り
、
文
化
十
一
年
六
月
五
日
江
戸
に
入
り
、
翌
十
二
年
二
月
末
ま
で
こ
の
地
に
滞
在
し
て
い
た
。
茶
山
に
と
っ
て
は
文
化
元
年
（
一
八
〇
四
）
以
来
、
十
年
ぶ
り
の
再
遊
で
あ
る
。
詩
人
と
し
て
赫
々
た
る
名
声
の
あ
っ
た
茶
山
は
東
都
で
歓
迎
さ
れ
連
日
応
接
に
暇
が
な
い
ほ
ど
文
人
墨
客
と
宴
遊
を
重
ね
て
い
た
が
、
な
か
で
も
九
月
二
十
日
、
日
本
橋
は
百
川
楼
に
赴
く
途
上
で
の
亀
田
鵬
斎
と
の
奇
遇
は
、
詩
壇
の
佳
話
と
し
て
谷
文
晁
の
描
く
と
こ
ろ
と
な
り
世
間
に
大
い
に
喧
伝
さ
れ
た
。
そ
の
茶
山
と
は
、
前
稿
「
覚
書
：
津
阪
東
陽
と
そ
の
交
友
㈠
―
安
永
・
天
明
期
の
京
都
」
で
言
及
し
た
よ
う
に
東
陽
が
京
都
に
居
住
し
た
時
期
に
一
度
詩
の
応
酬
が
あ
っ
た
も
の
の
、
実
際
に
顔
を
合
わ
せ
る
機
会
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
が
こ
の
た
び
江
戸
で
巡
り
あ
う
こ
と
に
な
っ
た
。
東
陽
の
喜
び
は
ひ
と
し
お
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
、「
菅
礼
卿
に
邂
逅
す
」
と
題
す
る
作
が
、
五
律
と
七
律
と
で
そ
れ
ぞ
れ
詠
ま
れ
て
い
る
。
　
そ
の
う
ち
五
律
（『
詩
鈔
』
巻
三
）
に
は
、
關
西
老
夫
子
、
盛
徳
却
如
癡　
　
関
西
の
老
夫
子
、
盛
徳
却
っ
て
痴
の
如
し
官
納
治
安
策
、
人
驚
絶
妙
辭　
　
官
は
納
む
治
安
の
策
、
人
は
驚
く
絶
妙
の
辞
新
知
翻
恨
晩
、
後
晤
預
為
期　
　
新
知
翻かへ
っ
て
晩おそ
き
を
恨
み
、
後
晤
預
あ
ら
か
じめ
期
を
為
す
共
悲
遲
暮
客
、
且
傾
金
屈
巵　
　
共
に
悲
し
む
遅
暮
の
客
、
且しば
し
傾
け
ん
金
屈
巵
○
関
西
老
夫
子　
〈
老
夫
子
〉
は
、
老
先
生
。
○
盛
徳　
孔
子
が
周
に
ゆ
き
老
子
に
礼
を
問
お
う
と
し
た
時
、
老
子
の
い
っ
た
言
葉
に
「
君
子
盛
徳
、
容
貌
愚
の
若ごと
し
」
と
（『
史
記
』
老
荘
申
韓
列
伝
）。
○
治
安
策　
前
漢
の
賈
誼
は
文
帝
に
治
安
策
を
上
た
て
ま
つ
っ
た（『
漢
書
』賈
誼
伝
）。
○
新
知　
新
し
い
知
己
。『
楚
辞
』
九
歌
「
少
司
命
」
の
「
楽
し
み
は
新
た
に
相
知
る
よ
り
楽
し
き
は
莫な
し
」
か
ら
出
る
語
。
晋
の
陶
潜
「
食
を
乞
ふ
」
詩
に
「
情
に
新
知
の
歓
し
み
を
欣よろこび
、
言
詠
し
て
遂
に
詩
を
賦
す
」
と
。
○
後
晤　
こ
れ
か
ら
先
、
語
り
合
う
機
会
。
○
遅
暮　
人
生
の
暮
れ
つ
方
。
晩
年
。
古
く
は
『
楚
辞
』
離
騒
に
見
え
る
語
。
○
金
屈
巵　
晩
唐
・
于
武
陵
の
五
絶
「
勧
酒
」（『
唐
詩
選
』
巻
六
）
に
「
君
に
勧
む
金
屈
巵
、
満
酌
辞
す
る
を
須もち
ひ
ず
」
と
。
と
あ
り
、
第
二
句
は
丸
顔
で
一
見
す
る
と
田
舎
の
好
々
爺
じ
み
た
茶
山
の
風
貌
に
接
し
て
か
く
評
す
る
。
七
律
（『
詩
鈔
』
巻
五
）
に
は
、
次
の
よ
う
に
云
う
。
　
　
久
想
美
人
天
一
方　
　
久
し
く
美
人
を
想
ふ
天
の
一
方
　
　
西
來
紫
氣
接
清
揚　
　
西
来
の
紫
気　
清
揚
に
接
す
　
　
儒
林
德
望
推
經
世　
　
儒
林
の
徳
望　
経
世
を
推
し
　
　
苑
風
流
占
擅
塲　
　
藝
苑
の
風
流　
擅
場
を
占
む
　
　
便
覺
心
中
消
鄙
吝　
　
便すなはち
覚
ゆ
心
中　
鄙
吝
消
え
　
　
徒
慙
舌
本
苦
乾
彊　
　
徒た
だ
慙は
づ
舌
本　
乾
彊
に
苦
し
む
を
　
　
相
留
此
座
眞
堪
惜　
　
相
留
り
て
此
の
座　
真
に
惜
し
む
に
堪
ゆ
　
　
珍
重
好
餘
三
日
香　
　
珍
重
す
好
く
餘
す
三
日
の
香
○
美
人　
う
る
わ
し
き
人
。
君
子
の
喩
え
。
こ
こ
で
は
、
茶
山
を
指
す
。
後
漢
・
張
衡
の
「
四
愁
詩
四
首
」（『
文
選
』
巻
二
九
）
の
序
に
「
屈
原
は
美
人
を
以
て
君
子
と
為
す
」
と
。
○
天
一
方　
前
漢
・
蘇
武
の
作
と
さ
れ
る
「
詩
四
首
」
其
四
（『
文
選
』
巻
二
十
九
）
に
「
良
友
遠
く
離
別
し
、
各
々
天
の
一
方
に
在
り
」
と
。
○
紫
気　
老
子
が
函
谷
関
に
や
っ
て
来
た
と
き
紫
色
の
気
が
見
え
た
と
い
う
（『
列
異
伝
』）。
杜
甫
の
七
律
「
秋
興
八
首
」
其
五
に
「
東
来
の
紫
気
函
関
に
満
つ
」
と
。
ち
な
み
に
、『
書
言
故
事
』
巻
三
、
訪
臨
類
に
「
瞻
紫
気
」
を
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挙
げ
、「
朋
友
の
至
る
を
候
ふ
を
紫
気
の
来
る
を
瞻み
る
と
云
ふ
」
と
し
て
、
老
子
の
故
事
を
引
く
。
○
清
揚　
す
ず
や
か
な
目
も
と
。『
詩
経
』
鄭
風
「
野
有
蔓
草
」
に
「
美
な
る
一
人
有
り
、
清
揚
婉
た
り.
。
邂
逅
し
て
相
遇
は
ば
、
我
が
願
ひ
に
適かな
は
ん
」
と
。
毛
伝
に
「
眉
目
の
間
の
婉
然
と
し
て
美
し
き
な
り
」
と
。
○
儒
林
徳
望　
前
に
挙
げ
た
「
南
川
士
長
を
哭
す
」
詩
に
も
「
儒
林
の
徳
望
国
家
の
光
」
と
。
○
藝
苑　
藝
文
の
世
界
。
詩
壇
。
韓
愈
「
復
志
の
賦
」（『
韓
昌
黎
集
』
巻
一
）
に
「
朝
に
書
林
に
騁
騖
し
兮
、
夕
に
藝
苑
に
翔
す
」
と
。
○
鄙
吝　
い
や
し
い
心
ば
え
。『
世
説
新
語
』
徳
行
篇
に
「
周
子
居
（
周
乗
）
常
に
云
ふ
、
吾
れ
時
月
（
数
か
月
）
黄
叔
度
（
黄
憲
）
を
見
ざ
れ
ば
、
則
ち
鄙
吝
の
心
、已
に
復
た
生
ず
」
と
。
○
舌
下　
舌
の
根
。『
世
説
新
語
』
文
学
篇
に
「
殷
仲
堪
云
ふ
、
三
日
道
徳
経
を
読
ま
ざ
れ
ば
、
便
ち
舌
下
間
強
す
」
と
。
○
乾
彊　
こ
わ
ば
る
。
○
三
日
香　
後
漢
・
荀
じ
ゅ
ん
彧いく
は
そ
の
衣
服
の
香
が
三
日
た
っ
て
も
消
え
な
か
っ
た
と
い
う
。『
襄
陽
記
』（『
太
平
御
覽
』
卷
七
○
三
に
引
く
）
に
「
荀
令
君
、
人
家
に
至
り
、
坐
す
る
処
三
日
香
る
」
と
。
　
も
っ
と
も
、
東
陽
が
茶
山
と
い
つ
ど
こ
で
顔
を
合
わ
せ
た
の
か
は
、
は
っ
き
り
し
な
い
。
津
坂
治
男
氏
が
そ
の
両
著
に
お
い
て
東
陽
と
茶
山
と
出
会
い
を
文
化
十
一
年
の
九
月
二
十
六
日
と
推
定
さ
れ
る
の
は
、
お
そ
ら
く
後
に
挙
げ
る
富
士
川
英
郎
『
菅
茶
山
』
に
、
こ
の
日
の
午
後
に
茶
山
が
大
窪
詩
仏
の
詩
聖
堂
を
訪
ね
た
記
述
が
見
え
る
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
こ
に
東
陽
の
名
は
出
て
来
な
い
。
東
陽
が
津
に
も
ど
っ
て
か
ら
の
作
、
五
絶
「
菅
太
冲
に
寄
す
」
詩
（『
詩
鈔
』
巻
六
）
に
、
江
山
千
里
別
、
風
月
輒
思
君　
　
江
山
千
里
の
別
れ
、
風
月
輒すなはち
君
を
思
ふ
邂
逅
今
春
恨
、
為
歡
不
十
分　
　
邂
逅
す
今
春
の
恨
、
歓
を
為
す
こ
と
十
分
な
ら
ず
○
江
山　
『
南
斉
書
』
劉
善
明
伝
に
「
南
甸
相
去
る
こ
と
千
里
、
間へだ
つ
る
に
江
山
を
以
て
す
。
人
生
寄
す
る
が
如
し
、
来
会
何いづ
れ
の
時
ぞ
」
と
。
○
風
月　
清
風
明
月
。
明
・
王
人
鑑
の
五
律
「
草
衣
道
人
の
書
を
得
」
詩
に
「
朗
月
輒
ち
君
を
思
ふ
」
と
。
と
詠
じ
ら
れ
て
い
る
の
を
見
れ
ば
、
茶
山
と
の
出
会
い
は
文
化
十
二
年
春
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
し
か
も
残
念
な
が
ら
心
ゆ
く
ま
で
じ
っ
く
り
歓
談
す
る
暇いとまが
な
か
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
　
と
こ
ろ
で
、
茶
山
の
こ
の
た
び
の
江
戸
出
府
中
の
詩
作
は
、
そ
の
『
黄
葉
夕
陽
村
舎
詩
後
篇
』（
文
政
六
年
﹇
一
八
二
三
﹈
刊
）
の
巻
五
・
六
に
収
め
ら
れ
、
ま
た
「
東
征
歴
」（「
東
遊
暦
」）
と
題
す
る
日
記
が
あ
り
、
そ
れ
に
は
当
地
で
の
文
人
墨
客
や
儒
者
と
の
活
発
な
交
流
が
窺
わ
れ
る
も
の
の
、
東
陽
と
の
応
酬
の
作
は
見
あ
た
ら
な
い
（
但
し
「
東
征
歴
」
は
未
見
。
富
士
川
英
郎
『
菅
茶
山
』
に
引
く
の
に
拠
る
）。
だ
が
、『
後
編
』
巻
五
に
は
、
文
政
十
一
年
八
月
の
作
「
二
十
日
の
夕
べ
、
平
井
可
大
招
飲
す
」
と
題
す
る
七
古
が
あ
る
。
　
　
曾
聞
柴
子
說
君
賢　
　
曾かつ
て
柴
子　
君
が
賢
を
説
く
を
聞
く
　
　
想
慕
徒
過
十
餘
年　
　
想
慕
徒いたづ
らに
過
ぐ
十
餘
年
　
　
再
遊
逢
人
先
相
問　
　
再
遊　
人
に
逢
へ
ば
先
づ
相
問
ふ
　
　
忽
辱
敲
門
驚
午
眠　
　
忽
ち
門
を
敲たた
き
午
眠
を
驚
か
す
を
辱
か
た
じ
け
なう
す
　
　
鬱
其
音
吐
温
其
貌　
　
鬱
た
る
其
の
音
吐　
温
た
る
其
の
貌
　
　
更
見
前
度
所
未
聞　
　
更
に
前
度
未
だ
聞
か
ざ
る
所
を
見
る
　
　
過
從
幸
在
里
近　
　
過
従
幸
ひ
に
里り
か
ん
の
近
き
に
在
り
　
　
尤
喜
中
秋
同
泛
船　
　
尤
も
喜
ぶ
中
秋
同
じ
く
船
を
泛うか
べ
し
を
　
　
此
日
折
簡
招
朋
舊　
　
此
の
日　
折
簡　
朋
旧
を
招
く
　
　
符
郎
行
酒
君
羞
鮮　
　
符
郎　
酒
を
行
ひ　
君　
鮮
を
羞すす
む
　
　
尊
前
道
故
眞
樂
事　
　
尊
前　
故
を
道かた
る　
真
の
楽
事
　
　
獨
傷
柴
子
就
新
阡　
　
独
り
傷
む
柴
子
新
阡
に
就
く
を
　
　
庭
池
夜
明
月
未
上　
　
庭
池
夜
明
に
し
て
月
未
だ
上
ら
ず
　
　
嗷
嗷
往
雁
迷
遙
天　
　
嗷がう
嗷がう　
往
雁　
遥
天
に
迷
ふ
　
　
歡
時
豫
惹
別
時
恨　
　
歓
時
豫あらか
じめ
別
時
の
恨
を
惹ひ
く
　
　
呉
雲
秦
樹
路
三
千　
　
呉
雲
秦
樹　
路
三
千
　
　
君
在
羇
絆
我
衰
老　
　
君
は
羇
絆
に
在
り
我
は
衰
老
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奈
何
後
期
屬
茫
然　
　
奈いか
ん何
せ
ん
後
期
茫
然
に
属
す
る
を
○
柴
子　
柴
野
栗
山
を
指
す
。
○
鬱　
盛
ん
な
さ
ま
。
〇
温　
和
や
か
。
○
前
度　
前
回
。
○
過
従　
往
き
来
す
る
。
○
里
　
こ
こ
で
は
、町
内
。〈
〉は
、
（
町
内
の
）
木
戸
。
○
折
簡　
短
い
手
紙
。『
古
今
類
書
纂
要
』
巻
十
一
、
人
事
部
に
、
こ
の
語
を
挙
げ
、「
朋
友
を
邀むか
ふ
る
の
書
な
り
」
と
。
○
朋
旧　
仲
間
や
旧
友
。
○
符
郎　
可
大
の
子
息
を
い
う
。
お
そ
ら
く
は
長
子
の
簡
。〈
符
〉
は
、中
唐
の
文
豪
、韓
愈
の
子
の
名
で
、五
古
「
符
、城
南
に
読
書
す
」
詩
（『
韓
昌
黎
集
』
巻
六
、『
古
文
真
宝
』
前
集
）
が
あ
る
。
○
行
酒　
酒
を
注
い
で
ま
わ
る
。
○
羞
鮮　
酒
肴
を
勧
め
る
。
○
尊
前　
酒
宴
の
席
上
。
○
道
故　
友
人
同
士
が
昔
話
を
す
る
。『
史
記
』滑
稽
列
伝
、淳
于
伝
に「
若も
し
朋
友
交
遊
し
、
久
し
く
相
見
ず
、
卒
然
と
し
て
相
覩み
、
歓
然
と
し
て
故
を
道い
ひ
、
私
情
相
語
る
、
飲
む
こ
と
五
六
斗
可ばか
り
に
し
て
径ただちに
酔
は
ん
矣
」
と
。
○
就
新
阡　
亡
く
な
っ
て
間
も
な
い
こ
と
を
い
う
。〈
阡
〉
は
、
墓
道
の
意
。
栗
山
は
文
化
四
年
（
一
八
〇
七
）十
二
月
に
、七
十
二
歳
で
卒
し
た
。
○
嗷
嗷　
雁
の
鳴
き
声
。『
詩
経
』
小
雅
「
鴻
鴈
」
に
「
鴻
鴈
于ゆ
き
飛
ぶ
、
哀
鳴
嗷
嗷
」
と
。
○
呉
雲
秦
樹　
友
人
と
遠
く
離
れ
て
い
る
こ
と
。
ま
た
は
る
か
遠
く
に
い
る
友
。
杜
甫
が
渭
水
の
北
、
長
安
に
い
て
江
東
の
李
白
を
思
い
出
し
て
詠
ん
だ
五
律
「
春
日
李
白
を
憶
ふ
」
詩
に
「
渭
北
春
天
の
樹
、
江
東
日
暮
の
雲
」
と
。
○
路
三
千　
晩
唐
・
顧
非
熊
の
五
排
「
情
を
陳
べ
鄭
主
司
に
上
た
て
ま
つる
」
詩
に
「
秦
城
春
十
二
、
吳
苑
路
三
千
」
と
。
○
羇
絆　
束
縛
さ
れ
る
こ
と
。
宮
仕
え
の
身
を
い
う
。〈
羇
〉
は
、
羈
と
同
じ
。
○
後
期　
こ
れ
か
ら
先
、
会
う
機
会
。
晩
唐
・
方
干
の
五
律
「
沛
県
司
馬
丞
の
任
に
之ゆ
く
を
送
る
」
詩
に
「
羇
遊
故
交
少
な
く
、遠
別
後
期
難
し
」
と
。
　
十
年
前
、
江
戸
に
出
て
き
た
お
り
、
今
は
亡
き
柴
野
栗
山
か
ら
澹
所
が
賢
明
な
人
物
で
あ
る
と
聞
い
て
、
こ
の
た
び
是
非
と
も
会
い
た
い
と
念
じ
て
い
た
と
い
う
。
十
五
日
の
仲
秋
に
は
こ
の
平
井
澹
所
そ
れ
に
彼
の
親
友
黒
沢
雪
堂
と
三
人
で
佃
口
に
舟
を
浮
べ
て
名
月
を
愛
で
て
い
た（『
後
編
』巻
五
、七
律「
十
五
夜
、
黒
澤
・
平
井
二
子
と
舟
を
佃
口
に
泛うか
ぶ
。
…
…
」
詩
）。
そ
し
て
二
十
日
に
は
可
大
の
自
宅
に
招
待
さ
れ
た
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
茶
山
の
和
文
随
筆
『
筆
の
す
さ
び
』（
安
政
四
年
﹇
一
八
五
七
﹈
刊
）
に
は
、「
火
煙
に
取
り
ま
か
れ
た
る
時
は
、
土
に
顔
を
あ
て
ゝ
を
る
べ
き
よ
し
、
平
井
直
蔵
が
話
な
り
」
と
記
し
た
箇
所
が
あ
り
、
澹
所
と
の
四
方
山
話
の
一
端
が
窺
え
る
。
　
と
こ
ろ
が
、
澹
所
の
幼
馴
染
で
あ
る
東
陽
は
と
言
え
ば
、
先
に
見
た
よ
う
に
澹
所
が
東
陽
の
も
と
を
訪
ね
て
来
た
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
そ
の
自
宅
に
招
い
た
り
自
分
の
知
友
を
引
き
合
わ
せ
た
り
し
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
作
は
東
陽
の
側
に
は
見
あ
た
ら
な
い
の
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
遠
来
の
幼
友
達
を
家
に
招
待
す
る
く
ら
い
の
こ
と
は
、
当
然
あ
っ
て
し
か
る
べ
き
だ
ろ
う
と
思
う
の
だ
が
、
そ
う
し
た
形
跡
は
な
い
。
　
さ
ら
に
茶
山
は
、
寛
政
の
三
博
士
の
う
ち
柴
野
栗
山
・
尾
藤
二
洲
（
文
化
十
年
﹇
一
八
一
三
﹈
没
）
亡
き
あ
と
今
や
学
界
の
大
立
者
と
な
っ
て
い
た
幕
府
儒
官
の
古
賀
精
里
と
会
い
詩
の
応
酬
を
し
て
い
る
の
だ
が
、
精
里
と
は
か
つ
て
在
京
時
代
に
知
り
合
っ
て
い
て
七
律
「
夏
夕
小
倉
泖
に
て
古
淳
風
に
和
す
」（『
詩
鈔
』
巻
四
）
や
七
絶
「
古
賀
淳
風
の
佐
賀
に
帰
る
を
送
る
」（『
詩
鈔
』
巻
七
）
の
作
が
あ
る
東
陽
が
精
里
と
再
会
を
果
た
し
た
様
子
は
見
ら
れ
な
い
。
　
東
陽
が
は
な
か
ら
澹
所
の
家
族
や
交
友
関
係
に
興
味
が
な
く
、
ま
た
面
識
の
あ
る
精
里
に
会
い
た
い
と
も
思
わ
な
け
れ
ば
話
は
別
だ
が
、
も
し
そ
う
し
た
こ
と
に
些
か
な
り
と
も
関
心
を
示
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
が
叶
え
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
お
そ
ら
く
そ
れ
は
、
東
陽
の
都
合
と
い
う
よ
り
、
澹
所
や
精
里
側
の
事
情
に
よ
っ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
学
派
学
統
の
問
題
が
絡
ん
で
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
精
里
や
澹
所
は
純
然
た
る
朱
子
学
の
人
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
東
陽
は
古
学
を
学
び
折
衷
的
立
場
を
と
る
。
こ
う
し
た
背
景
も
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
こ
と
が
大
窪
詩
仏
に
対
し
て
洩
ら
し
た
「
窮
し
来
り
て
偏ひとへに
見
る
人
情
の
薄
き
を
、老
い
去
き
て
深
く
知
る
世
味
の
酸
な
る
を
」と
い
う
述
懐
に
な
っ
て
表
現
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
※ 
菅
茶
山
に
つ
い
て
は
、前
稿
に
挙
げ
た
ほ
か
に
今
関
天
彭「
菅
茶
山（
上
）（
下
）」
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（「
雅
友
」
第
三
十
・
三
十
一
号
、
昭
和
三
十
一
年
九
・
十
二
月
。『
江
戸
詩
人
評
伝
集
1
』
に
収
録
）
が
あ
り
、
江
戸
で
の
事
跡
は
、
富
士
川
英
郎
『
菅
茶
山
』
下
（
福
武
書
店
、
平
成
二
年
）
の
132
〜
152
頁
に
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た『
筆
の
す
さ
び
』は
、日
野
龍
夫
氏
に
よ
る
校
注
が
新
日
本
古
典
文
学
大
系『
仁
斎
日
札　
た
わ
れ
草　
不
尽
言　
無
可
有
郷
』（
岩
波
書
店
、
平
成
十
二
年
）
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
　
な
お
柴
野
栗
山
・
古
賀
精
里
に
つ
い
て
は
、
前
稿
に
挙
げ
た
ほ
か
に
今
関
天
彭
「
柴
野
栗
山
（
上
）（
下
）」（「
雅
友
」
第
五
十
・
五
十
一
号
、
昭
和
三
十
五
年
十
二
月
・
三
十
六
年
二
月
。『
江
戸
詩
人
評
伝
集
1
』
に
収
録
）
が
あ
る
。
ま
た
尾
藤
二
洲
に
つ
い
て
も
、今
関
天
彭
「
尾
藤
二
洲
（
上
）
（
下
）」（「
雅
友
」
第
五
十
二
・
五
十
三
号
、
昭
和
三
十
六
年
四
・
八
月
。『
江
戸
詩
人
評
伝
集
1
』
に
収
録
）
が
あ
る
。
但
し
、
こ
の
人
と
東
陽
と
の
直
接
的
な
関
わ
り
は
確
認
で
き
な
い
。
頼
杏
坪
（
宝
暦
六
年
﹇
一
七
五
六
﹈
〜
天
保
五
年
﹇
一
八
三
四
﹈）
　
名
は
惟
柔
、字
は
千
祺
。
杏
坪
は
、そ
の
号
。
安
藝
竹
原
の
人
。
春
水
の
弟
。
東
陽
よ
り
一
歳
上
。
　
『
詩
鈔
』
巻
九
に
七
絶
「
頼
千
祺
の
安
藝
に
帰
る
を
送
る
二
首
」
が
あ
る
。
詩
の
配
列
お
よ
び
内
容
か
ら
す
れ
ば
、
文
化
十
一
年
秋
、
東
陽
が
江
戸
に
在
っ
て
杏
坪
の
帰
国
を
送
っ
た
作
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
後
に
挙
げ
る
重
田
定
一
『
頼
杏
坪
先
生
伝
』
や
木
崎
好
尚
『
百
年
記
念　
頼
杏
坪
先
生
年
譜
』
に
は
、
杏
坪
が
文
化
十
一
年
に
江
戸
に
赴
い
た
と
い
う
記
述
は
な
い
。ま
た
こ
の
時
期
、
杏
坪
と
も
親
し
か
っ
た
菅
茶
山
が
在
府
し
て
い
る
が
、
こ
の
両
人
が
江
戸
で
会
っ
た
と
い
う
形
跡
は
見
あ
た
ら
ず
、
そ
の
意
味
で
は
些
か
疑
問
が
の
こ
る
。
　
　
秋
風
帰
興
旅
装
輕　
　
秋
風
帰
興　
旅
装
軽
し
　
　
長
路
關
山
片
月
明　
　
長
路
関
山　
片
月
明
ら
か
な
り
　
　
五
十
三
亭
行
盡
處　
　
五
十
三
亭　
行
き
尽
く
す
処
　
　
故
園
猶
是
半
分
程　
　
故
園　
猶
ほ
是
れ
半
分
の
程
○
秋
風
帰
興　
晋
の
張
翰
（
字
は
季
鷹
）
が
秋
風
立
つ
こ
ろ
故
郷
で
あ
る
呉
中
の
菰
菜
・
蓴
羹
・
鱸
魚
の
膾なますを
思
い
出
し
、
官
職
を
捨
て
て
帰
郷
し
た
故
事
（『
世
說
新
語
』
識
鑒
篇
、『
晋
書
』
文
苑
伝
・
張
翰
伝
）。『
蒙
求
』
巻
下
の
標
題
に
「
張
翰
適
意
」
が
あ
る
。
○
五
十
三
亭　
東
海
道
五
十
三
次
。
　
　
　
其
二
　
　
路
入
山
陽
泛
海
安　
　
路
は
山
陽
に
入
っ
て
海
に
泛うか
ぶ
こ
と
安
ら
か
に
　
　
凉
天
風
色
靜
波
瀾　
　
凉
天
の
風
色　
波
瀾
静
か
な
り
　
　
客
舩
秋
興
鱸
魚
膾　
　
客
船
の
秋
興　
鱸
魚
の
膾
　
　
擊
檝
長
歌
醉
裡
看　
　
撃
檝
の
長
歌　
醉
裡
に
看
る
○
山
陽　
山
陽
道
。
〇
涼
天　
秋
。
中
唐
・
韋
応
物
の
五
絶
「
秋
夜
、
丘
二
十
二
員
外
に
寄
す
」
詩
（『
唐
詩
選
』
巻
六
）
に
「
君
を
懷
ふ
は
秋
夜
に
属
す
、
散
步
し
て
涼
天
に
詠
ず
」
と
。
○
風
色　
風
景
、
景
色
。
○
擊
檝　
〈
檝
〉
は
、
船
の
か
い
。
○
看　
聴
く
。
　
な
お
、
こ
の
詩
に
は
其
二
の
後
に
「
江
戸
よ
り
広
島
に
抵いた
る
二
百
餘
里
、
路
は
京
畿
を
経
、
適まさ
に
半
程
に
当
た
る
。
大
阪
自よ
り
海
に
浮
か
び
、
播
及
び
三
備
を
歴
す
。
即
ち
山
陽
道
な
り
」
と
い
う
自
注
が
附
さ
れ
て
い
る
。
※ 
頼
杏
坪
の
伝
記
に
つ
い
て
は
、
重
田
定
一
『
頼
杏
坪
先
生
伝
』（
積
善
館
、
明
治
四
十
一
年
）
が
あ
り
、年
譜
に
木
崎
好
尚
『
百
年
記
念　
頼
杏
坪
先
生
年
譜
』
（
山
陽
会
、昭
和
九
年
。
後
に「
江
戸
風
雅
」第
八
号
、平
成
二
十
五
年
に
再
録
）
が
あ
る
。
ま
た
そ
の
詩
業
を
論
じ
た
も
の
に
今
関
天
彭
「
頼
杏
坪
（
上
）（
下
）」
（「
雅
友
」
第
三
十
六
・
三
十
七
号
。
昭
和
三
十
七
年
三
・
六
月
。『
江
戸
詩
人
評
伝
集
1
』
に
収
録
）
が
あ
る
。
川
合
春
川
（
寛
延
二
年
﹇
一
七
四
九
﹈
〜
文
政
七
年
﹇
一
八
二
四
﹈）
　
名
は
衡
ま
た
は
考
衡
、
字
は
襄
平
ま
た
は
丈
平
。
春
川
は
そ
の
号
。
美
濃
高
須
の
人
。
京
で
龍
草
廬
に
学
び
、
安
永
九
年
、
三
十
に
し
て
紀
州
徳
川
家
に
仕
え
た
。
東
陽
よ
り
八
歳
上
。
江
戸
出
府
中
の
茶
山
と
頻
繁
に
交
流
が
あ
っ
た
こ
と
、
富
士
川
氏
の
『
菅
茶
山
』
に
見
え
る
。
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文
化
十
二
年
の
作
に
五
律
「
川
襄
平
の
国
に
還
る
を
送
る
」（『
詩
鈔
』
巻
三
）
が
あ
る
。
博
物
古
君
子
、
詩
觀
大
國
風　
　
博
物　
古
の
君
子
、
詩
は
観
る
大
国
の
風
新
知
歡
未
盡
、
遠
別
恨
無
窮　
　
新
知　
歓
未
だ
尽
く
さ
ざ
る
に
、
遠
別　
恨
み
窮
ま
り
無
し
關
樹
秋
雲
外
、
山
程
暮
雨
中　
　
関
樹　
秋
雲
の
外
、
山
程　
暮
雨
の
中
共
憐
衰
老
客
、
安
得
重
相
同　
　
共
に
憐
れ
む
衰
老
の
客
、
安いづ
く
ん
ぞ
重
ね
て
相
同
じ
う
す
る
を
得
ん
○
博
物　
博
学
多
識
。
春
秋
晋
の
平
公
が
鄭
の
子
産
（
公
孫
僑
）
の
言
を
聞
い
て
「
博
物
の
君
子
な
り
」
と
評
し
た
（『
左
氏
伝
』
昭
公
元
年
）。
○
大
国　
こ
こ
は
五
十
五
万
五
千
石
の
紀
州
藩
を
指
す
。
○
恨
無
窮　
中
唐
・
劉
長
卿
の
七
律
「
李
録
事
兄
の
襄
鄧
に
帰
る
を
送
る
」
詩
に
「
天
涯
此
の
れ
恨
み
窮
ま
り
無
し
」と
。
○
関
樹　
関
所
の
樹
木
。
○
山
程　
山
あ
い
の
街
道
。
○
安
得　
（
実
現
困
難
な
こ
と
に
対
す
る
）
強
い
願
望
を
表
す
。
な
ん
と
か
…
…
し
た
い
。
自
注
に
「
紀
藩
の
侍
講
。
余
に
長
ず
る
こ
と
数
歳
」
と
。
ち
な
み
に
、
文
化
十
年
（
一
八
一
三
）
に
古
賀
精
里
お
よ
び
春
川
の
序
を
附
し
た
伊
藤
海
嶠
編
『
南
紀
風
雅
集
』
二
巻
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
※ 
川
合
春
川
に
つ
い
て
は
、
菊
池
五
山
の
文
化
三
年
（
一
八
〇
六
）
の
序
を
附
し
た
『
勢
遊
艸
』
の
影
印
が
『
紀
行
日
本
漢
詩
第
二
集
』（
汲
古
書
院
、
平
成
三
年
）に
収
め
ら
れ
て
お
り
、佐
野
正
巳
氏
の
解
題
参
照
。『
南
紀
風
雅
集
』
は
『
詞
華
集
日
本
漢
詩
第
十
巻
』（
汲
古
書
院
、
昭
和
五
十
九
年
）
に
影
印
を
収
め
、同
じ
く
佐
野
氏
の
解
題
に
『
紀
伊
国
人
物
誌
』
の
小
伝
を
挙
げ
る
。
梯
箕
嶺
（
明
和
五
年
﹇
一
七
六
六
﹈
〜
文
政
二
年
﹇
一
八
一
九
﹈）
　
名
は
隆
恭
、
字
は
季
札
。
箕
嶺
は
、
そ
の
号
。
久
留
米
の
人
。
初
め
江
戸
に
遊
学
し
た
後
、
筑
前
福
岡
の
亀
井
南
冥
（
名
は
魯
、
字
は
道
載
。
寛
保
三
年
﹇
一
七
四
三
﹈〜
文
化
十
一
年﹇
一
八
一
四
﹈）に
師
事
。
京
に
出
て
三
四
過
ご
し
、
天
明
八
年（
一
七
八
八
）藩
枝
修
道
館
の
儒
員
と
な
っ
た
。
東
陽
よ
り
九
歳
下
。
こ
の
人
も
江
戸
出
府
中
の
茶
山
と
交
流
が
あ
っ
た
。
　
文
化
十
二
年
の
作
に
五
律
「
梯
文
学
の
豊
に
帰
る
を
送
る
二
首
」（『
詩
鈔
』
巻
三
）
が
あ
る
。
萍
水
他
鄕
客
、
歸
期
恨
悵
然　
　
萍
水　
他
郷
の
客
、
帰
期　
恨
み
悵
然
た
り
睽
離
忽
明
日
、
會
晤
更
何
年　
　
睽けい
離り　
忽
ち
明
日
、
会
晤　
更
に
何いず
れ
の
年
ぞ
孤
月
黄
山
道
、
長
雲
紫
海
天　
　
孤
月
は
山
道
を
黄
に
し
て
、
長
雲
は
海
天
を
紫
に
す
詩
篇
時
遣
興
、
風
便
好
相
傳　
　
詩
篇　
時
に
興
を
遣
り
、
風
便
あ
ら
ば
好
し
相
伝
へ
よ
○
萍
水　
旅
先
で
偶
然
出
会
う
。
初
唐
・
王
勃
「
滕
王
閣
の
序
」（『
古
文
真
宝
』
後
集
）
に
「
萍
水
相
逢
ふ
、
尽
こ
と
ご
とく
是
れ
他
鄕
の
客
」
と
。
○
他
郷
客　
他
郷
に
あ
る
身
。
杜
甫
の
五
排
「
白
帝
城
に
上
る
二
首
」
其
一
に
「
酔
い
を
取
る
他
郷
の
客
、
相
逢
ふ
故
国
の
人
」
と
。
○
悵
然　
傷
み
悲
し
む
さ
ま
。
〇
睽
離　
背
き
離
れ
る
。
別
離
。
韓
愈
・
孟
郊
「
納
涼
聯
句
」
に
「
子
と
昔
む
か
し
睽
離
す
」
と
。
○
会
晤　
顔
を
合
わ
せ
て
語
ら
う
。
○
長
雲　
長
く
か
か
る
雲
。
盛
唐
の
王
昌
齡
「
從
軍
行
」
其
四
に
「
青
海
長
雲　
雪
山
を
暗
く
し
、
孤
城
遙
か
に
望
む
玉
門
関
」
と
。
○
遣
興　
憂
さ
晴
ら
し
を
す
る
。
杜
甫
の
五
律
「
惜
し
む
可
し
」
詩
に
「
心
を
寛
く
す
る
は
応まさ
に
是
れ
酒
な
る
べ
し
、
興
を
遣
る
は
詩
に
過
ぐ
る
莫な
し
」
と
。
○
風
便　
順
風
。
晩
唐
・
羅
隠
の
七
律
「
秋
日
、
姑
蘇
の
曹
使
君
に
寄
す
る
有
り
」
詩
に
「
水
寒
く
し
て
双
魚
の
信
を
見
ず
、
風
便
惟た
だ
聞
く
五
袴
の
謳うた
」
と
。
こ
こ
で
は
便
り
の
意
に
用
い
る
。
　
　
　
其
二
青
衿
疇
昔
友
、
短
髪
共
皤
皤　
　
青
衿　
疇ちう
昔せき
の
友
、
短
髪　
共
に
皤は
皤は
た
り
相
遇
論
心
少
、
一
生
分
手
多　
　
相
遇
ふ
も
心
を
論
ず
る
こ
と
少
く
、
一
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生
手
を
分
つ
こ
と
多
し
雲
峰
陵
鳥
道
、
風
浪
傍
龍
渦　
　
雲
峰　
鳥
道
を
陵しの
ぎ
、
風
浪　
龍
渦
に
傍そ
ふ
望
斷
天
涯
別
、
音
塵
更
若
何　
　
望
断
す
天
涯
の
別
れ
、
音
塵
更
に
若いか
ん何
せ
ん
○
青
衿　
書
生
。『
詩
経
』
鄭
風
「
子
衿
」
の
「
青
青
た
る
子
の
衿
」
か
ら
出
た
語
。
○
疇
昔　
そ
の
昔
。
○
短
髪　
薄
く
な
っ
た
髪
。
○
皤
皤　
髪
の
白
い
さ
ま
。○
論
心　
胸
の
う
ち
を
語
り
合
う
。李
白
の
七
古「
王
十
二
の
寒
夜
独
酌
、
懐
有
り
に
答
ふ
」
詩
に
「
君
と
心
を
論
じ
君
が
手
を
握
る
」
と
。
○
分
手　
別
離
す
る
。
六
朝
梁
・
沈
約
「
范
安
成
に
別
る
」
詩
（『
文
選
』
巻
二
十
）
に
「
生
平
少
年
の
日
、手
を
分
か
つ
も
前
期
を
易
し
と
す
」
と
。
○
鳥
道
・
龍
渦　
盛
唐
・
岑
参
の
五
古
「
犍
為
に
赴
き
て
龍
閣
道
を
経ふ
」
詩
（『
岑
嘉
州
詩
集
』
巻
三
）
に
「
汗
流
れ
て
鳥
道
を
出
、
膽
碎
け
て
龍
渦
を
窺
ふ
」
と
。〈
鳥
道
〉
は
、
鳥
の
通
い
路
。〈
龍
渦
〉
は
、
深
い
水
淵
。
○
望
断　
視
界
か
ら
消
え
る
ま
で
な
が
め
る
。
○
音
塵　
音
信
。
六
朝
宋
・
謝
荘
「
月
の
賦
」（『
文
選
』
巻
十
三
）
に
「
美
人
邁
と
し
て
音
塵
闕か
き
、
千
里
を
隔
て
て
明
月
を
共
に
す
」
と
。
　
其
二
に
「
青
衿
疇
昔
の
友
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
箕
嶺
と
は
東
陽
が
京
に
い
た
安
永
・
天
明
期
に
知
り
合
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
詳
し
い
こ
と
は
不
明
。
＊
梯
箕
嶺
に
つ
い
て
は
、『
久
留
米
市
誌
』
下
巻
（
久
留
米
市
役
所
、昭
和
七
年
）
参
照
。
お
わ
り
に
　
以
上
、
本
稿
で
は
東
陽
の
江
戸
滞
在
期
に
お
け
る
展
墓
の
作
な
ら
び
に
詩
人
や
文
人
墨
客
と
の
交
友
を
示
す
詩
を
取
り
上
げ
て
き
た
。
　
竹
馬
の
友
で
桑
名
藩
儒
の
平
井
澹
所
と
の
三
十
数
年
ぶ
り
の
再
会
を
果
た
し
た
後
、
国
元
の
妻
が
逝
去
す
る
と
い
う
不
幸
に
見
舞
わ
れ
喪
に
服
し
て
い
た
関
係
も
あ
っ
て
か
、当
地
で
の
交
友
は
歳
が
改
ま
っ
て
か
ら
活
発
に
な
る
の
だ
が
、
そ
の
際
、
東
陽
に
と
っ
て
一
番
の
収
穫
は
十
一
歳
下
の
大
窪
詩
仏
と
の
出
会
い
で
あ
っ
た
ろ
う
。そ
し
て
、そ
の
詩
仏
を
通
し
て
更
に
新
た
な
人
の
輪
が
広
が
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
在
京
時
代
か
ら
そ
の
盛
名
を
聞
き
及
ん
で
い
た
菅
茶
山
と
も
顔
を
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
一
方
で
、
江
戸
の
学
界
で
そ
れ
な
り
の
地
歩
を
築
い
て
い
る
は
ず
の
澹
所
か
ら
そ
の
交
友
関
係
を
紹
介
さ
れ
た
形
跡
が
見
当
た
ら
ぬ
の
は
、
ど
う
し
た
わ
け
で
あ
ろ
う
か
。
今
や
官
学
派
の
最
高
実
力
者
と
な
っ
て
い
る
古
賀
精
里
と
は
安
永
の
昔
に
か
つ
て
と
も
に
巨
椋
池
に
遊
ん
だ
こ
と
が
あ
っ
た
の
に
、面
会
を
果
た
さ
ず
に
終
わ
っ
た
。
そ
こ
に
は「
寛
政
異
学
の
禁
」
の
餘
波
と
も
い
う
べ
き
学
派
学
統
の
問
題
が
微
妙
に
絡
ん
で
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
　
さ
ら
に
は
、
歌
舞
音
曲
に
明
け
暮
れ
歌
舞
伎
に
熱
を
上
げ
る
江
戸
の
華
美
な
風
俗
を
ま
の
あ
た
り
に
し
た
こ
と
も
、
東
陽
に
と
っ
て
は
得
難
い
体
験
に
ち
が
い
な
い
。
そ
の
こ
と
は
、『
孝
経
発
揮
』
広
要
道
章
の
注
や
『
古
詩
大
観
』
に
附
し
た
「
追
書
古
詩
大
観
後
」
に
色
濃
く
反
映
さ
れ
て
い
る
。
　
な
お
、
交
友
関
係
で
い
え
ば
、
本
稿
お
よ
び
前
稿
で
取
り
上
げ
な
か
っ
た
他
の
人
物
、
例
え
ば
橘
南
谿
・
大
原
雲
卿
な
ど
に
つ
い
て
も
、
い
ず
れ
補
遺
と
し
て
書
き
留
め
て
お
き
た
い
。
今
回
は
こ
れ
ま
で
に
増
し
て
調
べ
が
足
ら
ず
、
詩
文
の
読
み
も
心
も
と
な
い
文
字
ど
お
り
の
蕪
稿
で
あ
っ
て
不
備
な
点
が
多
い
が
、
万
が
一
に
で
も
博
雅
の
士
の
目
に
留
ま
り
、
ご
教
示
を
忝
う
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
幸
い
で
あ
る
。
　
＊　
　
　
＊　
　
　
＊
【
資
料
篇
①
】
　
伊
藤
東
涯
「
義
士
行
」（『
紹
述
先
生
文
集
』
巻
二
十
一
）
一
片
義
氣
蓋
壌
間
、
白
虹
貫
天
氣
如
神
。
碧
血
千
年
磨
彌
明
、
誰
識
而
今
目
撃
真
。
憶
昔
匠
作
犯
不
韙
、
杜
郵
期
迫
命
委
塵
。
忿
不
散
身
先
隕
、
宿
草
空
掩
夜
臺
春
。
遺
臣
四
散
宗
兵
盡
、
喬
木
青
社
事
亦
新
。
一
夫
倡
義
衆
左
袒
、
糾
率
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四
十
又
六
人
。
深
謀
秘
筭
誰
能
覺
、
東
漂
西
羈
飽
艱
辛
。
詭
迹
曽
逃
花
柳
巷
、
託
名
暫
竄
屠
酤
津
。
張
郎＊
未
得
狙
撃
便
、
武
陽
欲
進
徒
逡
巡
。
仇
家
一
旦
弛
警
備
、
方
夜
酣
醼
會
衆
賓
。
謀
人
速
報
好
消
息
、
抹
額
袴
槢
束
裝
頻
。
四
更
更
盡
寒
漏
徹
、
梯
屋
斧
驚
四
鄰
。
冥
捜
炬
索
認
暗
號
、
利
戟
快
刀
地
燭
燐
。
主
人
竄
伏
不
知
處
、
人
氣
餘
煖
在
臥
茵
。
行
履
尋
到
薪
炭
廠
、
甘
心
始
得
宿
憤
伸
。
慇
懃
祭
首
舊
主
墓
、
誰
何
無
人
夜
向
晨
。
投
牒
有
司
去
自
首
、
進
止
唯
命
件
件
陳
。
有
司
執
法
且
拘
、
東
武
官
邸
託
四
鎮
。
朝
野
自
是
争
嘩
傳
、
萬
口
齊
唱
是
忠
臣
。
諸
鎮
聞
忠
館
待
厚
、
留
止
荏
苒
十
旬
餘
。
公
義
私
情
難
両
全
、
盤
水
加
劍
殉
身
。
君
不
見
古
来
豢
養
偸
生
者
、
賣
降
投
款
毎
相
因
。
了
得
是
君
未
了
事
、
千
古
公
論
不
可
泯
。
＊
郎
は
、
良
の
誤
字
か
。
（
一
片
の
義
気　
蓋
壌
の
間
、
白
虹
天
を
貫
き　
気　
神
の
如
し
。
碧
血
千
年
磨
し
て
弥いよ
々いよ
明
ら
か
な
り
。
誰
か
識
ら
ん
而じ
今こん　
目
撃
真
な
る
を
。
憶
ふ
昔　
匠
作　
不ふ
韙ゐ
を
犯
し
、
杜
郵
期
迫
り
命　
塵
に
委ゆだ
ぬ
。
忿ふん
ち
く
散
ぜ
ず
身
先
づ
隕を
ち
、
宿
草
空
し
く
掩
ふ
夜
台
の
春
。
遺
臣
四
散
し
宗
兵
尽
き
、
喬
木
青
社　
事
亦ま
た
新
た
な
り
。
一
夫
義
を
倡とな
へ
衆
左
袒
し
、
糾
率
す
四
十
又
六
人
。
深
謀
秘
算
誰
か
能
く
覚
ら
ん
、
東
漂
西
羈　
艱
辛
に
飽
く
。
迹あと
を
詭いつはり
て
曾かつ
て
逃
る
花
柳
の
巷
、
名
を
託
し
て
暫
し
竄
す
屠
酤
の
津
。
張
良
未
だ
得
ず
狙
撃
の
便
、
武
陽
進
ま
ん
と
欲
し
て
徒
い
た
づ
らに
逡
巡
。
仇
家
一
旦
警
備
を
弛ゆる
め
、
夜
に
方あた
っ
て
酣
醼
衆
賓
を
会
す
。
謀
人
速すみや
かに
報
ず
好
消
息
、
抹
額
袴こ
槢しふ
束
裝
頻しき
りな
り
。
四
更
更
尽
き
て
寒
漏
徹
す
、
屋
に
梯はしごし
に
斧
し
て
四
鄰
を
驚
か
し
、
冥
捜
炬
索　
暗
号
を
認
む
。
利
戟
快
刀　
地
燭
燐
、
主
人
竄
伏　
処ところを
知
ら
ず
。
人
気
の
餘
煖　
臥
茵
に
在
り
。
行
履
尋
ね
到
る
薪
炭
廠
、
甘
心
始
め
て
宿
憤
の
伸
ぶ
る
こ
と
を
得
。
慇
懃
首
を
祭
る
旧
主
の
墓
、誰
何
人
無
く
夜　
晨
に
向
ふ
。
牒
を
有
司
に
投
じ
去ゆ
き
て
自
首
す
、
進
止
唯
命　
件
件
陳の
ぶ
。
有
司
執
法
且
つ
拘こう
、
ち
う
東
武
の
官
邸　
四
鎮
に
託
す
。
朝
野
是
れ
自よ
り
争
っ
て
嘩
伝
、
万
口
斉ひと
し
く
唱
ふ
是
れ
忠
臣
。
諸
鎮
忠
を
聞
き
館
待
厚
し
、
留
止
荏じん
苒ぜん
十
旬
餘
。
公
義
私
情
両
つ
な
が
ら
全
く
し
難
し
、
盤
水
剣
を
加
へ
て
と
も
に
身
を
殉
ず
。
君
見
ず
や
古
来
豢くわん
養やう
生
を
偸ぬす
む
者
、
売
降
投
款　
毎つね
に
相
因
る
。
是
の
君
が
未
だ
了
せ
ざ
る
事
を
了
し
得
て
、
千
古
の
公
論
泯ほろ
ぶ
可
か
ら
ず
。）
○
蓋
壌　
天
地
。
○
白
虹
貫
天　
精
誠
が
天
を
感
動
さ
せ
る
。『
史
記
』
魯
仲
連
鄒
陽
列
伝
に「
昔
者
荊
軻
燕
丹
の
義
を
慕
ひ
、白
虹
日
を
貫
き
、太
子
是
れ
を
畏
る
」
と
あ
り
、
裴
『
集
解
』
に
応
劭
の
「
精
誠
天
を
感
ぜ
し
め
、
白
虹
之
が
為
に
貫
日
を
貫
く
な
り
」
と
い
う
の
を
引
く
。
○
碧
血　
『
莊
子
』
外
物
篇
に
「
萇
弘　
蜀
に
死
し
、其
の
血
を
蔵
す
、三
年
に
し
て
化
し
て
碧
と
為
る
」
と
。
中
唐
・
李
賀
「
秋
来
」
詩
に
「
恨
血
千
年
土
中
の
碧
」
と
。
○
而
今　
如
今
。
い
ま
。
○
目
撃　
ま
の
あ
た
り
に
す
る
。『
荘
子
』
田
子
方
篇
に
「
目
撃
し
て
道
存
す
矣
、
声
を
容
る
る
可
か
ら
ず
」
と
。
○
匠
作　
浅
野
内
匠
頭
の
こ
と
。
○
犯
不
韙　
よ
く
な
い
こ
と
を
し
で
か
す
。『
左
氏
伝
』
隠
公
二
年
に
「
五
不
韙
を
犯
し
て
以
て
人
を
伐
つ
」
と
。
○
杜
郵　
戦
国
秦
の
名
将
白
起
が
秦
王
か
ら
死
を
賜
っ
た
地
（『
史
記
』
白
起
王
翦
列
傳
）。
○
忿
　
鬱
積
す
る
こ
と
。『
莊
子
』
達
生
篇
に
「
夫そ
れ
忿
の
気
散
じ
て
反
ら
ざ
れ
ば
、則
ち
足
ら
ず
と
為
す
」
と
。
○
宿
草　
一
年
た
っ
た
草
。
『
礼
記
』
檀
弓
上
に
「
朋
友
の
墓
、
宿
草
有
れ
ば
、
而すなはち
哭
せ
ず
焉
」
と
。
○
夜
台　
墓
あ
な
。
○
宗
兵　
一
族
の
兵
。
○
喬
木　
故
国
を
い
う
。『
孟
子
』
梁
恵
王
下
に
「
所いは
謂ゆる
故
国
と
は
、
喬
木
有
る
の
謂いひ
を
謂い
ふ
に
非
ざ
る
な
り
。
世
臣
有
る
の
謂
な
り
」
と
。
○
青
社　
周
代
、
四
方
の
諸
侯
を
封
じ
た
際
、
そ
の
土
地
の
色
の
土
を
白
茅
に
包
ん
で
与
え
、諸
侯
は
社
を
立
て
た
と
い
う
。
○
一
夫
倡
義　
〈
倡
〉
は
唱
と
同
じ
。
○
左
袒　
左
の
片
肌
を
ぬ
ぐ
。
賛
同
す
る
意（『
史
記
』周
勃
伝
）。
○
張
良　
漢
の
高
祖
に
仕
え
た
軍
師
。
秦
の
始
皇
帝
暗
殺
た
め
ハ
ン
マ
ー
投
げ
の
力
士
に
狙
撃
さ
せ
た
が
失
敗
し
た
（『
史
記
』
留
侯
世
家
）。
○
武
陽　
戦
国
燕
の
秦
武
陽
の
こ
と
。
荊
軻
と
と
も
に
秦
王
暗
殺
に
赴
い
た
が
、
怖
気
づ
い
て
失
態
を
演
じ
た
（『
史
記
』
刺
客
列
伝
）。
李
白
「
結
客
少
場
行
」
に
「
武
陽
死
灰
の
人
、
安いづ
くん
ぞ
与とも
に
功
を
成
す
可
け
ん
や
」
と
。
○
屠
酤　
こ
こ
で
は
魚
屋
と
酒
屋
。
○
酣
醼　
酒
宴
を
開
く
こ
と
。〈
醼
〉は
宴
と
同
じ
。
○
抹
額　
は
ち
ま
き
を
締
め
る
。
○
袴
槢　
馬
に
の
る
た
め
の
は
か
ま
。
○
四
更　
午
前
二
時
頃
。
○
斧
　
屋
敷
の
門
を
斧
で
打
ち
破
る
。
○
臥
茵　
し
と
ね
。
○
甘
心　
満
足
す
る
。
○
慇
懃　
ね
ん
ご
ろ
に
。
○
誰
何　
（
門
番
が
）
不
審
者
の
姓
名
な
ど
を
問
い
た
だ
す
こ
と
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（『
史
記
』
陳
渉
世
家
）。
○
投
牒　
書
き
付
け
を
差
し
出
す
。
○
有
司　
担
当
の
役
人
。
大
目
付
の
こ
と
。
○
進
止
唯
命　
身
の
処
し
方
は
命
ぜ
ら
れ
る
ま
ま
に
従
う
。
白
居
易
の
「
固
継
集
の
重
序
」（『
白
氏
文
集
』
巻
六
十
）
に
「
進
退
唯
だ
命
の
ま
ま
に
す
」
と
。
○
拘
　
と
ら
え
る
。
拘
禁
。
○
東
武　
江
戸
を
い
う
。
○
官
邸　
幕
府
を
指
す
。
○
四
鎮　
四
つ
の
大
名
家
。
下
文
の
諸
鎮
も
同
じ
。
○
嘩
伝　
騒
ぎ
伝
え
る
。
○
館
待　
屋
敷
で
の
待
遇
。
○
荏
苒　
歳
月
が
ゆ
る
ゆ
る
と
過
ぎ
る
さ
ま
。
畳
韻
語
。
○
盤
水
加
剣　
水
を
盛
っ
た
盤
（
た
ら
い
）
に
剣
を
載
せ
る
。
自
決
す
る
こ
と
（『
漢
書
』
賈
誼
伝
、『
孔
子
家
語
』
五
刑
解
）。
○
君
不
見　
楽
府
や
歌
行
体
に
用
い
ら
れ
る
、
相
手
に
呼
び
か
け
同
意
を
求
め
る
表
現
。
○
豢
養　
利
益
で
誘
惑
す
る
。
○
売
降　
利
益
を
得
て
敵
に
降
る
。
○
投
款　
敵
方
に
投
降
す
る
。○
了　
最
後
ま
で
や
り
遂
げ
る
。ま
っ
と
う
す
る
。○
君　
主
君
。
○
千
古
公
論　
永
遠
に
か
わ
ら
ぬ
正
論
。
※ 
ち
な
み
に
、こ
の
詩
は
、大
田
南
畝
が
そ
の
随
筆
『
一
話
一
言
』
巻
三
十
一
（『
大
田
南
畝
全
集
』
第
十
四
巻
）
に
も
書
き
留
め
て
い
る
。
【
資
料
篇
②
】
　
「
論
野
子
賤
復
讎
論
」（『
文
集
』
巻
四
）
赤
穗
義
士
之
舉
、唯
是
爲
舊
主
脩
怨
遺
憤
于
地
下
而
已
。豈
敢
復
讎
云
乎
哉
。
五
井
子
祥
嘗
駁
太
宰
德
夫
之
説
、
辨
之
詳
矣
。
野
子
賤
不
審
義
士
心
曲
、
徒
泥
於
世
俗
之
説
、
以
復
讎
議
粗
已
甚
矣
。
但
其
動
兵
都
下
、
肆
戮
朝
貴
、
此
乃
犯
法
之
辜
、
義
不
可
逃
、
故
不
肯
卽
自
殺
、
束
身
自
歸
于
官
以
聽
罪
焉
。
亦
以
見
故
君
平
生
敬
上
之
志
云
。
嗚
呼
感
慨
殺
身
易
、
從
容
就
義
難
。
斯
其
非
精
乎
義
者
、
而
能
若
是
乎
。
子
賤
乃
曰
、
自
伏
讐
法
之
罪
。
嗟
夫
義
士
之
徒
、
何
曽
讐
法
乎
。
蓋
叨
數
百
千
言
、率
徒
拾
德
夫
餘
唾
耳
。
且
初
稱
述
佐
藤
直
方
持
論
、
而
至
後
乃
曰
、
此
豈
世
之
道
学
先
生
所
能
知
哉
。
夫
直
方
道
學
之
尤
者
、
亦
何
其
之
言
牴
牾
耶
。
余
嘗
閲
永
田
善
齋
膾
餘
雜
錄
曰
、
君
父
以
義
見
殺
、
孰
得
讐
之
。
若
或
爲
人
所
以
死
、
忠
臣
孝
子
所
不
容
已
。
此
而
可
忍
、
則
非
人
矣
。
昔
唐
開
元
中
、
御
史
楊
汪
誣
殺
州
都
督
張
審
素
、
審
素
二
子
琇
殺
汪
以
復
讎
、
時
張
九
齡
爲
相
、
欲
矜
宥
之
、
李
林
甫
不
可
、
必
欲
正
典
刑
。
二
子
竟
論
死
、
民
怜
之
、
爲
作
哀
誄
、
榜
於
衢
路
。
君
子
小
人
自
相
水
火
、
可
以
見
其
是
非
矣
。
此
數
十
年
前
、
似
預
爲
赤
穗
之
獄
道
、
惜
乎
當
時
不
見
取
用
也
。
蓋
夫
赤
穗
君
以
罪
死
國
亡
、
雖
固
所
自
取
、
吉
良
子
之
虐
實
致
之
。
雖
謂
彼
殺
之
可
也
。
臣
子
於
君
父
一
也
。
義
士
之
敵
乃
愾
、若
以
復
讎
議
、亦
以
是
斷
之
。
豈
可
謂
其
所
讎
非
讎
也
。
於
戲
義
士
之
舉
大
節
、炳
焉
如
掲
日
月
、忠
烈
之
氣
、
凛
乎
百
世
不
可
得
而
焉
。
復
何
容
於
論
説
哉
。
子
賤
之
昧
乎
義
也
、
眞
所
謂
腐
儒
瞽
説
、
固
不
足
挂
齒
牙
耳
。
然
借
經
義
以
爲
説
而
紫
朱
相
奪
、
吾
恐
其
或
惑
人
、
不
可
以
不
辨
也
。
（
赤
穂
義
士
の
挙
、
唯
だ
是
れ
旧
主
の
為ため
に
地
下
に
怨
を
脩をさ
め
遺
憤
を
慰
む
る
而の
已み
。豈あ
に
敢
へ
て
讎
を
復
す
る
と
云
は
ん
や
。五
井
子
祥
嘗かつ
て
大
宰
徳
夫
の
説
を
駁
し
、
之
を
辨
ず
る
こ
と
詳
つ
ま
び
らか
な
り
矣
。
野
子
賤
は
義
士
の
心
曲
を
審
つ
ま
び
らか
に
せ
ず
、
徒
い
た
づ
らに
世
俗
の
説
に
泥なづ
み
、
復
讎
を
以
て
議
す
、
粗
な
る
こ
と
已すで
に
甚
だ
し
矣
。
但
だ
其そ
の
兵
を
都
下
に
動
か
し
、
肆
ほ
し
い
ま
まに
朝
貴
を
戮ころ
す
。
此
れ
乃すなはち
法
を
犯
す
の
辜つみ
、
義
と
し
て
逃のが
る
可
か
ら
ず
。
故
に
肯
へ
て
即すなはち
自
殺
せ
ず
、
身
を
束
ね
て
自
ら
官
に
帰
し
以
て
罪
を
聴
く
焉
。
亦ま
た
以
て
故
君
が
平
生
上しょ
うを
敬
す
る
の
志
を
見あら
は
す
と
云
ふ
。
嗚あ
呼あ
感
慨
し
て
身
を
殺
す
は
易やす
く
、
従
容
と
し
て
義
に
就
く
は
難
し
。
斯こ
れ
其
れ
義
に
精
な
る
者
に
非
ら
ず
し
て
、
能
く
是かく
の
若ごと
く
な
ら
ん
乎や
。
子
賤
乃すな
はち
曰
く
、
自
ら
讐
法
の
罪
に
伏
す
と
。
嗟あ
夫あ
義
士
の
徒
、
何
ぞ
曽かつ
て
法
に
讐
せ
ん
乎
。
蓋けだ
し
叨たう
た
う
た
る
数
百
千
言
、
率おほむね
徒
い
た
づ
らに
徳
夫
の
餘
唾
を
拾
ふ
耳のみ
。
且か
つ
初
め
に
佐
藤
直
方
の
持
論
を
称
述
し
、
而
し
て
後
に
至
っ
て
乃すなはち
曰
く
、
此
れ
豈あ
に
世
の
道
学
先
生
が
能
く
知
る
所
な
ら
ん
哉や
と
。
夫そ
れ
直
方
は
道
学
の
尤
な
る
者
、亦ま
た
何
ぞ
其
の
言
の
牴てい
牾ご
す
る
や
。
余
嘗かつ
て
永
田
善
斎
が
膾
餘
雜
録
を
閲
す
る
に
曰
く
、
君
父
義
を
以
て
殺
さ
る
、
孰たれ
か
之
を
讐
す
る
を
得
ん
。
若も
し
或
い
は
人
の
陥
れ
て
以
て
死
す
る
所
と
為
れ
ば
、
忠
臣
孝
子
の
容
れ
ざ
る
と
こ
ろ
已のみ
。
此
れ
に
し
て
忍
ぶ
可
く
ん
ば
、
則
ち
人
に
非
ず
矣
。
昔むか
し
唐
の
開
元
中
、
御
史
楊
汪
、
す
ゐ
州
都
督
張
審
素
を
誣
殺
す
、
審
素
の
二
子
・
琇
遂つひ
に
汪
を
殺
し
て
以
て
讎
を
復
す
。
時
に
張
九
齢
相
為た
り
、之
を
矜
宥
せ
ん
と
欲
す
、
李
林
甫
可き
か
ず
、
必
ず
典
刑
を
正
さ
ん
と
欲
す
、
二
子
竟つひ
に
論
死
す
。
民
之
を
怜あはれみ
、
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為ため
に
哀
誄
を
作
り
、
衢
路
に
榜
す
。
君
子
小
人
自
ら
相
水
火
た
り
、
以
て
其
の
是
非
を
見
る
可
し
矣
。
此
れ
数
十
年
前
、
預
あ
ら
か
じめ
赤
穂
の
獄
の
為ため
に
道い
ふ
に
似
た
り
。
惜
し
い
乎かな
、
当
時
取
用
せ
ら
れ
ざ
る
な
り
。
蓋
し
夫そ
れ
赤
穂
君
罪
を
以
て
死
し
国
亡
ぶ
、
固もと
よ
り
自
ら
取
る
所
と
雖
も
、
吉
良
子
の
虐
、
実
に
之
を
致
す
。
彼
れ
之
を
殺
す
と
謂い
ふ
と
雖
も
可
な
り
。
臣
子
の
君
父
に
於
け
る
一
な
り
。
義
士
の
乃か
の
愾
に
敵あた
る
、
若も
し
復
讎
を
以
て
議
す
れ
ば
、
亦
た
宜
し
く
是
れ
を
以
て
之
を
断
ず
べ
し
。
豈
に
其
の
讎
と
す
る
所
は
讎
に
非
ず
と
謂
ふ
可
け
ん
や
。
於あ
戲あ
義
士
の
大
節
を
挙
ぐ
、
炳
焉
と
し
て
日
月
を
掲
げ
る
が
如
く
、
忠
烈
の
気
、
凛
乎
と
し
て
百
世
得
て
泯ほろ
ぶ
可
か
ら
ず
焉
。
復
た
何
ぞ
論
説
を
容
れ
ん
や
。
子
賤
の
義
に
昧くら
き
や
、
真
に
所いは
謂ゆる
腐
儒
の
瞽
説
、
固もと
よ
り
歯
牙
に
挂か
く
る
に
足
ら
ざ
る
耳のみ
。
然
れ
ど
も
経
義
を
借
り
て
以
て
説
を
為
し
て
而
し
て
紫
朱
相
奪
ふ
、
吾
れ
其
の
或
い
は
人
を
惑
は
さ
ん
こ
と
を
恐
れ
、
以
て
辨
ぜ
ざ
る
可
か
ら
ざ
る
な
り
）
○
五
井
子
祥　
五
井
蘭
洲
（
字
は
子
祥
。
元
禄
十
年
﹇
一
六
九
七
﹈
〜
宝
暦
十
二
年
﹇
一
七
六
二
﹈）
の
こ
と
。
○
大
宰
德
夫　
太
宰
春
台
の
こ
と
。
○
心
曲　
心
の
く
ま
。
心
底
。
古
く
は
『
詩
経
』
秦
風
「
小
戎
」
に
見
え
る
語
。
○
束
身　
自
ら
そ
の
身
を
縛
る
。
○
聴
罪　
罪
に
服
す
る
。
古
く
は
『
書
経
』
高
宗
日
に
見
え
る
表
現
。
○
感
慨
殺
身
易
・
従
容
就
死
難　
『
近
思
録
』
巻
十
、
政
事
類
に
「
感
慨
し
て
身
を
殺
す
こ
と
は
易やす
く
、
従
容
と
し
て
義
に
就
く
こ
と
は
難かた
し
」
と
。
こ
れ
は
、程
明
道
（
顥
）
の
言
葉
。『
程
子
遺
書
』
巻
十
一
に
見
え
る
。〈
感
慨
〉
は
、
一
時
の
激
情
。〈
従
容
〉
は
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
さ
ま
。
○
叨
叨　
多
言
の
さ
ま
。
う
だ
う
だ
、
く
ど
く
ど
。
○
佐
藤
直
方　
山
崎
闇
斎
の
門
人
（
慶
安
三
年
﹇
一
六
五
〇
﹈
〜
享
保
四
年
﹇
一
七
一
九
﹈）。「
四
十
六
士
論
」
十
五
編
が
あ
る
。
○
牴
牾　
食
い
違
う
。
○
永
田
善
斎　
名
は
道
慶
、
字
は
平
安
。
林
羅
山
の
推
挙
に
よ
り
和
歌
山
藩
儒
と
な
る
（
慶
長
二
年
﹇
一
五
九
七
﹈
〜
寛
文
四
年
﹇
一
六
六
四
﹈）。
○
膾
餘
雜
録　
慶
安
五
年
﹇
一
六
二
三
﹈
自
序
、
承
応
二
年
﹇
一
六
二
四
﹈刊
。
巻
四
の
曽
我
兄
弟
の
敵
討
ち
を
記
し
た
条
に
、張
審
素
の
二
子
、
・
琇
の
仇
討
ち
の
話
を
載
せ
る
が
、「
君
父
義
を
以
て
殺
さ
る
。
…
…
則
ち
人
に
非
ざ
る
已のみ
」
と
い
う
の
は
見
あ
た
ら
な
い
。
○
開
元
中
…　
『
資
治
通
鑑
』
巻
二
一
四
、
玄
宗
の
開
元
二
十
三
年
に
見
え
る
。
そ
の
処
罰
を
め
ぐ
っ
て
は
「
議
す
る
者
多
く
言
ふ
、
二
子
の
父
死
せ
し
は
罪
に
非
ず
。
稚
年
孝
烈
に
し
て
、
能
く
父
の
讐
を
復
せ
り
。
宜
し
く
矜
宥
を
加
ふ
べ
し
と
。
張
九
齢
も
亦
た
之
を
活
さ
ん
と
欲
す
。
裴
延
卿
・
李
林
甫
以おも
為へら
く
、
此
の
如
く
せ
ば
国
法
を
壊
ら
ん
と
。
上しょうも
亦
た
然
り
と
為
す
」
云
々
と
。〈
矜
宥
〉
は
、
哀
れ
ん
で
無
罪
と
す
る
。
○
典
刑　
常
刑
。『
書
経
』舜
典
に「
象
る
に
典
刑
を
以
て
す
」と
。
○
論
死　
死
刑
に
処
す
る
。
〈
論
〉
は
、
罪
を
決
定
す
る
意
。
○
民
怜
之　
『
資
治
通
鑑
』
に
「
士
民
皆
之
を
憐
み
、
為
に
哀
誄
を
作
り
、
衢
路
に
牓
す
」
と
。
○
水
火　
相
容
れ
な
い
も
の
の
喩
え
。
○
臣
子
云
　々
『
白
虎
通
德
論
』
卷
二
、
誅
伐
に
「
子
の
父
の
為
に
讎
を
報
ず
る
こ
と
を
得
る
者
、
臣
子
の
君
父
に
於
け
る
其
の
義
一
な
り
」
と
。
○
敵
愾　
『
左
氏
伝
』文
公
四
年
に「
諸
侯
、王
の
愾
す
る
所
に
敵
し
て
其
の
功
を
献
ず
」と
。
○
炳
焉　
あ
き
ら
か
な
さ
ま
。
○
瞽
説　
道
理
に
は
ず
れ
た
説
。『
漢
書
』
谷
永
伝
に「
皆
瞽
説
の
天
を
欺
く
者
な
り
」と
。
○
挂
歯
牙　
取
り
上
げ
て
問
題
に
す
る
。
○
経
義　
経
書
お
よ
び
そ
の
義
理
。
○
紫
朱
相
奪　
『
論
語
』
陽
貨
篇
に
「
紫
の
朱
を
奪
ふ
を
悪にく
む
」
と
。〈
紫
朱
〉
は
、
正
邪
の
意
に
用
い
る
。
※ 
こ
の
文
章
は
『
赤
穂
義
人
纂
書
』
未
収
録
。
【
資
料
篇
③
】
　
松
崎
慊
堂
「
澹
所
先
生
平
井
君
墓
表
」（『
慊
堂
全
集
』
巻
十
）
勢
之
菰
野
、
出
二
文
學
之
彥
一
、
曰
平
井
君
直
藏
、
諱
業
、
字
可
大
。
又
字
君
敬
、
自
號
澹
所
。
其
先
出
二
北
畠
庶
族
一
。
織
田
公
入
レ
勢
、
降
爲
二
土
豪
一
。
數
世
曰
二
德
兵
衛
義
房
一
。
生
二
嘉
左
衛
門
義
景
一
。
義
景
四
子
、
季
曰
二
文
助
義
知
一
。
義
知
娶
二
同
郡
贄
氏
一
。
是
爲
二
君
考
妣
一
。
君
幼
有
二
至
性
一
、四
歲
喪
レ
母
、
悲
慕
如
二
成
人
一
。
六
歳
就
二
塾
師
一
受
二
句
讀
一
。
日
兼
二
他
生
所
肄
、
作
レ
詩
輒
超
二
等
輩
一
。
伏
水
江
村
綬
二
時
人
詩
一
、
爲
二
一
集
一
行
レ
之
、
採
二
君
十
三
歲
詩
數
首
一
。
年
十
九
游
二
大
府
一
、
受
二
經
關
松
窓
修
齡
一
、
學
二
文
平
澤
旭
山
元
愷
一
。
二
子
愛
二
其
才
辯
一
、
升
二
林
門
一
、
入
二
昌
平
國
學
一
、
修
二
詩
古
文
辭
一
。
同
舍
生
莫
二
能
及
者
一
。
分
二
講
仰
高
門
一
、
聽
者
促
レ
席
忘
レ
倦
焉
。
寛
政
初
、
德
音
徴
二
老
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宿
一
。
佐
二
子
林
子
＊一
、
作
二
新
學
政
一
。
君
以
二
布
衣
一
爲
二
生
員
長
一
。
時
大
修
二
文
廟
一
、
廣
二
庠
舍
一
、
比
年
試
レ
業
、
五
載
一
大
比
。
文
敎
煥
發
、
風
二
動
四
方
一
。
君
與
有
レ
勞
、
前
後
三
賜
二
白
銀
一
奬
レ
之
。
十
年
、
學
政
大
成
。
學
官
皆
用
二
朝
士
一
、
學
生
充
以
二
朝
士
子
弟
一
。
君
處
士
、
例
應
二
罷
去
一
、
特
賜
二
員
長
俸
五
年
一
。
君
因
應
二
桑
名
城
主
之
聘
一
。
城
主
傾
レ
心
嚮
レ
之
。
享
和
壬
戌
、
以
レ
位
二
長
柄
奉
行
一
、
永
襲
二
秩
二
百
石
一
。
署
二
君
學
職
一
、
謀
行
言
聽
。
文
化
十
年
、
從
二
城
主
一
就
レ
國
、
建
言
修
二
國
校
一
、
凡
立
二
三
舘
一
、
曰
進
修
、
曰
醫
學
、
曰
兵
法
。
舘
各
有
レ
長
、
君
總
二
督
其
事
一
。
桑
名
之
士
、
翕
然
興
起
。
當
二
是
時
一
、
大
府
封
君
、
請
レ
君
受
レ
經
者
六
七
十
公
。
授
業
弟
子
衆
。
城
主
使
二
君
遞
年
就
國
、
以
兩
二
便
其
事
一
。
葢
異
數
也
。
十
四
年
、
將
レ
赴
二
桑
名
一
、
得
二
氣
疾
一
、連
二
三
歳
一
、遂
不
レ
起
。
年
五
十
九
。
以
二
文
政
庚
辰
八
月
十
九
日
壬
寅
一
、
終
二
大
府
小
川
町
私
宅
一
。
越
四
日
乙
巳
、
其
子
簡
策
等
葬
二
君
四
谷
鹽
町
全
勝
寺
之
原
一
。
弟
二
人
、
繼
母
森
氏
所
レ
出
。
一
爲
二
幕
府
先
隊
寄
騎
一
。
一
守
二
菰
野
先
廬
一
。
大
庭
氏
。
先
五
歳
沒
。
繼
娶
某
氏
。
三
子
、
簡
襲
二
君
職
一
、
策
以
レ
蔭
爲
レ
騎
。
範
未
レ
仕
。
二
女
、
琴
・
歌
、
皆
二
士
族
一
。
孫
女
一
人
。
君
性
溫
藉
、
然
遇
レ
事
有
二
是
非
可
否
一
、
不
二
苟
一
、
學
最
二
四
子
書
一
。
善
二
講
説
一
、
語
響
亮
。
詩
文
據
二
唐
宋
正
派
一
、
能
爲
二
後
生
一
叩
二
發
管
籥
一
。
平
生
排
二
異
敎
一
、
而
獨
喜
二
悉
曇
之
說
一
。
著
二
四
書
要
解
韵
鏡
指
揮
及
詩
文
若
干
種
一
。
疾
亟
、
嘆
曰
、
吾
事
止
レ
是
耶
。
不
下
以
二
未
定
之
說
一
誤
中
後
生
上
、
取
二
著
一
焚
レ
之
。
廉
夫
泣
止
レ
之
。
僅
留
二
詩
文
三
卷
一
、
曰
二
澹
所
遺
稿
一
。
子
林
子
聞
曰
、
可
大
譚
レ
經
論
レ
文
玅
二
一
時
一
。
吾
久
倚
仗
、
吾
門
稱
レ
多
二
桃
李
一
、
如
二
可
大
一
其
霜
松
雪
柏
耶
。
今
折
矣
。
可
レ
惜
。
遣
二
門
生
來
治
レ
喪
。
封
君
賻
贈
營
葬
。
城
主
命
二
有
司
一
、
就
レ
家
致
レ
祭
。
復
少
レ
君
九
歲
、
爲
二
同
門
晩
生
一
。
熟
二
君
言
論
風
采
一
、
殆
三
十
餘
年
。
遺
言
曰
、
爲
レ
吾
表
レ
墓
。
因
掇
二
廉
夫
狀
一
、間
以
下
復
所
二
聞
見
一
者
上
。
序
述
如
レ
是
。
君
之
德
業
、伸
二
於
知
己
一
、
未
レ
大
二
行
於
世
一
。
其
遺
書
亦
皆
就
レ
燼
。
吾
懼
二
其
久
泯
滅
一
也
。
仍
又
效
二
柳
河
東
碣
例
一
、
畧
擧
二
鉅
人
勝
流
知
レ
君
最
深
者
一
、
以
繫
二
表
後
一
。
使
二
後
之
君
子
有
所
レ
考
焉
。
柴
栗
山
邦
彥
、
讃
岐
人
。
尾
藤
二
洲
肇＊
、
伊
豫
人
。
岡
田
寒
泉
恕
・
黑
澤
雪
堂
直
、
江
戶
人
。
古
賀
精
里
樸
、
肥
前
人
。
倶
以
二
宿
儒
一
徴
二
列
＊
朝
一
。
立
原
翠
軒
萬
、水
戶
人
。
市
河
子
靜
世
寧
、上
毛
人
。
菅
太
冲
晉
帥
、
備
後
人
。
大
藏
仲
謙
謙＊
、
江＊
戶＊
人
。
大
島
無
害
維
直
、
加
賀
人
。
廣
瀨
以
寧
典
・
大
槻
士
繩
準
、
陸
奧
人
。
皆
邦
國
名
士
。
（
勢
の
菰
野
、
文
学
の
彦
を
出
す
。
曰
く
平
井
君
直
蔵
、
諱いみなは
業
、
字あざなは
可
大
。
又
の
字
は
君
敬
、
自
号
は
澹
所
。
其そ
の
先
は
北
畠
の
庶
族
に
出
づ
。
織
田
公
、勢
に
入
り
、
降
っ
て
土
豪
と
為な
る
。
数
世
德
兵
衛
義
房
と
曰
ふ
。
嘉
左
衞
門
義
景
を
生
む
。
義
景
の
四
子
、
季
を
文
助
義
知
と
曰い
ふ
。
義
知
、
同
郡
の
贄にへ
氏
を
娶めと
る
。
是
れ
君
が
考
妣
為た
り
。
君
幼
に
し
て
至
性
有
り
、
四
歳
に
し
て
母
を
喪
ふ
、
悲
慕
す
る
こ
と
成
人
の
如
し
。
六
歳
に
し
て
塾
師
に
就
き
て
句
読
を
受
く
。
日
に
他
生
の
肄なら
ふ
所
を
兼
ね
、
詩
を
作
ら
ば
輒すなはち
等
輩
を
超
ゆ
。
伏
水
の
江
邨
綬
、
時
人
の
詩
を
選
び
、
一
集
を
為
し
て
之
を
行
ふ
、
君
が
十
三
歳
の
詩
数
首
を
採
る
。
年
十
九
に
し
て
大
府
に
遊
び
、
経
を
関
松
窓
修
齡
に
受
け
、文
を
平
沢
旭
山
元
愷
に
学
ぶ
。
二
子
其そ
の
才
辯
を
愛
し
、
諸これ
を
林
門
に
升
し
、
昌
平
国
学
に
入
ら
し
む
。
詩
古
文
辞
を
修
む
。
同
舎
生
能
く
及
ぶ
者
莫な
し
。
仰
高
門
に
分
講
し
、聴
く
者
席
を
促
し
て
倦
む
を
忘
る
焉
。
寛
政
の
初
め
、
徳
音
も
て
諸
老
宿
を
徴め
す
。
子
林
子
を
佐たす
け
、
学
政
を
作
新
す
。
君
は
布
衣
を
以
て
生
員
の
長
と
為
る
。
時
に
大
い
に
文
廟
を
修
め
、
益
々
庠
舍
を
広
め
、
比
年
に
業
を
試
み
、
五
載
に
一
た
び
大
比
す
。
文
教
煥
発
し
て
、
四
方
を
風
動
す
。
君
与あづ
かり
て
労
有
り
、
前
後
三
た
び
白
銀
を
賜
り
之
を
奨
す
。
十
年
、
学
政
大
い
に
成
る
。
諸
学
官
は
皆
朝
士
を
用
ひ
、学
生
は
充あ
つ
る
に
朝
士
の
子
弟
を
以
て
す
。
君
は
処
士
に
し
て
、
例
と
し
て
応まさ
に
罷
め
去
る
べ
き
に
、
特
に
員
長
の
俸
を
賜
ふ
こ
と
五
年
。
君
因
り
て
桑
名
城
主
の
聘
に
応
ず
。
城
主
心
を
傾
け
て
之
を
嚮むか
ふ
。
享
和
壬
戌
、
長
柄
奉
行
に
位
す
る
を
以
て
、永
く
秩
二
百
石
を
襲
ふ
。
君
を
学
職
に
署
す
、謀
行
は
れ
言
聴
か
る
。
文
化
十
年
、城
主
に
従
ひ
て
国
に
就
き
、建
言
し
て
国
校
を
修
む
。
凡
そ
三
館
を
立
つ
、
曰
く
進
修
、
曰
く
医
学
、
曰
く
兵
法
。
館
に
各
々
長
有
り
、
君
は
其
の
事
を
総
督
す
。
桑
名
の
士
、
翕きふ
然
と
し
て
興
起
す
。
是こ
の
時
に
当
り
、
大
府
の
諸
封
君
、
君
に
請
う
て
経
を
受
く
る
者
六
七
十
公
。
授
業
の
弟
子
益
々
衆おほ
し
。
城
主
、
君
を
し
て
逓てい
年ねん
国
に
就
か
し
め
、
以
て
其
の
事
を
両
便
す
。
蓋けだ
し
異
数
な
り
。
十
四
年
、
将まさ
に
桑
名
に
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赴
か
ん
と
し
て
、
気
疾
を
得
、
連
ぬ
る
こ
と
三
歳
、
遂
に
起
た
ず
。
年
五
十
九
。
文
政
庚
辰
八
月
十
九
日
壬
寅
を
以
て
、
大
府
小
川
町
の
私
宅
に
終
は
る
。
越
え
て
四
日
乙
巳
、
其
の
子
、
簡
・
策
等
、
君
を
四
谷
塩
町
全
勝
寺
の
原
に
葬
る
。
弟
二
人
、
継
母
森
氏
の
出
だ
す
所
。
一
は
幕
府
の
先
隊
寄
騎
と
為
り
、一
は
菰
野
の
先
廬
を
守
る
。
配
は
大
庭
氏
。
先
だ
つ
こ
と
五
歳
に
し
て
没
す
。
継
娶
某
氏
。
三
子
、簡﹇
字
は
廉
夫
﹈
君
が
職
を
襲
ひ
、
策
は
蔭
を
以
て
騎
と
為
る
。
範
は
未
だ
仕
へ
ず
。
二
女
、
琴
・
歌
、
皆
士
族
に
適とつ
ぐ
。
孫
女
一
人
。
君
は
性
温うん
藉しゃ
、
然
れ
ど
も
事
に
遇
ふ
に
是
非
可
否
有
ら
ば
、
苟
い
や
し
くも
い
ひ
せ
ず
。
学
は
最
も
四
子
書
に
ふ
か
し
。
講
説
を
善
く
し
、
語
は
響
亮
た
り
。
詩
文
は
唐
宋
の
正
派
に
拠
り
、
能
く
後
生
の
為
に
管
く
わ
ん
籥やく
を
叩
発
す
。
平
生
こ
つ
と
こ
つ
し
て
異
教
を
排
す
、
而しか
れ
ど
も
独
り
悉しつ
曇たん
の
説
を
喜
ぶ
。
四
書
要
解
・
韻
鏡
指
揮
及
び
詩
文
若
干
種
を
著
す
。
疾
亟すみや
かな
り
、
嘆
じ
て
曰
く
、
吾
が
事
是
れ
に
止
ま
る
か
。
未
定
の
説
を
以
て
後
生
を
誤
ら
ず
と
。
諸
著
を
取
り
て
之
を
焚や
く
。
廉
夫
泣
い
て
之
を
止
む
。
僅
か
に
詩
文
三
巻
を
留
む
、澹
所
遺
稿
と
曰
ふ
。
子
林
子
聞
き
て
曰
く
、
可
大
、経
を
譚
じ
文
を
論
ず
る
こ
と
一
時
に
玅めう
た
り
。
吾
れ
久
し
く
倚
仗
す
。
吾
が
門
、
桃
李
多
し
と
称
す
る
も
、可
大
の
如
き
は
其
の
霜
松
雪
柏
な
ら
ん
か
。
今
折
れ
り
矣
、
惜
し
む
可
し
と
。門
生
を
し
て
来
り
て
喪
を
治
め
し
む
。諸
封
君
賻ふ
贈ぞう
し
て
葬
を
営
む
。
城
主
、
有
司
に
命
じ
て
、
家
に
就
き
て
祭
を
致
す
。
復
は
君
よ
り
少わか
き
こ
と
九
歳
、
同
門
の
晩
生
為た
り
。
君
が
言
論
風
采
に
熟
す
る
こ
と
、
殆ほと
ん
ど
三
十
餘
年
。
遺
言
に
曰
く
、
吾
が
為
に
墓
に
表
せ
よ
と
。
因
て
廉
夫
の
状
を
掇
り
、
間まじ
ふ
る
に
復
の
聞
す
る
所
の
者
を
以
て
す
。
序
述
是かく
の
如
し
。
あ
あ
、
君
の
德
業
は
知
己
に
伸
ぶ
る
も
、
猶
ほ
未
だ
大
い
に
世
に
行
は
れ
ず
。
其
の
遺
書
も
亦
た
皆みな
燼
に
就
く
。
吾
れ
其
の
久
し
く
泯
滅
す
る
を
懼をそ
る
る
な
り
。
仍よつ
て
又
た
柳
河
東
の
碣
例
に
效なら
ひ
、
略ほ
ぼ
鉅
人
勝
流
の
君
を
知
る
こ
と
最
も
深
き
者
を
挙
げ
て
、
以
て
表
後
に
繫
ぐ
。
後
の
君
子
を
し
て
考
す
る
所
有
ら
し
む
焉
。
柴
栗
山
邦
彦
、
讃
岐
の
人
。
尾
藤
二
洲
肇
、
伊
豫
の
人
。
岡
田
寒
泉
恕
・
黒
澤
雪
堂
直
、
江
戸
の
人
。
古
賀
精
里
樸
、
肥
前
の
人
。
倶とも
に
宿
儒
を
以
て
、
徴め
さ
れ
て
朝
に
列
す
。
立
原
翠
軒
万
、
水
戸
の
人
。
市
河
子
静
世
寧
、
上
毛
の
人
。
菅
太
冲
晋
帥
、
備
後
の
人
。
大
藏
仲
謙
謙
﹇
譲
﹈、
江
戸
﹇
信
濃
﹈
の
人
。
大
島
無
害
維
直
、
加
賀
の
人
。
広
瀬
以
寧
典
・
大
槻
士
繩
準
、
陸
奧
の
人
。
皆みな
邦
国
の
名
士
）。
○
文
学
彦　
学
問
に
優
れ
た
人
物
。
○
北
畠　
南
北
朝
以
後
、
伊
勢
国
司
・
伊
勢
国
守
護
と
な
り
、
南
勢
を
支
配
、
戦
国
末
に
織
田
信
長
に
よ
っ
て
滅
亡
し
た
。
○
至
性　
天
賦
の
す
ぐ
れ
た
品
性
。
○
考
妣　
亡
く
な
っ
た
父
母
。『
礼
記
』
曲
礼
下
に
「
生
き
て
は
父
と
曰い
ひ
母
と
曰
ひ
妻
と
曰
ふ
。
死
し
て
は
考
と
曰
ひ
妣
と
曰
ひ
嬪
と
曰
ふ
」
と
。
○
伏
水　
伏
見
と
同
じ
。
○
江
邨
綬　
江
村
北
海
（
正
徳
四
年
﹇
一
七
一
四
﹈
〜
天
明
八
年
﹇
一
七
八
八
﹈）。
○
十
三
歳
云
　々
『
日
本
詩
選
』
お
よ
び『
続
日
本
詩
選
』に
平
井
澹
所
の
名
は
見
あ
た
ら
な
い
。
訛
伝
で
あ
ろ
う
。
○
年
十
九　
市
河
三
陽
『
市
河
寛
斎
先
生
』
に
、
澹
所
の
長
男
簡
が
記
し
た
行
状
に
よ
っ
て
「
年
二
十
に
し
て
此
年
三
月
四
日
伊
勢
を
発
し
て
出
府
し
関
松
の
紹
介
で
旭
山
の
門
に
入
り
、
翌
天
明
二
年
更
に
昌
平
に
入
学
せ
る
も
の
」
と
い
う
。
○
大
府　
江
戸
。
○
関
松
窓　
川
越
の
人
。
本
文
中
に
既
出
。
○
平
沢
旭
山　
山
城
宇
治
の
人
。
本
文
中
に
既
出
。
○
林
門　
平
沢
旭
山
の
取
次
で
天
明
二
年
（
一
七
八
二
）
六
月
朔
日
、
林
家
に
入
塾
。
揖
斐
高
ほ
か
編
「
林
家
門
人
録
『
升
堂
記
』（
都
立
中
央
図
書
館
本
）
の
翻
刻
と
索
引
」（「
成
蹊
人
文
研
究
」
第
二
号
、
平
成
六
年
）
参
照
。
な
お
、
三
村
竹
清
「
平
井
澹
所
」
に
は
林
錦
峰
（
明
和
二
年
﹇
一
七
六
五
﹈
〜
寛
政
五
年
﹇
一
七
九
三
﹈）
の
門
人
に
な
っ
た
と
い
う
。
○
詩
古
文
辞　
〈
辞
〉
は
、『
事
実
文
編
』
に
は
な
い
。
お
そ
ら
く
衍
字
。
古
文
辞
は
、明
・
李
于
鱗
ら
が
提
唱
し
、
我
が
国
で
は
荻
生
徂
徠
が
こ
れ
を
鼓
吹
し
た
。
○
仰
高
門　
聖
堂
入
口
に
あ
る
門
。
百
姓
町
人
を
含
む
一
般
向
け
の
公
開
講
座
が
開
か
れ
た
。
○
促
席　
座
席
を
近
づ
け
る
。
○
徳
音　
幕
府
の
命
令
。
も
と
は
天
子
の
言
葉
を
い
う
。『
漢
書
』
董
仲
舒
伝
に
「
陛
下
徳
音
を
発
し
、
明
詔
を
下
す
」
と
。
○
諸
老
宿　
天
明
八
年
に
柴
野
栗
山
が
御
儒
者
と
な
り
、
寛
政
二
年
に
は
岡
田
寒
泉
、
同
三
年
に
は
尾
藤
二
洲
が
就
任
。
同
四
年
に
は
古
賀
精
里
が
経
書
講
義
を
始
め
、
同
八
年
代
官
と
し
て
転
出
し
た
寒
泉
に
代
わ
っ
て
御
儒
者
に
就
任
し
た
。〈
老
宿
〉
は
、
学
徳
す
ぐ
れ
た
老
儒
者
。
○
子
林
子　
林
述
斎
（
明
和
六
年
﹇
一
七
六
九
﹈
〜
天
保
十
四
年
﹇
一
八
四
三
﹈）
の
こ
と
。
姓
氏
の
上
に
冠
し
た
〈
子
〉
は
、
門
弟
の
師
に
対
す
る
敬
称
。
な
お
、「
佐
二
子
林
子
一
」、
原
文
は
訓
点
な
し
。
ま
た
『
事
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実
文
編
』は「
微
二
諸
老
宿
、佐
子
林
子
一
」と
訓
点
を
施
す
。
○
作
新　
刷
新
す
る
。
『
書
経
』
康
誥
に
「
天
命
に
宅を
り
、
民
を
作
新
せ
よ
」
と
。
○
布
衣　
庶
人
。
無
位
無
官
の
者
。
○
生
員
長　
都
講
を
い
う
。
三
村
「
平
井
澹
所
」
に
よ
れ
ば
、
寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）
の
こ
と
。
○
文
廟　
孔
子
を
祀
る
大
成
殿
。
寛
政
八
年
に
改
修
の
議
が
起
こ
り
、
同
十
一
年
に
落
成
。〈
文
廟
〉
は
、
唐
代
、
孔
子
に
文
宣
王
の
称
号
を
お
く
り
、
そ
の
廟
を
文
宣
王
廟
と
称
し
た
が
、
そ
の
略
称
。
○
比
年　
毎
年
。
○
大
比　
試
験
を
行
う
。
も
と
は
三
年
ご
と
に
官
吏
の
成
績
を
考
査
す
る
こ
と
（『
周
礼
』
地
官
・
郷
大
夫
）。
○
文
教　
学
問
や
教
育
に
よ
る
感
化
。
古
く
は
『
尚
書
』
禹
貢
に
見
え
る
語
。
○
煥
発　
（
成
果
が
）
輝
や
き
現
わ
れ
る
。
○
朝
士　
こ
こ
は
幕
臣
。
○
桑
名
城
主　
松
平
下
総
守
忠
和（
宝
暦
九
年﹇
一
七
三
〇
﹈
〜
享
和
二
年
﹇
一
八
〇
二
﹈）
の
こ
と
。
寛
政
十
年
（
一
七
九
八
）
澹
所
を
聘
し
て
講
書
と
し
た
。
○
長
柄
奉
行　
槍
奉
行
の
こ
と
。
○
翕
然　
一
斉
に
起
こ
る
さ
ま
。
○
逓
年　
毎
年
。
○
簡
襲
君
職　
『
事
実
文
編
』
は
、〈
簡
〉
字
の
下
に
〈
字
廉
夫
〉
の
三
字
が
あ
る
。
○
温
藉　
度
量
が
あ
り
、
お
だ
や
か
。
○
　
（
迎
合
し
て
）
曲
げ
る
こ
と
。
畳
韻
語
。
○
四
子
書　
大
学
・
中
庸
・
論
語
・
孟
子
の
四
書
。○
管
籥　
関
鍵
。○
悉
曇　
梵
語
の
学
。○
疾
亟　
病
状
が
急
に
重
く
な
る
。
○
桃
李　
優
れ
た
門
人
。
初
唐
の
狄
仁
傑
が
則
天
武
后
に
姚
元
崇
は
じ
め
優
れ
た
人
材
を
推
挙
し
、「
天
下
の
桃
李
、悉
こ
と
ご
とく
公
の
門
に
在
り
」と
い
わ
れ
た
と
い
う（『
資
治
通
鑑
』
巻
二
百
七
、
久
視
元
年
の
条
）。
○
霜
松
雪
柏　
松
・
柏
（
ヒ
ノ
キ
の
一
種
）は
常
緑
樹
で
、冬
も
葉
の
色
を
変
え
な
い
。
○
賻
贈　
喪
主
へ
の
贈
り
も
の
。
香
奠
。
○
柳
河
東　
中
唐
の
柳
宗
元
。
河
東
（
山
西
省
）
の
人
で
あ
る
か
ら
、
か
く
称
す
る
。
そ
の
父
、
柳
鎮
の
墓
道
に
建
て
た
「
先
の
侍
御
史
府
君
神
道
表
」
の
裏
面
に
「
先
君
の
石
表
の
陰
の
先
友
記
」
を
刻
し
た
（『
柳
河
東
集
』
巻
十
二
）。
○
鉅
人
勝
流　
名
だ
た
る
優
れ
た
人
々
。〈
鉅
人
〉
の
語
、
韓
愈
「
唐
の
故
相
権
公
墓
碑
」（『
韓
昌
黎
集
』巻
三
十
）に「
天
下
愈いよ
々いよ
推
し
て
鉅
人
長
德
と
為
す
」と
。
○
柴
栗
山
邦
彦　
栗
山
は
号
。
幕
府
の
儒
官
（
享
保
十
九
年
﹇
一
八
三
四
﹈
〜
文
化
四
年
﹇
一
八
〇
七
﹈）。
○
尾
藤
二
洲
肇　
二
洲
は
号
。〈
洲
〉
字
の
下
〈
肇
〉
字
の
上
、
お
そ
ら
く
〈
考
〉
字
を
脱
す
。『
事
実
文
編
』
は
〈
孝
肇
〉
に
作
る
。
幕
府
の
儒
官
（
延
享
四
年
﹇
一
七
四
七
﹈
〜
文
化
十
年
﹇
一
八
一
三
﹈）。
○
岡
田
寒
泉
恕　
寒
泉
は
号
。
幕
府
の
儒
官
（
宝
永
五
年
﹇
一
七
四
〇
﹈
〜
文
化
十
三
年
﹇
一
八
一
六
﹈）。
○
黒
沢
雪
堂
直　
雪
堂
は
号
。
昌
平
黌
教
授
（
宝
暦
八
年
﹇
一
七
五
八
﹈
〜
文
政
七
年
﹇
一
八
二
四
﹈）。
○
古
賀
精
里
樸　
精
里
は
号
。
幕
府
の
儒
官
（
寛
延
三
年
﹇
一
七
五
〇
﹈
〜
文
化
十
四
年
﹇
一
八
一
七
﹈）。
○
微
列
朝　
『
事
実
文
編
』
は
微
列
レ
朝
と
訓
点
。
訓
読
は
そ
れ
に
従
う
。
○
立
原
翠
軒
萬　
翠
軒
は
号
。
水
戸
藩
儒
（
延
享
元
年
﹇
一
七
四
四
﹈
〜
文
政
六
年
﹇
一
八
二
三
﹈）。
○
市
河
子
靜
世
寧　
号
は
寛
斎
。
本
文
参
照
。
○
菅
太
冲
晋
帥　
号
は
茶
山
。
本
文
参
照
。
○
大
藏
仲
謙
謙　
仲
謙
は
字
、号
は
龍
河
。
柴
野
栗
山
の
門
人
、儒
医（
宝
暦
七
年
﹇
一
七
五
七
﹈
〜
弘
化
元
年
﹇
一
八
四
四
）。
名
の
〈
謙
〉
字
、『
事
実
文
編
』
は
〈
譲
〉
に
作
り
、〈
江
戸
〉
を
〈
信
濃
〉
に
作
る
が
、
そ
の
方
が
よ
い
。
○
大
島
無
害
維
直　
無
害
は
字
。
号
は
贄
川
。
加
賀
藩
儒（
宝
暦
十
二
年﹇
一
七
六
二
﹈
〜
天
保
九
年
﹇
一
八
三
八
﹈）。
○
広
瀬
以
寧
典　
以
寧
は
字
、
号
は
蒙
斎
。
柴
野
栗
山
の
門
人
。
桑
名
藩
儒（
明
和
五
年﹇
一
七
六
八
﹈〜
文
政
十
二
年﹇
一
八
二
九
﹈）。
○
大
槻
士
縄
準　
士
縄
は
字
、
号
は
平
泉
。
古
賀
精
里
の
門
人
。
仙
台
藩
儒
（
安
永
二
年
﹇
一
七
七
三
﹈
〜
嘉
永
三
年
﹇
一
八
五
〇
﹈）。
○
邦
国　
諸
国
。
※
語
釈
で
言
及
し
た
以
外
に
も
、
五
弓
雪
窓
『
事
実
文
編
』
巻
五
十
四
に
収
め
る
も
の
と
か
な
り
異
同
が
あ
る
。
【
資
料
篇
④
】
　
「
詩
佛
西
遊
編
序
」（『
文
集
』
巻
二
）
往
余
于
役
江
戶
、
與
詩
佛
相
識
。
款
曲
莫
逆
、
深
悅
其
為
人
。
時
及
瓜
期
、
交
一
臂
而
失
之
、良
可
憾
也
。
今
茲
戊
寅
之
秋
、詩
佛
西
遊
京
師
、因
過
我
津
城
。
留
寓
再
閱
月
、
余
為
左
右
之
、
周
旋
諸
大
夫
之
筵
、
交
歡
詩
酒
之
間
、
深
悅
其
為
人
。
葢
天
資
雅
量
、
襟
韻
瀟
灑
、
與
人
交
眞
率
磊
落
、
毫
無
畦
畛
、
好
酒
豪
飲
、
大
聲
劇
談
。
到
處
款
洽
、
為
爛
漫
之
遊
、
人
皆
心
醉
焉
。
詩
佛
才
名
滿
天
下
、
三
十
年
于
茲
。
其
與
人
酬
和
、
衝
口
成
咏
、
大
小
珠
玉
如
噴
、
雖
欠
精
鍊
工
夫
、
要
為
一
世
詩
伯
、
名
下
果
無
虚
士
也
。
醉
酣
興
至
、
好
作
墨
竹
、
天
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趣
飄
逸
、風
生
雨
灑
、妙
傳
此
君
之
神
、專
門
畫
手
不
能
及
也
。
又
夙
善
草
書
、
刻
意
孫
虔
禮
、
深
得
其
風
骨
、
長
箋
巨
幅
、
信
筆
揮
霍
、
雲
烟
撩
亂
、
龍
蛇
飛
動
、
令
人
爽
然
。
其
齡
垂
耳
順
、
孜
臨
學
、
日
課
三
百
字
、
毎
必
陵
晨
而
起
、卽
旅
游
中
未
嘗
有
廢
也
。
天
假
之
年
、當
為
我
草
聖
矣
。
於
戯
一
人
之
身
、
奄
擅
三
絶
、
可
不
謂
風
流
人
豪
哉
。
夫
邂
逅
相
遇
、
償
交
臂
而
失
之
憾
、
快
觀
妙
技
、
勝
會
罄
歡
、
至
今
追
懷
其
樂
、
尚
在
心
目
間
也
。
京
師
書
賈
版
其
西
遊
詩
什
、
以
弘
諸
四
方
。
詩
佛
既
歸
江
戸
、
千
里
馳
書
、
需
予
序
之
、
乃
書
交
場
所
見
、
報
莫
逆
之
云
。
（
往さき
に
余
、
江
戸
に
于
役
す
る
や
、
詩
仏
と
相
識
る
。
深
く
其そ
の
人
と
為な
り
を
悦
ぶ
。
時
に
瓜
期
に
及
び
、
一
臂
を
交
へ
て
之
を
失
す
、
良まことに
憾うら
む
可
き
な
り
。
今
茲
戊
寅
の
秋
、
詩
仏
西
の
か
た
京
師
に
遊
び
、
因
て
我
が
津
城
に
過よ
ぎ
る
。
留
寓
す
る
こ
と
再
閲
月
、
余
為ため
に
之
を
左
右
し
、
諸
大
夫
の
筵
に
周
旋
す
、
交
歓
詩
酒
の
間
、
益
々
深
く
其
の
人
と
為な
り
を
悦
ぶ
。
蓋
し
天
資
雅
量
、襟
韻
瀟せう
灑しゃ
、人
と
交
は
る
真
率
磊
落
、
毫
も
畦けい
畛しん
無
し
。
酒
を
好
ん
で
豪
飲
、
大
声
劇
談
す
。
到
る
処
と
こ
ろ
款くわん
洽かふ
、
爛
漫
の
遊
を
為
し
、
人
皆
心
醉
す
焉
。
詩
仏
の
才
名
天
下
に
満
つ
る
こ
と
、
茲ここ
に
三
十
年
。
其
の
人
と
酬
和
す
、
口
を
衝
い
て
咏
を
成
す
。
大
小
の
珠
玉
噴
く
が
如
し
。
精
錬
の
工
夫
を
欠
く
と
雖
も
、
要
す
る
に
一
世
の
詩
伯
為た
り
。
名
下
に
果
し
て
虚
士
無
き
な
り
。
酔
ひ
酣
た
け
な
はに
し
て
興
至
れ
ば
、
好
ん
で
墨
竹
を
作
る
。
天
趣
飄
逸
、
風
生
じ
雨
灑そそ
ぐ
、
妙
に
此こ
の
君
の
神
を
伝
ふ
。
専
門
の
画
手
も
及
ぶ
こ
と
能
は
ざ
る
な
り
。
又
た
夙つと
に
草
書
を
善
く
す
。
意
を
孫
虔
礼
に
刻
し
、
深
く
其
の
風
骨
を
得
、
長
箋
巨
幅
、
筆
に
信まか
せ
て
揮
霍
す
。
雲
烟
撩
乱
、
龍
蛇
飛
動
す
。
人
を
し
て
爽
然
た
ら
し
む
。
其
の
齡
耳
順
に
垂なんなん
と
し
て
、
猶
ほ
孜
と
し
て
臨
学
し
、
日
に
三
百
字
を
課
し
、
毎つね
に
必
ず
晨
を
陵しの
い
で
起
き
、
即たと
ひ
旅
遊
中
も
未
だ
嘗かつ
て
廃
す
る
こ
と
有
ら
ざ
る
な
り
。
天
之これ
に
年
を
仮か
さ
ば
、
当まさ
に
我
が
草
聖
と
為
る
べ
し
矣
。
於あ
戯あ
、
一
人
の
身
に
し
て
、
奄たち
ま
ちに
三
絶
を
擅
ほ
し
い
ま
まに
す
、
風
流
の
人
豪
と
謂
は
ざ
る
可
け
ん
哉や
。
夫そ
れ
邂
逅
し
て
相
遇
ふ
て
、
臂
を
交
へ
て
失
す
る
の
憾うら
み
を
償
ふ
。
妙
技
を
快
観
し
、
勝
会
歓
を
罄つく
す
。
今
に
至
っ
て
其
の
楽
し
み
を
追
懐
し
、尚
ほ
心
目
の
間
に
在
る
な
り
。
京
師
の
書
賈
、
其
の
西
遊
の
詩
什
を
版
し
て
、
以
て
諸これ
を
四
方
に
弘
む
。
詩
仏
既
に
江
戸
に
帰
る
、
千
里
書
を
馳
せ
、予
に
之
を
序
を
す
る
こ
と
を
需もと
む
、乃
ち
交
場
の
見
る
所
を
書
し
て
、
以
て
莫
逆
の
誼
を
述
ぶ
と
云
ふ
）
○
于
役　
『
詩
経
』
王
風
に
「
君
子
于
役
」
が
あ
る
。〈
于
〉
は
、
行
く
意
。
○
款
曲　
う
ち
と
け
て
親
し
く
す
る
。
双
声
語
。
○
莫
逆　
心
に
逆
ら
う
こ
と
な
く
気
が
合
う
。『
荘
子
』
太
宗
師
篇
に
「
四
人
相
視
て
笑
ひ
、
心
に
逆
ら
ふ
こ
と
莫な
く
、
遂
に
相
与とも
に
友
と
為
る
」
と
。
○
瓜
期　
任
期
満
了
の
時
期
。
春
秋
斉
の
襄
公
が
臣
下
を
瓜
の
熟
す
る
頃
に
守
備
に
遣
わ
し
て
明
年
瓜
の
実
る
と
き
に
交
代
さ
せ
よ
う
と
い
っ
た
故
事（『
左
氏
伝
』荘
公
八
年
）に
基
づ
く
。
○
交
一
臂
而
失　
出
会
っ
て
す
ぐ
に
別
れ
る
。『
荘
子
』
田
子
方
篇
に
「
吾
れ
身
を
終
ふ
る
ま
で
女なんぢ
と
与とも
に
せ
ん
も
、
一
臂
を
交
へ
て
之
を
失
す
、
哀
し
ま
ざ
る
可
け
ん
や
」
と
。
○
戊
寅　
文
政
元
年
（
一
八
一
八
）。
○
再
閲
月　
二
か
月
。
○
左
右　
助
け
る
。
○
周
旋　
と
り
も
つ
。
世
話
す
る
（『
左
氏
伝
』
文
公
十
八
年
）。
双
声
語
。
○
襟
韻　
胸
の
う
ち
。
○
瀟
灑　
さ
っ
ぱ
り
と
し
た
さ
ま
。
双
声
語
。
○
磊
落　
心
が
広
く
細
か
い
こ
と
に
拘
ら
ぬ
こ
と
。
双
声
語
。
○
畦
畛　
分
け
隔
て
。
北
宋
・
黄
庭
堅
「
東
坡
墨
戯
の
賦
」
に
「
其
の
胸
中
を
視
る
に
、
畦
畛
無
し
」
と
。
○
劇
談　
快
談
。
西
晋
・
左
思
「
蜀
都
の
賦
」（『
文
選
』
巻
四
）
に
「
劇
談
戯
論
、
腕
を
扼
し
掌
を
う
つ
」
と
。
○
款
洽　
う
ち
と
け
る
。
双
声
語
。
○
爛
漫
遊　
は
め
を
は
ず
し
て
遊
ぶ
。
○
詩
伯　
詩
壇
の
領
袖
。
○
名
下
果
無
虚
士
也　
閻
立
本
が
張
僧
繇
の
画
を
評
し
た
語
（『
唐
語
林
』
巻
三
）。
○
此
君　
竹
の
こ
と
。
晋
の
王
徽
之
が
竹
を
指
し
て「
何
ぞ
一
日
と
し
て
此こ
の
君
無
か
る
可
け
ん
や
」と
い
っ
た
故
事（『
晋
書
』
王
徽
之
伝
）
に
よ
る
。
○
刻
意　
苦
心
し
て
学
ぶ
。
○
孫
虔
礼　
初
唐
の
書
家
。
名
は
虔
礼
（
一
説
に
名
は
過
庭
、
字
は
虔
礼
）。
草
書
を
善
く
し
、
著
に
『
書
譜
』
が
あ
る
（『
書
断
』
巻
下
、『
宣
和
書
譜
』
巻
十
八
）。
○
風
骨　
精
神
品
格
。
○
揮
霍　
す
ば
や
く
手
を
動
か
す
。
双
声
語
。
○
耳
順　
六
十
歳
。『
論
語
』
為
政
篇
の
「
六
十
に
し
て
耳
順
ふ
」
か
ら
出
た
語
。
○
草
聖　
草
書
を
極
め
た
最
高
の
達
人
。
後
漢
の
張
芝
は
草
聖
と
称
せ
ら
れ
、
盛
唐
の
張
旭
は
杜
甫
の
七
古
「
飲
中
八
仙
歌
」
に
「
張
旭
は
三
杯
に
し
て
草
聖
と
伝
へ
ら
れ
、
帽
を
脱
ぎ
て
頂
を
露
す
王
公
の
前
」
と
う
た
わ
れ
た
。
○
三
絶　
詩
・
書
・
画
の
三
つ
に
わ
た
っ
て
優
れ
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て
い
る
こ
と
。
○
風
流
人
豪　
『
二
程
外
書
』
卷
十
一
に
「
邵
堯
夫
の
詩
に
曰
く
、
〈
梧
桐　
月　
懐
中
に
向
い
て
照
ら
し
、
楊
柳　
風
来
り
て
面
上
に
吹
く
〉
と
。
明
道
曰
く
、
真
に
風
流
の
人
豪
と
」
と
。
○
勝
会　
盛
会
。
○
云　
文
章
を
締
め
括
る
表
現
。
※ 
文
政
二
年
刊
『
西
遊
詩
草
』
に
「
西
遊
詩
草
序
」
と
し
て
載
せ
る
が
、
刊
本
の
序
で
は
「
詩
仏
」
を
「
詩
仏
翁
」
に
作
る
な
ど
、
少
し
く
異
同
が
あ
る
。
ま
た
刊
本
に
は
制
作
時
を
示
す
「
文
政
紀
元
臘
月
」
の
文
字
が
あ
る
。『
西
遊
詩
草
』
の
刊
本
は
、
汲
古
書
院
刊
『
紀
行
日
本
漢
詩
第
二
巻
』（
平
成
三
年
）
に
佐
野
正
巳
氏
の
解
題
を
附
し
て
そ
の
影
印
を
収
め
る
。
　
＊　
　
　
＊　
　
　
＊
前
稿
補
訂
「
津
阪
東
陽
「
寿
壙
誌
銘
」
訳
注
稿
」（「
文
化
情
報
学
部
紀
要
」
第
十
四
巻
）
153
頁
上
段
3
行
目　
（
一
七
五
六
〜
一
八
二
五
）
↓
（
一
七
五
七
〜
一
八
二
五
）
177
頁
上
段
1
行
目　
天
明
四
年
（
一
七
八
三
）
↓
天
明
三
年
（
一
七
八
三
）
180
頁
上
段
12
行
目　
山
田
三
川
の
参
考
文
献
に
追
加
。・
小
出
昌
洋
編
『
想
古
録
1
・
2
』（
平
凡
社
東
洋
文
庫
、
平
成
十
年
）
「
覚
書
：
津
阪
東
陽
と
そ
の
交
友
㈠
―
安
永
・
天
明
期
の
京
都
―
」（「
文
化
情
報
学
部
紀
要
」
第
十
五
巻
）
165
頁
下
段
9
行
目　
江
戸
帯
在
記
↓
江
戸
滞
在
記
166
頁
下
段
20
行
目　
天
明
八
年
一
七
八
八
﹈
↓
天
明
八
年
﹇
一
七
八
八
﹈
166
頁
下
段
22
行
目　
安
永
三
年
（
一
七
七
四
）
↓
安
永
二
年
（
一
七
七
三
）
166
頁
下
段
27
行
目　
七
律
作
↓
七
律
167
頁
上
段
7
行
目　
安
永
八
年
（
一
七
七
八
）
↓
安
永
八
年
（
一
七
七
九
）
167
頁
上
段
13
行
目　
東
厓
↓
東
涯
167
頁
上
段
23
行
目　
安
永
九
年
（
一
七
七
九
）
↓
安
永
九
年
（
一
七
八
〇
）
168
頁
上
段
20
行
目　
○
楚
些
招
魂
歌
↓
○
楚
些　
招
魂
歌
168
頁
上
段
26
行
目　
『
詩
経
』
の
詩
を
い
う
か
、
↓
『
詩
経
』
の
詩
を
い
う
が
、
168
頁
下
段
27
行
目　
二
十
ほ
ど
後
、
↓
二
十
年
ほ
ど
後
、
169
頁
下
段
9
行
目　
偏
狭
な
儒
者
↓
偏
狭
な
道
学
者
171
頁
上
段
10
行
目　
安
永
四
年
（
一
七
七
四
）
↓
安
永
四
年
（
一
七
七
五
）
174
頁
下
段
25
行
目　
○
皐
比
講
席
↓
○
皐
比　
講
席
175
頁
下
段
2
行
目　
○
伏
馬
が
↓
○
伏
櫪　
馬
が
175
頁
下
段
3
行
目　
○
老
驥
伏
櫪
に
伏
す
も
、
↓
○
老
驥
櫪
に
伏
す
も
、
176
頁
上
段
21
行
目　
撰
明
・
陳
耀
文
↓
明
・
陳
耀
文
撰
178
頁
上
談
12
行
目　
北
宋
の
林
逋
「
山
園
小
梅
二
首
」
其
一
に
↓
北
宋
・
林
逋
の
七
律
「
山
園
小
梅
二
首
」
其
一
（『
瀛
奎
律
髄
』
巻
二
十
、
梅
花
類
）
に
178
頁
下
段
21
行
目　
妙
容
姿
↓
容
姿
妙
な
り
178
頁
下
段
22
行
目　
東
山
の
↓
東
山
に
179
頁
上
段
5
行
目　
妻
も
↓
嫁
に
来
た
ば
か
り
の
妻
も
181
頁
上
段
3
行
目　
暮
ら
し
が
立
ち
行
か
な
り
↓
暮
ら
し
が
立
ち
行
か
な
く
な
り
181
頁
下
談
10
行
目　
論
文
の
興
↓
文
を
論
ず
る
の
興
185
頁
上
段
9
行
目　
論
文
の
友
↓
文
を
論
ず
る
の
友
185
頁
上
段
22
行
目　
○
山
城　
伊
賀
上
野
を
さ
す
。
の
下
に
追
加
。
○
論
文
友　
杜
甫
の
五
律
「
高
式
顔
に
贈
る
」
詩
に
「
文
を
論
ず
る
友
を
失
ひ
て
よ
り
、
空
し
く
知
る
売
酒
の
壚
」
と
。
196
頁
下
段
9
行
目　
明
治
四
十
四
年
、再
版
）が
あ
る
。
↓
明
治
四
十
四
年
、再
版
）
が
あ
る
ほ
か
、
森
銑
三
「
柴
野
栗
山
」（『
森
銑
三
著
作
集
』
第
八
巻
、
人
物
篇
八
所
収
）
も
参
照
。
187
頁
下
談
7
行
目　
に
云
ふ
、
↓
に
云
う
、
188
頁
上
段
9
行
目　
寛
政
十
四
年
↓
寛
政
十
年
195
頁
上
段
16
行
目　
山
崎
闇
斎
派
の
学
者
↓
山
崎
闇
斎
派
の
道
学
者
201
頁
上
段
17
行
目　
○
関
山
の
語
訳
の
下
に
追
加
。
○
向　
於
と
同
じ
。
202
頁
上
段
9
行
目　
東
陽
よ
り
九
歳
上
。
↓
東
陽
よ
り
八
歳
上
。
202
頁
上
段
15
行
目　
茶
山
の
命
名
↓
茶
山
の
令
名
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204
頁
上
段
25
行
目　
江
戸
帯
在
記
↓
江
戸
滞
在
記
211
頁
上
段
26
行
目　
○
戸
外
之
前
掲
↓
○
戸
外
之
　
前
掲
213
頁
下
段
3
行
目　
「
古
文
孝
経
の
序
↓
「
古
文
孝
経
の
序
」
　
な
お
、大
典
と
六
如
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
論
考
に
堀
川
貴
司
「
大
典
と
六
如
―
二
人
の
僧
侶
詩
人
」（
楠
元
六
男
編
『
江
戸
文
学
か
ら
の
架
橋
―
茶
・
書
・
美
術
・
仏
教
』
所
収
、
竹
林
舎
、
平
成
二
十
一
年
）
が
あ
る
。
　
こ
の
他
、
204
頁
下
段
の
【
資
料
編
①
】
に
挙
げ
た
東
陽
の
五
古
「
古
学
・
紹
述
両
先
生
の
暮
を
拝
す
」
詩
（『
詩
鈔
』
巻
一
）
に
つ
い
て
は
、
菅
原
在
煕
の
序
お
よ
び
清
田
龍
川
の
天
明
丁
未
﹇
七
年
﹈
夏
五
と
記
し
た
序
を
冠
し
た
源
世
昭
（
字
は
君
晳
、
号
は
堯
夫
）
輯
の
小
本
『
皇
都
名
勝
詩
集
』
巻
下
に
訓
点
を
附
し
て
収
め
ら
れ
て
い
る
の
に
気
づ
い
た
。
た
だ
し
『
詩
鈔
』
と
は
文
字
に
少
し
異
同
あ
る
の
で
、
そ
れ
を
示
し
て
お
く
。
初
句
の
〈
起
〉
字
を
〈
作
〉
に
作
る
が
、
こ
れ
は
北
宋
・
程
頤
の
「
春
秋
伝
の
序
」（『
二
程
全
書
』
巻
四
十
九
、『
近
思
録
』
巻
三
）
に
「
夫
子
、周
の
末
に
当
っ
て
、聖
人
復
た
作おこ
ら
ず
、天
に
順
ひ
時
に
応
ず
る
の
治
、
復
た
有
ら
ざ
る
を
以
て
、
是ここ
に
於
い
て
春
秋
を
作
り
」
云
々
と
い
う
の
に
基
づ
く
表
現
。
ま
た
『
詩
鈔
』
の
第
三
・
四
句
〈
嗟
彼
高
頭
巾
穿
鑿
屬
懸
空
〉
の
十
字
が
な
く
、第
五
句
の
〈
勃
窣
陷
理
窟
〉
は
〈
理
窟
徒
勃
窣
〉
に
、第
九
句
の
〈
堂
構
〉
は
〈
肯
堂
〉
に
、
第
十
句
の
〈
益
彰
隆
〉
の
三
字
は
〈
愈
益
隆
〉
に
、
第
十
八
句
の
〈
瞻
拜
〉
は
〈
展
拜
〉
に
、
そ
れ
ぞ
れ
作
る
。
そ
れ
か
ら
第
二
十
一
・
二
十
二
句
の
〈
景
慕
情
彌
切
對
越
感
無
窮
〉
の
十
字
は
〈
隋
夫
堪
興
起
爲
感
豈
無
感
〉
に
作
る
が
、〈
隋
〉
は
〈
惰
〉
の
訛
字
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
第
二
十
三
句
の
〈
碑
銘
〉
は
〈
碑
文
〉
に
作
る
。
　
ち
な
み
に
、
こ
の
『
皇
都
名
勝
詩
集
』
に
採
ら
れ
て
い
る
の
は
、
時
代
的
に
は
石
川
丈
山
・
釈
元
政
に
始
ま
る
江
戸
期
の
人
々
で
総
勢
九
十
八
。
そ
の
名
を
順
に
見
て
ゆ
く
と
、
巌
垣
彦
明
・
江
村
北
海
・
頼
千
秋
・
端
文
仲
・
大
江
穉
圭
・
清
田
儋
叟
・
岡
崎
師
古
・
伊
藤
君
嶺
・
柚
木
太
玄
・
皆
川
淇
園
・
小
栗
光
卿
・
清
田
龍
川
・
太
田
玩
鷗
・
釈
六
如
・
池
大
雅
・
大
江
伯
祺
・
釈
大
典
・
小
栗
明
卿
・
中
井
竹
山
・
那
波
魯
堂
・
香
山
適
園
・
永
田
俊
平
・
赤
松
滄
洲
・
柴
野
栗
山
・
葛
子
琴
な
ど
東
陽
と
面
識
交
流
の
あ
っ
た
詩
人
文
人
・
儒
者
は
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
網
羅
さ
れ
て
い
る
。
　
「
津
阪
東
陽
と
そ
の
交
友
㈠
」
の
誤
記
に
つ
い
て
は
、
林
田
愼
之
助
・
高
橋
良
行
・
杉
下
元
明
の
各
氏
か
ら
懇
切
な
御
教
示
を
得
た
。
記
し
て
感
謝
す
る
。
 
（
二
〇
一
六
・
一
〇
・
一
〇
初
稿
）
（
二
〇
一
六
・
一
二
・
一
八
補
筆
）
追
記
　
再
校
を
出
し
た
後
、
前
稿
で
迂
闊
に
も
東
陽
の
生
年
、
宝
暦
七
年
﹇
一
七
五
七
﹈
を
宝
暦
六
年
﹇
一
七
五
六
﹈
と
誤
っ
て
記
し
て
い
た
こ
と
に
気
が
つ
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
東
陽
が
京
都
で
交
友
し
た
人
物
と
の
年
齢
差
に
一
年
ず
れ
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。
例
え
ば
、
小
栗
明
卿
は
六
歳
下
、
大
田
玩
鷗
は
十
歳
上
、
厳
垣
龍
渓
は
十
六
歳
上
と
な
る
な
ど
。
逐
一
、
訂
正
す
る
余
裕
が
な
い
の
で
、
こ
こ
に
一
言
附
し
て
お
く
。
 
（
二
〇
一
七
・
二
・
三
）
に
の
み
や
・
と
し
ひ
ろ
／
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